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序

東北縦貫自動車道が鹿角市を通ることとなり、道路予定地上にある

埋蔵文化財の発掘調査が昭和54年度から 3か年行われました。これま

ではか所の遺跡、発掘総面積154，435m2におよぶ調査を行いましたが、

昭和56年度に実施した猿ケ平 II.室田・一本杉・案内IIIの

4遺跡の調査結果をまとめたものです。これまでの調査の成果は、鹿

角地方の歴史解明の貴重な手がかりになるものと思われます。

最後にこの調査に御協力いただきました顧問、専門指導員、日本道

路公団、鹿角市、同教育委員会はじめ関係各位に心から感謝の意を表

します。

昭和 58年 3月

秋田 ぷ〉、
ヱヱ

教育長畠出芳郎



務リ Zコ

1 .本報告書は、東北縦覧自動車道路線内に位置する昭和56年度発掘調査を行った10遺跡のう

ち、猿ケ平II遺跡(遺跡番号NO.21)、室田遺跡(遺跡昏号NO.29)、一本杉遺跡(遺跡番号NO.33)、

案内III遺跡(遺跡番号No.34)の発揃調査報告書である。

2. 遺跡については機会をみて発表してきたが、本報告書を正式のものとする o

;) .発調査遺跡の記載は遺跡番号順による。

4，発掲調査に関して、下記の諸氏から御指導、往[J教示を賜わった。記して感謝の意を表する。

(敬称IU各、 }II員弓二同)

青森県埋蔵文化財調査センター主査 遠藤正夫

青森県埋蔵文化財調査センター主事 成田滋彦

秋田県鹿角市教育委員会主事 秋元信夫

5. 本報告書の執筆と編集は下記の調査員と補佐員が協議して作成した。

Iの 1 小玉

Iの 2、 3 桜田降

IIの 2 小林克

猿ケ平II遺跡 岩見誠夫、藤井安正、松岡忠仁、児玉悦郎、奈良義博、高僑

、案内田遺跡 小林克、関 直、阿部義行、花田孝夫

一本杉遺跡 桜田峰、児玉昭彦、池田洋一、神田公男、安保麿

6.本報告書の IIの 1r地形と地賀J は秋田県立能代北高等学校教諭藤本幸雄氏の執筆である。

7 .石器の石質鑑定は秋問県立博物館学芸主事嵯lufl二郎氏にお願いした。

8. 炭化米及び炭化穂子の分析は前岡山大学農学部教授笠原、安夫氏に依頼した。

9.一本杉遺跡から出土した墨書土器の赤外線写真指影及び解読は国立歴史民俗博物館助教授

平)11南氏にお!耳目いした。

10. 報告書に使用した地図は、建設省国土地理院発行の 5万分の l、2万 5千分の l及び日本

道路公団作成の千分の lの地形図である。

11. 遺跡の土層及び遺物の色調の記載は「新版 標準土色fPI~ÎJ (日本色彩研究所)を使用した。

12. 遺物の実測には、画像工学研究所のスケッチグラフ卓上型を活用した。

13. 遺跡の写真撮影は主に次の者があたった。

猿ケ平II遺跡 岩見誠夫、藤井安正

出、案内III遺跡 小林克、関 直



一本杉遺跡 保田!年

14. 造物の写真彩は主に次の者があたった。

保田降、 IJイ:本克、藤井安正、鈴木功、 安保徹。

15.遺物の実iWJ、採拓、 トレース、

猿ケ平 II遺跡

田、案内III遺跡

一本杉j主跡

補佐員の他に次の者があたった。

ぷ、，-
IH::: 、"‘、

加藤正子、止田

、松本良子、古川フサ子

、竹村純子、 久子

16 した遺物の実ìWJ図、拓}jf~図の縮尺は原則として%、%とした。その他のも

のは任意の縮尺である。

11 



序

例 言

自 句h
ツL

I はじめに・・一..........…・・・・・・・・・・・・ー・ー・…・ー…・…・・・一…-…一.......................一一........... 1 

1 . 発掘調査に至るまで・・・・・…ー・・・・一................................…・・・・・・・・一一........一........... 1 

2， 調査の組識と構成・・・・・ー…..................................................一....一一................. 2 

3， 調査の方法・・・・・一...........................................................一一一...................... 5 

II 遺跡の立地と環堵・・・・一............................................................一一.....一一.....・・・・・・ 5 

1 . 地形と地質.....一一.......…..一...一一...............一…・・・…・・・・・…・・ー・・・・一.................... 5 

2，環境と周辺の遺跡…………………一……………一…………一…………………ー…一 11 

猿ケ平 II 遺跡

1 . 遺跡の概観・…....一..........…...............一......一一..................・…・・・ー・…ー・ー・…・・・・・ 23 

2.調査の方法……………………・……………一・………………………………・……一・…・ 23 

3. 調査経過……...一...................一・ー・・…....................................................一..... 25 

4. 遺跡の層位………………………………………………………・…………………・…・ 32 

5. 遺構とi宣物...................…一..一一-一…・一.............................一一......一…・・・・・・・・・…・ 32 

6. まとめ..............一・・・・・・・…・・…............一.............................… υ ・・・・一.............. 82 

田 跡

1 . 遺跡の概観・・・・・…...一…・・・・一....…・…一一.........…・・・・…・ー・・・・・・・・・…・・・ぃ・・・・…..........115 

2， 調査内容...........一・・・・・・・…・一...一…・一…...........…...一…・…一....一…・…・一一…一......115 

3. まとめー…ー….........・澗...…・・・一-一…~" " .. .. ~ .. .. .. .. ..・・・・ h ・・・ e….... .. ~一・ー…・・・………・一........... 116 



本 宇多 i室 官
庁。仲井

1 . 遺跡の概観......…・・・・・..一................一…・・……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一..........121 

2. 調査の方法・・・・・・・・・・・・・・・・・一........…一....一…ー・・・・・-一..............................一一…・…一..122 

3. 調査経過..一・・・・・・・・…・・・一一......................…・・ー・・・・・・・…・・・・・…・・・・・….......一一...........125 

4，遺跡の層位………………ー…ー……………………ー…………………………………… 126

5，遺構と遺物・…………………一………………………・一……………………………… 127

6. まとめ一一.................一一......................…・・・・・…・・ー・・・・・一…............…・…..........195 

案 内 III i室 跡

1 ， 遺跡の概観・ー・…………・…ー・…一.......…・ー・・・・・・…・・…・…....................…・一一..一.233 

2. 調査の方法-一-…一一......一-一….............…一・・・・・・・・・…・一...…...........一-一一・・・…・・・・・ 233 

3， 調査経過・・・・・・・・・…・………・ー・ー・ぃ・・・……・・・・・・・・・一一一.........…・・・・ー…・・・・・・一一・一…....235 

4. 遺跡の層位…………・…………………………………………...・ H ・-…………………… 237

5. 遺構と遺物・・・・・ー…・…・・・…・…・・・・・一.....……・…....一......…-一.....一……・・…・ー・…・・・・ 237 

6. まとめ・・一………...............……・・・……ー・・・ー…一・・・・…・・・・・・・・・・・…・・・…・・・・・・・…一-…・ 370 

一一 lV 一一



揮 図 次

第 1図 段丘地形図・・・…・・・一........................................................................................6

第 2図露頭柱状悶............一...........................................一..........…..................一.......8

第 3図 周辺遺跡分布図・・・・・・・・・・・・・・・一....…....................................................…......一.......12

第4図 秋田県鹿角市における東北縦貫自動車道路線卜の遺跡分布図.............一一................17

猿ケ平日遺跡

第 1図 地形図およびグ 1)ット配置図……・・……一一24

第 2図 B区Eライン土層断面図および浮石堆

棋図・・・・・・........................................・・・・・26

第 3図 C区Bトレンチ土層断面図・・ー……………..27

第 4毘 遺構配置図…・…一-一一…一………・………….29

第 5図 S 1001竪穴住居跡実iWJ図………………..32

第 6図 S 1002竪穴住居跡およびSK (F) 020 

フラスコ状ピット実測図…一一……………..34

第 7図 S 1 003竪穴住居跡およびSK (F) 002 

フラスコ状ピット実j刑囚・………・………….37

第 8図 S 1 004竪穴住居跡実ij[lJ図…・……・………・40

第 9図 S 1 005緊穴住居跡および SK (F )005・

006・010ブラスコ状ピット実視'J国・・・・・・・・・・・・41

第10図 S 1 006竪穴住居跡実iJ1lJ図…-……………・・44

第11[翠 S 1 007竪穴住居跡およびSK ( F) 012 

フラスコ状ピット突出IJ図.，.・ H ・-……………・46

第12図 S 1 008竪穴住居跡および SK (F) 013 

フラスコ状ピット実illlJf'R].……...・ H ・………・49

第13図 S K003・004・007・008土壇実iWJ図…・…..55

第14図 S K009・011・012・013土墳実if!iJ区l・h ・-…・56

第15図 S K014・015・016土壌実測国・…………ー57

第16図 S K (F) 001・003・004フラスコ状ピッ

ト実iWJ図一……・…………………………一…・58

第17図 S K (F )007・008・009・011フラスコ状

ピット実;WJ凶一…ー…………・ー・・ー-…・…・…・・59

第18図 SK (F )014・015・016・017・0187ラ

スコ状ピットおよび SK 017土J)ii(突出IJ['R]・・・60

第19図 S K ( F )019・021・022・0237ラスコ状

ピット実iWJ図一-…・ハ一一………・・・…・一一……61

第20図 S K (T )001・002Tピット.S X 001'11: 

格不明遺構実iHlJ凶...............................・・62

第21国 遺構内出土土器(1)……・………........…・…・・63

第22国 S 1001・003・004住居腕、出土土器(2)......64

第23図 S K009jニ峨.S K (F )014・021フラスコ

状ピット出土土器突illlJI'R](3)…・・・・ー…・・・・ー…65

第24図 遺構外出土土器(1)…ー……・…一一…・ー・…一..66

第25図

第26国

第27図

第28図

第29図

第30図

第31図

第32図

第33国

第34酪

(2)…・....................・・・・・・・・・67

(3)・・...............................68

" (4)ー……………ー…・ー……..69

・土製品(5)…一.....………ー70

出土石器(1)・.....................................昏"'71

(2)・・........................................72

" (3)..........................................73 

フラスコ状ピットの構築変遷図・…………一76

フラスコ状ピットの機能と体積計算・・・・・….77

遺構外出土土器分布囲・....................・・・・・・78

一一 v 一一



室田遺跡

第 1菌 室田遺跡時辺地形図………・・………・…… 113 第 2図 主lH遺跡調布区全図・・一一一……・…一-一…. 114 

一本杉遺 跡

第 1図 遺跡{立援I;;?J.…・ー………・…ー…・ー…・・…・・. 123 第26閤 S 1 013竪穴住居跡実;WJ図・・・............... 155 

第 2図 こ|二層JtiJl!t凶・・・・・一一・・・・…・・・・ー………・…....126 第27図 S 1 013!校穴住出回;かまど実;WJ図......... 156 

第 3隠 S 1 001・S1 002竪穴住居跡突iWJI苛... 129 第28図 S 1 013竪穴住居跡出土土器実iWJl21(l)一.158 

第 4国 S 1 001・S1 002竪穴住居跡出土土 第29図 S 1 013竪穴住居跡出土土器笑;WJ図(2)一. 159 

器拓Jj{;図・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....................... 130 第30図 S 1 013車穴住居跡出土土器実;H1J図(3)一. 160 

第 5国 S 1 003・S1 010竪穴住居跡実;WJ図・・・ 131 第31図 S 1 014緊穴住居跡突出IJ悶...••• •••••..••••• 161 

第 6国 S 1 010竪穴住居時出土土器拓彬図…… 132 第32図 S 1 014竪穴住居跡かまど実;WJ図…一一.. 162 

第 7国 S 1 004竪穴住居跡実if!lJ図・一一……・…一. 133 第33図 S 1 014授穴住居跡出土土器実;!!IJ図...... 163 

第 8図 S 1 004竪穴住居跡かまど実i!1IJ図-……..134 第34図 S 1 015竪穴住居跡実;WJ図ー………・・・…. 164 

第 9留 S 1 004竪穴住居跡出土土器実;WJr:Rl・….. 136 第35図 S 1016・S1017・S1018・S1020 

第10図 S 1 004竪穴住居跡出土土器拓彰実;WJ S 1 021単穴住居跡実iWJ図.................. 165 

図(2)................................................137 第36図 S 1 016竪穴住居跡実iWJ図……・…・・…... 166 

第11図 S 1 005竪穴住居跡実il1iJ図・・…ー…・……・ 137 第37図 S 1 016竪穴住居跡出土土器拓影図...... 166 

第12国 S 1 005竪穴住居跡かまど(1)実il1リ[21......139 第38図 S 1 017・S1 018竪穴住居助;実if!iJ[Z]... 167 

第13図 S 1 005竪穴住居跡かまど(2)実iWJ図…... 139 第39図 S 1 017緊穴住居跡出土土器拓;長国・・・一. 168 

第14図 S 1 005竪穴住居跡出土二i二器実iWJ図・…..140 第40図 S 1 019竪穴住居跡実i!1IJ国…ー……一-一一 170

第15図 S 1 006竪穴住居跡実;WJ[Z].一………・…..142 第41屈 S 1 019竪穴住居跡出土土器拓f~~図…・ー 170

第16図 S 1 006竪穴住居跡かまとマ突出IJ図・……ー 143 第42図 S 1 020緊穴住居跡実if!lJ図.................. 171 

第17図 S 1 006竪穴住居跡出土土器実iWJ図(1)… 144 第43図 S 1 021竪穴住居跡実iWJ図ー…一……….. 172 

第18図 S 1 006竪穴住居跡出土土器実iWJ図(2)...145 第44図 S 1 030竪穴住居跡実if!lJ図……………… 174

第19図 S 1 006竪穴住居跡出土土器拓影実iHlJ 第45図 S 1 030竪穴住居跡かまど実iWJ区ト一一.... 174 

図(3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 146 第46図 S 1 030竪穴住居跡出土土器拓影図…… 175

第20図 S 1 007監穴住居跡実iJ!lJ図……・………一 148 第47図 S 1 031竪穴住居跡実;11IJ[z]・ー・・…ーい…ー・ 176

第21~ S 1 009竪穴住居跡実;WJ国・・・………・…..149 第48図 S 1 031竪穴住居ー跡出土土器拓彰実;WJ

第22図 S 1 011竪穴住居跡実;WJ図-…・……一…..150 図................................................... 178 

第23図 S 1 011竪穴住居跡出土土器拓影実iWJ 第49国 S 1 032授穴住居跡実iWJ図……………... 179 

間...................................................151 第50図 S B 001雌立柱建物跡実iHリ図ー…・…・…・・ 180

第24図 S 1 012竪穴住居跡実iWJ[玄ト………ー…..153 第51図 S B 002t屈立柱建物跡実i!ilJ図……・・・…... 181 

第25国 S 1 012竪穴住居跡出土土器拓影実iWJ 第52図 S B 003掘立柱建物跡、実;WJo.....一・・・ー・・・ 182 

関....................................一一............154 第53図 SK(T)OU4*iT状土墳実測図………・…….. 183 

一一 Vl -



第54図 S D001-S D003溝状遺構実iUlJ図……… 184

第55鴎 S D 001溝状遺構出土土器拓影図……… 184

第訪問 S D 004講状遺構実;HlJ図一……・・…-…….185 

第57罰 グ 1)，ソド出土土師器tii影・実iHlJal(lJ…… 187

第58図 グリッド出土土師器拓影・実iWJfヨ(2)…一.188 

第59回 出土項J志器・陶磁器拓影実;wJtm…・……..189 

内案

第 1図 案内III遺跡グリッド配置関………...・ H ・..234 

第2国案内III遺跡基本層位…...・ H ・..……....・ H ・.236 

第3図 S 1 008住居跡……・.....…・…………・・・一 239 

第4図 S 1 008住居跡出土遺物………………… 240

第5函 S 1 008住居跡出土遺物(若器)………… 240

第6図 S 1004住居跡・問炉跡、 SK (F )025 

土墳…...・ H ・...…………・……...・ H ・-…・… 242

第7菌 S 1 004住居跡埋設土器………………一.243 

第8図 S 1 004住賠跡出土遺物………・…・・・…..244 

第9図 S K( F) 025土噴出土遺物(1)…os...一…・ 245

第10図 S K( F) 025土墳出土遺物(2)・・…ー……..246 

第11図 S K( F) 025土墳出土遺物(3)…………… 247

第12図 S 1 005住居跡...・ H ・.....・ H ・-…………… 249

第13国 S 1 005住居跡出土遺物(1)……………… 250

第14図 S 1 005住居跡出土遺物(2)……...・H ・..… 251

第15箇 S 1 005住居跡出土遺物(石器)………… 252

第16図 S 1 005住居跡、西側周辺ピット出土遺

物....・a・-….....・ H ・......・ H ・-…・・…....・ H ・....253 

第17函 S 1 003注居跡…...・H ・..………………… 255

第18盟 S 1 034住居跡……..，・ H ・-……...・ H ・-… 257

第19図 S 1 003住居跡、 S1 034住居跡出土

漬物………-…………...・ H ・..…...・ H ・..…・・ 258

第20国 S 1 034住居跡出土遺物(石器)………… 259

第21図 S 1 036住居跡………...・ H ・-……...・ H ・..261 

第22国 SK ( F )031、 SK (F )023、 SK(F) 

024、SK( F )034土壌…………………… 263

第23国 SK(F)021、 SK (F )032、 SK(F) 

第60図 出土鉄製品実iWJ図……………・…………一 190

第61国 出土白磁実iWJ図……一………………一-…・ 190

第62図 出土砥石実測図……・……・……………….191 

第63摺 出土縄文土器片J石器国・・…ー・・・・・・・…ー・υ…193

第64国 出土石器・争Ij片実illiJal(各遺構・クリ

リ ド出ニL)...................・・ z・・・・・・・・・‘-一一一 194 

III 遺跡

022、SK(F)、007土墳...・ H ・………一… 265

第24図 SK (F )027、 SK( F )020、 SK(F) 

029、 SK( F )026、 SK (F) 030=1二1麿… 267

第25図 SK (F )031、SK (F )023、 SK(F) 

024土墳出土遺物・…………………...・ H ・268

第26図 S K (F )021、SK (F )032土墳出土遺

牧/.一一…・・・一一...一・・・…・・・・・・・・・・ー・・…・・・・・・・・ 269 

第27図 S K (F) 022土壊出土遺物...・H ・..……… 270

第28図 S K (F) 007土墳出土遺物(1)"・H ・-一…… 271

第29図 S K (F) 007土J産出土遺物(2)……ー…….272 

第30図 SK (F )021、SK( F )032、 SK(F) 

α2土1噴出土遺物(石器)………………… 273

第31国 炉跡…・・…...・H ・..………………………….274 

第32函遺構外出土遺物(1)……………………… 278

第33図 遺構外出土遺物(2)……………………・…・・ 279

第34簡遺構外出土遺物(3)……………...・ H ・.....280 

第35図遺構外出土造物(4)'"・H ・..………………… 281

第36国遺構外出土遺物(5)………………………… 282

第37図遺構外出土遺物(6)…...・H ・.....・ H ・-……..283 

第38国遺構外出土遺物(7)………………………υ284

第39図遺構外出土遺物(8)…………… H ・H ・-……一 285

第40図遺構外出土遺物(9)"・H ・.......・ H ・......・ H ・.....286 

第41図遺構外出土遺物(10)".……………………… 287 

第42図 遺構外出土遺物(石器)(1)....…一……… 290

第43図 遺構外出土遺物(石器)(2)ー・…・……一… 291

第44図 遺構外出土遺物(石器)(3)…....・ H ・....… 292

第45回 遺構外出土遺物(石器)(4)……………… 293 

一 VlIー



第46図 S 1 001住居跡………………ー……・…一.296 

第47国 S 1 001住居跡カマド…一………・・ー…...297 

第48図 S 1 0011主開跡出土遺物一………一一…...298 

第49陸 S 1 001住居跡出土j立物(1)・・・・・…ー……・.298 

第50図 S 1 001 住居助:出土法~!I'ÞJ(2)" .一…一一…...299 

第51図 S 1 ooH主回跡山土j立物(j)一-一…・・・一一...300 

第52図 S 1 001住!丹跡、出土i立物(石器)一一-…….301 

第53図 S 1 002住侶回、....・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 303 

第54図 S 1 002tL:罰則;カマドー…一…ー・・…一-一一 304

第55図 S 1 002(主!可制;出土遺物(1)・・…一一..…一一 305

第56図 S 1 002住居跡11:'1土造物(2)・…一…・・・・・・・ぅ06

第57図 S 1 ()()6H:肘跡…・…・…..一……ー…・・一一..:10お

第58図 S 1 ()06住民跡カマドー..・一…・・・ー・・…一..309 

第59悶 S 1 006住居跡UJ土泣物(1)一一..一一…・・… 310

第60図 S 1 006住出跡出土述。物(引いー・・….....一一 312

第61図 S 1 009住屑跡ー…ー・…一一.'一一…一…一一 313

第62笛 S 1 009住居跡カマ v・……..一一一........314 

第63国 S 1 009住居跡、出土造物(1)…-一-・・・…岡一一 315

第64図 S 1 009住居跡l:l¥土i立物(2)・・……・一一.....316 

第65図 S 1010住居跡、 S1011住居跡、 S1 

012 住居日亦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・ 319 

第66図 S 1 010住開跡炭化物・炭化村出土状

態...................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・一 323 

第67図 S 1010住居跡、 S1012住民跡、カマド… 325

第68図 S 1 0111主席跡カマド一一………・・・・…….326 

第69図 S 1 010住居跡出土遺物…・……・一一一…・ 327

第70図 S 1 010住居跡出土造物(1)・・………ー・….327 

第71図 S 1 010住居跡出土遺物(2)・…………・一一 328

第72図 S 1 010住居跡出土遺物(3)・…・……一-….329 

第73国 S 1 010住居跡出土遺物(4)・………一・・….330 

第74図 S 1 010住居跡出土遺物(石器、鉄器)… 331

付

第 1図 i手石の含有量分布……ー…・ー…一-…・…...373 

第2図 窓土各層の 1cm"中浮石含有量(cm'/g )・….374 

第75図 S 1 010住居跡出ニI~-遺物(炭化物)……'" 332 

第76図 S 1 010住居跡出土i立物…………ー・・…..333 

第77罰 S 1 0111:1:居跡出土遺物(1)・…-一…・・…一.333 

第78図 S 1 011住居跡出土遺物(2)…・・……ー・・・・・ 334

第79図 S 1 011住居跡、出土述。物(3)・……………・・ 335

第80侶 S K (F) 033土境出土造物・…一…ー・・…..335 

第81国 S 1 014住居跡一一……・……・……一一.....337 

第82国 S 1 014住居跡カマド・一…-…・・・……......341 

第83図 S 1 014住居跡出土泣物(1)………一一-一..

第84図 S 1 014住居跡出土造物(2)・…………一...:343 

第85酪 S 1 014住居跡出土造物(3)・ー…・……一...344 

第86図 S T 014住居跡tll土遺物(，叶・・………・…..345 

第87図 S 1 014住居跡出二!こ造物(5)…・・……ー・・… 346

第88図 S 1 014住居跡 I:h 土遺物(T:î r，~ )……・場・・..347 

第89図 S 1 014住居跡出 t造物(石器、鉄r.i{:)一.348 

第90図 S 1 015住居跡・….......一…ー・………ー・・・ 350

第91図 S 1 015住関跡出土遺物・・・・・・・・・・・・・・・・・・...351 

第92図 S 1 0161主出[跡・・・..............................353 

第93図 S 1 016i主情跡カマド、完J1:I:状態・…-一..354 

第94図 S 1 016住居跡、出二i二遺物・…・……・ー・・・・… 356

第95悶 S 1 017住居跡・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 357 

第96図 S 1 017住居間;カマト・・・......・・・・・・・・・・・・・・・ 358 

第97図 S 1 017住居跡、出土i立物・…・・・・……・ー・・・・ 359 

第98図 S 1 018住居跡.......・…・………・・…・・・・… 361 

第四図 S 1 018住居跡カマト、…・…一………・....362 

第100図 S 1 018住居跡出土i立物・…………・・ー….363 

第101図 S 1 018住居跡出土遺物(石器)……・・…・ 364

第102図 S 1 019住居跡・…・・……-…・・………......366 

第103図 S 1 019住居跡、カマド……・…....……・… 367

第104関 S 1 019住居跡出土遺物・…一一・……・・….368 

第105図遺構外出土遺物...一…一-一………………..369 

第 3図 1堆|住主?存桔2主tJ順11順|阻日位 i浮手石含有量によ る1堆住財干程柏刷?主刊削iリリ川)1川順11恒i鼠員員引/位i

第4図 j浮手J干石r可iの粒粒:径と含有最..一….一..一….い....一…….一….い..….い..一….一..一..….一..一….一.376 

VlIl 一一



猿ケ平日遺跡

第 1 表 S 1 (似)()川11幣腎六{ιi主i主:1，1;'ι，守ι刷日制叫丹停q鋭E怒説!兄i祭去 .一................ ;3出:3 1 

第 2 表 S 1 00之任}託f〉1汀iミ子北中!rかI戸I;刊跡;龍鋭i京去.一，.一….一..一..一….一..，一….一..一...お5 

第 3 表 S 1 O()3ポ!ド片わ¥f礼t二一t!ii;一『尚跡4み、1鋭IJ此j兄i出防Z詐京失4汁ミ長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:36

第 4表 S 1 (J041京六ti:!計跡観信表・・ー・ー…・・・….. :3~) 

第 5表 お1 ()()5"正六(こi:!f!~' 同;観察去・・・・・・・…・……・・ 43 

第 6表 S 1 006県六fH!;':妨;観察1::..............…・・ "15 

第 7表 S 1 ()071:日六十t!p;' ~，~; (iJL '~;-'f長一...一一-一…・・ 47 

第 8表 S 1 O()お六fj北村リ);組祭長一................ 山

第 9表 S KUJf，'i観お表(1)・一一.............一一.....… 51 

第10表 !I (2)・…

q

J

d

寸

つ

A

「

ひ

円
h
り

{

/

民

い

れ

つ

ν

ハV
A

斗
1

5

5

6

6

6

6

G

6

7

7

 

表
J
U
〆ロペ

川
悦υJn 

Iト

ー

工

一

一

一

一

一

一

一

1
3

税

ね

(

(

(

{

(

{

外

t

M

肌

H

H

H

H

H

月

内

k

u

ル

れ

わ

上

泣

表

表

表

表

表

表

表

表

表

表

1

2

n

J

h

q

u

A

E

R

d

p

O

ウ

I

n

U

Q

d

n

u

t

i

-

-

-

t

i

e

-

T

i

t

i

-

2

1

a

'

i

内

L

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

一本杉遺跡

第 1 表 S 1 0以仰011日陪i世泣六住f出品一制跡;壬引;式計一t七i

第 2 表 S 1 0αω(ο)21培i緊仔わlヂ行子九〉六に住出』叫跡丹亦;目計計i十干-{[!引it山抑制t!印川!ド川!リJi説t5記1兄L口川問j月J去...一....…....一.12ぷ

第 3 表 S 1 (り)(川)川I、SIcο)(山)氾緊:予乎プ穴〈住出居A助跡、刊引壮刊f日仕出|上HJ士土卜上'._1仁二1fff

i詰~IIJJ 'l.i:............................................. 130 

第 4表 S 1 003 1京穴住居刷、~jt;[!IJ 説明言L;;:. ・一....一一 13ll

第 5表 S 1 010 1さわた fìミ跡，~t;[!iおi5~II)Jé};;:. .・・・・…..1::32 

第 6表 S 1 O lO"~_;!:穴住同一跡山二i二土器 fiì~I Ij J 表・・・・・・ 132 

第 7表 S 1 004n~王子\: (主)古跡計iWJ説明表............134 

第 8 表 S 1 004"，I_;!:穴住Ifr出円I可iι刊E制跡司事附;汁「出H了土l仁二j土二t器:詰;説i明ザ川i表'"一..一.135 

第 9 表 S 1 (り.lO5界照三わ〉六¥:f上!屑i百号鴎跡、壬寸引J占計一七i

第1叩O表 S 1 (似)川()汚5片呼陪ら仔子六i十住了j主i上二ソ)肘討E湖跡市事;l出i臼1了l仁士f二ン，Î器慌市詐F ，説:3記;兄山~I明字叫j 表.一..一….一.喝 141 

第i什i表 S 1 (川)(泊06が託ゾ穴乙 f~主:同居屯跡跡;守引;古計一lì

第i口2表 S 1 0∞06ω引出!ド門;!託モわツ穴.¥:f住=i主i主ミ:!j介!j市肘jr討f片J刊日刊4亦川、マi出1¥土土:器f器詰ιιJ日説i司記iS兎川l兄山~I抑11)問lりリ川1)月一J 表去...….一..14判6 1 

第1悶3表 S 1 0似仰(り)71照:腎トた三六(日住j主fザ弁か恒何戸ijs助跡骨亦;三l';WJ ;i5~ 11)] 1<.一一一・… 147 

第14表 S 1 O()~)竪穴住阿佐D;~h[!iJ 説明表・・・・一.....・ 14ぷ

第15褒 S 1 011思穴住出跡rIl';WJ説明表・…・……， 150 

第16表 S 1 0 111~þ:六 ftl苦闘;11\ ご|二土器説明公..... 152 

第iげ7表 S 1 (υ11ロ干粍fわシ六に{住j主i伝iグ1;1[戸」片I4刊;;4Ji同刈'dι計計一h

第1印8表 S 1 り121照:腎?六fi住j主:1肘P討片φ則叫跡;f出i打"-::1上'， l仁;器 i説i詰記;見山引~I引!日川川lリリ川l月一J 止去〈ぐ......

第i印9表 S 1 013 1緊:緊プ穴，に'~ f~住ヒJr出t日百Iりjß~;i\t;WJ 説 II)J 去・・一一，..... 156 

第20表 S 1 ()131;，~わ\: tJ::Jrìj 閥、 n\J~ 1 こ出 ~k"IJ 表岨・一一 157 

第21表 S 1 014 1柱穴住 11'1 跡 fn;WJ;l!~1 りJ 去・・一一...... 161 

第22表 S 1 0141:，it:穴住Ir'}s川1¥:-1二二L出説IIIJ表・・一.. 162 

第23表 S 1 0151¥i三六f+I，')湖、iil"iWJ説明去一..........162 

第24表 S 1 016 1柱穴住民間;，il';Wぷiì~IIIJ 去・・・一..，・・・・ 166 

第25表 S 1 OHìll~þ:六 Lt11 1 ; 跡 1['. 土土*FiH~lljJ表・・・・・・ Hi7 

第26表 S 1 017::正六fJ:I/i"削、計 ;WJ， iì~nJJ 去・・・・・・・....Hi8 

第27表 S 1 017但六白井I:;.U昔、出土二十~ *i~説明 1"-' 一一・ Hì~)

第28表 S 1 01刊81:陪託穴{住ei主i主ミ井}jl尉iけ}ß跡~亭~;、 d~計，討→t;

第2却9表 S1 01ι叩91'，

第3叩0表 S 1 0191担?荘?主ゾ六/(fi佐=i主i主'.1出託百;.hl跡跡f与、廿日出1土←j土1上上一J二令:企器 i説\l瓦;足~II明)月長え ..一... 171 

第3幻i表 S 1 の川20竪六 t白住二j主i七:iJ屑計~f付;刊』同跡司亦;;~t ;l!lJ 説明表・・・・・・...... 171 

第32表 S 1 02]e柱穴住時跡、，HiI.¥lJ説IIJ-J表・・・・一......172 

第33表 S 1 0301'11:穴住居日時;，1J-iWj説明表..・一.......172 

lX 



第34表 SJ O:30i:，¥;':六IHI;'lf'n、IHL l' 出，;i~II)J ・..... 17:，; 第39表 クリ j、，'1'，I~ IJ:ili出 !i}~f り!京・・・....... ........ 185 

第35表 1 ()311:，;~:'に fì.:lr!;'UJ; ， ;I'il !i)i i\~II)1 )ぐ・・・・・ ・・・・・ 177 第40表 n'， トー;l'(}J.!:"~i;: 、 I;~J 脱出 IH~! り lk... 一一一........ 1州

第36表 S 1 o:WゃにfU，I;U.)j;，'I'，L卜.(，，'~ ， íl;~ll) J jぐ・... 177 第41表，'1¥ 1. fil¥ f Irll-i1!ll，記IIJJl，:........................... 19~ 

第37表 S 1 ()3~1:日大 iHI;lNh日)!iJ，iì~IIJl )、・・・・・・...... 17ぷ 第42表 IH L柑之卜.r.iF)'r'Hi:μi淀川主・・・・・・・・・ ・・・・・・・・ 1CJ2 

第38表 jl:1¥川、i也物州、，i!';[lij，記11)]よ................…・ l山 第43表 tH 卜イi伴、 手1))'r' ，1 1';l!IJ ， H~IIJJ 夫…・ー…・・・・・・・・・ 192 

案内部遺跡

第 1 表 S [ ()()SfU，';助、組.!，u<...............・・・・・…・ :!:)ぷ

第 2表 S 1 ()I)ぷ(i:)，I;刷、1I'，I'.i立:1句・・・一一・・・・・・・・“・…・ 210 

第 3表 S 1 (I()SLi:Jrl;:1川1'， 十.i立物if I :fiF )・・・・・・・・…・ 2[(1 

第 4表 S J ()(J4fLI;I;'WMi凡主主..............一..・・…・ 211

第 5表 S K ( F) 025 1)1& li5L'!'三点・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・・・・ 2:11 

第 6表 S 1 ()04 ftl;';.W~; ，LI'， L.i立物・…・・…一-一一一…・ 24.[

第 7表 S 1 (j04 ti二'iq湖、H'，L:i立物({I(，持)・・・・・・・ ・・・・ 2!H 

第 8表 S Ki F) ()25i'.J)i'iH\I~.ì立物(1)・・・・・・・・・・・・・・・ 24ら

第 9表 S K i F ) 025:UNiUH 仁i立物(2)・…・・一 ...... 24(:i 

第10表 S K ( F) 025二UJMt-H:-h立物(::l)・・・一一一…一.247 

第11表 S K ( F) 025二j')J;;'iHけ:泣:物防(川干{汁昔Irが;いJ"一..一..一...247 

第i口2表 S 1 OO，')f]住j主iづ介;か肘F江討一J;肋跡;[1鋭品京去........一.......….. 一.....一..24 

(り) 第1印3表 S 1 (α)()応5f臼住ωi主uづ)申出肘2計計;-hl吋E吋跡市亦川;刊J山iれtご土i仁二i泣立引4物句(川1)"….一....一….一.. 一.. 一.. 一....25引川

第14表 S 1 ()O日i:W;'h'川J¥j'.，i主物(2)・・・・・….....…..2S1 

第15表 S 1 ()()5f:U，1;跡、11'，L.i引がれ昨)・一-一一…・

第16 表 S 1 (l()5叩1十付i主川i上二

~5:~ 

第iげ7表 S 1 (り)(ο):3t吋刊巾t口i上iトA二宇 IrL;'叶l片;t跡4亦;11肌[此児以Z京4汁J表〈ぐ.....一.. 一.. 一..一...一......一...….2Sら日ι4 l 

第1印8表 S 1 l川):山:乃う叫4ti川iづ叶Irか出r[討1可;川:1;刊f卜刈J内川1

第1円9表 S 1 (け)(り):31、S 1いい(υ13叫4f住川i七μiリ:ljL;'hl;~; ，'I'r 卜.'立物・・・・・・・・・ 25ぷ

第20表 S 1 034 tl二Irl;'h'.~; 11'， ! ~.ì立物( { i :~ff I・…・・・・ー・・・ 25~1 

第21表 S J O;itiII:hl;跡組京去...................…..2(:i(l 

第22表 SK( F 10;31、 SKiド)()2:-j、 SK( F) 

(り)24、 S K( F)(ο) :31羽5十k仁いJ明!り)

第23 表 S K (心(Fア )川(け)21、 おK( く心(F)川川川(り刊)に:氾 、 S 1む〈心IF三 } 

ll22、S K (F 1()07~I)H;\ 観主夫・・・・・・・・・・・・・・・ 2ti4 

第24表 SK ( F )i127、 SK( F)()己()、 SK( F) 

()2~l 、 S K( Iマ)02ti、 SK i r;' )O:i() J))!Ur見

x 

ヨミJ<・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26G 

第25表日 lく(F I(()l、 S1< ( F j()2:)、日 KiF)

けど 1 I.Jli'! r'l'， ! ..i立1句・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2ti8 

第26表メ K!F 1i)21、δK ト、)ll32 1 )1";'; i!Jt主主一.2Gり

第27表 メ!¥'. [，' ) 022 I)Ji'UI'， j_i立物・・・・・・............270 

第28表 討 lくlト， i (l()7 1刈;'UI'， Li立物1)……・・ー・・.271 

第29表 出 !¥i[γ(1()7 I)li'UI'r l..i立ザ句(21 ・・・・・・・ ・・・・・

第30表沿 K( 1; i021、日 Krド)()目、 SK( F) 

()三 1~ Jli，; 11'， I'..i立4知({Iφ:{i;: )..................... 27:~~ 

第31表 i立hW外11¥十..1立lWl)・・・・..ー・・・・・ー・・・・ー・・・・・・・・ 27ぷ

第32表 山時外iHl..i立物(三l'一....一..…....... ・・・・・ 279

第33表 i立同外，'1¥1-.;山句1:什一..........................280 

第34表 j立出外，'I'r Li立物(ー[1・・・・・・・・・一一......…・・・・・・・・ 281 

第35表 i立tNiケト11'， ~!'..ì立物i ，))・・・・・・・・ー・・・ ・…............282 

第36表 i立t8i外11¥-j~ 遺物(1;)...... ー・・一一・・ ・・…・・一....283 

第37表 泣NIJ外11'，Li立物(7)・ー・・・・・…・・・…一....一......284 

第38表 i立!;N;外1I'II'..i立物(0)"一ー..........・・・・・・ ・・・・・・・・ 285 

第39表 i立NI!{"7ト，'1¥上泣:1竹川1...........…・・一............28Ci 

第4伺0表 i泣立山|十hげ、'NιP

第4れi表 i位立山!附;IV.悩J品P町Ij)r外|ト、J山|ハ¥L.i也立山:物|附句(吋{1-:7i~ iパ(1)'"一….一...一.......一......一.29判(り) 

第4位2表 i位立山!山1I1出f/可1;夕外トJ山|ハ¥j上-_i也立山4杓句 {れI日記出:詰，: ゴ引)ト.一..一.......一….一..........2りl 

第4特3表 i立h'占ケトilLLi引か行時 i(:l)・台一・・…・・・・・・・・置... 2~~2 

第44表 i立hW'!ト，'I¥L.i立物(イj'l，ii:)(U.................ー・・・ 293 

第45表 S 1 U01 fHI;.~;H~I.L宗去一…一-一一…-一一一.. 295 

第46表 S 1 llCIl fU同湖、HU二位物11トー.......…・・・・・ 2C)ぷ

第47表 S 1 llO 1ft 1;[;. hl;~; ll'l ~L i立物(2)ー…・・…-一.... 2~)~ì 

第48表 S 1 U01 ftl;r;.湖、It¥j'.i立物(:十ト・・・・・・・・・ー・・・・・・ :.j()l) 

第49表 S1 UI)l fUr刊



第50表 S 1 002住居跡観察表…ー・・・一…......…..302 

第51表 S 1 002住居跡出土遺物(1)・・................305 

第52表 S 1 002住居跡出土造物(2)・・・一一-一・・・・….;306 

第53表 S 1 006千ic.J討問、観察去一・・・・・・・・・…一...…..307 

第54表 S T CJ06f.:i::hLj刷、1111:.j立物(1)一一........・…・・ :)10 

第55表 日[ ()(I(){+か;一跡lH卜.1立物・・…一...........::112 

第56表 S 1 OCl9ft!山UJ、i泣宗表・守一・..........曹...…・ 211

第57表 S 1 00り Ü:nlg. hj;~;出土i宝物(j ................ 31:; 

第58表 S 1 u09fi:肘助、U¥I'.泣物・‘・・・・‘・・・・・・・・ー・・ ;:)16 

第四表 S 1 010住居尚、観察去...........ー...........

第60表 S 1 011住居跡観察安一一一・….........…..318 

第6i表 S I012住居跡説125表・…..一一..一..........324 

第62表 S K (F) 033二|二騎観察表・・・・・・・・一.......….324 

第63表 S 1 010f主居跡rJ:Lf二i立物(1)・…・…・一一-一一 327

第64表 S 1 010住民跡出土j立物(2)・…..........….328 

第65表 S 1 010住居閥、出土造物(3)・…・・・・・・…・一一 329 

第66表 S 1 Olot:tlll跡出土造物(4)"一一一一・…一..330 

第67表 S 1 OlO(主情跡出土遺物(石器)(1)"一・….330 

第68表 S 1 U lU{t屑跡 IU::I:泣~irJ( 石器 )(2)・ー・・…. 331 

第69表 S 1 010f主!吉閥、出土造物(鉄器)・一一一…..:331 

第70表 S 1 011 fヒf官同;出土器物(1)・・…一一一一-…-333

第71表 S 1 li11住居跡出土泣物(2)・・・・・ー・....…..334 

第72表 S 1 ハ 11住居 lf'，~~l:B土i宝物(3)・・…・・・・ー・・ー....335 

第73表 S 1 011 住居跡 IB土遺物(1~d~fi)・・・…ー….335 

XI 

第74表 S K (F) 033土墳出土遺物 5 日 s・い...・リーるリ 335

第75表 S K (F) 033.::1二噴出土泣物(石器)一-一....335 

第76表 S 1 014住居跡観察表・・ー…...…………・・ 336

第77表 S 1 014住居跡出土造物(1)ー・・・・・・ぃ........

第78表 S l 014住居間;出土i設物(2)・・……………・ 3:1;-~ 

第79表 S 1 Ol:1住居跡!u土造物日)一一………ー曹・・ 344

第80表 S 1 014住居間:出jこj宣戦 iト・・一-一一……・ー

第81表 S 1 υHitJ叶跡 l_U ~J -. _iti物・一一…一…・…・ス46

第82表 S 1 014住居跡出土i宝物({f器i(1).. ....... 347 

第83表 S 1 OH住居跡出土泣物{石器)(2)....・…・::l4討

第84表 S 1 014ä:居跡出土造物 (J，~( 器)ー・・…..... 348 

第85表 S 1 015住民湖、iuI察表…・・…・・・・一一........349 

第86表 S 1 015住居間:出土i立物...........一-…....351 

第87表 S 1 016住居跡、観察表…一一一...............352 

第88表 S 1 016住居跡出土器物・…・・・…・・・…一...356 

第89表 S 1 017i主居跡観察去・ー・'一..........…….355 

第90表 S 1 017住居跡出土造物一.....一-一.........359 

第91表 S 1 018住居間、観察表…........……・・…..360 

第92表 S 1 01示住居跡出土遺物一-一・・…・・一一一..363 

第93表 S 1 018住出跡、出土造物(石器)...姐.....・ 2・364

第94表 S 1 019住居跡観察表・…-一一・・…….......365 

第95表 S 1 019住居湖、出土造物(1)喝…・一一署..智，...368 

第96表 S 1 019住居跡出土遺物(2)…・……・ー…・・同氏

第97表 遺構外出土造物・・…...……・…・…・・ー・…・・・ 369



猿ケ平日遺跡

図版 i 法制主荒川ヒ惨南)

発iHH調査IK(背後の段 i玉上から)…一一一 87 

悶版 2 発I田誠資jiiJのようす(雨量秒北)

" (北惨南)ー…・ー…・ 88 

閉版 3 C区発掘調査前のようす(南惨北)

B区発i)jf調査後のようす(北惨南) .…一 89 

酪版4 B 区北~-m行m発掘調査後のようす(北東

善努Jil1r珂)

C[K発掘調査後のようす(南西惨北東)… 90 

図版5 発掘調恋風景、発掘調査風景……・ー…… 91 

図版 6 沢に堆積した浮石(東障が閤)

S 1 001竪穴住居跡(北東惨南西)・…・・ 92 

図版 7 S 1 002竪穴住居跡と SK (F) 020ブ

ラスコ;IKピット(東惨西)

S 1 003竪穴住居跡と SK (F) 002フ

ラスコ状ピット(南診北) .…一・………一 93 

図版 8 S 1 004竪穴住居跡(北西惨南東)

S 1 005竪穴住居跡(北西惨南東)…・・・ 94 

図版 9 S 1 006竪穴住関跡(北砂南)

S 1 007竪穴ttJ苦闘:と SK (F) 012・…一 95 

図版10 S 1005・008段穴住居跡とフラスコ状

ピット群(北西伊南東)

S 1008・9竪穴住居跡と SK(F)013 

フラスコ .'1犬ピ、ソト.............................. 96 

図版11 S 1 003竪穴住居跡炉(東惨間)

S 1 005緊穴住居跡炉(北西惨南西)・・・ 97 

図版12 S 1 008-A設穴住居跡炉(雨量惨北)

S K 009土犠(匹i惨束)一……・………… 98 

図版13S K 009=1こ峨出土土{，fi:(南惨北)

S K 0l4::l二JJSi (r局長歩~t) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 99 

図版14 S K (F) 004フラスコ状ピット(西惨

東)

S 1 0051:)託穴住}舌跡を F切づて構築され

ている SK (F) 006フラスコ;1犬ピット

(草~惨西)・・・....................................... 100 

図版15 S 1 005竪穴住居跡内に存ヂfする SK

(F) 010フラスコ;1犬ピゐソト (西惨東)

底部に 5:h!~の土域をもっ S K (F) 014 

フラスコ :1:Jtピット (束事炉問)……ー……・ 101

図版16 SK(F)014フラスコ状ピット内に存

ずt:する SK(F)015フラスコ:Ikピ。ソト

S K (F) 009フラスコ;1犬ピット内に覆

土地積状況(西惨東) ・・・・・・・……・………・ 102 

図版17 S K ( T) 001 i也氏土墳(北西陵南西)

S K ( T) 002I{.];:1犬土墳(北東砂南西)… 103

図版18 S K ( T) 001 i詰状土騎(北西惨南西)

S K ( T) 002i"ll]ドtkニ仁暁(北東惨i布団)… 104

国版19 36-Fクリッド土器出土状況

S K 014土墳jJ]盤、Ik石製品出土状況ー…・ 105

図版20 遺構内出土土器…・・一…一……ー………….106 

国版21 31-Hグリッド出土土器(1)・・・・・・・・・・・・......107 

図版22 遺構外出土土能川・・……・・…一…・・……・….108 

図版23 " (3)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…........109 

密版24 遺構内・外出土石器・……ー……・・……・… 110

室部遺 跡

図版 1 遺跡、遠景・遺跡全景(西惨束)………一. 117 図版 2 遺跡全景(二iヒ惨南)・撹乱坑(ゴミ J??で穴)118 

Xll 



一本杉遺跡

菌版 1 遺跡全景杭空写真・…・…"…ー…・一…….... 199 

関版 2 遺跡全景・・……ー・……一.....一…………….200 

図版 3 S 1 001、 S 1002、 S 1009 ・・・・・・・・・・・・・・・ 201 

図版4 S 1003、 S 1010・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 202 

図版 5 S 1 004・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 203 

図版 6 S 1 005・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 204 

図版 7 S 1 006・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 205 

図版 8 S 1007、 S 1003、 S 1009 ・・・・・・・・・・・・・・・ 206 

図版 9 S 1011、 S 1012・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 207 

図版10 S 1 013・‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・ 208 

図版11 S 1 014、 S 1015・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 209 

国版12 S 1017、 S1018、 S1019、 S1030、

S 1031 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..........一........210 

国版13 S B002、 S B 001.................一・ぃ・・・・・・・・ 211 

図版14 S D002、 SD 004.... ..... ..... ................ 212 

図版15 S 1 004出土遺物…・……・……………・… 213

図版16 S 1004、 S1005出土遺物・…………… 214

図版17 S 1 006出土泣物(1)・・・・・・・....................215 

図版18 S 1 006出土遺QW.i(2)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 216 

図版19 S 1 011出土造物..............................217 

図版20 S 1010、 S 1012出土遺物一一一一一・…….218 

図版21 S 1 013出土造物(1)一…ー…・ー…・ー・…一一 219

図版22 S 1 013出土遺物(2)……………ー・・・・・・….220 

図版23 S 1 013出土造物(3)ー……・………一一….221 

国版24 S 1 014出土造物・…..一……・・……ー・…..222 

図版25 S 1 016、 S1017、 S1019出土遺物一.223 

図版26 S 1030、 SI03ltl:¥土造物・………ー・…..224 

図版27 グ 1)ッド出土土師器一一…-…………......225 

図版28 遺構・グリッド出土須恵器・掬イ磁器一..・・ 226

閣版29 出土鉄製品・砥石…・・…………ー…ー…...227 

図版30 グリッド出土縄文土器!十一……・…….....228 

図版31 遺構・グリッド出土在器・争Jj片・…一......229 

国版32 墨書:土器赤外線写真…ー・………・…・ー…..230 

案内 III 遺跡

図版 1 案内III遺跡航空写真一…・………………..381 支脚状態・……………一・・…・……一....…..391 

閤版 2 遺跡遠景、遺跡層位一一・・………ー…・…..382 図版12 S 1006住居跡、カマド、 S1006住居跡

関版 3 S 1008住居跡、 S1004住蔚跡

S K (F) 025土墳・……………・・………ー 383

図版 4 S 1004住居跡炉、 S1004住居跡埋設

土器・・・ー....................一.....・・・・・・・・・・"・・・・ー 384 

図版 5 S 1005住居跡、 S1005住居跡磨製石

:斧出土状態……一一…・一……・……………・ 385

図版 6 S 1003住屑跡、 S1034住居跡…-一…… 386

図版 7 S 10361主情跡、 SK (F )024土墳……...387 

図版 8 S K ( F )032土境、 SK (F )022土墳…...388 

図版 9 S 1001住居跡、 S1001住居跡カマド...389 

図版10 S 1002住居跡、 S1002住居跡カマド… 390

図版11 S 1006住居跡、 S1006住居跡カマド

覆ゴ二・・・・・・・・・・・・・・・・-一.............................392 

図版13 S 1009住居跡、 S1009住居跡護形土

器出土状態…・………一一………ー…・…一..393 

図版14 S 1009住居跡カマド、 S1009住居跡

覆土・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 394 

図版15 S 1 010、 S1011、 S1012住居跡、

S 1010住居跡カ 7 ド ・・・・・一.................395 

図版16 S 1 010住居跡摂恵器壷出土状態.S 

1 010住居跡炭化物(曲物、炭化豆類)

出土状態………・…………………・ー……・・ 396

図版17 S 1 010住居跡炭化物(謹状製品)出土

状態、 S1 011住居跡、カマド……・・…・….397 

X
 



図版18 S1011住居跡詑士、 S 1012住間断;・・・・・・ 398

図版19 S 1014住居跡、 S 1014住居跡カマド・・・ 399

図版20 S I015f主居跡、 S 1016住居跡・・・・・・・・ー・・ 400 

図版21 S I0l7IJ:}舌跡、 S 1017住居同;カ?F...ωl 

図版22 S 101811:居跡 S 1018住居跡、カマ F・・・ 402

図版23 S 1018住居跡麿製石斧出土状態、 S 1 

019 f主居hl~""""""""""""""""""'" 403 

菌版24 S 1 019住居跡カマド、遺構外土器出

オー状態.............................................404 

函版25 S 1 008住居跡、出土造物…一......一一・…・・ 405

図版26 S 1 004住居跡、出土遺物・ー…一一-一……・・ 406

図版27 S K (F) 025土墳出土遺物(1)一一-一……・・ 407

図版28 S K ( F) 025::1二墳出土造物(2)一一-一…・一一 408

図版29 S K (F) 025土壌出ごと造物(3)・一一・・…・ー・・ 409

図版30 S 1 005住居腕、出土遺物(1)、(2)・・一一..一一 410

図版31 S 1 005住居跡出土造物(2)、(3)・…・ー・…・ 411

図版32 S 1 0051主!苦闘:西側周辺ピット出土遺

物、 S 1003住居跡、 S 1 03Ll住居跡出

土遺物(1)・……・ー・……・……・・……一一・・…・ 412

図版33 S 1 034i主屑跡出土j宣物(2)・・…一-一一・…..413 

図版34 SK(F)031-SK(F)022土噴出土遺

物(1)、(2)、(3)…一一..一一-一一・…・ー…........414 

図版35 S K (F) 007土墳出土造物(1)、(2)

S K ( F )021、 SK(F)032、 SK( F) 

022土杭出二lニ造物(石器)・ー……・・…・一一..415 

図版36 遺構外出土造物(1)、遺構外出土造物(2)一.416 

図版37 遺構外出土遺物(3)、(4)…一一.............…・ 417

図版38 遺構外出土造物(5)、(6)、(7)一"一一……・ー・・ 418

国版39 遺構外出土遺物(8)、(9)・・・…一一-一一…一一一 419

図版40 遺構外出土遺物(10)・一一…ー………-一・-…… 420

閤版41 遺構外出土造物(石器)(1)、(2)一-一一-…….421 

図版42 遺構外出土遺物(石器)(3)、(4)・ー…・・ー…..422 

図版43 S 1 00l(主屑跡出土造物(1)…........…….423 

図版44 S 1 001住居跡出二i二造物(2)、(3)一一-…・・・・ 424

国版45 S 1 001住居跡出土遺物(石器)一一..一一..425 

図版46 S 1 002住居跡出土遺物(1)、(2)・一..一…..426 

図版47 S 1 006住居跡出土遺物(1)、(2)一…ー・・… 427

国版48 S 1 009住居跡出土遺物(1)、(2)

S 1 010住居跡出土遺物(1)…・……・・ー…・ 428

図版49 S 1 010住居間、出土遺物(1)、(2)・…一一一..429 

隠版50 S 1 010住居跡出土遺物(4)・・・……・・…一..430 

図版51 S 1 010住居跡出土造物(鉄器)…・・…ー・・ 431

図版52 S 1 010住居跡出土遺物(炭化物)一.......432 

図版53 S 1 011住居跡出土遺物(1)ー……・・……・・ 433

図版54 S 1 011住居間;出土遺物(2)、(3)

S K (F) 033土犠出土遺物・……・・・・…・・・ 434

図版55 S 1 0141主居跡出土遺物(1)、(2)一一.....… 435

図版56 S 1 014住居跡出土遺物(3)、(4)、(5)・…・・ 436

図版57 S 1 0141主居跡出土遺物(石器、鉄器)

(1)、(2)・・・・・・・・・・・・・・・・.............................437 

図版58 S 1 015住居跡出土遺物-……・ぃ…・・…… 438

国版59 S 1 016住居跡出土遺物、 S 1 0161主

!舌跡出土i宣物…・・・・…一一一…一-…....…ー・・ 439

図版60 S 1 018住居跡出土遺物(1)、(2)一…ー・…..440 

図版61 S 1 019住居跡出土遺物(1)・ー・…・……一..441 

図版62 S 1 019住居跡出土遺物(2)・・………・ー…・ 442

XIV一一



{ま じめ

上発掘調査に至るまで

秋田県の北東部、鹿角市と鹿角郡小坂町を通過する東北縦覧自動車道の建設計画の魁は、昭

和40年11月 市・ 、同42年11月公表の盛岡市・鹿角市間の基本計画である。

次いで昭和43年 4月の寵角市・青森市間約8lkmの第 2次施行命令と同46年 6月

安代町・ 市間約37kmの第 5次施行命令によって、そ られ、これを受け

て同47年11月27日に 鹿角市!一和木・小坂町ー間の路線発表があって、ようやくその具体的

を県民に現わしたのである。

このため、秋田 会では、文化庁と宮本道路公団が交わし 基づき、昭和44

8月、鹿角市十和田地誌から鹿角郡小坂町の青森県境まで、 1/1話 4km、延長25kmにわたって

跡の分布調査を行い、 67遺跡を確認し、その成果を公表した。 昭和48年 8月には、鹿角市八幡

平 花輪地区で、中高 4km、延長20kmの遺跡分布調査と試掘を して、 46カ所のi宣跡

を確認した。

昭和51年 2月12日になると、昭和48年 8月実施の鹿角市内遺跡分布調査結果をふまえて、日

本道路公団から鹿角市八 11J香平から岡市十和田錦木に至る延長約21.1kmの路線の発表があり、測

されるに及んだ。

秋田 会では、日本道路公団仙 鹿角 より、昭和52年10

月にこの路線上の遺跡分布調査を行い31遺跡の存在を確認した。昭和55年に新たに 2遺跡が発

見追加され、現在総計33遺跡となっている。

その後、遺跡の処遇や調査方針について日本道路公団ulJ と秋田 会の間に

協議が持たれ、

リ、秋田

遺跡は した。昭和54年 2月に遺跡の発掘調査依頼があ

会では昭和54年度八幡平地区 7遺跡の発畑調査を行った。昭和55年度は追

加委託契約をも含めて八幡平、花輪地区19遺跡の調査を行い 昭和56年度に 8遺跡の調査を行

い、 3か年に及ぶ鹿角市内の路線内遺跡調査を全て している。

註 1 秋田県教育委員会 『東北縦貫自 秋田

第20集 1970年
註 2 秋田県教育委員会 F東北縦貫 秋田

第24集 1972年
討:3 秋田県教育委員会 『東北縦貫自 八幡平-+和田錦木)Jl

秋悶県文化財調査報告書 第56集 1978年
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ム調査の組織と構成

調査主体

調査顧問
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北海道大学文学部助教授

東北大学文学部助教授

東北歴史資料館考古研究科長

宮城県多賀城跡調査研究所研究第一科長

秋田県理蔵文化財センター副所長

(猿ケ平日、柏木森遺跡担当)

秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事-

(妻の神III、一本杉遺跡担当)

秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事

(乳牛平、明堂長根遺跡担当)

秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事-
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小林 克 秋田県埋蔵文化財センタ一文化財主事

回、案内III、柏木森遺跡担当)

藤井安正、松岡忠仁、児玉悦 郎、 高倍 学、奈良義博

桜 田 隆

小玉 準

橋本 史

、池田

哲、高橋

功、鈴木

孝夫

(以上岩見班)

j羊- (以上桜田班)

修 (以上小玉班)

秋良 (以上橋本班)

(以上小林班)

神田公男、児玉昭彦、安保

畠山 圭、阿部明人、米田

安保 徹、福本雅治、鈴木

関 直、阿部義行、花田

佐藤順子、金沢万理子

日本道路公団鹿角工事事務所、秋田県東北縦貫自動車道対策事務所、

鹿角市建設部建設課高速道路対策室、鹿角市教育委員会、

- 2 -



3 .調査の方法

(1) 発掘区の設定

東北縦貫自動車道の調査では、調査対象区に 5mX5mのグリッドを設定して発掘を行う。

グリッド設定基準線は、館周;遺跡は方位に合わせ、他は日本道路公悶の設置した中心杭のうち

任意の 2本を結ぶ総を設定基準線とし、路j誌の進行方向に沿わせることを原則とする。

(2) 測量:と実摂IJ

地形や遺構状況に応じて、造り 、航空写真測量の方法をとる。遺構の実j良IJ

の *li~沢は志、遺構配置図はτ長ァとし、プラン確認閣の等高線(20cm間隔)を入れる。かまど、炉

などの平面図、断面図、土層断面図はおを原町!とするが、必要に応じて任意の縮尺も活用する。

(3) 遺構発掘と遺物の取りあげ、

遺構の発掘は 4分割法を原則!とし、平面、断面、

スに記入し、 7k糸高(海抜高度)を記入する。

レベル、遺物の突出IJはマイラーべ一

遺物の取りあげ.は、 l点 1袋、 1括 1袋とし、遺跡名、グリッド名、遺物の種類、遺物番号

層位、出土年月日の記入された遺物カードを同封する。

遺構ー遺物記号は、平城京発掘調査て、実施しているものを参考に縦貫自動車道関係遺跡発掘

担当者が協議して定めたものを使用する。

記号 ]、正占包ま 構 記号 遺 構 記号 遺構・遺物 記号 j宣 1均

SA 揃列・柱列 SK 土 墳 S X(町 暁土遺構 RQ 石 製 日口Il 

SB 建 4命 跡 S K(同 フラスコ状ピット SX(R) 場 RT 自 製 口口口

SC 廊 S K(I) 竪穴状遺構 S X(S) 配石(集石立石姉)
ストンサ-]1し RU 人 β門。

SD 溝・堀. i豪 S K(刊 ピ 、/ソ SX(U) 土器埋設遺構 RV 紙布製品|

SE 井: 戸 助; S K(S) 墓 RC 灰I-LI 化 物 RW オミ・竹製品

SF 築地・土塁 SK付) トラップピット RM 宣 偶問 t次IiIJ RY 2、与 の 他|

SG 11!. i車 SL 河 JII RN 自然遺物

SH 広 場 SM 道路・橋・階段 RO 骨角製品

S I 住 居 跡 SX そ の {底 RP 土 製 ロロロ

一一…
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(4) 

、平田実u11J図等の図面記録では表現しきれない状況等を的確に表現するため、ネ

ガフィルム、 J)パーサルフィルムを使用して行う

使用するカメラは、ハンディな35'o/rn4oi]カメラと、 6X 9判カメラ又は 6X4.5判カメラの2種

類を使用する。特に必要ある場合は、インスタントカメラを使用する

(5) 遺物整理と突出j

① 出土遺物は遺物台帳に記入し、写真や実担IJ図とのスムーズな活用をはかる。

② 土器の内面実測が必要と思われるものは、 4分割方法をとり、左きに外面、右去に内面お

よび断面を記載する。実~WJ図には輪積巻上げ痕、文棟、調整痕を主として記載する。

③ 大破片の実~WJは、土器の中心綜を算出し 180 度回転して作図する。

④ 破片の拓本は、土器の外面を左に置き、中央に断面、右に内面図を表す方法を用いる。

⑤ 石器の実iNIJには、スケッチグラフ、実体顕微鏡等も使用し、第三投影図法により作図する。
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遺跡の立地と環境

上地形と地質

(1) 地形と地質の概要

本地域の地lf3は大きく見て東西の山地、盆地内の段丘地形、;中桔低地の三つに区分される。

これらについて秋田県(1973)、内藤(1966、1970)および日本道路公団の東北自動車道土性縦断

図表(日本道路公団仙台建設局:1978)等を参考にしてまとめると次のようになる。山地:東

側は花輪越以北で800-700mと北にゆくほど高度を下げるが、以南では 1，000m 以上の標高で

満壮年Jnjのけわしい地形を示し、特に}支投岳(1，122.4m)、

大きい山塊が連なっている。

地質は主として新第三紀中新一世の火山砕)青岩よりなるが、それらを貰ぬいて

山岩も分布している。また、福士川上流には南部の谷内、 i号ì~1( と向様に粘板岩を主とする古生

層の露出も知られている。これらの東側山地の山亨Ijは南部でほぼ南北に連なっているが、花輪

越以北では北東方向にのびている。これは新第三紀層の走向に大111各一致するほか、貫入岩類や

系の方向ともほぼ一致している。

西側山地は南部で400-600111 北部で250-300mで山容も東mlJ山地ほどのけわしさは

見られない。地質は東側山地と同様に新第三紀中新世の火山砕屑岩を主とするが、大葛層、大

などでは砂岩、 1J己岩などの砕用、岩が広く発達している。

段丘地形:花輪盆地南部の段正面は、花輪高位段丘、花輪中位段丘(内 1970)、鳥越段丘(秋

田県、1973)、松館段丘、大里段丘の 5段に区別できる。このうち、鳥越段丘は秋田県(1973)で

は鳥越段丘、関上段丘のこつに区別されたものであるが、後者は火砕流堆-積物からなる前者の

二次堆積物の上田であり、両者を区別する段丘崖の発達も局所的であって連続性に乏しいこと

から一括して使用する。また、松館、大里の各段i王は内藤 (1970)の花輪低位段丘群とされた

ものである。

一方、花輪盆地の中~北部の段正面は、 鳥越段丘、 内t交丘、中間手支丘などカf

見られる。次にそれぞれについて簡単に記載する。

※ 以下、高位段丘、中位段丘と III各称する。

5 



。 2 

km 

第 1図 段丘地形図

回 1

白 2

日 3

日 4

凡 {JIJ 

UJ地・斜面

高位段丘

中位段丘

鳥越段丘

松館段丘

毛馬内段丘・大型段丘

沖積回

h.花輸

に柏木森

0.8. 尾去

t .十和田南

21-34は
遺跡および
柱状図の位置

高位段丘は、南部では東側山地の末端部からなだらかな斜面をもって蔚状地状に広〈分布する。

かなり開析されているものの明らかに平担面を残している。標高は1/2.57j地形図から、 j甫志

内川左岸の扇頂部で350m、葛岡北東の末端部で240mであり、平均こう配は約 7.2%(4.1
0

)と

なる。 また、歌内川流域でも 320mから 250mまでの高度差をもっ O 一方、福土日i では350

m ~ 250 mであるが、右岸ーでは花輪スキー場北東の 300mから女森西方の 200mまでと明らか
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に低い。また、平均こう配も福士)11以北では約4.4%(2.5
0

)と小きくなる。盆地の中~北部で

は南部ほど分布は広くなく、散在的で面の高度も 230-240mと低い。構成層は径数cmから50cm

前後までの亜角慨が雑然と混入した であり、地表面に近い部分は数mにわたって風化

が進み、傑〈はくきってマトリックスと大して変わらないかたきになることが多い。段丘面の分

布範囲のほかに、葛岡西方では火砕流堆積物の下位に見られたりする。全体的に扇状地堆積物

としての層相をよく残している。また、上部は数mが赤褐色の粘土質土になっており、中に未

風化の車角喋もしは、しばみられる。最上部には粘土質になった火山灰層がみられることもある。

中位段丘は、上回(1965)および内藤 (1970)の産土神断層以南にやや広く分布し、浦志内川

下流で標高230-180m、歌内川下流で270-200mである。産土神断層以北ではまだ確認してい

ない。末端部は鳥越11珪石質火山灰層におおわれるが、明瞭に扇状地状の地形面を残しており、

平均こう配は柏木森の西方で約6.0%(3.5
0 

)である。構成層は賞褐色のシルトないし砂のマト

リックス中に数cmから30cm以上の角球ないし車角礁が雑然と混入する礁層で、全体的に層理は

不明瞭で、塊状であるが、末端部では厚さ数cmの連続性のわるいシルトないし砂の薄層を含むこ

ともある。葛岡南方では N値が70以上の高位段丘1深層の上に、最大 6mの厚さで泥炭質粘土層

が発達する。この付近は浦志内)11と歌内)11の扇状地にはさまれた湖沼的な堆積環境にあったも

のであろう。なお、この粘土層の上位に 5-6mの厚さで重なる中位段丘構成層はすでに

したように不良湖汰の亜角礁からなる喋層であるが全体的にマトリックスは灰緑色を呈する。

同様の色調の構成層は花輪東方の鳥越段丘の下部にもみられる。

鳥越段丘は鳥越軽石質火山灰層(内藤、 1966)の堆積面であり、大渇環状列石など多くの遺跡

をのせて盆地内に最も広く分布する。特に大湯)11の両岸および小坂川の左岸、米代打|右岸によ

く発達する。高度は、花輪東方で170-180m、柴内から恨市戸付近で150m前後、腰廻から

木にかけて180m前後と盆地の周辺部にむかつて高度をあげ‘るが特に大湯川沿いでは風張付近

を扇頂部とする扇状地様の形態を示す。全域にわたって灰白色~乳白色の火山灰中に白色の軽

石が多量に含まれる膚相を示すが、大湯川と小坂)11の合流点に近いほど層:埋め明瞭な二次堆積

物が発達する傾向がみられる。火砕流台地としての形態をよく示しており、段丘菌は平坦で、段

丘崖は急崖をなすことが多い。なお、ノト校指から申ケ野にかけては部分的により古L

質火山灰層が見られることがあり、埋没段丘面の存荘が指摘されている(内藤、 1966)，

松舘段丘は南部で米代JlI左岸に沿い尾去から松舘、荒町にかけて広く分布している。標高は160

-170mで、夜明島川、黒沢川等の扇状地の開析された段丘とみられる。 1者成層は未確認で‘ある。

盆地中部の東側に、草木)11、佐比内沢、間瀬川等による扇状地が発達するがこれらは松舘段丘

と同時期jの可能性がある。

※このことから藤涼 (1960)は本段丘面を遺跡面と呼んだ。
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凡例

1.角磯層(含円磯)
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大震段丘は南部で米代I!I右岸沿いに大里付近まで分布する o 高は150-155mと低く、構成層

くずれやすい河1:択I"I~の践を層を主とし、出 I1己立の砂{球!百が震なづているつ河床tl:の際層

の上には大沿ilIを行質火山百があり、さらに部分的に rll:f:干i引の二 次物がその Lt二見られた

りすることからjじ部のも馬内段 l王に対比できるものと思われる。

毛馬内段丘は大j引 1I [fHj岸と松の木以匹iの米代III?Iい、に発達する最低位の段 i壬で、東能代付近ま

して分布する。標高はも.r;!~内付近で110-120m 、松の木では 112m である。構成層は大湯

川沿いていは下部から大助松石賀火山崎層、内 r!1王干1 火山灰層、不淘 ~k砂I球層のW{に重なる

が、米代)1 1 ?í:~ いでは一色馬内 rlI王石賀火 LLi灰層が主となる。毛馬内 rlIま石賀火山!天層は米代 I11 沿いで

いくつかの遺跡を出没させており、特に崎巣盆地における刈桃鮪遺跡(平安11寺代1=1]-末期)は

よく知られている(秋田県教委、 1968、1969、1970、平山、市川、 1966)。

ところで、この地域の第[J_I:I紀地質と地11予を特徴づけるものに花rl可ii断層と-+-和田火山起源の火

山昨!青物層があげ、られる。

花輪断層はほぼ直線的に米代川iiい可に:Ic__lしており、東西の山地の起伏量、 111容のちが¥1'

段丘の非対T{j;的分布等は、断層の東側の山地が第四紀を通じて i二がよ リ強かったことを

物語っており注目に値する。一方火山砕屑物層については内藤(1966、1970)、中川、ほか(19

72)等によりくわしく知られており、出い方から小坂粍石質火山灰層、高市粍石賀火山灰層(HC

年代で25，850土 1，360年前)、鳥越軽石質火山灰層 (12，000土 250年前)、 1'1ヨケ野軽石質火

(8，600土 250年前)、大協軽石賀火山際層(3 . 680:t 130年前)、毛!元内軽石iq-火山灰層(1， 280土 90

)に区分されている。このうち大渇軽石賀火山ii約百の14C 年代値は同層の F位の炭質物に

ついての値であり、 i司層の降下時期より古い年代値と考えられる。また、も馬内ill日三賀火山灰

層は前述のようにJm_没遺跡との関係から平安11寺代中~末期!とみられてお 1)、大j品収石質火山際

層の昨ドに引きつついて流 1ごした同一火山活動にともなう火砕流Jlt積物であるとその指摘もな

さJ.Lている(大i也、 1974、 、 1980)っ

(2) 地質

No. 29 (室田遺跡)

米代川右j中で毛馬内段丘上にあり、 112mで平j升ーな地形面である。地質ーは、直接に

地点では観察できなかったが、大湯JlI右岸の Loc.648における状況(内}j事、 1966)から推定す

ると、最上部は黒色土でその下に約 2.5mほどの厚さで安山岩質の円際や角球を含む不良?fruV< 

の際層か分布する構成になるものと思われるのこのような構成は、大湯川沿いでは集'自付.i5=に

おし 3ても見られる。



No. 22 (猿ケ平II遺跡)

残された している。 169-172m で~IIヰ責

話i(157-158m) とは明 をもっ。 が30cmないし 1mほど

きで発達し、地表面から20ないし70cmの間に大湯軽石質火山際層が数cmないし 10数cmで膨縮し

ながらみられる。黒色腐植土層の厚さは軽石質火山灰層の表面に主IJまれた起伏により変化し山

地では厚いっ鳥越軽石質火

もある。

は部分的に二次堆積物をともない、幸子交葉理がみられること

No. 33 (一本杉遺跡)

中位段 i玉上にあり、 は210-213111である。上部から (20-30cm)、角際まじ

り軽石質火山灰層(30cm)、 約40-50cm)、不良淘汰喋層のJiI員でみられるが、 の下

|浪は不明である。黒色!寓植土層中には他の段丘と

とめられる。

No. 34 (案内III遺跡)

大湯!f珪石質火 がうすくみ

高位段丘のなだらかな段丘崖上にあり、黒色腐植土層は約20-30cmで、所により大湯軽石質火

山際層を薄く含む。 隣接するNo.19、18とほぼ同様の地質構成であり、黒色腐植土層の下位には

安山岩の角喫(径0.5-2.5cm) を含も暗主五質火山灰層が約30cmほどでみられ、さらに下位は赤

褐色の礁まじりの粘土質土になる。これは高位段 i王の喋層が風化したものである。なお、 No.18

での軽石賀火山灰層の重鉱物組成は鉄鉱物 (49.5%)角閃石(7.9%)単斜輝石(15.2%)斜方

輝石 (27.4%) であり、高位段丘面上のNo.19における火山灰層の組成に似ている。また産:1犬、

層相とも似ていることから降下火砕物と思われる。重鉱物組成の特徴からみると、角閃石が少

なく、単斜輝石が多い点で申ケ野軽石賀火山灰層に似ている。

※ 鉄鉱物(36.2%) 角閃石(8.3%)、単斜輝石(18.5%)、 斜方輝石(37.0%)

参考文献
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秋田県(1973) [f'秋田県総合地質問幅.n r花輪」

藤本幸雄 (1980) r卜和田火山起源の火山灰層の重鉱物組成(その 1)大館、花輪盆地におけ

る火山灰層J [f'大館工業高校研究紀要』

藤原健蔵(1960) r米代川流域の河岸段丘と十和田火山噴出物との関係J [f'東北地理.n 12、2、

34-41 P P 

内藤!専夫 (1966) r秋閏県米代川流域の第四紀火山砕屑物と段丘地形J [f'地理学評論』第39巻
第 7号 13-34PP 
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上回良一 (1965) r秋田県北部の第三系の層位と造構造運動についてJ [f'秋田大地下資源開発

研究所報告』第32号 1 -71 P P 
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ム環境と周辺の遺跡

秋田県の北東隅に る鹿角は、東に八11I量平を介して と境を接し、北に

中田山系を控え、年間平均気温花!輪9.4
0

C、年間平均降水量月 168mmをi!liJt)、

〈、年間を通じて昼夜の温度隔差の大きい内陸11JJ気候を示す地である。

八

して少な

奥羽山脈中に形成された地溝盆地である鹿角盆地は、八11骨平から北流する米代)11、十和田か

ら南流する大j品川、ノト坂JIIの三本の河川流域に聞けたi't'積地と、夜合扇状地及び東部、西部の

n1i]山岳地帯からなっている。盆地中央を流れるう長代JII、大湯川、ノト坂川の三本のj可JIIには、

西の両山岳地から多くのノト伎蝕谷を伝わってノト河川が流れ込み、 ì'l'憤 ffiî よりも 70~80m

にある標高 200m前後のLlI-rtl也裾野の段 i王を開析している。そして、こうした小河川の間は、

さらに細かな沢筋によって区切られる場合が多く、それらの沢筋によって分断された活状の台

地が、群となって開析谷と開折谷の間にいくつか連なって存在する。

鹿角盆地は多くの遺跡、をその中に抱えているが、それらの遺跡は 200 m 前後の段

丘地帯に立地し、その段1王が多くのノト侵蝕谷によって開析されているため、分布状態は多くの

小河川によって分断された個々の段丘毎に群{Eの様相jを呈する。設地内で特に遺跡の集中する

miI所をあげれは、、熊沢JIIと米代)11の合流地点南東の長W(地l豆、米代JIIに西流して出ぎ込む歌内

川がl~fJ析する大里地区、同じく米代)1 1 支流である fMJ~川周辺の産土神地区、本:代 JII 、大湯川、

小坂)11の合流地点南側の神田地区、同じく北mlJのi頼回行地医、ノj、坂JIIに注ぎ込む荒川の周辺

がある。また、危地i十1央部束{聞の!見張白地も広範囲に遺跡が/，1:イ1:する。

鹿角では!日石器U~千代の遺跡は{確認されておらず、調査が行われたり泣物が花築されたりして

{確認されているのは、全て縄文時代以降のj玄跡である。

縄文時代早JUJ の慌イ11は、未だ lりj硝:に把J注されている状態とは言い 'jm~い。三カ年にわたる東北

*l;t l'r !='c!動車遊関係遺跡の調ーをてい、大地平造叫、 L白Jjf.jIV遺跡、柏木ぷi立跡等から、古森県八戸

市是川や岩手県二戸市等で出土~fijljがありノ，)]准式と|呼称される去長縄文の土日誌がi政n-でli在認さ

れている。 JriJ誌の 1，器は大沿付近からもJ采架されているつまた、 i二訪問IV遺跡、抜ケ平II

仙本Jft遺跡からは、胎土に多量の繊維を含み版印iの羽状縄文の施されたJl)r式市包'JiiiJF~の深鉢が出

土しており、早期末~ fìíj期初頭に位置づけられている。 L'，記の j立一跡からは、縄文 II~J:代早期東北

地方北部に通有のトランシエ様の石器も fji:せて出土している。 他に極く少量ではある

j立制;からは只殻丈一仁器の破片、 遺跡から でも出土し、草創Wlの可能性も

指摘されている瓜形丈矧似の土器も破片で出土している。

縄文時代!山

11 
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遺跡名(所在地)

1 I用軒目(用軒目)

2 1餅野IV(餅野)

3 1西町II(西町)

4 I西町1(西町)

5 1下乳牛(下乳牛)

6 1乳牛平(乳牛平)

7 1 妻の神1Il(妻の神)
8 1妻の神II(妻の神)

9 1妻の神 1(妻の神)

10 I 猿ケ平II(猿ケ平)

111大曲 (大出)

12 1猿ケ平 1(猿ケ平)

13 1案内II(案内)

日|案内田(案内)

15 1案内 1(案内)

16 1孫右ケ門舘(孫右ケ門館)

17 1東山A(東山)

18 1東山B(東山)

19 I赤坂B(赤坂)

20 1刑反A(赤坂)

21 1 日向屋敷II(日向屋敷)

22 1中の崎(中の崎)

23 1柏木森(柏木森)

24 1明堂長棋(明堂長根)

25 1一本杉(一本杉)

26 1上葛間IV(上葛偶)

27 1下平 (下平)

28 1六角平 (六角平)

29 1三光塚2号(東在家)

30 1三光塚l号(東荘家)

31 1東在家(東在家)

32 1尾去 (尾去)

33 1清水向 (清水向)

34 1駒林 (駒林)
35 1 下館 (下館)

36 I尾去A-D
37 1上葛岡田(上葛閥)

38 1上高間 1(上葛岡)

39 1北の林1(北の林)

40 1北の林II(北の林)

41 1飛鳥平(飛鳥平)

42 1鳥居平(鳥居平)

43 1歌内 (歌内)

44 I上高岡II(上葛間)

45 1石鳥谷(竹鼻)

46 I後日田II(後口国)

47 1岩淵 (岩淵)

48 1大里館(大里、掘合)

49 1大里 (大里)

50 I下鷲の巣(下鷲の巣)

51 I小豆沢館(小豆沢)
52 1下モ和志賀 CFモ和志賀)

53 I 田中館

54 I堂の上(支の上)

第 1表 周辺遺跡一覧

時代・時期

平安

平安

調li文
縄文、弥生

縄文、平安

縄文、平安、中世

縄文、平安、中世

縄文、平安
縄文、平安

縄文(早期~晩期)

縄文、平安

縄文(中期)晩期)
弥生
縄文
縄文、
縄文、

縄文、平安

縄文、称生

弥生

縄文、Mt*理文

縄文

縄文

縄文、平安

縄文、平安

縄文

縄文、平安

弥生
縄文

平安

平安

縄文(晩期)

縄文

縄文

縄文

中世

縄文、平安

縄文

縄文

縄文、平安

縄文、平安

縄文、平安

縄文

縄文、平安

縄文

縄文

縄文

中世

縄文

縄文

縄文、中世

中世

縄文

須恵器

土師器

縄文土器

遺

縄文土器、弥生土器

跡
世1

ili 物

平安竪穴住居跡、フラスコ状ピット、縄文土器、土師器、須恵器

縄文土器
平安竪穴住居跡、土墳墓、堀立柱建物跡、フラスコ状ピット、縄文土器、土帥器

縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡

平安竪穴住居跡、土師器、縄文土器、フラスコ状ピット

縄文土器(早期、円館下層b、大木9、10式、十腰内、大洞B)、縄文竪穴住居跡

縄文土器、土師器

縄文土器(大木8a式、十耀内 i式、大相B、BC、C1式)

縄文土器(前期、後期)、竪穴住居跡、土壊、配石遺構

縄文土器(前期、後期)、土師器、須恵器、縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡

縄文土器(十腰内 i
縄文土器、土師器、平安竪穴住居跡、屋外炉

縄文土器(晩期)、弥生土器

弥生土器
縄文土器、続縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器(後期、晩期)、平安竪穴住居跡、土師器、須恵器、掘立柱建物跡

縄文土器(早期、後期、晩期)、土師器、土墳、フラスコ状ピット

縄文土器(後期、晩期)、土墳、フラスコ状ピット、溝状遺構

縄文土器、土師器、須恵器、縄文竪穴住居跡、平安竪穴住居跡、掘立柱建物跡

弥生土器

縄文土器(大湯式)

硝子玉
玉類、勾玉
縄文土器(大洞BC、C1式)、土偶

縄文土器

縄文土器(円簡下層c、d式、大木b式、円簡上層a、d式)、竪穴住居跡

縄文土器、住居跡

縄文土器、土師器

縄文土器

縄文竪穴住居路、縄文土器

縄文竪穴住居跡、土墳、縄文土器(大木10式)、平安竪穴住居跡、掘立柱建物跡

縄文竪穴住居跡、縄文土器(十腰内 l式)、平安竪穴住居跡、土師器

縄文土器、縄文竪穴住居跡

縄文竪穴住居跡、土壊、縄文土器(大木8式、後期)、平安竪穴住居跡、土師器

縄文(円筒上層a、b層)

縄文土器

縄文土器

縄文土器(大木9式)

縄文(中期、後期)

縄文土器

土器

土器

縄文土器
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29年武藤欽城氏等によって調査され、県内で初めて縄文時代竪穴住居跡 21・束を確認した遺跡と

して往目された。出土した土器は、前期後葉円筒下層 d式を中心として、円筒下層 a式、円筒

b式等であり、また円筒下層 d式土器に伴って、山形県吹浦遺跡等に類例の求められる大

木 6式土器も出土している。また、東北縦貫自動車道関係の調査では、居熊井遺跡、上山田

跡、堂の上遺跡、小豆沢舘遺跡等から主に円

みている。

d式を中心とした前期後葉の土器の出土を

縄文時代中~Jlの遺跡は東北縦貫自動車道関係遺跡の調査で数 さjしている。

跡、北ノ林 I遺跡、北ノ林II遺跡では石組の複式炉をもった竪穴住居跡が検出され、大木 9~

10式土器を出土している。また歌内遺跡では、フラスコ状土壌の墳底から中ノ平式土器を出土

している。

後期は、鹿角における縄文時代各期を通じて、 発見i刊の最も多い!時期である。東北縦

自動車道関係の遺跡では、後期中葉の拾場と竪穴住居跡を確認した開放井遺跡、後期初頭の

を検出した飛鳥平遺跡、後期中葉の石組の炉をもっ竪穴住居跡を検出した案内 I遺跡、

案内III遺跡、猿ケ平 I遺跡、猿ケ平II遺跡、後期後葉の竪穴住居跡を検出した案内 II遺跡等が

ある。さらに昭和43年には奥山間氏等によって、十和田大湯の黒森山麓竪穴群遺跡が調査され、

後期前葉の土器を伴った石組をもっ竪穴住居跡の検出が報告されている。

また、昭和26年、 27年の両年に調査が行われ史跡指定された大湯環状列石は、その後数回に

わたって周辺の分布調査がなされ、現在の万座、野中堂の両列石の他にも付近数箇所に石群

の存在が確認されている。

11免期では、清水向遺跡と同じ白地に立地する玉内遺跡が知られ、晩期j中葉の遺物とともに所

諮日時計形の列石が確認されている。また、この玉内遺跡の立地する台地とちょうど米代)11を

挟んでの対岸には東在家遺跡があり、 H免期中葉までのi宣物を多く出土している。東北縦覧会自動

、柏木森遺跡、明堂長根遺跡から袋状土拡二群が検出され、晩期初頭の遺物

を多く出土している。

秋田県内における弥生時代の遺跡は現在までのところ縄文時代のそれと較べると、知られて

いる遺跡数、その内容とも少なく且つ不明確な点が多い。鹿角はその中にあっては比較的該期

様相の理解がすすんでいる地域である。

鹿角盆地北端の小坂町周辺では 奥山i問、安保彰i両氏の活動により、内ノ岱遺跡、曙岱遺跡

等から、天王山式類似の土器、後北C式土器が採集され報告されている。また鹿角市尾去沢か

らは田舎館式類似、の土器が出土している。東北縦貫自動車道関係の調査では、大地平遺跡、駒

林遺跡、から縄il1自の絡縄体の回転;地文された土器片、奥山間氏等命名によるところの小坂X式土

器が出土し、さらに猿ケ平 i遺跡からは天王山式類似の土器が出土している。しかし、これら

- 14 -



の弥生時代の土器は今のところ断片的な出土に|浪られており、伴出する他の遺物や遺構等、未

だ不明な点が多く残されている。

奈良、平安期の古代の遺跡も近年調査例をI曽して来ている。古くは昭和初年に

によっ され、その後、 された菩提野竪穴若干:遺跡がある。この

遺跡は計12カ所の竪穴群からなると j想定されたが、その調査当初から覆土中に入る火山灰層が

注目され、以来鹿角における該期の遺跡調査は、この火山灰層との関係解明を大きな視点のー

っとして据えることになる。近年では大湯環状ーダIJ石周辺の分布調査、烏聖子遺跡、 ii;j(EEl乎遺跡、

小平遺跡等の調査で、該JlJj竪穴住居跡が検出され、また、東北縦民自動車道関係の調3ttて、は、

歌内遺跡、 北，ノ林 I遺跡、北ノ林II遺跡、 岡IVj玄跡、!拘林j宣跡、

中ノ IIJ奇遺跡、案内 I遺跡、案内III遺跡、妻ノ神 i遺跡、妻ノ神II遺跡、下乳牛遺跡などで!主穴

住居跡が検出されている。さらに御休堂遺跡、高市向館遺跡でも同様の住居跡が検出されてい

る。菩提野竪穴群から含めた現在まで確認されている該期住居跡の総数は、 14什取という膨大

な数にのぼ、る。

他に、奈良、平安ftJjの遺跡としては、十和田錦木字[出谷地にある

家にある三光塚古墳群があげ、られる。いづれも終末期の小円墳であり、五類、 を出土

している。またト和国字室田にも古墳群があったと怯えられている。

中世鹿角は、鎌倉時代にこの地に移住したと伝えられる成田氏、安保氏、秋元氏、奈良氏の

所謂鹿角四氏の支配する地域であった。これら田氏から出自する各々の庶流は、盆地内に所領

を得て r鹿角由来集JI 11鹿角由来記』などに伝えられる鹿角四 i一二館にそれぞれ居を構えて割

拠する。この状態は近世鹿角が南部領となるまで続く。

鹿角には、鹿角四トニ舘あるいは四十八館に該当するものを含めて計58カ所に及ぶ「舘」跡

が確認されている。これらの「館」跡は、舌状に張り出した白地を、 1~数本の掘切を構築し

て造りあげている多郭連続式のものが多い。すなわち、ーカ所の「館」跡は数個の郭が連って

いる。また、郭自体が元来舌状台地であったため、 「館」として使用される以前にも人間

住域として選定される事ーが多く、郭上面の調査ではn寺として縄文時代、平安時代の竪穴住居跡

等が中世の遺構、遺物等とともに検出される。

現在までに発掘調査の行われているのは、小校指七ツ館、長牛館、御休堂遺跡等があり、東

北縦貫自動車道関係では、湯瀬館遺跡と乳午館の一部と考えられている妻ノ神 I、同 II、同III、

乳牛平遺跡が調査終了している。

- 15 



猿ケ平 11 遺跡

遺跡、番号 NO.21

所 在 地 鹿角市北輪乍猿ケ平144番地他

調査期間昭和56年 4月20日-7月20日

発掘調査予定面積 7，460m' 

発掘調査面積 5，800m' 
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1 .遺跡の概観

猿ケ平II遺跡は秋田県鹿角市花輪字猿ケ平 144他に所在する。国鉄花輪ifjjl陸中花輪駅より北

京2.4km、北緯40)支12分05秒、東経140J支持分40秒の地点で、花輪古舘団地(中世城館跡、県登

録遺跡番号80、白山堂遺跡)と大曲集落を結ぶ市道陣場女森線のほぼ中関東側に位置する。

奥羽山脈の一部を形成する花輪盆地東部山地とその山麓は盆地床の米代川に注入する幾筋か

の小河川と沢目によって区切られ 扇状もしくは舌状の台地が数多く発達している。 遺跡地は

この東部山地の通称馬の背(標高895m) と呼ばれる-111争の西箆からゆるやかに北西に伸びる数

段の段丘のうち「鳥j泣段 li_J と呼ばれる面に立地している。標高は 164mで下の水田而との比

高は10m程の舌状の台地である。調査地はこの舌状台地を南北に縦断する高速道路予定地内で、

発掘調査以前は樹齢 100年に近い杉の植林地と果樹園であった。

隣接の遺跡としては、東方 200mの花輪低位段丘上に立地する昭和55年度調査の縄文時代後

期の竪穴住居跡とフラスコ状ピット群 H免期の土墳と弥生式土器の検出された猿ケ平 I遺跡が

あり、やや離れたものとしては 前述の猿ケ平 I遺跡南方 400mの所に位置する昭和55年調査

の縄文時代後期と平安時代の数多くの竪穴住居跡を検出した集落跡の案内 1. III遺跡がある。

ム調査の方法

遺跡は東北縦貫白動車道の本総にあたる。そこで発掘調査予定地内に存在する道路中心杭S

T A145とST A 145+20 を結".ì~'直線とその延長械を基線として これに直交する線を設定し 5

mX5mのグリッドを発掘調査予定地内に組んだ。南から北へアラビア数字で3-47まで、伺

じく束から西へアルファベットでA-']を付し、 C区を調資する際に Zを付加し、両者を組み

合せて 3-Fグリッドのように呼び、グリッド南東隅の交点をグリッド名称とした。また遺跡

が南北に細長く存在するため便宜上沢より南を A区、市道より北を C区、沢と市道にはさまれ

た地区を B区とした。

発制調査は初め遺跡層位の把握と遺構の確認のため、南北に長い数本のトレンチを設定した。

その結果B区・ C区において竪穴住居跡・土騎・フラスコ状ピット等が検出されたので、全面

発掘に切り替えて調査を行った。確認された遺構については性格別に発見}II員に番号を付し、そ

の実iHlJについては 2本のグリッド杭を結んだ線およびその延長線を基線として、これに直交す

るlmXlmの小グリッドを遺構の大きさに却して設定する遺り方iWJ量に依った。;{oの縮尺を

原良IJとし、必要に応じて訴の縮尺を採用して実iHlJ図を作成した。
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第 1国 地形図およびグリット配置図
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3 .調査の経過

II 遺跡の発掘調査は、昭和56年 4月20日から 7月初日まで実地した。

4月20日調査員、補佐員、作業員が現地に集合して発掘調査についての打合せを行い、後プ

レハブに器+~・を搬入した 向日から23日まで土木業者による遺跡地の抜恨、表土除去が行われ、

21日測量業者によるグリッド杭打ちが開始され24Bまで続く。これと並行して発掘予定地に南

北長き 100m、IIJ面1mの数本のトレンチを設定し粗掘りを行う。その結果31-Hグリッド付近

において縄文時代早期の表裏縄文土器十数片と、 34ライン以北の B区北側斜面一帯に縄文時代

前期、中期の土器片が分布ーすることが確認された。このトレンチ掘りは 5月日日まで続けられ

た。 5月15日には B区25ラインを全面発掘に切り答え、 トレンチの土層断面図の完了した

からグリッド ~;IL掘りを開始する。 11L1，屈の範囲が北方に拡がるとともに遺構の確認が相次ぎ、 20

日には SI 010竪穴住居跡が全容を現わし、その後も土墳、フラスコ状ピットが検出され精査

と実測が開始された。

6月2日B区北端においてこれまで峰認のされた竪穴住居跡、フラスコ状ピットと覆土の異

なる地山の混じった覆土の SI 003竪穴住居跡、 SK ( F )002フラスコ状ピットを確認した。さら

に粗掘りが25ライン以北全域にわたった24日迄には監穴住居跡 5棟、土境10基、フラスコ状ピ

ット 10基、 T ピット 2 基が検出され精査と実~}!IJが続けられた。 S I 005竪穴住居跡は 3基のフ

ラスコ状ピットと切りあうことが分かり S K 009土墳からは晩期の完形に近い土器 1個が出

土した。 16日から当遺跡調査後に発掘調査の予定されている柏木森遺跡(遺跡番号No.l5)へ補

と作業員の一部が出向き、土層観察用のトレンチを設定し予備調査に入る。

したため、 をC区に移動7月9日B区で検出された竪穴住岩跡と

させて表土除去と粗掘りを開始する。 3 とフラスコ状ピットが検出され、そのうちの

1基 SK (F) 014のフラスコ状ピソトは他にあまり顎19IJの無い底部に 4:J去の小型フラスコ状ピ

ットと 1基の土墳をもつものであった。 17日に

が来跡し遺構の調査と出土遺物について指導助言くださった。 18日遺跡北側足下に存在する水

田にトレンチを設定し発掘を行うが、遺構、遺物は確認できなかった。 20日竪穴住居跡 8棟、

フラスコ状ピット 23基、 T ピット 2 基の実~WJ 及び写真撮影をすべて終え、発掘面

5，800 m2
、 日数79日にわたる を完了する。

4 G 遺跡の層位

遺跡堆積土患の状態と遺織の分布状況を確認するために、 A.B.Cの三区にトレシチを設
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B区Eライン土層断面図

層瀬 土 色 備

1 1 1O YRL~ 黒 色

2 IIOYR~H音締色

311OYR'j;s業潟色 地 山

4 !lOYRk窯 g， S 1 004後土

5 I lOY R ya黛銅色 S 1 004積二七

自区Eライン土層断面図

浮石堆積層

層順 土

考 l 10YR J.~黒

2 tOYR J.~黒

3 10Y R勾黒渇色

4 10YR ~浅策援色

5 10YR I.~ 黒

6 10YR ~浅黄援色

¥ 
¥ 

H =168.200 

浮石堆積層

色 儀

包

色 浮石を少量含む

浮石を多量iζ含む

浮石感

色

地山漸移庖

第 2図 B区Eライン土層断面図および浮石堆積図
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H = 1 Gfi . 300 S 

一一/勺「一三

N H = 11;(j .300 

日 I/b 

C区土層堆積図

第 3図 C区Bトレンチ土題断面図

したカヘ としたものは、このうち B区の泣跡中央を南北に走る道路中心杭に沿ったト

レンチと、 C区の Zグリリノドラインに沿って したトレンチの二i二層である。

R (第 2[;ZJi :表土から地LLiJ~ [fu まで30-50cllIの厚さを i[!il リ、 2 層に分間できる ο

第 I}層 lOYRl.7/1 ;lf.~色 B を被い、厚さ 30~40cm を;HlJ る。北側斜面と中央に存

つ7



る沢に厚く堆積し、抜恨のIl祭の撹乱が見られる。

第II層 10Y R fl音褐色 はほ、全域にみられるが、抜恨のため存在しない部分もある。

さ 5~ 10cm。

第IIIJ言 10Y R5/8 黄褐色 地山層である。 23-Hグリッド深掘り地点においては 120cm 

さがあるが、北側斜間iでは30~40cm と浅い。 J宣構はす

べてこの層を掘り込んで構築されており、遺構確認面である。

C 

される。

10Y R によい 地山面を構成するものと思われる。厚さは 2m以上。すべて

のフラスコ状ピットは第III層を完全に掘り抹き、さらにこの

層を 1m程掘り込ん している。また S1 005 

跡、 SK (F) 004フラスコ状ピット等の覆土内にみられるに

よい貫格性土はこの第IVJ替のものと判断される。

(第 4図) :表土から地山 まで、 30cm~80cl11の厚さがあり、 2 層に

第 I層 10Y R1.7/1黒色全域を覆っており 北側斜面は厚さ 80cm と深く、他は1O~35

cmと浅い。木根が多く入っている。

第II層 10Y R4/3 明褐色抜根により しない所もあるが、以前は を覆っていた

ものと思われる。厚き 3~20cmo 

第III層 10Y R6/6 明黄福 地山層で遺構確認面でもある。コブシ大の礁を

色 この層下にも B区土層堆積第IV層と同じに

積している。

浮石堆積層(第 3図 図版 6-上) :浮石の堆積は B区23-C、23-1グリッドを中心とし

た沢に存在した。 23-1グリッド付近で確認された浮石の堆積は 3層に細別され、表土から地

山面まで6層に分層された。これらは平安時代のいわゆる大湯浮石(十和田 a)と考えられる。

第 1層 10YR1.7/1黒 色 B 区土層堆積の第 I 層で、 10~30cm を測る。

第 2層 10YR1.7/1黒 色 第 1層と間色を示すが、少量の浮石粒子の浪人がみられる。

厚さ 5~22cm 。

第3層 10Y R3/2 黒褐色 多量の浮石粒子の混入がみられる。厚き 5-'38cm。

第4層 10YR8/4 浅黄櫨 まじりの無い浮石堆積層である。この層下部には粒径の大き

色 い浮石粒子がみられる。厚さ 10~20cmo

第 5層 10YR1.7/1黒 色 B 区土層堆積第III層の粒子が混入する。厚さ 25~80cmo
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第 6層 lOYR8/4 地山j斬移層である。

色

ここで観察された {土 色土に汗石粒子の入り込んだ浮石iLL入ニヒと混入

物のない浮石堆積層からなる 3層で、断面]形は凸レンズ:!kを示し、仁ド央音じてい50crn程の厚さをiHlJ

る。混入物のない浮石土佐積層は上層部に粒径の小さな浮石粒子からなる層と、下層部に部分的

にではあるが粒径の大きな j一手イ':l.1~L:Yーからなる層に細別される。これは浮石が沢に流れ込んだ IJ寺

な 7kúítiこよるおt~) 出しを受けていると思わlLる。
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5 .遺構と遺物

( 1 )検出遺構

B' 

:! 
④ EZ2 、

〆 グ戸一口、、
11 

ド同伽叫付

/ 
/ 

/ @ 
/ 

/ OQP7  

/ 
P 6 

ぷ人 C 

G P5 

____. 

A 
‘ーーーーーー 。

.---ー

¥ 
P 4 I I A' 

C 

。 。
P 2 

A H = Hi7 . 000 A' 
2 

H =1()(j .7~C 

C 

第 5図 S 1 001竪穴住居跡実浪IJr;gj
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第 1表 S I 001竪穴住居跡観察表

構名 IS 1 001 険出地区 35一日、 36---H I泣

第 5 図 図版番号
I t両

法 i長 1M] I 330cm 車，1， 312cm 

σ〕

fll← F 同広ケo 。-20cm 平面 71三 円 J]ラ

(8.19)m' 主軸方向

確認面 黄褐色土上面

重複関係

ゆ
0
0
0
0
 

0
 。

。

壁

北西壁は抜根作業の際に崩壊した。他。主は 5cm-20cmの高きをi!!JJ1)、床面よ 1)50
0 

の角度で立ち上がる。

くしまっていた。

床面

ピット

壁より 10cm-60cm程離れてPI-P7が存在する。

Pl(15) . pz( 7)・P3(6 ) . P4(l3)・PS(8 ) . p6( 8 )・ P7(9 ) 

住居跡中央部に40cmx 50cmの範囲に さ 8Cl11の地床炉が存在する。

炉

床面直上から、前期土器および後期土器と れ付近ーから後期末~晩期の土器 111封

遺物出土 | 出土。 埋土中から前訓削捌兵却期Jjの坤がが州州州‘1牧仇{検仇責丸1肘そう型B

:1状l伏犬 j況兄

⑤一悶
ι
h
v
 

床面から IJ寺tt)j差のある土器が出土したが、仮に前期の住居とした場合、後期-fl免

c:K-1 1mの 111m体の床面白l土の土器の存在が説明つかなくなる。よって前期の土器は流

入したもので、後期-1晩期頃の住居と考えるのが妥当と思われる。
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⑧ 
Pl 

0 

。判7

l ~ 
~i 。

A-

b q 

H = 166.600 A 

∞ 

<D 
にD

日
ヱ

SKtF)020 

c- H = 166. 6.QQ_C' 

~ 
園量級 土 色 | 備 -': 

10 Y R L~イ 黒 色

2 I 10Y R l/， !A¥ 色 |障制色上混入

3 I 10Y R l/， 黒 色

4110YR?;黒制 色

5110YR)f黄嗣色

6 I 10Y R ~ 晴 樹 色

7 I 2.5 Y R Y.尚 色

8 IIOYRY，'嗣 色

9 I 10Y R Y. 1<ぷい黄権色。 2m 
10Y R Y.明貫姻色

11 10 Y R Y.明貰褐色 |炭化物混入

第 6図 S 1 002竪穴住居跡および SK(F)020フラスコ状ピット実測図
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第 2 S I 002襲穴住居跡観察褒

構名 I S 1 002 検出地区
34-H、35-H

I、息且ヨL

⑮ 34-1、35-1 

。Q。挿図番号|第 6 図 図版番号 7 一上 1普

法 i長 軸 l 山 1I短 348cm 。
σ1 。

時s 両 。 ~20cm 平面形 f杉

量面 主軸方向 N-22
0

- W  
{立

10.62m' 

確認面 第III層黄掲色土上面 |置

重複関係 S K ( F )020に炉Aが切られている。

;理

東側に砂質の貼床が施されている。中 りに炉Aカヘ りに士戸 Bカfある。

面床

ピット

住居内にわ-P13が存在する。 Pl(20)、P2(49)、P3(14)、P4(18)、P5(22)、

P6( 48)、P7(14)、Ps(9 )、 P9( 、PlO(7)、Pll(15)、P12(15)、P13(26)。

一-
ト
山
川
庁

炉A、炉Bがある。炉Aは方形の石組炉で、北端を SK (F) 020に破壊されてい

る石組炉であるが、西側の石は抜き取られている。炉日は掘り込みを有するよ虫床

炉て¥炉内と周辺部に焼土が見られる。

P5埋土から石斧が、 P9埋土から縄文土器片が出土。

遺物出土

状況

士
郎
判

，aA
1
1
 

住居南側を精査の際、本遺構と重復する形でプランの一部が確認できた。こ

構がS1 002に先行することは確かであるが、住居跡になるかははっきりしない。
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第 3表 S 1003竪穴住居跡観察表

S 1 003 

第 7 図

法 長 ilirll 

后一宇ー ヲf日圭6

室Eヨ主 面1

確認面

重複関係

36-G， 37-G 

36-H， 37-H 

7下

11上

⑨ 

。。4.28cm 1短 軸

σ〕 。。
。。394cm 

1O~ 35cm 1 平面形 円形

13.00m' 1 主軸方向 S-7f-W 
{立

置 。

!皐

床面が北西にゆるやかに傾斜するため、北西壁は低い。他~*は床面よりはほ、45
0

の角度で立ち上がり、しっかりとした作りである。

僅かであるが[!:!]凸を示し、思くしまうている。

面床

西壁より 30cm~50cm程離れて Pl(53)、P2(55)が存在する。

ピット

ト
山
川
汀

石組炉である。 12cm~ 15cmのコブシ大の)1 1 原石を四隅に、 27cm~41cmの横長の )11

原石を四辺に配し、計14偲の川原石を用い方形に組んでいる。

炉北側 1mの床面に複元可能な土器 1個体、また

器片が出土。

炉内理土中より数点の土

兄上
人

政相，A1
'
 

- 36 



SK¥FI002 

C 11 = l(i:i. !)(){) C ' 

6 

同717i，h

E 

D 

色

色

曙

11 = lIifi. 1 ()() D' 

~ 有
償1・量.償化拘'1、・a人

11 = 166.1∞E' 

1-・ 1 色 ， ・ " ， 
ぃ ¥川% 思 輔 色 1.11色川 (dl人

6 

A 

A 

④ 

⑬ P 2 

~ 

し(OJ1JJ
〆7q器

D' 

。 A' 

D 

11 =1(;(i..1也j Bi 

• 
I I IO YR ~ 思 岨 色

2 IIOY R l{ ' 

寸 一一色

3 目 IOYR Y， . 
L5μ15 oY R%・燭 色 +・

Y R I{・4;咽 色

。
第 7図 S I 003竪穴住居跡およびS区(F) 002フラスコ状ピ ット実現IJ図

- 3i・38・

考

2m 



第 4 S I 004竪穴住居跡観察表

1 004 ⑮ 
0 0 0 8 図 I 8--上

法!長 m由! 298cm I短 車rhI 288cm I 。
の 。

!笠 8~ 10cm I平面形 l 円 形 l 。
|イ¥1

6.5制 i主断向

第 II層 |置 l 。

日宇
一一

全体的に 8c:m~ 10cmと低〈、床面より

る。

立ち上がる c に20Cl1lほどの突

平坦で堅くしまっている。住居跡北西部は時褐色土の&占り床である

床面

そってPl~ P3，やや離れてP4、P5が存在する。 Pl( l:3cm)、

ナ:戸

住居跡中央lニ42cmX50cl1l、

色、または 13音褐色を呈する。

さ 4CI1lの地床炉が存在する。焼二u土、1-1)J赤褐

i宣物出土

:1犬況

ハヨ



④ 

問

。
(

)

N

ド
む
門

H

Z

 

A A' 

焼

土

@!4 

引@/

円。

A H = 167.200 A' 

L____) 

。 2m 

第 8図 S 1 004竪穴住居跡実測図
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④ 。
P 4 

「 OL 
P 5 、、

A' 

C〆--¥
、、

D' 、~、
。 寸-a

‘JF''
 

. ~ 。

A 
L 

9 

土色

1¥IOYRy'褐色

2いOYR)i'叫品、情色

3|ωYRYi'黒色

4 ¥IOY R ~崎綱色

備 lt 

白

0
0守
・
甲
山
田

-
H

S K( F) 006 

第 9図 S 1 005竪穴住居跡およびSK (F) 005・006.010フラスコ状ピ ット実演1)図

- 41・42-

S K( F) 005 

C H = 166，300 C' 

9 

-願 土 色 • ~ 

1 IIOY R ~鳳 綱色 度化物種量混入

Z IIOY R Y， . にιぃ歯渇色土混入

3 1 10Y R ~晴栂色 にふい歯帽色I1Il人

4 I 10Y R Y.褐 色

5 I 10Y R Y.薗綱色

6110YRY.樋 色

7110YRY.綱 色

8 IIOY R 'X黒 色

「干トーー
蝿色砂層

10 にふい揖権色

D S K( F) 010 
11 = 166.200 1)' 

7 

• 2m 

•• 土 色 傭 ~ 

1 IIOY R ~ 黒醐色 。ζ』、ぃ置栂色士混入

z IIOYRY.にふ、い蹟綱色 枯置 t

3 IIOY R !{黒岨色 炭化制捜人

4110YRl{置燭 色 枯置士

S!IOYRy'綱 色 砂 届

6 歯憎色砂レキ圃

7 I Iζふい圏構色土



第5表 S 1005竪穴住居跡観察表

37-E、38-E
1者名 S 1 005 検出地区 37-F、38-F

37-G、38-F

帰町第 9 図 図版番号
8下

11下 |構

法 l長 車fR 592cm 短 jlifn 540cm 

σ〕

日一F一F 9~40cm 面 71ラ 円 形

面 24.75m' I中軸方向 S-59
0

-W  
位

確認面 j宣

④ 

0 

0 
0 

。。

。
S K (F) 005・006・010の 3個のフラスコ状

重複関係|
ピットが重複する。

北側にゆるやかに傾斜する斜面に構築されている。そのため北側の壁は低い。壁

は部分的に直角に近い角度で立ち上がりを示すが 他は70
0

に近い角度で床面より

立ちj二がる。しっかりとした作りである。
局在

床

を囲むように暗褐色土の貼り床が施されていた。 他はに，~';'い寅褐色土を使

用し貼り床が施されていたが、面でとらえることは出来なかづた。床面全体は堅
固 i

くしまっていた。

ピット

壁より 20~80cm離れて Pl~PSが存在する。 Pl(36.5c:m) 、 P2(35. 5c:m)、日(35cm)

P4( 35. 4CI川、 Ps(40cm) 

炉

住居跡北西部に存在する。形態はIU字状を呈し、関口部は壁に接する。コブシ

大から人頭大の川原石10個を使用し相対するように配列される。さらに南側王子組

より壁に向けて、長さ 64cmXIIJ面15cmX深さ 10cmの石の抜き取り痕と思われる溝

が存在する。

中に後:1iJj土器数点と床面数cm上て;'P5を覆うように、中期末の深

遺物出土 i鉢土器 111母体(ただし底部を欠く)が出土した。また床面および炉埋土中より掻

状 況|器各 1点づっ出土した。

当住居跡には 3偲のフラスコ状ピットが重複する。新|日関係は(I日)S K ( F) 010 

備 考 i→ S1 005→ S K ( F )005、006(新)である。

- 43-
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A H = 167 . {)OO A' 
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)
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ド
日
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日
目

A' 

第10図 S 1 006竪穴住愚跡実測図
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第 6表 S I 006竪穴住居跡観察表

構 名 IS 1 006 検u-u也区 32-E、33-E

⑨ 
。Q。挿図 i第 10図 t;{] !iJi 9 ・j二

布時

法 i長 軸| 320cm 。
(J) 。。

B主 高| 。 ~28C'm I、FrELI II:~ I lJ:j !日| 。
軍E-I 9.37m' I主IMI万I[IJI 

確認直i第II層11音褐色土中

重複関係

北壁の一部は確認できなかったが、他はなだらかに立ちあカiる形態をとる。

心住

小石を比較的多く含む砂質の床面で田くしまっているコ中央北寄リに炉がある c

商床

ピット

住居内に Pl~P7が存在する。 日 (35)、P2(20l、日(19)、 P4(52)、日(34)、

P6( 13)、P7(1l)n うちPl、P2、P3，P4、が主柱穴と J号えられる。

75 X60cm程の地床炉で、炉の周辺部分は床而カ二(数cm) Ll_l]んでいる。

aV 

J
叶
/

理土中より縄文土器(底部)出土。

遺物出土

状況

備考

45 



④ き

4t0 、

11 

ヱ

A 

SK(FlQ12 

宅司r

凶 i

A H = 167.000 A' 

踊順 土 色 • Jt 

7.5 Y R付期 色 S 1回7置土

2 7.5 Y R Y， /11制色 '・

3 I 7.5 Y R V，凧刷色 '・

4 7.5 Y R Y，明 前尚色 a陣

5 I 7.5 YR>f胤 色 S KIFIOl2 

6 I 7.5 Y R Y.蝿 色 . 
7 IIOYRj(筒鳩色 壁の崩落土

8 I IOY R Y，風倒色 ， 

9 I 7.5 Y R Y.賃制色 . 
10 5 Y R ~イ灰オリープ . 

2m 

第11図 S 1 007竪穴住居跡および SK(F)012フラスコ状ピット実測図
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7 S 1007竪穴住居跡観察表

名 S 1 007 検出地区
36-E， 37-E 

⑧ 36-F， 37-F 

第 11 1:2{] 図版番号 9 ・下
I者

法 長 軸 300Cl11 短 車自 290Cl11 

グ〉 。
g主 両 。 ~20CI11 平面形 円 背5

車E主ヨ 面 7.29m' 主軸方向
位

確認面 置

S K (F) 012廃棄後に構築されている。

空全

小石・礁を多く含む床面であり、そのため凹凸が見られる。貼床は認められない。

床 面

石在認できなかった。

ピット

地床炉で床面のはほ中央にある。

炉

遺物出土

~犬 j兄

1i詰 :t;-

47 



第 8表 S 1008竪穴住居跡観察表

構名 lS 1 008 | 検出地Ll 38-十8仕トハ一一一 ハ
ハ IJ旦!

⑨ 
l、ム、下挿図番号 i第 12図 。o。

法|長 軸| 395cm I短 i11[1 I (370)cm I 

グ〕 。。
日長 高| 30-40cm I平由形| 円

l 位 l

。
E主Eヨi (11.62)m2 I主軸方向 5

I j萱 l 。
重複関係IsK( F)川こよって切られている。

西壁は斜面削平のため存在しないが、他壊は30cm-40cmと良く残っており、床面

より 50
0

- 垂直に近い角度で立ち上がる。

を確認する。床はゆるやかな回出を示し、軟弱である。

面床

壁に沿ってPl(19)、P2(17)が存在する。

ピット

床面に 2基の石組炉A.Bが存在する。

石組炉A一一住居跡中央よりわずかに北西よりに削:する。炉西側に 81回の)11

炉 | 原石の配列が残る。他は抜きとられており、その抜き取り痕がみられる。

石組炉B一一一住居跡中央よりわずかに北東よリに位置する。l1cm-41cm大の川

原石1011i5jを用い方形に組んでいる。

理土中より

遺物出土

状況

備考

- 48-
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第12図 S 1 008竪穴住居跡および SK(F)013フラスコ状ピット実現Ij図

D 炉A
H =165 D' 

色|備考

i炭化物混入

F 
SK(F)013 

H 165.:300 F' 
泊四崎市ー@

SK(F)013 

S 1 005 

層I1国 土 色 備 c.lj 

1 I lOi' R 1・YM"l 色

2 I 1Oi' R yo明主主従色

3 I lOY R Y， 暗潟色

4 1 lOY R釘黒 色

5 lOY R yz ;黒術色

6 I 10Y R:!{，潟 色

7 I lOY R ~'í 1磁潟色 炭化物浪人

B I 10Y R X暗潟色 ~j占 t、炭化物混入

g 2m 



第 9表 SK土壌観察表(1)

S K 003 S K 004 S K 007 

拝j 図 第 13図 第 13図 第 13図

図 版

検 出 31-H 37-1 26-F 

確 三印刃L、 第III層黄褐色土上面 第m層賞褐色土上回 第III層黄褐色土上聞

平面形 情円形 楕円形 円 形

法 長軸 150cm 126cm 116cm 

短軸 116cm 101cm 110cm 

j菜 さ 44cm 39cm 42cm 

E在区三Z 面積 1. 51m2 0.96m2 0.95m2 

j宣 物

イ脂 考

S K 008 S K 009 S K 011 

ヤ手 図 第 13図 第 14図 第 14図

図 )坂 12・下、 13・上

検 出 26-F、26-G 26-G 27-H 

確 三ロa刃b、 第III層黄褐色土上回 第III層寅褐色土上面 第III層黄褐色土上国

平面形 不整円形 円 形 不整形

法 長車[H 115cm (135)cm 142cm 

短車出 109cm 130cm 116cm 

j菜 さ 60cm 44cm 45cm 

1EZ3 よ 面積 0.94m2 1.44m2 1.17cm 
7、友主包主 物

(脂 Aι J 

S K 012 S K 013 S K 014 

挿 図 第 14図 第 14図 第 15図

図 !坂 13-下

検 出 26-H、27-H 25-G _ 26-G 31-F， 31-G 

確 宝口心刀、 第III層黄褐色土上面 第III層黄褐色土上国 第III層黄褐色土上面

平面形 不整形 円 形 i'コF 戸、 形

法 長軸 140cm 80cm 354cm 

短 i出] 117cm (80)cm 260cm 

j架 さ 62cm 33cm 30cm 

遺量 面 積物
1.06m' 0.5m2 7.6911ず

{蒲 考

S K 015 S K 016 S K 017 

挿 図 第 15図 第 15図 第 18図

図 日反

検 出 42-Y 44-Z 43-Z 

確 三口a刃L、 第III層明賞褐色土上面 第III層明黄褐色土上回 S K ( F) 014壁面

平面形 情円形

法 長軸 208cm 147cm 50cm 

短軸 108cm 140cm 37cm 

深 さ 66cm 67cm 
亙庄司主 面 積 1.86m2 l. 71剖 J o .17m' 
遺 物

f席 考

- 51 



第10表 SK土壌観察表(2)

S K ( F) 001 S K ( F) 002 S K (F) 003 

十申 図 第 16図 第 7 図 第 16図

図 日反

検 出 35一日、 35-1 37-G 36-1 

確 三口正ZJa、 第III層寅褐色ゴ二上直j 第TII層黄褐色土 1-出 第TII層賞褐色土上面

平田形 不整円形 不整円形 不笠円形

長車rH 147cm 86cm 163cm 

法 短軸 115cm 78clll 134cm 

三良部~1:壬 97cm 81cm 140cm 

深 さ 132cm 124cm 112cm 

底面積 3.65m' 1.75mζ 2，63m' 

体積 1.13m' 1.33m' 1.86m' 
]、主主E主:!. 物

{蕗 考

S K ( F) 004 S K (F) 005 S K ( F) 006 

挿 図 第 16図 第 9 図 第 9 図

図 )坂 14-上 14-F 

検 出 37-E、 37-F 38-E， 38-F 37-G、 38-G

確 三ロa刃L、 第IIIJ富黄褐色土上回 第SIIII1Eヲ00主f5C泊補，-色iニi!ニ;二お回1よび きSFEIII I Y習00主5主宇土里め二を仁~ゴ_1:::.二m去ゴf よてノご

平面形 楕円形 円 背5 不整円形

長軸 137cm 104cm 100cm 

法 短軸 127cm 104cm 81cm 

頚部径 114cm 94cm 81cm 

1菜 局、" 178cm 127cm 142cm 

量 i底面積 2.30m' 2.19m“ 1.83nず

，f，本積 2.28m' 1.62m' 1.29m; 

7量 物

i藷 考 下テ三お fラTIS/ス半を永剖もれっこ三て三ノいアる ;1え 1七S畦築Iき00オ5L;て持ζiい貝uる更を七;J]--:; 仁 伊S江1主さ00オーとtiiしR目、盛る 会〉切ノて

S K (F) 007 S K ( F) 008 
5fKz(1F7)図009 

挿 図 第 図 第 図

121 片足

検維
G 37--G 38-C 

言p，刃~ρ 第III層黄褐色二i二1-O白1 第III層貰褐色土トー面 第III層黄掲色土上市

平間形 不整円形 不繋円形 不整円形

長軸 95cm 101cm 113cm 

短軸 81cm 83cm 98cm 

頚部径 80cm 74cm 98cm 

1呆 さ 140cm 141cm 125cm 

成面積 2.38m' 1.42m' 1.65m' 

体構 1.4Sm'J 1.22 

i室 物 士ゴ'1二1号fE二E努乙3ぷ1ヱYカこ・L¥寸2二1し1T7f寸こコよ り

f蕗 J亥一 ?い?三 j部y師分、でにわ一一空J'築番~~さ頃斜れのていき るコ

- 52-



第11表 SK土境観察表(3)

S K (F) 010 S K ( F) 011 S K ( F) 012 

挿 図 第 9 図 第 17包l 第 11図

図 片足 15-上 9-F 

検 出 37-F、 38-F 25-E 36-E、 36-F

石室 三日刃仏、 S 1 005床面 第mJ言黄褐色土上illi S 1 007J末商

平面 11ラ 不諮問 11ラ 円 売3 円 *~ 
長車市 82Cll1 120cm 200cm 

法 短軸 74cm 112cm 178cm 

玄?<<Fi人立口RμヒZ之仁 65cm 116cm 152cm 

t* JC SP 125cm 82cm 118cm 
互i二三主t 底面積 2.75m' 1.01m' 2.29m' 

{本積 1.57m' 0.87m' 1.24m" 

物 ーZすエるS互→ω。るピ(ビE。XIy4軒ト・日m5がー床開-S→田存悟開柏(は南k日Fす聞fS yXるFtにkJUo。XCb1f K拙CとF〉則6主で的X×主3主1-あ反0 

イ蕗 考

S K (F) 013 S K (F) 014 S K ( F) 015 

挿 図 第 12図 第四図 第 18図

図 版 10-下 15-下 16-上

検 ili 39-F 43-Z、 44-Z 43-Z 

確 圭口心刃、 S 1 008床面 第四層明鵠色土上面 S K ( F) 014床面

平面形

長軸 70cm 210cm 70cm 

短軸 64cm 180crn 60crn 

頭部在 64Cll1 187cm 60crn 

ょt寸'mて :::、;;:，.弘 83cm 90cm 60cm 
手E53L 底面積 1.19m' 3.89m' O.58m' 

体積 0.61m' 3.50111三 0.30m' 
Iも主言主". 物

官4y4aE司てf6す向し》っ」山f咋二こ今1椀PよラbりRスSご縄前コ且3ヰ4えたこ手子t壬7苛k苛寸トカるとf 目1当
ノ)1一問一ー 矛Jろ S 1 008と重複する

S K ( F) 016 S K i上) 017 S K( F)υ18 

挿 回 第 18区i 第 18図 第 18出

間 !坂

4全 出 43-Z 43-Z _ 44-Z 43-Z 

6事 きn，刃L、 己K( F) 014床面 S K ( F) 014床面 己K( F) 014床面

平面形

長軸 60cm 100cm 

j去 生JI qi由 54cm 

頭部径 58cm 104cm 

深 ~ 28cm 47crn 55cm 

底面積 0.27rη2 1.45m' 0.14m' 

{本積 0.07m" o .48m' 0.04m' 
〕、A恩i 物

{結
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第12表 SK土壇観察表(4)

S K ( F) 019 S K (F) 020 S K ( F) 021 

t育i 図 第 19図 第 6 図 第 19図

図 版

検 出 43-Y 3345-I I、 ー- 1 
I…I、工 35-1 

確 壬口心刃、 第IIIJ言明黄褐色土上面 S 1 002-B覆土上面 第III層黄褐色土上面

平面形 楕 iヰ1F:

長軸 105cm 142cm 190cm 

法 短期h 95cm 130cm (150clll ) 

室長部径 103cIll 

j菜 さ 36crn 140crn 110cm 

底面積 1.38m' 1.26m' 

体積 0.41m' 0.94m3 

j宣 ヰ拘
人字4EJ4:

二
f
ii 
二-r

工
iiこ二

3よ りが弘文こ二i二分誌 )-'1'おE

イ賄 考 辺
S

部
1

ー

()()2-B
をが切石市っ二てすいる

る l~iJ
t.::P，-PH 

S K (F) 022 S K (F) 023 

挿 図 第 19図 第 19図

図 日反

検 出 38-F 26-G_ 26-H 

確 宝口刀
IW'、 第III層寅褐色土上面 第III層黄褐色土上面

平面形

長軸 146crn 100cm 

法 短軸 136crn 82crn 

頚音1)径 94crn 87cm 

1菜 さ 118cm 62cm 

底面積 1.02m' 0.92111' 

{本積 0.70m' 0.30m' 

i宣 物

{蕗 考

S K (T) 001 S K (T) 002 S X 001 

J市 国 第 20函 第 20図 第 20図

図 Ji反 17-上 17-下

検 出 30-E 29-G. 29---H 37--E、38-E

fíl~ 三向刃仏、 第III層黄褐色土上面 第III層黄褐色土上面 第1I1層賀福色土上面

平面形 溝 状 j詩 状 iLJ字状

長軸 316crn 303cm 301cm 

法 短刺l 70cm 90crn 197cm 

頚部径

1菜 き 100cm 99cm 67crn 

EE
三
E3L 底面積

体積
]、E
主
S

主
t 

物 ドゴ1
ニ
1…(-ト一宮ISより町岩持 1.'人':/-H Jtt

土
ifi-ji

一二二
"i'" より縄iて文士号f地:!l:. 41/l~

{詰 考
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⑨ 
A 

A 

A 

S K 003 

:3 4 

S K 007 

A' 

H = 167.400 A' 

2 3 

A' 

A H =168.200 A' 

~ 

⑩ s監 004

A' 

A H=165.400 A' 

f 記ヨゴー

S藍 008

A 

A H = 168.200 ' 

十 2 2 

-----←----/γ3 I 

¥ 4 ¥手 1 )14~ 

一

第13図 S 1玉003004寸前寸時土議実測鴎
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⑧ S K 013 

A II = 1 G7 . ROO A' 
A A' 

~長-ー
B 

C' 
B H Hi8.0(J(J B' 

C H = 1 G8 . 000 C' τとマコf
工J 「

S K 009 

ミ亡ココ

S K 011 
Pドt}吋門、.

11 
炉ト吋ゐ-・:

凹 S K 012 

A' 

S K 012 
S K 012 

A H = 167.600 A' 

一

2m 

第14国 S K 009.011'012・013土墳実測図
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A 

A 

ーと S K 015 

A 

S K 014 

FF/シ/

/ 

A' 

A 

A 

A H = 1 (j(j . GOO A' 

第15図 S K 014.015サ16土壌実測図
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A' 

I-I l(ji.:iOO A' 

S K 016 
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A' 

S K( F) 003 

⑨
 

SK(F}OOl 

H = 166.300 A' A 

II =166.400 B' 

9 
10 
I1 

~ 12 

S K( F )001 
庖刷 士 色 備 ~ 

1 1 10Y R I.Y， . 色

2 I 10Y R l-;鳳 削 色

3 I 10Y R Y， 蝿 制 色

4 1 10YR~ 晴樹色

5 1 10Y R % ，.慌色

6 1 10Y R l'z胤 尚 色

7 I 10YRl{ ICぶい賀俺色

8 I 10Y R Y.明 賞制色

917.5YRY，明 制 色 地 山 上

10 I IOY R )1明 員制色 N 

II I 7.5 Y R Y，明 補 色 '・

12 I 10Y R Y.町l賃制色 ， 

層制 上 色 備 』雪

75YRY，且l尚色

2 75YRY，鳳 色

一3 : 10Y R !i削 賞制色

4 ，IOY R Y， 鳳糊色

5 IOY R Y，母l掴補色

6 10Y R ~ 暗胤色

7 II0YR!i明 賞制 色

8 7.5 Y R Y， 尚 色

SK(F)003 

B 

9
山

2
1

1

 

S K( F )004 

肩脱 土 色 備 ~ 

1 IIOYRY.明前制色

2 I 10Y R l-; 111 制色 明賞制色上混入

3 I IOY R Y， 賞 刷 色

4 I 10Y R Y. III 色

5 I 10Y R Y， 胤刷色

6 I 10Y R yo糊 色

7 IIOY R Y，胤 働色

8 I IOY R Y.綱 色

9 前倒色

10 褐色砂層

JJ IU't‘明貧絹色

12 IOY R Y， 繍 糊 色

11 =166.600A' A 

SK(F)001・003・004フラス コ状ピ ット実測図

- 58-

第16図



。
S区 F)008 

A' 

S K F 007 

。
(⑨
 
A 

A' A 

A

一
一一 11 = 16(I.:10() A' A 

4 

A 

主主

+ 

A' 

S K( F) 009 

。
④ 
A 

再

" J 

11 = I!i:>. :1;;0 A' 

11 = II対.200A' 

A' 

A 

A 

2m 

SK(F)007 ・ 008 ・ 009 ・ 011 フラスコ状ピット実;~IJ図
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第17図



‘ 

⑨ ♂ア寸----、、¥

A 

崎順 土 色

I IIOYRj{黒 色

2 I IOY R Y.晴樹色

311OYRY，純幽色

4 I iOYRY，にJ.ぃ貴州色

5 I iOYRY，賞縄色

6 IOY R J.I' ICJ叫、賞綱色

-・'ー_-

8K(F)017 
、

備 J聖

暗綱色土を含む

、

8 
tミ。o
11 

ヱ

. 
-、、 A' 

:8区(F) 018 

J[ = 166.200 A' 

第18図 SK(F)014・015・016・017'018フラスコ状ピットおよびSK 017土墳実測図
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A' 

、一ー

A 日口 166.000A' 

A 

A H = Hi6 .100 A' 

⑧/ー¥
一一一

A 

三百

S藍 (F)021 
A 

日=166.000 

路H頃土 色 備

1 IIOY R Y， U喜潟色

2 I IOY R 紫潟色

3 IIOY Rクi黒栂色

4 1日YR %明黄持~ê

5 I 1OY R X総色

6 I 10Y R%にぷし黄俊e
7 I 10Y RY， Iζふし黄協色

8 I 10Y R勾黒尚色

9110YRY，灰黄潟色

110 110Y R XにぷL黄援色

木の綴が多い

砂層

SK(F)O22 

塑:t一一ーとふ」
IIIOYRY，にふい黄泌色

2110YR%B月黄潟包

3IOYR73~早漏 e

4 IIOY R将潟 色

5110YRYot竜潟色

6 I 10Y R少j暗潟@.

7 IOY R;Y，' Iζ"，'¥糊色 [炭化物混入

瓦(F

第19図 S (F) 01事.021-022023フラスコ状ピット実測図
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(2) 検出遺物

お
け
は

i
山
山
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引
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h
N
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日

-vi・d
司
拘
凶
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-AUζ~丸一
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M
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J
R
一
攻
守
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J
一江市

kv

弘
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a炉島-'~戸町てる
岬岬叩噌県知η九; rパ1 岬#嚇m {ハ1

/パ( .i '〆也『ト~，:_'f ハ! 町下l"-いμ乞'~~t~交吃芯‘主 =ふ大h九~\~‘王巧守町5三 習

/ ) 議総)/T7 I I 長?守幸~;.，:.;.~実3訟

MB記川、議長惑F33 /ア
~Æ説委事 ハポ受j:Jどグ

10 ミ';1 メ乙へv---)

11 12 

第21図遺構内出土土器(1 ) 

第13表土器観察表(1)

パ
ハ
川
ハ
川

挿番 号図
外 同i 内 面

出土地区 1台 ゴ二 fijij 考

文 様 色 訴i 文 様 色 調

21-1 S 1001 RL縄文・投条{本回転丈 灰武褐色 口容音1¥ 縄文圧4rif 浅黄樟色 繊~;j[ir~ 入

21-2 S 1001 RL縄文・綾条(本回転文 !疋rIt褐色 灰黄褐色 繊維混入

21-3 S 1001 給条{本回転丈(L2本一組) にぶい亦褐邑 に，;;'¥..、褐色 繊維混入

21-4 S 1001 LR縄文→沈線→!奈川 にぶい賞椴色 に.;;'\，、 ~íl控色

21-5 S 1003 R撚条文 にぶし '1it暗色 灰貰褐色

21-6 S 1003 R撚条文 にぶい黄指色 にぶい寅按色

21-7 S 1008 LR縄文(結束) 灰白色 褐灰色

21--8 S 1008 LR縄文(結束) i主黄色 にぶい黄様色

21-9 S 1008 LR縄文→沈線一ゅ!諮 ii'j 明赤褐色 にぶい樟色

21-10 S K009 i尤 7叫1:ホZ にぶい褐色 にぷい桂色

21-11 S K(F)003 L縄文 にJ件、権色 に，);'¥，、境色

21-12 S K(F)003 L縄文→沈帝京(底辺部) にぶい桂色 にぶい侵色

21-13 S K(F)007 LR縄文 に.)~.\，寸t褐色 LR 縄文 褐灰色

21-14 S K(め013 LR縄文(結束) í3~黄段色 j炎黄色

21-15 S X02 網代状撚糸文(R) 灰褐色 にぶい褐色
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第22図 S 1 001.003・004金援跡出土土器(2 ) 
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第23図 S K 009土壌・ SK(F)014・021フラスコ状ピット出土土器実浪IJ図(3 ) 

第14表土器観察表(2)

挿番 号図
外 面 内 illi 

出土地医 fJ台 土 備考

文 様 色 調 丈 機 色 ヨ奇

23-1 S 1001 LR縄文 によい寅褐色 にぶい寅撹色

23一一 2 S 1005 LR縄文 にぶい寅桂色 灰黄褐色

23-3 S 1003 RL縄文 によい賞控色 i交黄櫨色

23-4 S K009 RL縄文 黒褐色 暗褐色

23-5 S K002 LR 縄文 黒褐色 黒褐色

23-6 S K(町014 RL縄文 j荒賀樟色 j受賞燈色

「ひ円。
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第24図 遺講外出土土器(1) 

第15表土器観察表(3)

24~-- 4 35-G i LR縄文 lこぶし、古市色 IL~縄文 灰一武褐色 ~~&おlil{ 入

24-5 31-]-J LR縄文 tfT 色 LR 縄文 !疋寅褐色 1JiUltil~ 人

24--6 :31-]-J LR縄文 にぶいliltJf色 LR縄文 灰}Yl褐色 繊4:!hil~ 入

24 ~ 7 31 1I LR縄文 に.0'いf主将色 LR縄文 褐灰色 îi~~:li~ ;比入

24 --8 31~H LR縄文 位色 LR縄文 !火京協色 îJi&~杭 i}i入

24~ 9 32-1 LR縄文 にぷい段色 LR縄文 附 t褐色 |融持lil~ 入
10 :31 H ILR縄文 LR 守司lij主 民福色 tJî v. ~:li;l~ 入

24 --11 31 H L HtJ世文 にぶい褐住 LR縄文 によい貰尚色 îJi~4H;比一人

24-12 31一一日 LH縄文 にぶい桂色 LH縄文 褐灰色 î~中jUl~ 入

24-13 31-H LR縄文 にぶい検色 LR縄文 褐灰色 繊維i比入

24-14131--1-1 LH縄文 に....}.い拷色 LH縄文 黒字易色 機雑誌4入
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第25図遺構外出土土器(2)

第16表土器観察表(4)

J番lTi 号図
外 而 [1'1 IflI 

官民 考!出土地区 IJお
文 犠 色 d1iJ 又; {革 色 ぷj

25-1 36-G 給条{本回転丈(L) j疋賀補色 にぶい武権色

25-2 34-G 給条{本回転文(L) 灰褐色 にぷい就段色

25-3 36-H LR縄文 にぶい燈色 掲灰色

25-4 ~Iと m将'1而 給条体回転文(R) によい褐色 褐灰色

25-5 35-G 給条{本回転文(R) にぶい亦褐色 黒褐色

25-6 36-G 給条{本回転丈(RJ によい黄桜色 灰白色

25-7 36-G 綾絡文、 LR縄文 !天黄褐色 口持部縄文圧i反 褐灰色

25-8 35-G 綾結文、 RL縄文 にぶい褐色 口容部一刻目 褐色

25-9 35-G 綾結文、 RL縄文 にぶい概色 口特部一刻百 にぶい亦褐色

25-10 35-G 綾絡丈、 RL縄文 にぷい段色 口容在日一変IJ目 にぶい褐色

25-11 35-G 不明 にぶい赤褐色 口容部一刻自 にぶい赤褐色

25--12 36-G 持条体回転丈 によい褐色 灰褐色

25--13 36-G 給条{本回転文 に....l-"い黄桂色 黒褐色

25--14 36-G 給条{本回転文 灰渇色 灰白色

25-15 36-G 給条;回転丈 にぷい樺色 灰貰・褐色

67 -



己fl

人パハソ
/
f，l
f

一

/
/
f
v
14 

12 
警警ヂU

パ
パ
バ
ハ
/
/

一

/

人

第盟国 選構外出土土器(3)

15 

第i7衰

帰番 号国
外 雨i 内 IIll 

IB::l二i也IK Jl台
x r慌 色 ]i1I，j |革 色 立問

26一一 i 35--G 去を条{本回転文 ，賀+笠色 !民寅一補色

26、-')、 36-G 絡条f本回転文 灰掲色 褐灰色

つ]にO一一つリ ::I5-G 持条{本回転丈 |にぶい符色 灰焚褐色

26-4 36-G 絡条{本回転文 にぶい黄樟色 灰黄褐色

26--5 :35-G 給条{本回転文 にぷい佳色 灰黄褐色

26-6 34-F 不整撚紋

26-7 36-G 不整撚紋 明クド褐色 灰褐色

8 33-1 組紐文 によLミ笹色 |にぶい認色

! ~ぷ6-- 9 直前段合掠文

26-10 35-G 不繋撚文 日月赤褐色 にぶい赤褐色

26-11 36-G 不繋撚文 置色 にぷい赤褐色

26-12 35-G 絡条{本回転文(底部も向じ) にぶい褐色 にぶい賞陸色

26-13 37-F 給条{本回転文(底部も同じ) 黒褐色

26-14 35-G 給条体回転文(j底部も同じ) 灰黄褐色 褐灰色

己主二~~~-=-_g 給条{本回転文()底部も!可じ) によい鐙色 :黄褐色
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第27図遺構外出土土器(4)

第18表土器観察表(6)

JJ 

4 

12 

14 

J番平 号岡
タト 1(1I I}~ iI!1 

保|色丈 l:iR 誠司

27-1 G I [;;f:*泉→LR縄文→沈線一→麿j肖 にぶい椛色

つ】ワ' ムつJ .39-F 降線→LR縄文一→沈線→鷹市 にぶし改引金色

27-.3 .38-E LR 縄文→沈線→磨消 にぶい賞褐色

士 S 1八¥J¥Jハd 灰22t褐色

27-5 27-F L縄文→沈線 にぶい賞燈色 j支 ~ítt登色

27--(1 27-F L縄文一→i尤線 j支Ylt笠色 j支武境色

27-7 30-G RL 縄文→~t~波 によい赤褐色 にぶい赤褐色

27-8 E LR縄文一→沈線 にい椴色 j受賞概色

L縄文→沈線 |にぷ;ぃ賞持色 j支賞暗色

RL縄文→沈線 ，= .iい問| j美賀憧色

27-11 ! 37-F RL 縄文→;:U!P.-→!岩消 (.=_，;い燈色 灰白色

37-F LR縄文→比線→麿ii'i にぶしイ在色 i主主~~l段色

北側斜面 路線→沈*Jj~→!者消 にぶいIitf登色 にぶい樟色

.35-G 隆jtji→沈線→f書作j に'.，い賞母色 にぶし、樺色

3ち C 陪i:J}!・引j突→沈線→麿ii'i にぜい、賛褐色 !天安褐色
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第28函遺構外出土土器・土製品(5)

第四表土器観察表(i)

持flt 号I~l 地t11 j 区二
外 i在i |人j H司

侍 l 色
1I古 i結

文 指と 巴 m~ J文 調

28-1 j尤線→麿if'i 蓋IF::::1二器

2H--2 LR縄文廿it線→磨il'j にぶい黄渇色 にぶいsH宣色

28--3 RL縄文(結束) f災黄褐色 lこぶし=賀桂色

28-4 玄IJ目→沈級一+事iJ突 に.>，い褐色 j美賀t位色

28-5 :i4-F 刻日→沈線 |にぶい純 褐灰色

28-6 35--G 主1]日→沈線 褐灰色 褐灰色

28ー-7 34-F 刻目→沈線 成員二褐色 にぷい黄櫨色

28-8 :j3-E  沈~京→貼嬬→ LR縄文→麿 iì1j にぷい褐色 にぷい賞燈色

28-9 33-E LR縄文→沈線→!紅白 j炎赤樺色 によい黄燈色

28-10 34-F しR縄文→沈線→隣ii'j に<~;.，、絡色 !疋黄褐色

28-11 34-F LR縄文→i主総→!藷ii'i にJ山、諸色 にぷL、黄褐色

28-12 34-F LR縄文→沈紘一り幸治 に.l.し寸宣色 灰褐色

28--13 住色 指色

28-14 34--F I L R縄文→it線→麿jilj に<~:， 寸立色 褐灰色

28-15 RL縄文→it線

2尽一一16 :35-G I L R縄文 にぶい赤褐色 褐色

28-17 無文 注口土器
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第31図出土石器(3)
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遺構について

ア竪穴住居跡

(以下、住居跡と記す)は、 B区から 8棟検出されている。これらの住居ー跡は、

炉の形態から 2つに分けられる。 A群は石組炉をもつもので、 S1002・003・005・008がこれ

にあたる。炉は、床面中央より側壁に寄っており、 S1 005では西壁に接している。形状は

形のもの(S 1 002・003・008) と長方形のもの(S 1 005)があるが、後者は形態焼土範囲か

ら石組複式炉とも考えられる。 B群は地床炉をもつもので、火床が凹んでいる。 S1 001・004・

006・007である。 S1 006が床面中央北側に炉をもっ以外は、はほ中央部に炉が置かれている。

炉の形態差による分類は、他の要素でも両群の相違を導き出してくれる。一つは、

においてA群は、 10m2以上有するのに対し、 B群は10m2未満と比較的小別の住居跡であること。

さらに確認面において、にぶい黄燈色土の広がりの見られる A群 (S1 002を除く)と黒色土

の見られる B群である。 A群のにJJい黄燈色土は、後述するフラスコ状ピットと関わりをもっ

てくる。それは、住居跡覆土上面に見られるこの土は、フラスコ状ピソトを構築する際に基盤

をなすによい貰控色土層(住居跡や土墳はいずれもこの閉まではJ屈り込んでいない)を掘り込

んだために生じた土に、地山頂上の黄褐色土が混ったものである。このことは、 A群住居跡の

フラスコ状ピットとの関わりから相対的な年代を与えることができる。すなわち、 A

跡が廃棄され、ある程度まで埋没が進んだ段階で、フラスコ状ピットが構築され、その廃土が

凹んでいた住居跡に棄てられたと考えられるのである。

つぎに出土遺物を加味して両群の年代を想定してみたい。この場合、 A群において S1 002 

が、 B群では S1 006がそれぞれ住居跡の位置、炉の形態・位置において分離細分が可能で、あ

り、細分が年代差に因るものとすれば、少なくとも 4期は考えられる。 A群は、炉の形態、出

土土器から縄文中期末~後期初頭と思われる。 S1 002も同期かそれに近い時期!と考えられる。

B群は、 S1 001床面から後期末~晩期前葉と考えられる土器が出土している。 S1004・007

では出土遺物はないが、住居跡の位置・炉から S1 001と同期と思われる。 S1 006について

は、形態から見ると S1 001に近い時期が想定できる。

イ フラスコ状ピット

フラスコ状ピットは、 B.C区で検出されたが、いずれも台地端部に集中する住居跡との関

係で見ると、住居跡に切られているもの、切っているもの、住居跡の周閤に構築されているも

のが観察できた。

(対B区 検出位置や埋土状態から 2群に分類できる。 1群は調査区西側の 4基である。これ

らは埋土下層に黄褐色土系の土層が入 t)、上面には黒色土が見られる。もう 1群は白地先端部
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の11基である。これらは、出土 F而(床面)に;数crn~ 10数crn訟の黒色土が入っている。その上

には褐色二!二もしくは褐色土が比較的厚く堆積している。両のこのような.l:l日この堆積状態と、

壁の崩壊の少ないことを考えあわせると、出土の堆積には人為的な作用もあったことが考えら

れる。さらに、後者の碍認註iJ~において、にぶい 色土の広がりが見られるもの(S K( F) 

住居跡の項でふれている土色002・004・006・009・013・022) もある。このlこぶしミ

と同じであり、両者の関係カt窺えるのは前述の通りである。

S K ( F) 020は周縁部に 811filのピットが見られ、切り合っている S1 002の柱穴~m土

と異なることから、このフラスコ状ピットに付属するものと考えられたっ同W~ は萱メIj

-館下 I遺跡等にある。 上屋構造を持つ朽IJである。

(イ)C区 ここで注目したいのは S K ( F) 014とこの床面から掘られているピット群 (7ラ

スコ状、円前j犬)である。いわ l工ホゴ~.~寺ちフラスコかとでも言えるこのHll:の j立一倍:は、県内では

館下 I遺跡で「二重構造」を呈する 1WIJ・北の林II遺跡の 1例を数えるのみであり、床面に 5

WHものピットを しているのは例を見ない。

mM 
Y
E
tゐ 託期 的

山
吋班

一一→ 一一→

F14 F 15 (F 15) 

K17 

第32図 フラスコ状ピットの構築変遷図

を観察することにより、このフラスコ状ピットの構築から使用、廃棄までの変遷をた

どることができる。(上図参照)01 期:まず F14を構築する。(この段階で機能を果したのか

もしれない )0II期:F14床面南側にピット 4倒(F15・16・18・K17) を掘る。一定期間使用

後これら 41lfilのピットを貰褐色土で一気に埋める。 III期:新たに F14床面北側に F17を掘る。

(この時、 F15は程しか埋っていなかったため、 III期でも使用された可能性あり)。その後、

F17が廃棄された時は F14も同時に廃され、 られたものと考えられるのである。

(ウ)フラスコ状ピソトの機能と体積計算について

フラスコ状ピットは 形態 堤土状態、占地区域などから一般に、貯蔵穴・陥し穴・
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ねi二け采JftilJ)fl'iあるしヨ えられている。 、貯蔵穴・粘土採掘境・ ルマ

は、各遺跡単位で証を得ているようであり、フラスコ状を呈するこの極の遺構が全て同ーの

機能を果したものではないらしいことは 分かつてきている。

さて本遺跡においては、住民跡との位置・新!日関係、さらに下堤・萱刈沢貝塚・館下 I遺跡;

での実験例から、外気j品に関係なく遺構内の温度カi一定しているという事例、また館下 I、梨

ノ木塚遺跡では、クルミ・クリなどの!笠果知の出土も報告されている。これらのことから

同;のフラスコ状ピットを ある時期においては住居跡に付属した形でのH宇蔵穴、またある時期

では単独で貯蔵の機能を有したもの理解したい。

このように、フラスコ ;!-J::ピットをnj=蔵穴とした上で¥ くび'lL百日より上を「 -足場などの

機能性をもつもの」との認識に立ては\その主たる H~]=蔵官 IM1 はくびれ部以下のスペースとなる。

貯蔵物の椛知・貯蔵法等により床面の広さ(底fui積)を問題にすべきなのか、 111各円錐台形の空

間(体桔)か問題なのか現段階では解;さは得られなし、。しかし今後に向けての資料呈示という

ことで両者の数値を各表に故せである。計算方法については以下述べる。

ついては、その形態からフラス

コ状ピットのくびれ部以下を円錐台形と仮定し

て、その体積をフラスコの容積とした。左図に

従うと、フラスコの体積Vは、|高さ xの円錐の

体積Vlからi高さ dの円封1の体-給V2をi3Iいたもの

である。定数 a'bは、各平面図(1/20)からブラ

ニメーターで算出した面積(3回計測の平均値、

小数点以下第 3位を四捨五入)から

た半径である。 cは、くびれ部から底部までの

高さで最も高い点を図上計測した。 πニニ3.14と

する。

第33図フラスコ状ピットの機能と体積計算 V=VI-V2 -・①

、未知数 dは、 a，b， x との比例計算 置き変えられる。

すなわち、 α b=x d x=d十 c…ー…・②

d aでb・・・……③ となる。

②、③を①に代入していけば、Vが求められる。

ウ土壊

に集中して見られる土境問iは、 SK 009床面で検出された縄文i脱却!の土器から、

同WJの構築と思われる。
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S K 014は、平面11ラが台形状を る!笠穴:1)¥の遺構Tある。理土中ではあるが、

品、三角石製品、 チップの出土により 石製品の工房跡と考えることもできょう。

S X 001は、 L字形を る である。 埋土中より縄文土器の出土、確認面上では、

跡、フラスコ:1犬ピヴトでみられたにぶい黄澄色土が見られることから、首iJ二者と同期に

けられる σ

なお、 A区では、円形.t-吉円・ -ピットカ千責任i1で、きたカヘ多くは、 リンゴ

の根の{I，記り方であるとか、後世の撹乱穴であることが多く、遺構として時認できたものはない

よii土j宣物も、縄文土器 1日・石匙 1，~~~のみであった。

遺物について

猿ケ平 II遺跡で出土した遺物は、縄文土器、土製品、石器、石製品である。 出土の遺

物は少なく、圧倒的に遺構外出土が多い。

ア土器@土製品

遺構外出土土器を中心に、その分布状況と土器分類について見ていく。

39 38 37 36 3S 34 33 32 31 

じーっト 十 ート 十 十 ↓ 十E。
大木10式土器

q♀ ートF

晩期の土器 。
@ 。間層出

~ー牛一宮

。。尺。
第34図 遺講外出土土器分布留

遺跡は調夜前、樹齢別)年位の杉村iであったため、調査はその妓桜作業より開始した。

表土から地山首i までは:30~40cm と浅く、表 I'..Ì[Í:くの造構は抜恨による J安市しのために確認できな

いまま Ti.皮壊してしまったものもあると思われる。
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造物は、縄文早期J~fl免 }~}j に波うているが、縄文のみの地丈でH寺i坊が不明石在なものも少なくな

の造物の集中地域は、 31ライン以北で35、36-Gカt段も多く、以南では縄文土器数点と石田!

の i:H 土にとどまっている。1!;~':Jm別に見ると、 rll 期末~後期i前菜の土器が35 ライン以北で万j屈な

く見られる。なかでも 39-Fでは、大木10式土器が、部 G北側斜面では十)j嬰内 I式土器がま

とまって分布を見せている n また31-Hでは早期!の表裏縄文土器カ'1J{:V、範囲に分布していた。

S I 001詑土中にも見られた前期!の円 式ニL#H:i土、 35-G . Hを中心に出土し、 35-G地

山註iで焼土が見られ同1[:)-Jのj立構(住居跡)の存在がJ17えられたの 同伊IJは Fのようt土・炭化物

と II~J~jの二!こ器との関係からも渇えるか、いずれも抜恨による撹乱筒所に近接しているため遺情

有無の確認はできなかづた。

土器分1Jtにあたっては 文灼i構成・技法・縄文原体・月ti二Lに

棚丈lji体については不明確な点もあるつ

i群(21図13、24図)

して行づた。しかし 2 の

縄文一縄文と言われているものである九すべて休部資料であり、

口縁部・底部のJIラ:1犬の知れるものはない。色調は、外局iがifzj~にぶし 、内日lI1J{褐灰・!夫褐

色を呈している。文様は内外とも節の大きい LR縄文のみであり、沈料その他の地文は見られ

ない c 繊維の jjl人も見られず、典 JI~IJ I]:Jな亦御堂式と言えるであろう。

2群 (21図 1~3、5、6、25図、 26図)

縄文前期i初頭~ ーあたる る。 [J~;~!ほ15文様惜の有無で 2 つに分けられる。

A1出 口紘部文様帯をもたないもので、(jn行縄文の地されたもの (251~] 3 )、横位の給条体回

転によるものがある。後者には、単節の縄を規則正しく巻いたもの (25[~1 4 i、縄が一部で交叉

しているもの (25図 1、 2)があるつ 25図 5は政節であるの

B JJ[ LJ紋丈様品こをもつもので、校給文により文様帯カt捕成され、そのrpll¥3 ~ 3. 5 crnを

する。休部には単ffDの料品illl丈が付く。口

圧症のもの (21図 l、25図 7)があるつ

さらに体部資料で 2つに分けられる。 a

(26図 1~ 7)条の間隔の広いもの、快いもの、

は、名+1立の主IJみの入るもの(25図 8~ll) と縄文

jmの休部にあたるものである。

叉しているものもある。なお、 26図

6、7は不捺J然糸文と表記した方がいいのかもしれなし， b 特殊な撚りのものである。 26図

8 は酬を!京体としているものである。 261~19 は、 1 段の R と 2 段の L(R を合わせてよる O

R(f{Rで呉段合燃とでも言えるものであろう。 !l! によれば円肝層りにに見られると
6ι 

いう。この土器には繊維の混入は見られず、小石を多く含み焼成があまり良くないものである。

底部資料は 3点であるの底辺部まで給条体回転丈、堅撚系丈カt施されている。!底面は、 26

1司10、11が平底でナデ調型されている。 26図12は、底面にも給条体回転による施文が見られ、

nu 



周辺部はナデで磨消されている。

2群において器形の知れるものはないが 口縁部は平紘で直立もしくは若干外反する形状で、

底部は平底で底辺部カiやや外方に張り出す形をとるものである。一方、 26図 13~15などは、土

器片の湾出具合から尖底もしくはそれに近い形状をとる底部付近の破片と考えられるものであ

る。若干例を除き繊維の混入は見られるが、いずれも器内面にその痕跡が観察されるのみであ

り、細砂粒の含有の多きが告につく。

3群 (21図4、 9、27図 1~ 3 ) 

縄文中期末大木10式に比定されるものである。 降総(Iノ」字状貼付)を伴い、沈線と磨消縄

文 (LR)が見られる。色調は、外面が明赤褐色、内面がによい黄控色を呈している。この群

の土器は、 S1001・008覆土からも

4群

縄文後期初頭~前葉のものである。

している。

A類 (27図 4~10) 無節、単節の地文に直線を施すもので、磨消を伴わない 0

4は、山形口縁に沿って横に展開する区間沈線の内外に 2つずつの刺突が入る。 5、6は縦

位の蛇行文が見られる。

日類 (27図11、12)A類に磨治手法が加わるものである。出土数は少ない。

C 類 (27悶 13~15 、 28図 1 )陸線と太い沈線によって構成されるもので、陸線には沈線によ

る縁どりがなされている。)霧消手法が発達し、研磨がいき届いている。 15は十字状の隆線の交

点に円形の刺突が入る。 28図 lは蓋形を呈すると思われ、沈線と磨j時技法からこの類に入れた。

D強 (21図 7、8、28図 3)縦位の結束縄文 (RL)が施されているものである。 S1 008 

らも 2点出ゴニしている。

これらは、十腰内 I式もしくはその直前型式にあたるものと忠われる。

なお28図 2ii ，平行沈線聞に鋸歯状の沈線が入るもので、 4群より時期的には下るであろう

が後期の所産と思われる。

5群 (28図4~15 、 17)

縄文後期末葉以降のものをまとめた。

A類 (28図 4~ 7 )連続する縦位の刻自をもつもので 2段以上の施文が考えられる。 4は

刻自の下に横位の刺突がならよ。

B類 (28図 8)沈椋と磨、消縄文で入組文を作出しているものである。入組文下の平行沈線上

に貼溜をもっ。地文は LRの細い縄文である。

C 類 (28図 9~14) LR縄文の地文に 2本一組を

するものである。

- 80 
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D 'Jm (28図15)内 立ちあがり口 く外方に折れるこの土器は、波状口減頂部

に突起:1犬の ftr~1l- を行っている。この突起を二分するように口唇部に沈線が入る。さらに

3本、内面口縁部に 1本 それぞれ沈線を持つ。地文は RL斜縄文である。

A.B類は後期末葉~晩期初頭に、 C、D類も晩期中葉大11司C2式までには入るものと思われ

る。なお、 28図17は注口土器である。肩の張らない胴長の器形と思われる。

土製品は、 28図16の円盤状土製品のみである。縄文土器片の再利用である。

註 1 八竜町教育委員会 r萱刈沢貝塚Jl 1979年

註 2 山内清男 『日本先史土器の縄文Jl 1979年

イ沼器

本遺跡より出土した石器は、石ι、撞器、石箆、磨製石斧、凹石、円盤状石製品、三角石製

品、石皿の 8種22点で、このうち遺構からの出土は 6点である。この他フレークが25点出土し

ている。

石 乙 (29図上 2、3) 

3点出土した。いずれも刃部に対してつまみ部が平行に作られるもので縦型石ιである。刃

部調整は主要剥離面からの細かい押!王剥離を摘している。主要剥離間への調整はつまみ部に

中される。

掻器 (29図4、5、6、7、8、30図 9、10、11)

8点出土した。剥片を利用して剥離調整を加え、刃部を作り出しているものを撞器とした。

大きさ、形の統一性はみられない。出土した掻器は刃部の存在する個所によって、次の 4つに

分類できる。 (1)片側縁に作られるもの。 (2)両側紘に作られるもの。 (3)下側縁に作られるもの。

(4)両側高裁と下側縁に作られるものである。 2例を除き らの調整が加えられている。

石箆 (30図12、13、14)

3点出土した。刃部付近に最大幅をもち基部に移るにつれて細くなるもので、ステソブブレ

ーキングにより成71ラされる。第30図-12はSK (T) 002覆土 j二面から出土したもので、一次剥

離でできた鋭い刃部に更に押圧剥離を加えている。

磨製石斧 (30図15、16)

S 1002竪穴住賠跡P5、S1006竪穴住居跡覆土から出土した 2点である。乳棒状のもので、

欠損状態からみて石斧と平行に打力が加えられたものと考えられるの

出石 (31図17、18、19)

3 点出土した。小型の川原石を使用したもので、両国に 1 個ずつ、または 2~3 偶の凹みを

口む



もつ。

石盟 (31図20)

1点出土した。 な川原、石の両端を欠いたもので、両面が使用されている。 用使

}支が高く、中央部が凹レンズ状に凹んでいる。

円盤状石製品 (31図21) 

S K 014土墳から出土した。最大幅 1mm、長さ 3.5mmほどの沈線が外周から内に rtJJけて縦横

にみられる。

三角石製品 (31図22)

S K 014土壌から出土した。l;illが 5cmの正三角形を示すものである。

6 ..まとめ

II 遺跡から検出された遺構は縄文時代の竪穴住居跡 8棟、フラスコ:1犬ピいノト 23基、二L

j産12基、 Tピソト 2基である。

竪穴住居跡はすべて円形であり、出土土器から中期末~後期初頭の A群 4 棟と、後期末~fl免

其rj前葉の B1fT:: 什東に類号Ij出来た。 A群は住居内に石組炉を有し面積1O~24m2のもので、確認面

の覆土は地山深部の土を るにぶい黄櫨色のものであった。 B群の炉は地床炉で、

面積は 6~ 9 m'と小型の住居跡であった。これらの住居跡には貯蔵穴と考えられるフラスコ状

ピ、ソトが付設されていた。 A群の住居ー跡の覆土が地山の土を るのは、 されあ

る程度まで埋没が進んだ段階で、 B群の住居跡に伴うフラスコ:Ikピ、ソトが構築され、その排土

を I~J]んでいた A群の廃棄住居跡に棄てたためと考えられる。

フラスコ状ピットは住居外に構築されており、周囲の 81riilのピットから され

るもの、能代市館下 I遺跡で検出されている

ものの検出もあった。

出土土器は遺構外からの出土が多く、早期の赤御堂式と 11乎ばれる表裏縄文土器、前期の円筒

下層式、中立JJの大木10式、後期j十)J要内式、晩期大淵 C 式土器があり、遺跡は縄文時代早期~H免

ちフラスコ込とでも呼べる σ〕

JtJjにわたって断続的ながらも人々の生活の場となっていたことが判明した。

主要参考文献

十腰内遺跡調査目i
村越 潔

葛西 励

青森県教育委員会

秋田市教育委員会

弘前市十腰内縄文遺跡調査予報 十腰内』

『円筒土器文化J 雄山間 1974年
i +-)J要i付i式土器の編年的中III分 IF北輿古代文化』

1975年

1969年

11号 1979年

わj、阿J也Jl 1976年
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工藤竹久 八戸市教育委員会 1976年

山本町教育委員会 1977年

秋田県教育委員会

秋田県教育委員会 1981年

相fJ沢清一 1981年

発掘調査参加者

安保 成田 惣太 松i司 武男 ニ郎 小田 松岡 {忠良
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遺跡遂最 (~t~ 商)

図版 l 発t屈調査区(宵後の段丘上から)
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発掘調査風最

図版S 発語調査風袋
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S I 002堅穴住居跡と
SK(F)0207ラスコ状ピγ ト(JiIJ>西)

図版7 S I 003竪穴住居跡と
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S I 006竪穴住居跡 (北静南)

図版9 S 1007霊穴i主属鉱
SK(f'lOJ2フラ スコ核ピッ ト{東....al

強
ケ
平
H
遺
跡



x・4

S I 005・008竪穴住居跡
とフラスコ状ピジト騨(北西惨南東)・

猿
ケ
平

H
遁
跡

S I 008・009竪穴住庖'*と
SK(F)013フラスコ状ピ ット
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S I 003竪穴住属跡炉(東静酋)

図版1I S I 005竪穴住居跡炉(北西静南西)
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36-F ゲリッド土器出土状況

図版19 S K 014土割高円盤状石製品出土状況
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室 回 遺 跡

遺跡番号 NO.29

所 在 地 鹿角市十和田錦木字室田14番地 2号

調査期間昭和56年 4月13日-4月18日

発掘調査予定面積 88m' 

発掘調査面積 270m' 
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し遺跡の概観

遺跡は国鉄花輪線柴平駅から北西 2.4km、開iiii十和田南駅から南 1kmの標高約 113mの段丘

上に位置する。 遺跡、の南西 100mには米代JIIカt北流しており、またこの米代JIIは北へ 2.5km程

進んだ地点で南流する大湯JlIと合流する。

遺跡の立地する段丘は 米代川の水面との比高10m程の微高地であるが、この標高110~120 

mの段 i王は鹿角盆地内で米代)11に沿って主に東岸に良く発達している。盆地東側では、この段

丘に多くの開析谷ではさまれた標高150~200m 前後の舌状台地が続く。 遺跡は、盆地内でこの

段丘の北西の縁に位置している。

米代川をはさんでの遺跡地の対岸は神田と Il乎は'~T る地域で、現在は国道 103 号線の神田橋に

よって繋っているが、近世以前は専ら渡し舟に依る連絡であり今でも神田橋の快には舟場跡を

見ることができる。この神田は近世秋田往還筋の駅伝所の一つで、菅江真澄が天明五年八月二

十六日から二十七日にかけて神田から舟渡しで松ノ木(遺跡地付近)へ入ったことが、その日

されている。また、遺跡の東1.3 km曲谷地と呼は'hる地には奈良時代の構築と思われる

、
、，，，，
F

I
 

は定かではないが遺跡のある にも古墳があったとされている。

ム調査内容

昭和56年 4月13日から同年同月 18日までの 6自問を費して行った。東北自動車道本線

予定地は、遺跡の西側に広がる水田である沖積地にその中心杭が設けられ、工事によって破壊

される遺跡の要諦査範囲は、西へ張り出した極めて狭い[R域に|浪られた。そのため調査区のitilJ

-実mlJには、他の東北自動車道関連の遺跡調査で通常行っているグリッド杭を打設した造り

方測量の方法は採らず、日本道路公団設置の路線幅杭を基準とした平板測量によった。

遺跡地は畑地として利用されていたため、部分的に黒褐色土、淡寅褐色の粘土層が僅かに挟

在する他は、遺構確認面として想定した黄褐色の地山面までの表土は殆んど耕作による撹乱を

受けた暗褐色土 1層によって構成されていた。また調査区北西の傾斜地は、ごく最近までゴミ

として利用されており、 さ約70cm程で炭、塵介の堆積層が認められた。

られたゴミ捨て用のf畳乱坑と、耕作時に掘られたとしては、 から最近に掘り

と思われる径10乃至20cm程のピット以外には検出できなかった。また遺物も、表土中から大正

時代の一銭銅貨 2枚を出土した他はより古い時期にあたるものは皆無で、あった。



3 . ま と め '

今回、室田遺跡の調査では近代の撹乱の他は遺跡とし得る遺構・遺物を検出することはでき

なカ通った。

田遺跡の調査にあたって その遺跡としての性格に関連して予想さ 3点ある。そ

の 1つは背江真澄の日記にも「←毛布の渡」と記されているように、遺跡地付近が古代以来近t吐

まで米代JII渡河の舟渡し場であり、調査によって何れの時代かの渡し場に関係する遺構・遺物

を検出できるのではないかということ。もう lつは、中世米代川対岸の神田に鹿角四氏のうち

成田一族の神田十郎が拠った碁石館があり、この館関連の性格をもっi宣跡て、、はないかというこ

と、さらに lつは、現在正確な地点が不明となってしまった室田古墳に関係する古代の遺跡と

しての可能性である。

今回の調査では、残念ながら以上に掲げたような点に関しては全く明らかにすることができ

なかった。これには、調査の性格上、対象範間の狭小な事、対象区域が限定されていることが

原因しているが、この調査結果によって上記のような可能性をもっ室田遺跡そのものが否定さ

れたわけではない。鹿角には伝説や古記録に登場する地が数多くあり、室町付近もその一つに

数えられる。今後、室田遺跡はそのような背景をもっ遺跡であるとの視点から調査きれなけれ

ばならないものと二考える。

調査参加者

梅戸正次郎

相JII 金子

川 又 ヤ エ

奥村

相JII リヨ

田中ヨシエ

JII又武司

石鳥谷妙子

中西 リチ

川 又秀也

奥村 初恵

三ヶ回

賀川政子

柳沢ヤス

円

h
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本 杉 遺 跡t

遺跡番号 NO.33

所 在 地 鹿角市花輪字一本杉 3番地他

調査期間昭和56年 9月1日-10月31日

発掘調査予定面積 4，550m' 

発掘調査面積 3，000m' 



上遺跡の概観

秋田県の北東部に位置し南北に示l1l長い鹿角盆地には、，t1央を南北に流れる米代J11と、それに

肋骨状に流入する諸ijjJ)11の没食作用を受けて形成された段止と舌:1)¥白地が発達しており、これ

ら段丘・舌状白地上には、出特別史跡に指定されている大助環状ゲIJ石に代表される縄文時代の

遺跡群の他、終末期j古出のように小規1誌なマウンドを主計、た奈良・平安問!の所産とされる j訂正

の!首館.j処点となった館跡等 407カ所の;考古遺跡が確認されているつ

また、この鹿角盆地には数多くの民話・伝説が残されているが、その一つおHl坊と八郎太

郎」の伝説は、十和田火山噴火と、それに続くシラスiJI~7](をifj[人化した{云説とされており、

、地質学的な面からもこの伝説にメスが入れられている。

この Ir事相坊と八郎太郎」の伝説に関係すると忠われる降下火山灰・火件流としては、

の遺跡で遺構に

石」は、黄褐色j手石質火

されている。

して JH~積が認められる「大尚iìl・干わがあげられる。この

として黒色土中に認められるもので、遺構との関連性から

鹿角地方は、律令体制崩壊期になってもなお化外の地であづたろうと推il1iJされているが、芯

2年(878年)の所謂元慶の乱で秋田城を皮め起した夷{千カ村のうち、末:代}II流域にその拠

点をもっ 4カ村(能代、祖洲、火内、上津里子)の一つ上津町ァのよ也であり、後世には賀都庄とし

も記載される地である。

12:9囲を山々に囲まれて青垣山をめぐらす鹿角の地と言われる鹿角盆地内に所在する遺跡、のド

ットマップを観ると、東側の段丘・台地上に立地する遺跡が多い。これは地形発津トの要因ば

かりでなく、冬期の積雪量、日 fl百時間、早春の融雪速度や東西ITIJjjP，IJを昨風のように山々が連な

ることに起因する内陸性の気候等 盆地内の気象要因も加味されていたと推;'!lljされよう。

一本杉遺跡は、盆地のはほ中央に位置する鹿角市の中心街花輪の南東側、米代}II右岸の沖積

低地からの比高約60mの高位段丘上 東側に連なる山jjJ氏の西麓減辺部に位置する。

南側には、大きな沢目を利用した水田が東西に並んでいる。この沢目を快み、南側に

る台地の北側斜面には、大湯j手石の降下Il~判明よリ新しい時期の思穴住居f亦等が検出された

岡IV遺跡(遺跡番号12)が所在する。

北側には、同じ高位段 i王Lに明堂長恨遺跡(遺跡番号31)、柏木森遺跡(遺跡番号15)、中の 111奇

(遺跡番号16)の各遺跡が接するように所在している。柏木森遺跡て、は、土器の表裏に縄

文の施文された土器が出土している他、明堂長松遺跡とも強く関連すると思われる縄文時代晩

期のフラスコ:1犬ピソト群が検出されている。また、中の1[1奇遺跡では、平安時代後半と推定され

る合口斐結や多数の笠穴住居跡が険出されている。
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註 1 新野直吉 F秋田の歴史Jl 1982年

註 2 遠藤 巌 「陸奥田技都庄一 仁1"の 追筆をめ

註 3 秋田県教育委員会 「上高岡IV遺跡J [f'東北縦貫 秋田県

文化財調査報告書第91集 1982年

註 4 昭和56年度県文化課調査。本報奇書収載。

註 5 註 4に同じ。

註 6 昭和55年度及び昭和56年度県文化課調査。

ム調査の方法

(1) 発掘区の設定と調査の留意点

東北縦貫自動車道の発掘調査は 担当調査員の申し合せにより調査予定区域内に 5mX5m

のグリッドを設定して行うことにしている。このグリッド設定は、館跡を除き日本道路公団の

設置した路椋中心杭を 2本任意に選択し、この中心杭を結ぶ車総を設定基準綜として跡線の方

向に沿わせることとしている。

一本杉遺跡においては S T A117+00とST A1l7+20の 2本を選択し設定基準線 (X軸)

とした。 ST A 117+00を基準点として直交線 (Y軸)を設定し、 5m毎に杭を打設した。

調査予定区域全域にグリッド杭を打設した後 グリッドの呼称を(x 

る関係からできるだけマイナス表示を少なくすることとして、 ( 0、o) 

準線、 Y軸基準線を STA117十00から任意点(見かけの最北東部打設杭)に

X 

した。

X軸にアラビア数字、 Y軸にアルファベットを付し、両者の組み合せてグリッド名としてい

るが、各グリッドは、南西側の杭の交点から基準点を見る状態で表示している。

ら、調査を実施するにあたり、次の諸点についてそれぞれ資料が得られる

よう努めることとした。

①大湯浮石が竪穴住居跡内に純堆積層として米代)[1流域地区で初めて確認されたのは、昭和

46年に調査された大館市池内遺跡であるが、大湯浮石が竪穴住居跡内で確認される

層として存在するのか、それとも

の場合の遺物はどのようなものか 7

して堆積するのか、そ

②昭和47年に奥山 潤氏により「大館地方に普遍的に存在する護形土師器」として報告され

た底面に砂粒を付着される護形土師器が、鹿角地方でも出土しているが、共伴関係が明確でな

いことから編年的位置づけが媛昧である。共伴遺物は何か?また、その ~ìllìl年的{立量づけは?
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第 1図遺跡位置図



した北の林II遺跡のよう

たず、 l周囲の壁下方の中矢部及びコーナ

をも

点では、所拐東北型のかま

と浮石との関係では、床面

し、掘立柱建物跡と同

構築されている。イ.かまどの構造の

まどのよう 1方をされて

いるものが多いし、大湯 より新しし まどは まど る。

一一ーが認められるか?

以上の点につい ることにしたが、これ以外にも調査 ~:I:! に諸々の問題提起があれば、

ることにした。それに対応できるように

(2) 遺構の実測方法と遺物のとりあげ方法

遺構の実mリは、遣り

極めて画一的に

よる。 通常、竪穴住居跡内における土層観察用ベルトの設定は、

中央部に交点をもつよう相対する閣の中央部を結び 2本

は次のように設定した。しているが、

①かまどを -一ーかまど中軸帝京を通る と、住居跡中央部でそれに

る一本のベルトの設定を試みた。

②出入口様張り出し部のある ..出入口

を試みた。

の観察が難しく、特異なI闘賞状況がない限り、

り出し部下!こ!I!i由帝京を通る )-

央部でそれに

び

図化を省略した。

実lHリの縮尺は、遺構配置図1/200、竪穴住居跡、掘立柱建物跡、

れらの土層断面図も含む)、かまど、炉1/10とした ο

る一本のベノレトの

しでも

相ヲミ(そ

遺物のとりあげ方法は、そ

にした。

註 l 秋田県立大館主t高等学校社会部 『池内発-tJu¥.n 1972年

長1:2 奥山 ilMJ・富陛泰11寺 『北内町真館緊急手副長j調車報告.n 1972年

註 3 秋田県教育委員会 「北のH:II遺跡 11東北縦貫

文化財調査報告書第90集 1982年

を レベル、層位、 1;'].類を して収納すること

悶「小田L
入

子
ト
小
1
十

註 4 註 3の報告書「例言」参!伊(

に調査経過

、昭和44年、昭和48年、 3次にわたる東北縦員-白
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内遺跡分布調査でもそ

昭和55年秋に、

黒土を採取しているのを当時北側に隣接する

を確認できなかった遺跡である。

白 において

L
fゲ
}

中の僑本高

より

が日

掘り上げた黒土中に土師器片が含まれていることを発見し、遺跡であると認め、

に先立ち発掘調査する必要カtある旨文化課に連絡した。県文化課は、次年度に発掘調査を

する必要がある旨を日本道路公団1LlI した。

一本杉遺跡の発掘調査を昭和56年度に実施することが本決まりとなり、桜田

の神田遺跡(遺跡番号24) の調査終了後の 9月から調査することとなづた。

妻の神III遺跡発御調査中の 6月から一本杉遺跡の発掘調査の諸準備が進められたのこの準備

段階で、調査対象区内の南側に変則的に入り込んでいる農業用水路が使用中で、他に引水でき

る水路がないことや、南東から北西へ調査区内を斜行して飲用 されていることが

判明し、この水問題と排土地の選択確保が極めて重要な課題となった。

水利権者及び日本道路公団鹿角工事事務所の担当者と 3者で話し合いの結果、農業用水路の

切り換えは難しいとの判断から 既存水路をそのまま残す(調査対象から除外する)ことにな

った。飲用導水管は調査対象毘域外に移設するが、自然流下しているのでその傾斜に

して(傾斜の関係で一部調査区域内に入ることもあり得る)移動敷設することとした。

6月7日から桜田調査員が作業員10余名と共に、排土地に予定している西側の一段低い水田

聞とそれ以外の調査対象区に試掘調査を実施した。この結果、排土地予定地には竪穴住居跡ら

しいプランが確認されたため、排土地とするには不適と判断、~!jに探すことにした。

央で南北方向に設定したトレンチでは、大湯浮石の純堆桔層が時認され、土師器)午、縄文土器

出土している。現地に詳しい梅戸正次郎氏から、以前耕地整理(画場堅備)した際、一

段低い南西側水田面はブルドーザで削平したこと、また北西側lの7J<.田面も一度ブパ/ドーザで肖Ij

平したあとに盛土したものであること等を直接教示を得た。試掘調査でもこの説明を裏つ‘ける

ことが多く判明した。(西側、特に北西側は 1mから 1.5mの盛土がなされ、その下部は削平が

激しく遺構は全く確認されない。南西側も 0.3~O.6m の削平を受けている。)

9月1日から一本杉遺跡、の本格的な調査を開始した。試掘調査の結果西側下段の水旧部分を

除き黒色土中に大湯浮石の純堆積層が確認されていることから、この大j刻字石層の上面及びそ

れと同レベルで粗掘りを止め、遺構プランの確認に努めた。しかし、明確なプランを検出する

ことができなかったため、浮石層の下回 次に下面から 10cm低いレベルの面と掘り下げ、ること

にした。その結果、黒褐色土~暗褐色土を掘り込む遺構のプランが多数検出された。

ラン確認面の思土を観察すると、浮石を多量に含む遺構が多いことが判明したっ

このことは、大湯浮石を含む状況を詳細に観察することにより、新1[3関係等を知る手がかり
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となることを

西側ド部水田商は、隣接する区域外水田への影響を最小に押えるため、約 1mの111討を残して

土留め工作をしたあと全面争IJ土を行った n 険出さ jノU:二j支N容のうちには、区域外に広がるものも

あるが、稲メIjり古iJであることから追跡拡張することは断念せざるを何二なかった。

を上回る数の遺構が検出されたことと 悪天候のため調査のjJAれが目立つことから小玉

のチームから、調資補佐買と作業員の応援を求めた。

3条、 1 i東、張り出し部の91:京、 fh日立村:担:l:!f:勿s;fF3 

ある堅穴遺構 21索、中 Ittの竪穴住居跡 7 、 1基、フラスコ状ゴ二墳 1基、土壊状遺構12

基、柱穴多数の{也、貝殻丈を施文した

陶磁器片等を出土し、 10月31日に調査を終了し、 そ

をJ故収した。

4 .遺跡の層位

あるよ手形凶rp器、

を行い11月 7日に現

遺跡のほぼ中央で、南北方向に したトレンチ(本調査での Dラインとほぼ平

行する)

火

色土(5 

観察では、 1層: )、 2層:黒褐色土、 3層:

レンズ1犬に 5~10ラインに 3 ~ 5 で1住積)、 4層:

)、 5層:11沙質す存字詰色二仁(地山;面) と土佐干責している。

遺構の平面フ。ランは、 4層上面で確認されているが、グリッド杭をそのまま存置するために

柱状に残した部分で断面も確認(8-A杭部分で壁の掘り込みが認められる)できた S1 013 

2層の黒褐色土から掘り込んでいるのが観察されているが、この区域には 3

層の堆積、広がりが認められない。

3 層は、 5~ 1Oラインと C~F ラインの聞の区域の鞍部に している。

第 2図土層堆積図
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に遺構と遺物

、平安H寺代後半JlJlの浮穴住居跡 9械、 .mn立柱建物跡 3棟、講 3条、方形竪

1 ~様、中世の張り出し部をもっ緊穴遺構 2 N~ 、r:t1世の!呈穴住居跡 7 棟、その他 T

I来、フラスコ状二i二横 1基、土JJ]ii状遺構12基、柱穴多数カ叶寅出されたのまた、遺物は貝殻丈を

施文した縄文土器他各J~Jj の土器片、墨書のあるよ下!日土 nm器、底部に砂粒を付着させる笠形土師

と、平安時代後半期!の土器、鉄製紡j豆半、鎌光、砥石等のf也、摺鉢片、白

磁(陥片等の陶・般若手片が出土している。

遺構は、時期jiJUに扱わず、 j出荷の陪如何;に怜出111ftに:呑号を付しているが、プラン

構と忠われ番号を付したものの、精査後遺構と判断しがたいものや、当初推定の遺構でなく別

種類の遺構であったものなどがあり、欠番としたものがある。

遺構の計iHlJ方法等は発掘担当者の考え方により相違が見られることが多し、。本i宣跡でも竪穴

住居跡の計法及び用語法は、発掴担当者である桜田の考え方に基づいている。

壁高:床面からプラン確認面における竪上端までをiWJる。

壁溝:壁面下方に壁体のおさまりのために作出されたj者。周溝という名称は、排水等の水|謁

連の施設を想起させるので用いない ο

壁長:プラン確認面における各壁面の上端を計る。設計上の車穴住居は、

に交わるが、縄張りして掘り下げ‘る際に壁体の担え方( されている 壁面)

よりも広い面積、長さを掘り下げているのであり 本来この壁面とは車穴掘り方の壁

面であることを再確認しておく必要があろっ。つまり、柱穴等における所謂掘り方と

掘え方の関係と同じである。掘立柱建物跡との関連で四回の壁長により竪穴住居跡の

規模を表現しようとするのが今日的な常識的であるが、

えるならば、その大きさは慌体のおさまりである壁溝と

現した方がより現実的であろうと考えている。しかし、

れは、ならないことからその推定規準の可否の問題もあるので

におけるよ端の長さを計る。

を「すまいJ として考

ら規肢を表

を推定しなけ

1)プラン確認商

面積:プラン おけるかま も含むJ~H 1)下げ.に要した面積である。掘り方上

端を(現実には実iHlJ図上における上端)もって計る。ブラニメーターで 3回計測しそ

の平均値を採る。

主軸方位かまどの焚口と煙出孔の中点を結泉(火床の中心点と煙道部の長車rh中線を

線)と磁北との{扇角を計る。

ヴ

iつ山



第 1表 S 1 001竪穴住居跡計測説明表

検出地区 9 日、 10-H、 9 1、10-1 I実iHlJ毘l番号 I3 i図版番号 I3 

南 i~U n!F 1111J 日芝 ~t i~U ~'if 東 jWJ G一f一F 

壁長 385.5cm 570.5cm 415.5cm 589.5cm 
法

~'i二与 I正日当] 31. 9 ~ 42. 8c:m 33. 2~42. 3cm 45 . 2 ~ 65 . 2cm 36. 6~49. 6cm 

日まi韓中面 な し な し な し な し
反Z三ヨ主

壁溝深 し な しな し な し な

ìf~ 有，L!_包ρ 方 :íf~ i国 25.98m'l主軸方位 S -63
0

- E 

予定し、F8~14的 Hラ推範東イノ東側に幅 1mの試.tMトレンチ戸をl設定削し、き プラ
プラン確認 ン た 8~14の~ 1ランの は 地 整理 のた め約 1mo'fdl .土 て
時の状態 い が部、明確品なブ / 検出で複イきた。 定側閥と南、側耕jにr]長り出し様のプランがあり、所謂れ「張

りしのる の重かと された。

-削土され 緬水回として昨年まてv耕作さ辛れ7l.jていたので壁面もほぼ削控干されてい
覆土と床面 遺したが、深く りくほめていたためか ・向Ij平に多もかかわらず 聞はほぼ歪
の :1犬 存していた。た覆土は地山の黄褐色土の ロックが 量に混入していた。床面

かたく踏みか められていた。

柱 f¥、
北変存壁面下小「町柱替内閣l床直面接にほぼ等間に穿穴えたれ、柱把出入カ口、様並の ~R 1)出し部にも検出きれているつを

iWJに径建を 打設したと 1考':I:られ関る 穴 んでいる。 S1001、002が、方向
えて 」されているので の係握が難しい。

かまどは付設されていない。

か ま ど

遺出土物状況の

破縄文土器片 3点、中上下形土師器体部小片 3点、も姿小形土師あ器胸部片 12点、議形土師器口 ~;~Z部
片 1点が覆土から出土したが、いずれ 片でる。

第 2表 S 1 002竪穴住居跡計測説明表

検出地区 9-H、10一日、 9- 1、10-1 I実iWJ図番号 I3 l図版番号 I3 

南 {則 壁 西 js.U orF jヒ 1WJ ~i 東 iNlJ ち走

壁長 335.7cm 403.5cm 324.5c01 414.5c:01 
法

壁高 な し な し l
な し な し

壁溝幅 な し な し な し (40~74)c01 
最

壁溝j架 な し ( 5 . 2 ~ 9 . 1 ) C:01 な し な し

形 官山包、 方 形 面 17ω叫主車師位 S-23
0

-W  

プラン確認
S 1 001に同じ時の状態

覆土と床台面包
の :1犬 S 1 001に同じ

十主 Jム1ー、・ S 1 001に同じ

カミ ま ど S 1 001に同じ

遺物の ;覆波土中から縄文土器胴部破片 1点、護形土師器の口縁部破片 1点、胴部破片 9点、底部
出土状況 片 1点が出土している。

128 
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4 lOY R汽 治色二iニヴロ p ケ|犬 沿入 5 10 Y R% >J:JNi'I'I iJ)jbU沿色['. 6 lOY R%t'l間色土liぴIJJJo'(褐色出入
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第 3図 S 1 001、 S1 u02竪穴住居跡実;WJ図

S 1001、S1 ーし



3 

5 
4 

。 Ocm 

第 4園 S 1001、 S1002竪穴住居跡出土土器拓影間

第 3~受 S IOOL 002竪穴住居跡出土土器説明表

実番視IJ号図 番図号版 部形
{立

器部調整法
註 記 番 号 胎土含有物 色 調 備考

外 国i 内 間 底 面

4-1 RP一括中 杯、底部 ロクロ ロクロ 回転糸切 5YR% にぶい桂 土師器
フクド

4-2 RP一括中 議、腕部 へラナデ へラナデ 粗砂を含む 10Y Rhi にぶい黄樟 土師器
フクド

4-3 RP一括中 襲、胴部 刷毛目 へラナデ lOY R% にぶい黄櫨 土師器
フクド

4-4 RP一括 襲、胴部 刷毛目 へラナデ lOY Rhi にぶい寅燈 土問i器

4-5 7A 縄胴部文 磨沈は線消り佐こ聞~)， へラナデ 7.5Y R月にぶい樟RP一括

第 4褒 S 1003竪穴住居跡計測説明表

検出地区 。E、O-F、 1 E、 1-FI実測図番号 I5 |図版番号 I4 

南 {則 援 西 {則 壁 j七 1H~ ~if 東 1HU 壁

法
壁 長 (243.5)cm な し (272.5)cm 420.5cm 

壁 高 な し な し l.2-19.7cm 6.8-20.3cm 

控溝i幅 7.5-13.5cm な し 8.5-15.5cm 9.5-2l.5cm 
量

壁溝深 2.0-7.8cm な し 2.1-6.5cm 4.0-10.0cm 

背3 官，'-'包，、 方 背3 面 16.5制|主軸方位 S -240

- E 

プラン確認台包 4確層認げ(黒すさ褐れぎ色てた士がし一、;暗西褐側色に土傾)斜中に白面色浮石粒確が多量に粗に混入する黒褐色土の方形フ・フン
時 の 状 が 、ま するでの認だったのと、 S1 010との重複のため、掘

り下 っている。

覆土と床面育長 白色の浮激石し粒が多量に粗に混入する黒褐色土が主体をなす覆土。床面は、やや軟かく、
のオた 凹凸が い。

ハU



中主 'Jよ1ー、， 竪穴の壁隅部下方に各 1穴と各壁面下方に等間で各 2穴穿たれている。

炉
床面中央部の床面に略円形のプランで断臨時底状に熱変化した部分があり、地床炉と思|

わfLる。

遺出土物状況の 覆土議中から器器外面体縁部部に る庁、形土師器 l点、護形土師器底部破片 1点、炉部分

から 形二七師 口 l している。

___rJL- し一

⑨ 。
。 。Q S 1 03 

¥ 02m  

第 5図 S 1003、 S1 010竪穴住居跡実iWJ図

S 1003、 S1010竪穴住居跡士層

1 7.5YR%白色i'J'.:ti微量混入 弱粘性 2 lOY R'k' 白色ìy.石微量ìf~入 弱粘性 3 7.5YR3{黒色土

黒字島色土 議褐色土



4 lOY R% 於柊~ê土抗出入 r:I'キ，li'l't: 5 lOY R ~ やや4盗品Ii'lt 色:!二 6 lOY R% l1U&色上J犯人 o?Jh1i'lt ，'，I，! 

初色オ;ゑH品色

7 7，SYRy!賀補色ニ!二微;iitFt入 黒色二i二

第 5表 S 1010 

検出地区 0-G ，1-F ，1-G、2-F、2--G I実in悶番号 I5 |図版番号 4

南 1!!iJ 1¥辛 間 WiJ 日夜 北 j!!IJ ~I! 東 iHIJ お宇ー

~lf 長 (732)cm な し な し (450)cm 
法

1ご1ト三特ー 設f'"了7 し5-20cm な し な :3-18cm 

壁沿;IIJ面 3-12cm な し な 5~20cm 
主主註ヨ

壁;溝i来 な し4-10cm な 2-8 cm 

月五 有ペレ包、 方 f杉 出1 不 }円 |割増i方位 不 fl)] 

プラン確認 S 1 00:3の西側に重複iし宣て数雄認されたが、耕地務理時なに争Ij.削平後、慌土されているの
時の状態 で正確なブラン及び、 構 を確認することができ かった。

器二七と床台面伝 ブロック、白色浮石粒が混入する黒褐色土の上に耕地整理による盛土がなさ
の :1犬 れている。

柱 f¥、 柱穴が棟多数考検出されているが、 S1 00:3と同じく各世下方に並ぶ柱穴配置と想定すると
凡そ 4 と えられる。

炉 床面の北東側に 2カ所地床炉が検出された。

i出宣 4均 の 床面近くの覆土中から雲形土師器の仁i 縁部破片 2 点、 JJ~l部破片 5 点、底部破片 1 }~~~が
土状況 土した

4 
5 

4 間

第 5図 S 1010竪穴住居ー跡出土土器拓影図

第 6表 S 1010 

図寄 号版 /f; 
古i:i!巨c 

器 箇i 調 法
誌記番号 llEi二仁含有物 色 調 jftfj 考

外 出i !大l rm 成 治i

6 1 I 20，-1 RP 
塑成音[i ヘラケス、リ ヘラナテ γ¥ラケズ 1) ul砂を含む 5YR% にぶし、母 ご仁川132フク二Iド2

6 2 20-2 RP一括 ヨ~ .肝11]部 刷毛臼 Jへ¥ラナデ 7.5Y R%符 二上自ili器

6 3 20-3 RP一括 宝E・1阿部 刷毛1==1 ヘヲナテ 7.5 Y R% にぷ¥.ミ褐 土(:ili器

6 4 R P--1百 禁・ IJ[，J音[i N~ iJ二ÉÉI ヘラナテ、 7 .5Y R見続 二UHi器

つωつd



⑨ 

¥¥ 
" 

1 5 Y Rl.J:{ 浮石及び明言E褐色土少量

混入黒色土

4 7.5YR3{浮石多最混入黒色1二

7 7.5Y Rl.J:{ i手石少量混入 強粘セ

黒色土

10 2.5Y Rl.J:{強粘性赤黒色ニ!こ

13 7.5Y R% 黒色土少量:it"G入炭化物iF~

入滋色焼土

16 lOY R% 明葉褐色土粒ir~ 入 強粘性

補色土

19 lOY R3{ i手石及び賞燈色 t:少量治入

~~l粘性黒色土

() 

。

。。
。。

:}一一

G 2m 

第 7図 S 1004竪穴住居跡実iWJ区l

S 1 

2 7.5YRl.J:{浮石多 1Ij:?r~ 入 賞褐色土 3 5 Y Rl 浮布及び時半島色土少量m

入 ~~~J 紡性 黒色ご仁

5 7 .5Y R汽浮石少量混入強宇11i位二 黒 6 5Yf-P・ i'J-石多量lii入 黒色ゴ二

色土

8 lOY R% 1i't綬色上約一m入強粘'1'1: 9 lOY R% i手石多量混入 黒色土

思問色ニiニ 12 7.5Y R3{ u月賞褐色土粒炭化物混入

11 lOY R% 黄桜色土粒少量混入よれ褐色土 強粕I'E 黒色土

14 lOY R3{ 浮石及び昨JJlt褐色土少量it~ 15 lOY R% Fj)H定褐色土粒~h~ 入Il!i 間色

入 強粘性 主毛色ゴニ

17 lOY R% 賞褐色土(ローム) 18 lOYR% 賞符色土混入強粘性黒

褐色j二

qa 
つd
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ヨffi_ 

形 有，'-'-包J、

「。ラン確認

時の状態

S I004 

6 F 

南 iWJ れ芝 西 iWJ ~t ifW l:!~ 

318.5cm 245cm 315cm 

22.6-40.0cm 21.0-29.1cm 26.8-32.7cm 

7-13cm な

1.1-1.8cm な

249cm 

29.1-37. 6cm 

5-11cm 

0.4-1.0cm 

覆土と床面
の 状 態

方形

穴

でいるが、この火山灰粒はプライマ 1)-

くには多量の炭化物、村が散乱しており、

しく、[京状は不明であるが、凹凸は少ない 0

4カ所穿たれているがj二部構造を知る手がかりとはならない
と北側壁の一部に認められているが、炭化板材の存在か
られるが、床面が荒れているので確認できなかったかも

なく
く堆

存在して

南側壁の中央部から

か ま ど iる所謂関東型のかま
されている。煙道は短〈煙出孔に向って急上昇す
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第 8図 S I004竪穴住居跡かまど実~J1!J図

S I004竪穴住居跡かまど

1 10Y R% 緩n音赤褐色土 *~~I:ift:入 賞褐 2 10Y R汽 浮D日月賞褐色土粒J11入 37.5YR31i手;百.H月賞褐色ごと*.it:i混入

色粘土 色土 黒色ゴ二

A
せっδ



4 lOY Mill{1ぶ褐色 i~~ *l~'~ il ~人 (1)の Ry;初色焼 iマ 6 Y R}:( 砂nu青ぶ褐色焼土

然変化 お色

7 Y H% (i少't'[1リJN泌色焼 1，

10 7，SY Rおおd色 i

13 5 Y R対北:持色焼 l

8 Y F{ヲゴ バ♂ {i 多 :I~~dL人 ，'.l.'1め色 L 9 7 [{):j' II[け~0 色土

1 i E;十i~?- h-~ :tblL 入，!，ì.~色 1 ， 12 Y [{1 た{三

14 7 H，):j' il(';i'i<l色決 1:

第 8表 S 1004 

f巨存i 

前l ，jJl;j ，1'丈

形態・古1¥位 IJカト子;，-(I物 色 iU，'，J jriH 巧

タト |人j l(li 

9 ---1 

フフ-:j'，七クケJ百 ['，rjl 

1 r~ ロケ'0 7ロ
1{に凶こ0YYぷ】LLHIth、抗'tt措在 J主告耐耐?昨主書とt

9 --:2 15… ロクロ クロ iり1'1[C;i( 

9 -:3 15-:'1 マク::1:，1' ロクロ ケ ~Il松糸切 7 Y E 

9 15 -4 

ブフ一J折ククι1! 巾中

.LJ土庁1¥ 〈、ラケ?と 1) ナu、 1{二

9 15--5 .[1紋{f1j ヘラナテ 〈、ライテ 為、月今u lOYR%  

9 6 15--6 支iく!Ri司!PIJ 表・ )bllm ヘラケス 1) ナテ [{ 完結

10 -7 16-1 汚 ヨ.Jit庁1¥ ヘラケス 1) -'-ブ に的 Ij:rli背任

10 --8 --1，[; J( . /，i't;'fIS ロクロ ロクロ 5YH% 1ft 二['mn器

lO-9  Hi 3 
フク土1'1'

・底古1¥ ヘラナテ ヘライテ 、|ιj官 級lii合を合む

77l lに二55日】Y】い民Hf封F兄R 4 
['，fil!i器

10 16-4 -ワjク汚土:ベ ヨ.Jtti'Ti¥ ヘラナテ ヘラナテ 111日川川11 1一一-f:jjiす是

トー一一一一一

10..-1] 16-- 舌 I下・底古li ロクロ ロクロ ILlI松糸切 7 Y R%符 JJHli6ff 

lO--12 16-6 -ワ-1ク'if;土rl' 主./klii'li ヘラケスリ "，ラ十テ 木柴ザミ 'nu沙を合む (二JY;LRミ与 ゴJW保

10-1:) 1ゎ一一 7 一ー釘 三五・!まfflj ヘラケズリ ヘラ十デ ii予 /j-1 !Il 砂を合む 7 Y叫によい約十t*ni器

-つJク舌j二91 諜・成{ffj ヘラナテ ヘラナ子、 ;j(葉区L をfLu少を含む lOYH汚 }!i: 褐 t!':i1i持
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S I 

1 lClY fP・日 iJ'I:F，'jYI: 烈色ゴ 2 lOY E% i子fJ}:~ tF bt t~\j色卜泌人 3 lOY Eh ;手打出入 ωも'i1t 色仁

京協色ニi二

4 lOY R7:; i? riJえび坑褐色 I.h"il~ 入 5 lOY R討 iYlt'ii0色-1~ード!~; ls入 尚色ニL 6 lCiY E 可 府

尚色['.

7 lOY H% ;子干i.!.だねえj 色 [~P i1よ入 ~'Í: 8 .5Y R~{ ;子行.o'dl0色上人 0.iI: 9 10 Y FO{; 'J.'I: *，Ij 1'1 bU品色-1争

NiI'I: .'.1.¥褐色上 F，'i1t 色上

10 lOY E:% 浮(i品入 !.i.!， H0色土 11 lOY E% 茂弘j色二1'.1'';.炭化物 12 lOY fl_'日 iJ'u. bUお色 f~村出入 11;¥ 

物(Jt~ 入京協色二1 ~ 泊色 f:

13 ll!Y Hl・Ji ~rti 'ttJjtt ;~，!;色仁 川 炭化物(1:ハ反 15 lOY [{:211 ;?TidL人.~.I. !;尚色 1:

16 Y 11)j .jJ、 f~} 色焼 1'. 17 lOY H河 ;手行・抗褐色f:_ t:';J~ 人 Ilij 18 lOY FP町立 'J.iI:F，'JI全 .~，t，~色 1:

治色 i二

19 5 Y E対 lリjぶ尚色)¥tl 20 i投{ヒ物 ( n，~j反) 21 lOY H:cfi ;?ft iJ~入 N¥同色f:

第 9表 S I005 

検出地区 3 E. 3 F |実iHリ図番号 1 11、12，13 i図版番号 1 6 

南 jHiJ 11ft: 西 jHlJ ~ß: 北 iHlJ 1:主 東 1H1J l!主

!i走長 318.5cm 288.0clTl 2%.8cm 329.5cm 
法

t!tl:高 37. 1 -38. 8cm 37.4-44. 8cI1l 35.0-40.2c01 37.2 -46 .5crn 

Uf;~â~~IIJ国 16-19clll 8.5-16clll 5.5-12crn 8-12.5clll 
主1主i主主-

!1ト'~l11'tゐi寸言 9.4-9.6crn 5.9-10.9clll 0.7-7.7c01 O.4-6.3CI11 

7杉 台."-伝ρ 方 71ラ 雨1 9 児 m'I主ili川位 S -3
0

30'-E 

4 H音褐色ご仁)上l固に、白色石賀火山 r*t\~: を 111 に多量に含む黒色土の方形
プラのン:1)確i認

ノ した。
n寺態 ンの内側に炭化物が帯状に一巡し、その内側に É~l 色 j手石賀火山灰粒カQW:Iたに認

めれる。

焼失した住居跡である。 床面 tには炭化村と焼土が厚く 1jt積し、 ，jI~変した自然石が散乱
覆二i二と，~ミ面IJ伝 している。
の t}t

北本側来壁の内側配下置方に 3カ所央、 西南な側く偶 lカ所隅の 4 た部れている。存この配置:態!犬況から

;-¥、 の柱穴 は床面中には 、各壁部と 央下方に 在する月三 と考え
られる。

iJ、 ま 介。
南fずfjiJ~lî:に所2 期謂関(改東築)の 2 基が構態築をされすており、南東側カt古〈、南西1H1Jが新しし~
いれも のかまど形 呈る。

覆土t中i庄か句界器占]f~j 師部縁般器内'If;部占破片 1点、体部破床片 2点 禁形 l抑訟の口縁部破片 4 、

遺出 ゴ二物:IKのj兄
胴I部手 片品 、底 {片岐15 が出土し岐ている。点 斐面からはJ器手形土師器 1点、かまど音中[Sか
ら 形:土IJまiti の口 部点 片 2 、i市体器部 片 2 、 JUゴ二日Ifi の口減部破片11点、腕 破
片36点、 部1iJ;%g-5 、喪形:七 l点i:B土している。

S I005竪穴f主居跡かま

1 7.5Y H;.{ 炭化物少j1J~出入 ，¥1，1， 色土 2 lOYR% 武褐色ニヒt-¥I!:Uf.入 渇色焼 3 lOY R:~ 炭化物泌入 0.iI1Nj'I!I' 例色

4 R;¥必11~.焔B玖i山干hμ"削!

7 7.5Y H% 強利粕桁1下，性r昨i七二 按褐1 色杉粕，:土i上二(熱Z笈変~、{化ヒ)

10 lOY H% 

，'.¥¥ ~お色土

13 t1t化物

4虫i'li"l

-1-. 'r点二L

5 7.SYH7i ì7'1iü~入 ，~.I.\色焼 f: 6 10Y H%， 炭化物泌入掲色焼!こ

8 7.5YH%砂伎 町J掲色:l:itiニ 9 7 Y R3{浮干{混入 f虫色焼二1:

11 5 Y R% IVJ亦掲色色{.j: 12 lOY H% 砂廿，Ijごi二質泌入 渇色ごl二

138 



第12図 S 1005思穴住}，日奇跡かま

号E

GJ 

213.977 m 

213.977 m 

1m 

第13図 S 1 005竪穴住居跡かまど(2)実il¥lJ図

S 1005竪穴住居跡かまど(2)土居1

黒褐色士

4 7.5YRYs'芋i褐色こ仁(焼j二)

1 7.5Y R%  i'J'.石'1fl1品色二i二炭化物出入 2 炭化物

5 7.5YR:11l主褐色I::b'i.i比入 褐色二トー

3 7.5 Y只%資総色 1'.1':r.炭化物ü~ 入!H，

褐色土

6 7.5Y R:YI 1i¥，褐色二[-.粘 焼ごj二車、子石 if~

入黒色t:

9 10Y H%  次補色土ぷf焼二t-.7 7.5Y H%黄褐色ニヒt:i..炭化物i14入焼二十一 8 lOY H%  1iU!-l色 U:riEへ1:;'U

丹
、

υ
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第10表 S 1005竪穴住居跡出土ゴ:

凶番 号J:li 
liII ぷi "'文 i:l~ 

IJ台二1:.含有物 i 色，iI:百己岳号 11予 1~ . 
Ifll i大1 1m !巧; fM 

1 16-9 n( l(fj J千 .;:，i，!;色処.81! [fiJ'伝糸切
{{1lニこOyョ いしRR瓦ず瓦ず lz t肱z 

出í~J . 

2 Hi-lO K 17 +23 iログロ _'~.l; 色処だj! ldJ転糸1;1] 了l二日ili器

14-3 16-11 K R P27 三.[J ~ま lfl5 ユピナテ ユピナテ 祁!砂を台、む 7.5Y R%灰Fl ごLf:iIげた

}4--4 16-12 RP-j付，f; 
カマド )1子 ヨ.)1-¥til¥ ヘラケ丈 1) ヘラナテ I[IJ松糸切 5 Y R%  Iリ1，/);同 i二i]!Iir，fj; 

14-5 16-13 
R P---fif; ヨE 夜行1; ''-.ラケス 1) ヘラナテ 110転糸切

HこOYぷいい"封亦前4棉世フクゴ:

}4-6  l(j--14 フRPク 主任・ 1)主r'i15 ヘラケズ 1) ヘ、ラナテ 不I1IJ{if1 ~:I!I /沙を台、む 土Ilili6if 

14-7 16-15 K R P33 't)t . ]底的; 〈、ラケズ 1) ヘラナテ 不lりJf(i 市111砂を含む 10Y R出 二IJr[ir，if

14-8 16 --16 フRPク-i-1I古1I ヨ.]1-1lil¥ ~'-ラケズ 1) ヘラナテ li少約十h'-i Hi件、を含む (5こぶYしR、見北、 iす~J 二L(:ni出

14-9 16-17 K R P34 ~!~ . ]1-1lt1¥ ヘラケスρ1) ヘラナテ 本立L佐 llLfiJ;、を含む 5 Y R)亦d 
lこぶし、 十品

~I'. (:rji器

14-10 16-18 
R p_.t百

設・/1-1til¥ ヘラケズ 1) ヘラナテ 本立~;正L i'llli少を含む

77に{l5二こ55dA山5Y、、ぃしいR、RR位禍K 占註財~ 
j..(:m器

フク士二

14-11 16-'-19 R P--t百 ./史 rfl~ ヘラケズ 1) ヘラナテ 不lりJMr 部1I Ij:~' を含む ~LI~ili r，if 

14-12 16-20 RP一括 禁・底部 ヘラケス I} ヘラナテ ィ~r川!地; 手IllIi少を含む ;仁i':iIi器

第11饗 S 1006竪穴住居跡計iHlJ説明表

検出地区 2 C. 3-C l実iWJ図番号 115、16 l図版番号 I 7 

南 m~ 壁 西 i~1j 自主 iヒ i~1j ~iL: 東 {則 A}!f 

壁長 562.5cm 576.5cm 550.5cm 587.5c01 
法

車高 8.4-23.8cm 0.7-6.9cm 1.7-11.8c01 25.2-50.0c01 

壁潜I~面 5.5-13.0crn 5-18crn 7.5-12.5c01 14 _ 5 -19 . 5c01 
量

壁溝j架 10 . 3 -16 . 3crn 3.9-19.2c01 12. 3 -17 . 1 co1 8.3-11.0c01 

形 古''!旨A 方 形 面 33伽， 1主軸}j位 S-1
0

-W  

プラのン:1確犬認
時態

4 層斤一石れ(黒賀て掲火い色山るj灰~粒崎混褐り色の士盟)上色面で かまど粘j 焼土範れ囲が当初を陣講認(S さDれ、 そ)め後 破白
1色衷さ 土の方形プランが確認さ 東側 001 により

覆な土の上床半面は、 赤白色化浮し務質火黄山灰:色fJ'rj昆りで層あるが、 床炭面iJ化Zくは焼土、焼、 灰、付炭着化し物てjiiしりと
覆土と床古面伝 る。 は、 て い る褐火山灰であるが 物、灰 土が 、る。

の :1犬

北西厨考出及び南西側 plJ~部に各 1 穴、かまど左袖近〈の床面と北東側床面に存 1 穴の 4 力所に

柱 Jムl噸、 検住 されている
跡の規模は本遺跡中最大であるが、柱穴配置は、各世隅部に主柱穴を配置する形態

と えられる。

南側し曜の中央部からやや態西寄りに構東築北さ いる。 F~lj*flJ部に衰形土師器を芯村として手IJ
カミ ま ど 用ている。かまどの形は所謂 型 る。

制器担土破中か竹原市!日土器師部器破の口縁部岐片 3破点付、体近片、イ部床ヰ破部面破片 I 点禁i中点H31かL形出忠形土土器ら土師胴、し削部縄器て器文破い1の土片る占口器。、1紙主破市主面形、片i岐印こ11凡形師市7器1、点棄師の
遺出 物の

部片27 土、底 片3部点{、岐かまど から造点形
2 )~. J:片手形師の口縁 片 6 片6

土 状 況 口 ~:~Hfß 1ï皮 13点 破片105iLr.AfflS1iJSi)'1 8 かまど
形土部師占器の口縁部、破胸部片29点、 5胴点部、底破部片占加点、 底市古、制度片19
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第15図 S 1006竪穴住居跡実~l!IJ図

S 1006竪穴住居跡土層註記

中

215.100 m 

寸1 C 

。 2m 

1 lOY R% 浮 石 混 入 黒 褐 色 土 2 7.5Y R% ~~J 利i性 HiÍ賞掲色ごiニ 3 7.5Y R%砂粒 多景 混入 弱粘 性に

ぶい焚褐色I.

4 7.5YR7i'炭化物多量 黒褐色土粒・ 5 7.5Y R2/( i手石混入 事j粘t!: 黒色土 6 7.5Y R%炭化物少最ig入 sj~J粘性

主t褐色土少量it~ 入 弱tli'/'1 黒色こt~ 褐色ニヒ

142 -



7 lOY R% 浮石iU.入 羽粘'1'1:ぷ褐色 8 7.5YR先炭化物語t入 .~t，~色二!二 9 lOY RYz 11t褐色二仁f立少鼓j弘人 中粘

性 Jた褐色了仁

10 lOY R% 浮石!百 11 lOY RYz シ J~ ト白山中iit!: ゑ補色仁

1芦型主~一一
214.700 m 

。 1m 一一~一一一

第16図 S 1006竪穴住居跡かまど実il!lJ図

S 1006竪穴住居跡かま

1 lOY R% 赤褐色土 'H石多量j見入 2 5 Y R% 浮石微量出入粘Vl jJJ~褐 3 lOY Rヌ i手石少量泌入 砂質 黒色

砂質黒褐色土 色ニ仁 土

4 lOY R% .w，褐色土混入 砂質 問焚 5 7.5Y R% 主主後色土il~}、 粘土 6 7.5YR%粘'IT f品色二

褐色土

7 7.5YR%焼土少量混入 黒褐色土 8 5 Y R% ，Jj;褐色姑1二 9 5 Y R% 利ii'i I取赤褐色ニ[.

10 2.5Y R%粘土少最ilE入 明赤褐色土 11 2.5Y R%時]赤褐色土 125YR% 村土料;少長titt入枯NI埼

持:褐色土

13 7.5Y R% H月賞褐色ご1二m，入紗質黒 14 5 Y R 1 ・月強粘性虫色~L: 15 7 . 5 Y R 7:i焼土混入砂質 j禁色土

補色土

16 2.5Y R%粘'D1 赤褐色土 17 5 Y R% 砂質椴色土 18 i手干i

19 7 .5Y RYr砂'111 黒褐色二七 20 5 Y R対 浮お少量ift入 坊中，1;'1全 赤 21 lOYRl.J{ '!.¥I'.二上ー少量ift:入 砂'oi 黒

褐色土 色土

22 7 .5Y R7:i焼土少量混入黒色ニ仁 23 5 Y R% 黒褐色土ì1~入砂質 ，!J;掲 24 5 Y R% がE二l:混入粘質ぷ褐色土

色土

25 5 Y Rだノj、球少量混入粘質赤褐 26 lOY R% 砂質主褐色土 27 lOY R 7:í焼土及びZりを色tj..，量 il~ 入

色土 砂'ft 褐色土

28 2.5Y RYz賞得色土少量11t入砂質 29 lOY RYz砂質黒掲色土 30 lOY E% 粘仁少量出入砂質黒鴻

黒褐色;土 32 lOY E% 焼土主主 浮11多量混入 li'}' 色土

31 7.5Y E%浮石1i-t入砂質褐色土 質黒褐色土 33 5 Y E% 帖質，j);t品色土

34 lOY R% 焼土粒浮石多量;混入砂 35 lOY RJ;i'砂質事t燈色土 36 7.5 Y R%砂質褐色土

質、黒褐色土

37 lOY RJ;i'砂質賛滋色土 38 7.5Y R%砂資褐色土 39 7.5Y R.%'粘性褐色ゴニ

40 7 .5Y R7:i浮石少量混入{J'.J;質黒色 41 5 Y R% if.i:l混入砂質去、褐色:l: 42 7.5 Y R yz砂質黒褐色:L

r上

43 lOY R% 賞褐色一i二粒少量 It"入砂1~ 44 lOY R7:i 砂11' 茶色ニ1: 45 5 Y R% 明褐色土粒il~入 料in 清J

黒褐色ゴニ 褐色土

46 5 Y R% 日月潟色二!:fiL ir~入砂質 赤 47 7.5Y R% IF{i赤褐色二目立出入 砂質 48 7.5 Y R yr焼土少量混入 砂n 黒褐

褐色二仁 赤褐色土 色1二

49 5 Y E% 11音褐色土粒少Edt13L入粘11 50 5 Y E% 黒褐色;上粒iIt入 砂't'i 11音 51 7.5Y R%砂質 l的褐色;土

;Jr;褐色土 ぶ褐色土

-143一一



52 7.5Y R% 7ij;'l!l 黒褐色 i二 53 5 Y RYs .~!:l褐色こi二中立出入 キli11 亦 54 7.5 Y R巧焼土少ft混入砂賀県筒

褐色土 色ニf:

55 lOYれ%1閃織色土少;J;J24入砂1'1 56 lUY R% 砂粒多1d:{ii入砂11 烈尚 57 lOY R% }j;褐色少長t出入砂1[!J:
.~i:~補色土 色~L IIj'q褐色ゴニ

58 lOY R% 砂l褐色:L約泌入砂佼.!)，¥ 59 lOYR% I1)J渇色土十点出入 砂n 60 7 .5Y R% 日掲色二Lh'i.M人砂ll!l II{¥; 
褐色土 持j色j二 褐色上

い
U
山

中
川

。 10cm 

第17国 S 1006竪穴住居跡出土土器実iWJ図(1)
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第18図 S 1006竪穴住居跡出土土器実~H1J図(2)
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17 
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18 

、ー，

。、.‘串"'r'

!v:q一~~~:. 19 ~白押川殺宅設さP挙2?0 

〆メサ
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第12表

第19図 S 1006竪穴住居跡出土土器拓影実~NlJ図(3)

S 1006竪穴住居跡出土土器説明表

註記番号

カマド

カマト付-;0:

-146-

22 

7.5Y RJ;i 
にぶい糧

7.5YRJ;i 
にぶい燈



17-3 17-3 RP一括付 ヘラナデ ヘラナデ m砂を含む
7.5YR% 

j二日市総
カマド i斤 灰白

17-4 17-4 フRPク -ドJペ舌 ヘラナテ ヘラナテ 111.砂を含む
10Y R% 

二i二mn君主
i支黄権

17--5 17-5 K R P16 へラナデ ヘラナテ 'l'1I砂を含む

7浅1に05ぷ黄椋い首4% 位

こ仁r.ili君主

17-6 17-6 KRF'l ヘラナデ ヘラナテ 宅[l~少を含む 二!二郎i持

17-7 17-7 K R F' 80 ヘラナデ へラナデ キlIlii.少を含む 5YR% 控 土師器

18-8 17-8 K R P82 ヘラナデ ヘラナデ まIllii'少を含む 7究.5賞Y段R% 土問i器

18-9 17-9 K R P82 窓口綾部 ヘラナデ ヘラナテ tl日沙を含む 7.5YR%褐 ゴ二師器

18-10 18-10 K R P79 聖Z底~凡E 部 ヘラケズ 1) ヘラナテ 砂トオ、.~~ 初砂を含む 1に0JY 、ぃ笠 土師器

18-11 18-11 K R P45 1底ム>1li二 音11 ヘラケズリ へラナテ オ，~と:痕 お!砂を含む
10Y R% 土例i器
i芳賀撹

18-12 18-12 K R P53 装底 音11 へラナテ ヘラナデ 水禁痕 nl.砂を含む 7.5Y R% 
土srli器

lこ<，~v 

18-13 18-13 K R P 18 護底 部 ~'-ラケズ 1) へラナテ 砂P 成 社I.ii少を含む 10Y R];i 黄
ごi二師器

にぷい指

18-14 18-14 K R F'88 杢底戸lli、 部 ヘラケズ 1) ヘラナテ 木立L痕 'l11砂を含む 7.5Y 灰いRR置K 瓦 三二自i!ii?ii=

19-15 18-15 KRP42.4L44 護!底部 へラケズリ ヘラナテ 五少 底 tll.1沙を含む 2.5 ゴ二郎]器
j;'ii: 

19-16 18-16 カマPド付近
議Jg;音[1 ~ラケズリ ヘラナデ 砂→ /j三葉 相l沙を含む 7.5Y R% i笠 土師器

K R P22、17、一括

19-17 18-17 KRP一括 喪!底部 ヘラケズリ ヘラナテ 平滑 tIl.ii']，'を含む 7に5ぶYいF時l瓦 土師器

19-18 18-18 KRP一括 護底 部 へラケズリ へラナデ 子治 キllIii'少を含む 7.5Y R見燈 土師器

19-19 18-19 KRF' 坊底2言主、 部 ヘラケズリ ヘラナテ 平沼 1'，11.砂を含む 10Y R巧 土問1器
カマド付j斤一括 灰Jii褐

19-20 18-20 RF' 一ド括中 護底 部 へラケズ 1) へラナデ エp: m 細{沙を含む
1i明5こ0J貰YY U権しRR、3桂F4 6 

土師器
フク

19-21 18-21 K R P52 護底 部 へラナデ へラナテ 制高j~ 組長少を含む 土siIi器

19-22 18-22 K R P86 喪底 部 ヘラナデ ヘラナテ ヘラケズリ *IH~むを含む 7l5ぶYいR褐% 土師器

第13表 S 1007 竪穴住居跡計~HlJ説明表

検出地区 13-1、14-1 |実mlJ図番号 120 |図版番号 1 8 

南 fHlj 壁 西 i~IJ 空置 北 fHlj 1→3半ーー 東 {則 空主

壁長 122.5cm な し (169.5 )cm 552.5cm 

法
壁高 (17.7)cm な ( 0 . 1 -3 . 2 ) cm し 0.2-13.7cm 

壁j毒1幅 (12.5-15)cm な し ( 12 . 5 -15 . 5 ) cm 7.5-22. Ocm 

量
壁溝深 (2.5)cm な (4.5)cm し 7.3-8.5cm 

背3 台，"-'忌、 方 可3 面 (8印刷一部分 l主軸方位 不 日月

プラン確認 耕隣地整理のため上部音を[5剥確 ・自Ij土され、水田耕作されている。

時の状態 地との境界線にー 認されたのみである。

覆土と床面育包 小砂利質~f~ りの暗茶褐床色土が床常面を覆くっているが、プラン確認面では、水多田耕作の影響か

の状 粘土土が多い。 面は非 によ 踏み国められているが、ピ、ソトがい。

柱 穴
東側壁内側下方にほほ、等間に並び、北側にも壁内側下方に検出されている。

力、 ま ど
椴出されていない。

遺出土物状の況
遺物の出土なし。

ウ
t

A
吐



ぺ

第14表

検出地区

壁長

防ご七A エICミu 

壁溝IIJ話
藍

壁溝j菜

形態

プラン確認態
日寺の状

覆土と床面"fi忌
の状

ネ主 /に

ま ，V 

遺物の
111

1 寸二状況

ムぐ
。 2m 

第20図 S 1007竪穴住居跡実~f1IJ i]]

S 1009竪穴住居跡計測説明表

~ 

④ 

12-G、12-H |実1&悶番号 I21 |図版番号 I3、8

南 1~1j 壁 西 ↑則 壁 jヒ 1P.1J B主 東側壁|

(320.5)cm (324.5)cm (318)cm 341. 5cm 

( 0 . 9 -1 . 3 ) cm な し ( 0 . 2 -1 . 5 ) cm ( 0 . 3 -2 . 4 ) cm 

( 6 .5-13 . 5) cm な ( .5 . .5 -10 . 5) cm 7.5-18.5cm i 

( 1 . 7 -:3 . :3 ) cm な し ( 1 . 5 -3 . 4 ) cm 1.5-14.3cm 

方形 面積よ壁 (11山川主軸方位不明

耕千E地整理の際、最iJ.削土され、 面は除去されわずかに柱穴と埜構の配置から遺構の存

を確認したっ

はほ、床面直上まで剥平されている。床面は平坦である。

遺構の周囲(隅部と中央部)と床面の中夫部に東西方向に穿たれている。

検出さ (本来かまどカ J構築剖されていれば、な焚もtI部位ぴ燃焼部の下而は熱変き化してい

るはずで、 とえ床築面が争!j. 平された場も知合で その痕跡を認めることがで る。この
ことカミらか どは報i き1'eなかったのカミ ~l いハ)

護形土師器胴部{j皮片 1点が床面から出土。
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第21図 S 1 O()9[:~，}六跡実;WJ 凶

S 1 Olln~}穴住正l:ílL

11 i';~\\色i 品へ 11;';褐色l:

1 1υYH% 涼{，*:1.少長-}:jJ.ιへ主体j色一L 2 10Y H% !!(色ロームフロノア出人 3 lOY FH主 役iヒ杓.JYL'色ロ ムつ口 7

4 10Y RYI 黄色ロームブロソク出入 5 2.5Y r-t%女色ロームヴロノケ HL入 6 IOY nx i1Ti微iitijl入 HAiお色土

，~~t;褐色二l ~~m 色←!こ

7 10Y R% 黄色ロームフロ，クiU入 8 10Y R巧 -tù~色ロームウ E3P7iii入 9 10)' H行 [ly色ロ ムI'¥';出入 黒色 L

思褐色土 1災b'!日品色ゴ:

10 10Y R% tfl.色ロームドtilt入 黒 褐 色 11 2.5Y% 前色ローム 7 ロノク'il~人 民 12 元次色ロ ムド'_-，比入 ijl褐色二i

対色了1-.

149 



⑨ 
ビ

ll-E 

。

」
。 。

213.336 m 

第22関 S 1011竪穴住居跡実~WJ図

第15表 SIOll竪穴住居跡計測説明表

検出地区 12-F、12-G、13-F、13-G1実測図番号 122 |図版番号 I9 

南 {則 壁 西 {則 壁 jじ mlJ 壁 東 {則 壁

壁長 (407.5)cm な し (389.5)cm 479.5cm 
法

壁高 (62.9-78.9)cm (51.4-65.3)cm な し 70.6-75.4cm 

量
壁溝幅 (26.0-42.5)cm な し (17.5-22.5)cm 7. 5 -26 . 5cm I 

壁溝深 ( 3 .8 -7.0) cm な し 3.4-7.2cm 4.4-8.7cm 

背3 言:fflJ，ρ 方 育5 面 (19.65)m' I主軸方位 S-I
O

-W  

プラのン状事在認
時態

3上層的責居で褐確跡認色浮石賀た火山灰壁(大は湯耕浮地石整)を剥時ぐと浮石間Ij粒を混入す認る且褐な色土のプランが4
竪層面住 でき。ん西側 理に剥・土され確できかった。 S1012 

穴 を掘り込でいる。
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覆土と床1面3忌
覆入土の上半床に白色の干j手石軟粒を多量南に粗に混を入す点るが張、下し半には賀く補色壁溝火痕山灰の面自塊認を、混

する。 面は、若 かい。 東i判部基に拡 たらし、 が床にめ
の:!犬 られる。

1c 
拡張前・後と壁も方、壁内iも~IJ 下柱方の壁等講間に並隣接するようにほぼ等間に穿たれている。剥・削
平された西側 面で 穴が にんでいる。

かま )-" 
構充満築されていないカ。 床面地中床央部炉から能西性南寄も りの 2つの円形ピットに焼土、灰、炭化物が

していたこと迫ら、 の可 あるの

遺出土物状況の
遺物師点はい部ず破れ片も覆七中からの目出土である磁。縄器破文土器般片 3点形あ土、査師器形須恵部岐器の口紘点部破片
2 屑 1点、!点j同部破 1点片、陶 破片 1点咋 底 片2 、護形
土器の口縁部破片 2 、制部破 19点、底部片山点でる。

ど一一一一三7

2 

ζ こク J グ:そぎw法~努f皆~~;.~努~Gff.翠dyZ人タ 5 

ぶ一五;7訴と三求ゼミミ議タ室議主主 6 

議19い神や」J川けk1
10 

第23図 S 1011竪穴住居跡、出土土器拓影・実~WJø 。 lOcm 
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第16表 S 1011 

図番 号版
[(tj (J/，J t~ 法

日記番号 Jf~!~ . tff¥位 IJtd.;うT有物 色 illl，j frlii 考
外 yni [付 ITlI 1長二

23-1 19-1 

カフHH収7マPpクPク→上ド仁f付fJ中中百

ヨ成古/¥ ヘラケズ 1) ヘラナテ [H1 1u 0 Y Y FI11 114i fffLt ji長 um6i 

23-2 19-2 裂・!底部 ヘラケズ 1) ヘラナテ 不明(i'(r， jll砂を含む 5 Y R31i Ht ニj..mnr.if

23-3 193 1!~ . 1立白1¥ ヘブケ fllj{ljあり 科1/1沙を含む 10 Y ["{対 !天武ネM

4 1り 4
R アlクIクJBf-上抗fL中V 百

J下・ l底部 ロクロ ロクロ 7lこ5ぶYし寸RなK 

23-5 よド・底吉1¥ ロクロ ロクロ 回転糸 7こ.5ぶYし寸R在J:i 二lニlirli器

jこfa/iHif

7 7 喪・底部 ヘラケズリ ヘラナテ 不明石社 中[lIli'少を含む 2.5Y伏先!りJ，JJ;鵠円~げ~ド耳フYク石一τ上一土オ士fH軒r 括中中中中両 道 底部 ヘラケズリ ヘラナテ 利 Hn

i 細砂を含む

YR出版伺 ごUli1i昔詰

8119--8 縄文・ 1阿部 LR ヘラナテ 5 Y R%  Iリjぷ掲

2:~-- 9 1 19-9 縄文ー刷部 Rし へラナデ E7に』こI干5ぶれY百いし3Rヲ偶前ミ珂待

23-10 1 19-10 ム白山縄文 ・1阿部 ヘ吟但白色ラナ-テ4山由也L由也一一

第17表 S 1012 

検出地[K ll-E、ll-F、12-E，12-F I刻 liJ図番号 I24 I [別式番号 I9 

南 1Rij 日一半→ 間 iHij II主 北 iWJ k:主 東 iHIJ I土手

壁長 365.5c:m (370.5)c:m (347.5)c:m 371. Ocm 
法

日ニh辛 苦!日主5 (25.5-42.0 )c:m (23.4-27. 6)c:m 35.5-46.1c:m 26.9-36 . 5cm 

竪溝i幅 な し な し な し 13.5-21. 5c:m 
豆正三王週

壁溝深 しな な し な し 0.7-6.4cm 

形 tf!包ω jf~ 面 (13削 m21主MI方位 S -3
0

30'-W 

プラン確認 S 1011 の確北認状隅部況と伺じ。 3 したものである。

時の状態
S 1011の東 盟国にかま てい

覆土と床面
白色のj手T:i質火灰粒が粗に多量に混入する黒褐色土が床面を覆っていた。

の j犬

床面に 3カ所穿たれているが規制性がなく、 [:.部構造をうかがうことができない。
柱 i¥ 

台、 ま ど
南側壁の跡中央を部認から
にその痕 めること

りに付設されあていたが S1011構築の際破壊され、わずか
きるだけでる

遺出土物状の況
いずれも器覆Jrご1中からの堺出 tで破、夜片1破を占上部かわ I、H形IIIと分層すると II、III層器中かわ
の形tBJこか い。縄文土 胴部点 3 片、墨書点のある邦{政 土師点器 2点、 I子、形土師 1点、
葉土Il需の口縁部破片 1 、胴音r~ Tif2).~.14 、底部片 4 である。

S 1 

1 lOYR7i ;子 ii . lIi(泌色 lふう少jdj比人 2 10Y R九J 浮石部分的多民入 l伯尚 3 lOY R% i子干I.11立問色 t..:j':i少-ijlJil人

黒色土 色了iニネ少量出入黒色土 黒約色土

4 10 Y R 1. h lIif同色 L'f:¥!'.. bI.沿包少:1: 5 lOY R% 必粘性11台褐色士一 6 lOYR% 賞鴻色土

ilとへ i虫色
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第24函 S 1 012竪穴住居跡実~WJ 皮l

第18表 S 1012竪穴住皆跡出土土器説明表

実番;fiiJ 号図 番図 号版
器 間 調 宝E 法

註記番号 形態・部位 胎土含有物 色 調 {点i 考
外 耐匂 内 面 底 面

25-1 20-6 II-III層 ロクロ 黒色処理 回転糸切 10Y R%  灰賞褐 墨土師

25-2 20-7 II-III層 I手 ロクロ ロクロ 回転糸切 10Y RJ賞4桂
に.... ~.;'い 墨土師

25-3 20-8 II-III層 郎、底部 ロクロ ロクロ 回転糸切 5 Y R/e6 ネ登 土師器

25-~ 4 20 9 II層 襲、底部 ヘラケズリ 〈、ラナテ 砂粒付着 相砂を含む 7.5YRJ予イ6撹黒
7.5Y R 

土師器

25-5 20-10 II-III層 縄文、胴部 LR ミガキ 10Y RJ黄d樟
lこ.~~~、



25-6 20-11 II-III層 縄文、 )j同部 LR ミカキ .5Y R克服

25-7 20-12 IIII習 縄文、服部 LR ミガキ 5 Y R%  f!JJ亦褐

25-8 20-13 II-III層 謀、 』阿部 刷esEI ヘラナテ 7.5Y RJiにぶし寸立 二l::.mli器

25-9 20-14 II-IIl層 裂、)Jfu]部 m;1j毛目 ヘラナテ 7.5YR%灰褐 ゴ二自fii¥tilo

¥すl 72 
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第25図 S 1 012竪穴住居跡出土土器拓影・実測図
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第26図 S 1013竪穴住居跡実~HlJlZl 

S 1 

寸

日 正ヤ

2m 

1 10Y R% 浮石i比入 ~J~J *，~i官1: 黒褐色 2 10Y R予{ i手;riM入 ~J~J もIi'lt }:!:¥色 i二 3 7.5 Y H.百 i子工[微量ilt人 黒色二i二

二仁

4 2.5Y R7i:' i手石微量i昆入 !i!;~ 色一七 5 7.5YR7i:' i子'.::{iilL入 };I;¥色 i二 6 10Y R'J{ i手石微量凡人 弱粘'1'1: 黒

褐色土

7 10Y R% 強i*l~tt!: 黒褐色土 8 10 Y R 1・J1 i手石が出入 強Ni性 !，l，¥ 9 7.5YR%黒褐色二i二

色二上

10 5 Y R% IItI褐色土混入 弱利下|生 時j 11 10Y H.% i'7.fi・1阿武憾色上j:，'(ilt入や

褐色オ: や5rtlWi'lt 黒褐色士



第19表 S 1013竪穴住居跡計調IJ説明表

検出地区 8-A、 8-B、 9-A、 9-B!実j順番号|札 27 |図版番号 1 10

南 i&~ 壁 西 i&lJ ちま 北 {削 ニ口j三ニ乙ー 東 j~~ 壁

壁長 354.5cl11 378.5cl11 327.5crn 374.5ClTl 

i去
日立 高 37 . 6 ~ 54 . 5crn 21. 9~45. 3cI11 4 1. 6~52.9clll 42. 2~53 .4crn 

壁溝I隔 ( 12. 5 ~ 16 . 5 ) CI11 な し な ( X . 5 ~ 13 . 5 ) cm 
_ii 

壁j毒j京 ( 1 . 5 ~ 10 . 1 ) cm l U . 2 ~ 9 . 0 ) cm な し な し

Jf~ 台，じ包」、 方 ìf:~ J而 14伽|主ljilil方位 S -2
0

30'--W 

日分本道路あ公団による用地採察買4収取層で後氏、 黒土採取が行われ、 そ2の気そ層つ際ので存司い確採た在認取にが気穴、むきつがBるカ、はかA干ずわ、まt総用むどあAのに~\僅担コ1}たjカ状草。、プラのン:1犬確認 部 に たっていたが、 で焚火されていたため、
時態 j宗行わてしまった 上回でょっやくその存在に

に残くした部れ分での土層。観 は、3層を欠落させており、

富士と床面台忌
の状

床部白色浮石賀灰火炭少山灰粒が粗に多量多に混入する黒褐色土が主体隔イを1をすが面、「焼失家屋」て企あり、
分面は、 、も 化物く怒、敏焼土が量に覆われていた。南西 近の床 は軟かいが、他の

は凹凸 な である。

柱 'jム'c
北西側床面に l穴検出されている。

南ま側壁町呈中設央部からやや形東住寄居りに自然石 主h主形土師君主を芯材 架形構態材として使北用したか I

かまと どが付を すされている部。 自(体断が深形く掘) れたためか呈、平す面 が所謂東 1~{かまど
の形態 るが、内 状 面状は、関東型を る。

覆占土坪中から縄師か文器ま土器底部禁は破片 1器点、 雪量形部須占破恵器H阿部内、破片 2岐点 墨書占の底Hあiiiる上彼手形1肺点他器 2
遺出土物状況の 形土 1占、ら 形土破倒形 的口縁 片14 師点、器刷部 片旬土、 器部 片4 出土

している。 部どか 序部 土師器 1 護破形土 5点、鍋形 1点の 、護
形土師器の口縁 8点、胴 片18点、底部片 2 出土している。

ーコ@，;，:_'/'._一
一/ゆ〆

/' \____j~ 

一一、叩'-----〆〆-一、f 一一/、ーー一日目ー一

。 1m 一一一\__;--一一~ノ{戸一一

第27図 S1 まど実iHlJ図

156 



S 1 013竪穴住居跡かま

1 7.5YR%浮石混入 .w.fEJ色jニ 2 炭化物 3 5 Y R% Blj赤字渇色:ヒ

4 Y R% ぷ褐色:トjt~入 IIfr褐色土 5 lOY R% 黒褐色:t~. 少 ;ii:i;t 入 均1京協 6 5 Y R% 明ぷ褐色土J:Jl!.iJL入赤褐色

色 ::1:

7 5 Y R% 1ft偶色土粒子 111]亦褐 8 5YR% 炭化物1J~~Jüü~ 入 黒褐色こt:. 9 5 Y R% 極H古Jr;掲色こ仁 a~ 入 5ili1'Ii"/'1 

色土キ~ì. ìl~入強キr1j性黒褐色土 亦渇色土

10 7.5Y R7{浮石泌入 黒褐色::1: 11 7.5 Y R){おlN:i手石・ 1ft尚色上粒微量 12 lOY R% 11音褐色土 il~入 強引i'/生、に

i比入砂'fI .¥t.¥褐色二 ぶい賞燈色土

13 5 Y R% 組主主|情赤褐色土 14 5 Y R% 11音問色土塊泌入 ぷ褐色!二 15 5 Y R% 11在赤褐色仁

16 lOY R% 賞褐色土混入 砂町 黒褐 17 7.5Y R7{ :mキ¥JLi子石iit入 !.JA偶色二L 18 5 Y R% lIu赤褐色二i二塊混入 JJ;褐色

色こiニ 20 7.5Y R% IIイi.IIJJtI'l筒色二卜.沈iit入III'r 二iニ

19 lOY R% 黒燭色こi二塊 if~入賞褐色二仁 褐色二j'. 21 5 Y R% 砂'EI ;iJ;褐色ゴ:

22 lOY R% 笈褐色ニ1:.iL'I:入砂'fl Mi¥t品 23 5 Y R% .'H.褐色二出入砂'tl 亦褐 24 7.5Y R 7{武備色ゴ二iL~入粕賀来褐

色土 色土 色ゴ二

25 7.5Y R%質経色土i数iむ14入 粘質 26 2.5Y R% 1リh¥;弘治色二j:. 27 lOY R% 浮行出入 にいZ討す色土

IIfJ褐色土

28 7.5Y R%黒褐色土浪人粘PI 褐色 29 lOYR% i?'{I混入賞尚色土 30 7.5Y R% i手石山へ褐色二

ゴ二

31 lOY R% uJj褐色土粒itl入 黒褐色土 32 lOY R% i1一石山入砂'l'l 1Ijj'褐色土 33 細粒浮石J~

第20表 S 1013竪穴住居跡出土土器説明表

番図 版号 形部 f態立
器 面 調 1，¥事 it~ 

註記番号 1I台土含有物 色 調 1i廿iii 3写

外 面 Fョ 面 底 面

28-1 21-1 RP2+ 
I手 ロクロ ロクロ 回転糸切

10Y H%  
土mn器

カマド 灰賀補

28-2 21-2 フク土中 I下 ロクロ 黒ロ色ク処ロ理 回転糸切
£卒1者0主Yど主笠

望書土師器

28-3 21-3 一括 I不 ロクロ ロクロ 間転糸切 i長恵号先

28-4 21-4 KRP よ手 ロクロ ロクロ 回転糸切 7黒.5褐YH% 墨書士師器

28-5 21-5 K P P22 計一五、 へラナデ へラナテ 船石少を含む
10Y Hぢ

土師器
氏賞褐

28-6 21-6 
RP2 喪 へラナテ へラナテ 粧i砂を含む 7.5Y 、R権兄 土師器

ZフフRR 2PクPク4土土3f J中中百

仁i縁部 lこぶし

28-7 21-7 喪口~;支部 ヘラケスリ ヘラナテ お1砂を含む j5炎撹YH% 土師器

29-8 22-8 喪 へラケズ 1) ヘラナデ t=s砂を含む 10Y H%  黄 土師器
にぶい撞

29-9 22-9 フRクP土一括中 葉口縁部
ロクロ 4

ヘラナテ 細砂を含む
7.5YH% 胴::iニ上師器半ロクロ主主形

へラケズリ 灰白

29-10 22-10 HP4 王二台寺1、: ヘラケズリ ヘラナデ 組!砂を含む
7.5Y R%  胴土上師半器ロクロ整形
i列褐

29-11 22-11 K H P 12 
護口結部 へラケズ 1) へラナデ 111砂を含む j1受0賞Y権H%  土Ilfil師t器半ロクロ整形

フク土中

30-12 23-12 K H P23 
護 ヘラケズリ へラナテ 砂底 m.ii'少を含む

10Y Hχ S 1 016 R P --{舌

フク土中 灰白 床面接合土師器

30-13 23一一13
K H P14 

f品 ヘラナテ へラナテ tIl砂を含む 1に0JYζし主4t樟
KRP16'17・19・26

フク土中 接合土師器

30-14 23-14 フHPク-二七jI Eh 議底 部 へラケズリ へラナデ 王子 i'母 組砂を含む
10Y H%  土師器
日告褐

30-15 23-15 
フ7RK PクRク土土Pf2中中舌2 

護底 音[¥ へラケズリ ヘラナデ 司王 滑 ~:[I 砂を含む
7に7浅55黄川YY 樟、RR喧瓦% 

土師器

30-16 23-16 事底~、互 部 へラケスリ へラナテ、 平?骨 半']:1砂を含む 土師器

30-17 23-17 RP一括 底護 部 ヘラケズリ へラナテ 砂底 キn砂を含む 7.5Y 、R褐見 土師器
lこ .l~~

ウ
t
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第31図 S 1 014竪穴住居跡実iHlJ図

S 1014竪穴住居跡計測説明表

。 2m 

検出地区 8 。、 8 A |実iftlJ図番号 131、32 |関版番号 111

南 1ftU 壁 西 1ftU 壁 iヒ 1期 おま 東 1ftU 壁

壁長 (307.5)cm な し (235.5)cm な し
法

壁高 ( l. 1 -4 . 3) cm ( 0 . 6 -2 . 1 ) cm な し 1.8-2. 8cm 

壁溝幅 11.5-9.5cm な し 7.5-12.5cm 8.5-14.5cm 
量

壁溝j菜 3-4cm な し 3.1-7.1cm 3.3-7.7cm 

万3 台~ 方 背5 面 (7.92)m' 1主軸方位 S-2
0

-E  

プラン確認肯包 現掘地表す面ぎから約10-15cmと比較面的も浅全く両、草平木し類の根ま等のため、確認が遅れ、西側部分を
時 の 状 り てしまった。 遺構壁 てリ てしっている。

覆土と床面台邑 わずかに散見できる覆土は白色あ浮石質火山灰粒が粗に多量に含まれている黒褐色土でる
の状 床面は凹凸が激しいが堅織で る。

柱 Jム1ー、・ 床面上には検出されず、提j帯内に確認されている。

七、 ま ど
かまどは南側壌の中央部からやや西寄りに自然石を芯材として梗用し、付設されている

遺出土物状況の
床間点上からJ手形ヰ帥器 2出破、原片形土師器口紘岐苗!iil点、 底長市部頚出破蛮形須恵市器 1点、主中主形土主阿主1器
l 護形土部師器破の口縁点部 3点、胴点音[5fiJJiJ~' 5点、 片 2 かまど から 形
土師器の口縁 片3 、服部破片 7 、底部破片 2 土している。
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。 1m

第32図 S 1 014竪穴住居跡かまど実miJ図

S 1 014竪穴住居跡、かまど

1 10 Y FU'I j:，Jj仁塊及び褐灰色1.rtl:塊 2 7.5Y lHi Î;)~fじ物出入 然色二l 3 2.5Y E% IlJj必:褐色焼ニ[.

4 7.5YR%符色村U: 5 10Y H% 炭化物似入フI褐色ゴ: 6 2.5Y H% IJ月iJI;禍色fJtゴ:域

7 10Y Eヲイ 汗石泌入 ，~，IA 色一 1ニ 8 10Y R 1・J'i ?手石JLi入 黒色.:1'

第22表 S 1014 

誌記 番号lZE 町愉 がJ 

タト ]iii 内 fm l氏 iffj 

15，-1 1 24--1 司王i百l ロクロ ロクロ [I!]i!云糸切

KRP2.5、
ロケロ 黒色処理 回転糸切

H.t 
ご仁 ~rlj器15-2 24-2 

7. 8 .9 

15-3 24-:3 KRPl ヘラケスリ ヘラナテ 二i二sni器

15-4 4 床面i ヘラケスリ ヘラナテ 回転糸l刀 二仁丹市

15--5 かまど左床面 ヘラケズリ ユヒナテ 門 r '¥J" n 唱 '-1二1 箆書記号あり

第23表 S 1 015 

検出地区 6-0. 6 A、7 。、 7-AI突出国番号 1 34 |図版番号 1 11

南 iHlJ 壁 四 iH~ 写室 jヒ iß.~ 。言 iH~ -l1c宇4 

法
壁 長 (315.5)cm (254.5)cl11 (306.5)cm (254.5)cm 

砕す!日q な し な し な し な し

りまi溝rl届 な し な し な し な し
ヨ広三王3 

壁i義深 な し な し な し な し

f杉 台，t午包、 背3 国 (9.08)口1' 1 主軸方位 S-20-E 

プラン確認台包
時 の :1犬

土取りされていたため床面も確認できず。四閤を一巡する柱穴列で判断ていきた。

覆土と床面古伝
の :1犬

弓二 日月

柱 i¥. 方形に一巡する。

力、 ま に1一J 不 日月

遺出 物の
j二 状 況

護形土師器腕部岐片 7点出土。

162 -
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第34図 S 1 015竪穴住居跡実~WJI'2{]

S 1016、 S1020、 S1021、 S1 017、 S1 
1 lOY R7i 浮石i町立・故宇10色土フ、ロ iノク 2 lOY R% 黒色こi二世!Lit~ 入 ~g!枯f主 主l 3 7.5YR;J{灰賞褐色二iニ粒多量:混入 黒

少量混入、強粘性黒色土 橋色土 褐色ゴ二
4 lOY R% 黒色土粒多量混入褐色土 5 lOY R;!1 黒色土:j主少量混入 弱粘性 6 lOY R%黒色土粒少量混入褐色ゴ二

灰賞褐色土

7 lOY R% 黒色土粒少量混入 強粘性 8 lOY R% ;7--行.f品色土ブロ!ソク少}!l 9 lOY R% 褐色土ブロヴク黒色ニヒ少量
賞褐色ゴニ 混入強粘性黒褐色土 iEl入強粘件県潟色土

10 lOY R% 強粘性 質褐色土 11 lOYR% 褐色土少量混入 強紡性、 12 lOY R% 浮石if~ 入 黒褐色こと
黒褐色土

13 lO YR 1. ~í 浮石混入 弱粘性 黒色 14 7.5Y R% 石・鴻色少泣泌入黒 15 lOY R7i i子石少量混入 黒色二t:
土 褐色土

16 lOYRl.H i手石{24入 中粘性黒色 17 lOY R1 ・kj手石多量i1Ê入 ~j5] 桁|全 18 lOYR1.H i手石少量H-~人紫色土
土 黒色土

19 lOY R% 強粘性 黒褐色土 20 lOY R% 強粘性寅栂色一仁

-164-
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第35図 S 1016、 S1017、 S1 018、 S1020、 S1 021竪穴住居跡実~!羽田
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第36図 S 1016竪穴住居跡実;[!ij図

S 1016 

E三1

室主

!伝

プラン確認
H寺の状態

-'-
101.' ( 12，4-26.3)crn 

な しv な
ーふ

くよ‘
_，_恥

不 明

かつ、西側部分が
されていたた

ょっ

パハけは川

第37国 S 1 0161手ン汀
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第25表 S 1016 

番国 号!日i
55 i立i N~ ‘i・1 法

誌記古手号 形態・古1¥位 IJ白土含有物 色 i淵 1m! 考

タト 1M ドヲ 話l ぽ 極i

1 25-1 l層 lJI，iJ百1¥ 11;IJ1;目 ヘラナデ 7.5Y R';iにぶい段 二iιfIi器

37-2 25-2 RP一括 縄文、lJiiiJ部 ミガキ lOYR% 削ft

37-3 25-3 II踏の下 縄文、 IJIriJiffj LR ミカl虫干 5YR% 控

37-4 25-4 「R末而P--1古 縄文、仁l縁部 RL ミす'Jさそ 5YR兄燈

⑧ 

寸71ミ 。 S 1 017 。。
。
。。。

S 1 018 

f 
213.300 m 

~ )一一 F

。 2m 

第38図 S 1 017、 S1018竪穴住田跡実iWJ図

S 1 017， S 1 

1 10Y R釘ぷ石(jit入 ¥mrS'11二色土

4 lOYRl.J1 i手石部分的多なìl~入 JtA 

色ヒ

2 10YR% ;子1it/)j色二L'.粒少fifili入 3 7，5Y R%涼む褐色二L:j，，¥出入 信lfr1i11:

関色オ二 県縞色二t-.

5 7.5YR%潟色二村山入 jgH'tI; 1'1: ，'，l.¥ 6 10 Y R % ，;1;¥色::1'.1::':出入 信i似性

7 10Y R% ~rt( 干11jt上手i褐色仁 潟色オ: 褐色ニトー

-167 



第26表 S 1 017竪穴住居跡計iW]説明表

検出地i玄 10-F、ll-F |知¥IJ図番号 1 35、38 |図版番号、 12

南 1&~ 壁 西 1~IJ りま 北 1&~ F主 東 1ft1J 日一宇

壁長 296cm (323.5)cm (275)cm 305.5cm 
法

R二~~古ri'ヨ] 9.0-35.0cm ( 4 . 9 -5 . 5 ) cm ( 26 .4-28 . 8) cm 21. 1-26. 9cm 

豆正三ヨ
告をi;ftjllJ面 な し な し な し な し

壁溝j菜 な し な し な し な し

7β 台，は伝」、 方 形 面 (8.70)m'l主jMIJj位 弓二 日月

ブラのン状確認 S 1016と同じである。 S1018との新!日関係が把握できなかった。
日子J 育ぺぉ旨、

覆土と床台面包
の状

白色浮石床面質火山灰粒を混入する黒褐色土が覆土であるが、ブドウの根により撹乱されて
いる。 は凹凸が激しい。

柱 'jー'c
床面上に 9カ所検出されているが、柱穴の配置構造は把援が難しい。

か ま ど
不 明

遺出 物の
土状況

すべて寝器土部禁中からの点器出 1である
縄破文土 日f1iJ 破片 6 、壷形須破恵器胴部点破片 3点破、片土手形土師底器の口縁部点破片 2点、体部

片 2点、 形土師の口減部片 5 、胴部 30点、 部破片 1

S 1 

1 lOY R7i i手:h-.1i'l十g 色一iポL?t~入 ~A 色 2 lOY R%  浮15 多量 it~ 入 黒褐色ゴニ 3 10Y Rl・]{i手石i込入 紫色二ヒ

土

4 lOY R%  (i何業・炭化物少i止iU入5nlキ，lj 5 lOY [p.χ !白下音1¥紺l砂少;iiJ11入 1<ii 6 10Y R五 層上部議掲色1二粒出入 強

1'1，茶褐色ごi二 抗日性黒色土 品Ij性 11音褐色土

一.ι二_，WIr};ベ》

1噂溜議稜芝搭予アγE早〆Y 

'W2;l:f!f}J 

第39歯 S1 

t♂ 瞬、
‘..匹、w.... 

。

2 

3 

ι ， .._，(':;l-~;o..;おでに‘'<:"'-01 III I 

rユ~:~:JJペ:; n 
¥ ~:~，~-I;ÎI--:G..["\lp.;:4'1 I 
む;~~::'~~h)げ I I 

吋九とfず h-ri 6 

5 

間



第27袈 S 1017 土土器説明表

i番)号;I~ 
ffli 7t1I，j 

.，;ζ 

記番号 If;!i岳.ff1日立 I]fi二L含有物 色 z刻 fJilj 考

タト i伝 11q 1fI1 !l{ lili 

1 5 HP一括層 表 、!な部 ヘラケズリ ヘラナテ t1L6'J，、を含む 10YHJ;i にぶL、武憶 二卜‘自flH1号
Il-IlI 

39-2 25-6 -:j，月 縄文、 111，;]g)¥ しR ミカキ 7.5 Y H先にぶし、褐

39-3 25-7 I . Il層!首 縄文、 111，;]奇1¥ LH ミ力、キ 7.5Y H%股
[I-IIT 

39-4 25-8 R IiP~-IiI 縄文、胴 f-H~ HL ミカキ 7.5YH.%佐

:39-5 25-9 R HP~!11 - 縄文、 IJjrij音1¥ LH ミカ!さそ lOY R% 戊!iy償

6 2S--1O 一括 縄文、)JIi;JfffS しR ミカキ 7.5Y H%ほ

第28袈 S 1018軽穴住居跡計i!!JJ説明表

検出地[R 10-F l知 11J図番号 135、38 j国版番号 9， 12 

南 is.IJ Ii:辛 西 jHU ~f~ 北 !HlJ 日乍 東 {剖 壁

法
摂長 な し な し (139)crn (126)crn 

壁高 な し な し (22.6~25.7)crn ( 28 . 6 ~ 30 . 7 ) crn 

壁j~j!よ!幅 な し な し な し な し
量

~芝 i葬 j架 な し な し な し な し

庁3 古，，，-伝3、 方 面 (8.64)m' 1 主 ~î[lJ方位 不 日月

時プラのン状確態認
S 1016に同じ

覆土と床面古伝 床白面色浮石ゃ質火山灰粒を粗にあ多量に含んでいる。
の:伏 はや軟かいが平坦で、 る。

rFi¥ 市 床面上に 5カ所検出されているが、柱穴の配置から上部構造を推察するのは難しい。

iJ込 ま
r、、 不明

遺出土物状の況
覆土中からi手形土師器{本部破片 2点、護形土師i器腕部破片 4点出土している。

第29表 S 1019竪穴住居跡計測説明表

検出地区 9 F _ 10-F |実iHlJ図番号 140 |図版番号 112

南 領1 日卒 西 iNlJ 壁 jヒ jftU 壁 東 iHlJ 壁

壁長 (145)crn な し (168)crn 185.5crn 
法

壁高 39.7~42.7crn な し 19. 2 ~ 29 _ 9crn 32.1~37.8crn 

壁溝11I面 な し な し な し な し
亙

壁i著i莱 な し し な しし な な

jfラ 育"包』 方 形 面 (3日)ぽ|主軸方位 不 日月

時プラのン状確態認 3層入が途切れ色、 2方層から 4 に戸確移認る而さで白色浮石賀火山灰I'{L及び、黄褐色火山灰粒カt粗に
j昆する黒土の形プラン れた。

護土と床台面包 床浮石面上賀に火惇山く粒禾本科黄植褐物色の炭化灰物粒や丸太:すI7tの炭化色材、 信!t二仁、灰が土佐積し、 その上を白色
の j犬 灰、 火山 が混入る黒土が覆っている。

ム¥ー- 2カ所検出されている。

七、 ま ど 不明

j出宣土物状況の
覆土中から、事:形;J'(恵器胴部破片 1点、表11ラ土師器の制部破片-24点、!底部破片 3点カ

土している。

に
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第31表

検出地区

法
壁長

壁高

壁溝111面
最

壁溝j菜

1f~ 有，は包ρ 

プラン確認
時の状態

覆ごl二と床面
の状

柱 ，ノ→¥:

力、 ま ど

遺出土物:1たjの)1， 

10-F. ll-F 

南 is.IJ 控

.11…一 F

1()--F 

V'_ 213.200 m 

第42図 S 1020竪穴住居跡実iHlJ図

S 1020竪穴住居跡計iHlJ説明表

l実iW四番号 35、42 i国li反番号 I9 

[13 is.IJ 』空 北 is.IJ f→l→ t 東 iWJ !立

な し な し (156.5)cm (415.5lcm 

な し な し 1l. 8-12. 9cm 8.0-13.8cm 

な し な し な し な し

な し な し な し な し

方 1f~ II'司 (6川 n'I主iliOl方位 不 flJ=J 

S 1016 とi可じ

S 1021と、 S1016に挟まれ、わずかに残る床面は平:lElである。

明確に判別できる東側壁の下方床面に偶者r:iとその中間の 3カ所に確認できる。

不明

中しから J手形二Lrjfli器口縁部破片 1 点、 11~ 7f~土 Iliff 器グ)仁I if.~~部破片 1 点、胴音1 :í1iJ~ ~~_ 3 

ている。
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第32表 S 1021 

検出地区 10-F _ 11-F |実j則図番号 1 35、43 i 図版番号~
南 1~U I一J辛ー 西 1MU ぷ主 4ヒ 1~U F主 東 WIJ F芝

壁 長 (135)cm な し (154.5)cm 348.5c:m 
法

壁高 (11. 9~ 23.1 )c:m (14. 7 ~ 20.5 )c:m な し 16 . 0 ~ 26 . 5c:m 

壁j著i幅 な し な し な し 12. 5 ~ 23 . 5c:m 
車

E辻幸二i議蒋河{木口 な し な し な し 1. 9~7. 3c:m 

背5 m包A 方 形 面 (5刷ぽ|主軸方位 不 明

プラのン状確 認 S 1016 と同じ
時態

覆土と床面態 床面は回oがあるがほぼ平坦である。
の :1犬

H: /ri1-、- 柱穴は壁内側下方の床面に等間で検出されている。

カミ ま とマ 不明

遺出土物状況の
な し

第33表 S 1030 

検出地IK 。D_ O-E_ 1 D _ 1 EI実iWJ図番号 1 44、45 |図版番号 1 12

南 i~U 空芝 西 {日IJ 壁 北 !~U 息宣 東 領1 り芝

法
壁 長 275.5cm 280.0cm ワムゥtハ::J. Jロしハm 306.5c:m 

主主 Ji'奇 11 . 6 ~ 16 . 7 cm 11 . 0 ~ 38 . 3cm 25.3~32.1 c:m 14.9~29.8cm 

壁溝I1届 な し な し な し な し
友Eヨ主

壁溝j菜 な な な し な し
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11;):の

I cti!t褐色火山灰粒、白色i1有賀火山灰が出入する虫色土が床面を覆っている。
覆土と床面|床面は 1:tJ:1凸が激しい。ナ

状 ~I

6カ所!末miJ二に穿たれているが住}百の柱構造を推察できるような配置ではない。

柱穴

かまどは、東i~U 慢に 2 カ所存在していたが、北側のかまどは水道管移設のための溝掘さ
か ま ど iくの際破壊してしまった。南側のかまどは煙道部が長く、慨道下底も水平な構造であり、

所謂東北型のかまど構造を呈する。

lプラン確認11寺に縄文土器)J阿部破片 1/~~、悲n:~土 r:flî T，ij:の口紘奇l)fiJ~J¥' 3点、胴部破片31点、
遺物 の|底部破g.5点、覆土中から袈jf;;土師器の口級官1)破片 5点、lJIiiJ部破片目的f出土している。出土状山 IlB，.fJP'Il!Xli 

S 1 

1 lOY Ryi l，'t褐色二仁村少混入 烈色 2 lOY R 1・y{ yI!lf$_)色二1:粒フロノク少:，: 3 10 Y FU{ ti¥:褐色j二枚少泌入 思

ゴニ 出入 g~l粘性黒色 i二

4 lOY R% 子百多111.-1ft 二i ♂ ~iL小fitilt 入 5 lOY Rl.y{ 汗干ili入 .!A¥色土 6 lOY R};2汗抗体;色 I'.j，¥;1~ 入強引i

強41i官1'. 黒褐色土 1'1'.、 .~l:!; 褐~仁

7 lOY Rl月 賞褐色土フロけノク j手百少 8 lOYR対 虫色土μ['tir間色 Lブロリク 9 lOY R% I1)J賞褐色村!こl二J&;

入強*，Ij性 烈 色 二L 少長悦入偶色j二

S 1030竪穴住居跡かま

1 lOY R% ;二日{・ ~lí'l 治色ゴニN:i比入 来 2 5 Y R対 応行・烈色 i二少]1(1比人，/j;褐 3 lOY R% /1'(1め色 Lj':'..l:IUJ:r:少712{il

褐色二 色ま: 入 11)1褐色土

4 lOY R% 浮石Ü~入 褐色土 5 lOY R7i 賀褐色:上京¥lL?込入 黒色土 6 lOY R% i[:{i・'1:ltj'.N少-id{i4入 ~~H 

褐色ニヒ

7 lOY R% ィ焼土1:Li比入 黒褐色 8 7.5YR%黒色土少量出入 信lh1i'lt 9 lOY R% ，'j'干l'. JA~ 色十ョ多 -171;{il へ J~l，\ 

OJl褐色土 約色:1:

10 7.5Y R% i子石混入 ~J~J 1，~性褐色土 11 lOY R% i手石黒色多LI1泌入}叶{Ij色 1: 12 lOY Hl月 強Ni性三z色一jニ

13 lOY R% 浮石.'ISU:.1立少-rI1ü~ 入 ~j~} 

約11 黒褐色ゴ二

第34表 S1030 

開番 号!i& 
l* 面 調 dミ

ilt記番号 形態・部位 胎二i二含有物 色 調 1市i 考

外 fffi Yョ 1M Ii:¥ lTtj 

1 1 フRPク一一ド括9:1 裂、口惜音[¥ ユヒナテ ユビナテ キII¥{iY、を含む lOY11%にぶいIlttlI 土師器

46-2 26--2 
カ力fすククz活ニニンrrn

裂、底音[¥ ヘラケスリ ヘラナテ、 {i少 底 :UI砂を含む lOY H%に，，;;.，，、c:bt1Jf 土自iIi器

:3 26-3 
ンi面

護、底部 ヘラケズリ ~"-ラナテ 砂底 llL{i令少を含む lOYH]iにぶlぜ、Ittt宣 ゴニlifli器

46-4 26-4 一括 'i1!!、底 ffl~ ヘラノァズリ ヘラナデ 砂!ま 村{砂を含む 7.5Y R 瓦に.;;¥..寸詮 ニヒ朗i器
カクニン而

46-5 26-5 一カ括クニン rITi 縄文、 iJ/nJ古/， HL ミカキ lOY Hぢ灰黄禍

つは
門

i
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第47図 S 1 031竪穴住居跡実i[!lJ図

S 1 

1 lOY Rl ir-石・ 1i't褐色 U，~少;i;:iii 人 2 lOY R7{ i一子 ii ・ Wl~~M 色 1-.1:，:少出入 3 lOYR:YI i子石一多 h:~:ü~入 泉色土

獄中山性、黒色土 強粘性黒色土

4 lOYRl.X ;手正I~ • li'{尚色 lニ少;ijj;t入 5 lOY R% i手石・ -b'l'f~ 色一l'.j: ，'i少 h1Jil入 6 lOY R% 浮{j.故例色土1、立{ji入黒潟

511tJli性黒色オニ 強Ni'lt 黒褐色了i二 色土

7 10Y R% i手石iiL入強引i'l全然褐色 8 lOYRIX ;訂i・1i'l裕色:1-.粒少iilii4入 9 lOYR% 浮1i. :bt尚色ごlニp少iiflit入

強鮎性、黒色二t ~U性紫褐色::1二
10 10Y R% 子li.:[1抗日色二仁枝少iita{:入 11 10Y R巧 浮石出人 :mti'l"l:灰焚筒色 12 10Y Rl又 浮石少量混入 強制性

粘土質、褐色土 ゴ二 黒色二仁

13 lOY Rl ・万浮干-，混入信i1，~性黒色 14 10Y H釘 i手{"i少量混入強i宇，li性黒 15 lOY R:YI i手石混入強料i'I~I: 黒色
土 色二仁

16 10Y Rl・冗 汗石・."柿色j二 1~/:少 17 10Y H7{干1・1町め色ごiニネ"・!火放的色71810YHl・巧 J子石ilt入 ~gi 中，'i'!全 然色

益出入、 1~1 粘'1'1:黒色ニ仁 ロゾグ混入強i粘性黒色土 こt.
19 10YRl.]-i i手・ jlt褐色二ヒt，¥:少:ii{14人 20 lOY R7ii 褐色土粒混入 リ虫干，'i['l: 21 10 Y H 1・f{ n:_ 11 . .~tl tE0色一一f::I:，';少没iLtへ

強i粘性黒色土 褐色二上 強*titl:黒色ニ仁

176 



22 lOY R% 浮:ti・渇色了L絞少量泌人強 23 lOY R3{ i手干7 ・焚褐色~ttJi.少量混入 24 lOY R% 浮石混入 弱粘性 灰賀褐

粘性黒褐色ゴニ 強粘性紫色ニ仁 色ゴ二

25 lOY R3{ 浮石・武術色ニ粒少Jltil~入 26 lOY R汽 浮石少数滋入 強粘性

強粘性茶色土 色土

第35表 S 1031竪穴住居跡計測説明表

検出地区 3-G、4 G |実諮問番号 146 |図版番号
1
12

南 jNij z一i一- 西 {期 壁 北 iWJ 壁 東 wu 竪

壁 長 334.5cm 322.0cm 321. 5cm 345.5cm 
法

壁 高 2. 2~ 12.4cm 20. 6~ 31. Ocm 36. 7~49. 7cm 34. 6~44. 6cm 

壁溝i隔 な し な し な し 15 . 5 ~ 24 . 5cm 
豆Eさヨ王

壁溝深 な し な し な し 3.3~8. 9cm 

背3 台~j、 方 背3 面 10.44m2 I主軸方位 S-3
0

-W  

プラのン状確認
時態

S D001町北色居側跡火に山と、S D001に南多側量壁混、かすまどの一部を破壊撃きれており検、出白色し浮石質査火結山
}果夫粒と黄穴禍住 確灰粒認を組に に 入 る黒色土の不な広がりを 、精の

、竪 された。

床全体面的に白色浮石質く火不山灰粒と黄り掲色火見山灰粒を混入する。
覆土と床宵面伝 は凹凸が激し 、 整 な掘込みが られる。
の状

5カ所検出されたが、不規則な配列である。

柱 1c 

カミ ま ど

南側破壊壁の中央部からやや西寄りに付設されているが、上部から押圧され、更に SD 001 
に されている。

す縄べて器覆土部点中破からの破点出土である
遺出 物 の 胴 片 l 壷形須器の 口 部破片 l 胴 破 片 1 土手形土器の口

土 状 況 縁文部占土破片 3 、体部 片、 2点、菱恵形土師縁器の口縁部破点片、 9部占、腕部破占片、的点、底師部破片

10，Si:o 

第36表 S 1031竪穴住居跡出土土器説明表

図番 号版
器 面 調 整 法

註記番号 形態・音[1位 胎土含有物 色 調 備考
外 面 内 面 底 商

48-1 26-6 一括 襲、底部 ロクロ ロクロ 回転糸切 組砂を含む 7.5YR%浅賀樫 土師器

48-2 26-7 一括 輩、底部 へラケズリ へラナデ 砂底 組砂を含む 7.5Y R%黒褐 土師器

48-3 26-8 一括 .1'7<底部 ロクロ ロクロ 回転糸切 7.5YRYs燈 土師器

48-4 26-9 
RP-9 

護、底部 ロクロ ロクロ 間転糸切 組砂を含む 5YR% にぶい燈 土師器
フクド中

48-5 26-10 一括 襲、底部 ロクロ ロクロ 回転糸切 細砂を含む 7.5YR，%'にぶい樟 土師器

48-6 26-11 一括 縄文、胴部 LR ミカーキ
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第37表 S 1032竪穴住居跡計測説明表

検出地区 16-C、17-C |実測図番号 1 48 |図版番号|

南 {日IJ 民事 西 iWJ 壁 北 iWJ 壁 東 {則 r1f 

壁長 (144)cm 446.5cm (397)cm な し
法

壁高 な し7 .O~9 .5cm 2. 7~4.0cm 4. 3~ 10.4cm 

壁溝11届 な し な し 11 . 5 ~ 17 . 5cm な し
豆F三SE 

壁溝j呆 な しな し な し 5. 7~8. 3cm 

形 有.'-'包ρ 方 }杉 而ー (12附 m'1 主軸方位 S -46
0

30'-W 

プラン確台認包

時 の 状
耕作土が薄1)く、し部現地表下10~15cmで、非常しにかたく平坦な商が検出され、精査の結果、出
入口様張)出 のある竪穴住居跡と た。

覆土と床7面3包
の 状

床覆土はj小Aイ喋乍や草じ木りの非根等常ていj党乱されており、 明確で、はない。
面は j昆 で にかたく平j-Bである。

-178 
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第52図 S 8003熔立柱建物跡実測図

掘立柱建物跡計測説明表

そあ

!
 

"
 …一

--V2
-

H 

。 2m 

遺<<名
実測図 主紬方位

身 舎 (帽)

番号 規 機 桁 行 梁 行 位 置偏 {c・)
埋土の状況その他

東面 (~t→南) t面(東→西)

S8ωl N-げ3O'-E
2問X4問 181+ 179+ 18)+1&1 226+222 

な L 
賞筒色浮石費大山灰粒が多盆に~入

ω 
西面(t→南) 南面 (東→西)448x7a する黒褐色土。柱痕不明.
1&1+ 182+ 179+ 179 225+223 

東面 (~t→南) ~t商 (東→西)

SB∞2 N-4'30'-E 
2問X3問 251 +223+232 256+2ω 

し
賞縄色浮石質火山灰粒が多量に混入

51 
西面(北→南) 南関 (東→西)

な
525X700 する黒褐色土。柱痕不明。

237 + 224 + 245 295+234 
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第54図 S D001 ~ S D003溝状遺構実1~IJ図

d 議(~:45議込γ

外崎Yゆ、九毛:~l主神謀抑~.~~震1設止bFJE 2 

。 m 
第55国 S D001溝状遺構出土土器拓影図
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第39表

第56密 S D004溝状遺構実iHlJ図

グリッド出土土師器説明表

実番iWJ 号図 図番 号版 地出 土IR 形部 位態
器邸調笠法

註記番号 目台土含有物 色 調 {碕 分J芸

外 面 内閣 底面

57-1 27-1 2-C 2 C RP一括 護底部
へフケズ へフナ 砂底 ~'fl砂を含む

10Y R~イ
す 褐f疋

57-2 27-2 3-C 3-C RP一括
t底下部 ロクロ ロクロ 回糸 転切

7.5YRJi 
確認街 lこぶし、投

57-3 27-3 3-C 3-C RP一括
嚢底部 平 j骨 組砂を含む

2.5Y R%  
確認面 明赤褐

57-4 27-4 4-B 4-B RP一括
上底下部 ロクロ ロクロ 糸回 切転 7.5Y 、R褐% 

フク土中 lこ .j~' ，

57-5 27-5 5-B 5-B RP一括
饗底部 へラナデ

へフナ 平 j会 *11砂を含む
10Y R%  

確認面 ア i美賀誼

57-6 27-6 5-B 5 B RP一括 底I手部 ロクロ ロクロ エfZ r~・
5YRYs 

確認面 4宣

57-7 27-7 5-B 
5 -B R p--.}舌 ヨ底玉オf、部 平沼- 1lこ0ぶYいR月黄櫨
フク土中

57-8 27-8 5-F 
確確55認認商面F F R P一括

護底部
へフケズ へフナ

砂底 粗ii昔、を含む 7.5Y R%  
ア 浅黄援

57-9 27-9 5-F RP一括
底部

へフケズ へフナ 砂底 組砂を含む 7浅5黄Y撹R%  
ア

57-10 27-10 6-A 6 A RP一括
;部

へラナデ
ヘフナ 平 j骨 10Y R%  賞
ア lこぶし、 機

57-11 27-11 6-A 6-A RP一括
ぜE

王子 滑 7.5Y 、R樫潟
lこぶし

57-12 27-12 6-B 6-B RP一括 5底!!!部 ヘラナデ
へフナ 平 j骨 5YR% 

確認而 ア 燈

57-13 27-13 6-C フ6-ク土C下 RP一括
m;音1)

ノ¥フケズ へフナ 砂葉守トヰミ
中日11i'少を含む

741に音05Y uY い賞6Z6 置ア

57-14 27-14 7-A S 1 15 遺構外
m;音11

ノ¥フケス へフナ
砂底 キlHi:少を含む

RP一括 ア

57-15 27-15 7-A S 1 15 遺構外
護底部

へフケズ へフナ エfZ滑 5 Y RJ赤4 
RP一括 ア lこぶし、 半島

57-16 27-16 7-A S 1 15 遺構外
護底音1I

〈、フケズ へフナ 平沼ー 7.5YRYs 
RP一括 ア 4笠
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57-17 27-17 7-A S 1 15 遺構外
J1l;部

ヘフケズ へフナ ヘズラ1)ケ おl砂を含む 燈7.5Y R兄
RP一括 ア

57-18 27-18 8 F フ8ク土F中柱R穴P一内括

l3ほE肱嗣部5 

へラナテ
へフナ ムド 滑 ま1II1i:少を含む 7喧に5Y いRR樟5P4 d ア

57-19 27-19 8 F 
Zフ8ク主土FF土中旦柱柱穴穴P二一内内主括

ヘラナテ
へフナ

平滑
ア

57-20 8 F 臨託部
ヘフナ

平 i詰
置77Lこ55ぶYY しヨRR時H H ア

57 --21 27…20 9 C I R P一括
護底部

ヘフナ
砂底 相砂を含むき

確認出 ア

57-22 27-21 11-E 確11-認面E RP一括 I不 ロクロ ロクロ 糸国 ザ'1伝j 

71に浅05ふtY宮Y崎い賞%世
57-23 27-22 9 C 

9 C R P--括
妄品仁!互、i株音11 ヘラナテ へフナ

ロ口ク減ロ吉fi;E!杉確認而 ア

57-24 27-23 9 C フ9クニCi二中 RP一括 護1ま音1I ヘラナデ
ヘフナ

{J予底 tll砂を含む 7l5こ.5ぶYlしR、R臨ア

57-25 9 C 9 C 護底部 へラナデ
ヘフナ エド ?，gj 
ア i明裕

57-26 27--24 9 E フ9クニEi二上 RP一括 ! ーJ立口11 へラナデ
ヘフナ

滑 烈10鵠YR% 底
ア

57-27 27-25 9 --E 9 E RP一括 へラナデ
へフナ

木業
lOYH% 

!日E ア j夫賀補

57-28 27-26 9-E 9-E RP 一括
J1l;部

ヘラナテ ヘフナ
平滑 組砂を含む

10Y R% 
ア lこぶしミ賀半島

58-29 27-27 10-C 
確確1101 認認i出E C GI R P 2 

議底部 ロクロ ロクロ 糸回 切転 10Y R% 
i美賀燈

58-30 27-28 11-E RP一括
J1l;部

ロクロ ロクロ
回転 7.5YHY:i 
糸切 I=~;、い燈

58-31 27-29 11-E 11-E RP一括
へラナデ

へフナ "フナ 5 Y R9-寅4 
確認函 J1l;部 ア ア lこぶし、 褐

58-32 27-30 11-E ll-E RP一括
1ft部

へ、フスズ へフナ
木葉痕 中日砂を含む

7.5YRYe 

確確11-認認前聞E RP一括
ア

58-33 27-31 11-E ヘラナデ
へフナ 王子 消 111砂を含む 7に.5ぶYし、R指y:i 

1ft音[S ア

58-34 27-32 11-E 確11-認闇E RP一括

蓑主底底主一部部
へラナデ

へフナ 王子 滑 2.5Y R%  
ア 明亦鴻

58-35 27-33 12-1 12-1 R P一括 ロクロ ロクロ 糸回 切転 7lこ5ぶYし、R燈K 

58-36 27-34 16-F 確16-F R P一括
嚢底部

へフケズ ヘフナ "フケ れL砂を含む 1に0ぶYいR}黄d般
認面 ア ズリ

58-37 27-35 16-F 確16-F R P一括
嚢底部 ロクロ ロクロ

回転 7.5Y RYe 
認面 糸切 手登

58-38 27-36 16-F 16-F R P一括
嚢底部 ロクロ ロクロ 糸回 ザ転j 

5YR% 
確認面 lこぶし.t宣

58-39 27-37 17-C 17-C HP一括
ヨ "フケス、 へフナ

砂底 総砂を含む
7.5Y RY:i 

Jj[音11 ア にぷい樫

58-40 27-38 17-C 17-C R P一括
J1l;音[1 ヘラナテ

へフナ
木築痕 品目11i':J，、を含む 10Y R%  

ア 灰寅掲

第40表 出土須恵器・陶磁器説明表

括番影号図 図番 号版 註記番号 器種・部位 色 調 拓番影号間 番国 版号 註記番号 器種・部位 色 調

59-1 28…l 
S I04一括

壷(護)・患部 2N.55Y灰K~灰白フク土中
59-10 28-10 

SI31 RP-1 
査・日縁部 10Y託先掲灰

フク土上

59-2 28-2 
S I06 RP一括

壷(護)・底部 N5灰
カマド付

59-11 28-11 13-C カクニン面 m鉢・1本部 極2，5暗Y赤R褐% 

59-3 28-3 
S I11 一括

査(iEト胴部 7，5YYI灰
フク土中

59-12 28-12 
S 119 RP一括

壷(護ト服部
lOYR% 

フク土1+1 灰黄褐

59-4 28-4 
S I11 一括

壷(装)・胴部 N5灰
フク土中

59-13 28-13 
S I31 RP一括

-嗣部 lOYh 灰
フ7土下

59-5 28-5 
S I11…括

壷(斐)・ IJI~部 時5灰
フク土中

59-14 28-14 3-8 カクニン面 .IJ~部 7.5Y R%時赤褐i

59-6 28-6 
S I11 一括

壷(襲)・胴部 10Y~ 灰
フク土中

59-15 28-15 3-8 カクニン面 摺鉢・体部 極5暗Y赤R7褐i 

59-7 28-7 
S I13一括

査(護)・lJI~mll lOBG~ 暗青灰フク土中
59-16 28-16 

4 --C R P一括
摺鉢・底辺部 7.5YR%極暗褐

カクニン面

59-8 28-8 
S 117 R P一括

壷(斐)・lJ[~ff~ lOYR%庇貰描
I-II層 59-17 28-17 

7-D RP一括
措鉢・体部 5Y克明赤褐

フク土下

59-9 28-9 R S P1一17括 壷(棄卜胴ffll N3暗灰 59-18 I 28-18 表8-採8 RP一括 l壷口結(護音l); 5YRY! 黒掲
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第58図 グリッド出土土器拓影・実iWJ図(2)

59-19 28-19 8-F括柱穴内 壷・前日 N5灰RPー フク土中

59-20 28-20 8-F括柱穴フ内 m鉢・鼠辺部 7.5YR%黒褐RPー ク土中

59-21 28-21 8-G 柱穴内中 .ij阿部 2.5YYI黄灰一括フク土

59-22 28-22 8-G 柱穴内中 .!J阿部 N 31暗灰
一括フク土

59-23 28-23 8-G 柱穴内中 摺鉢・{本部 7.5Y主%黒褐一括フク土

59-24 28-24 8-H RP一括
• miJ部 2.5YYI黄灰カクニン面

59-25 28-25 g-C …括 査(護・1阿部 2N53Y暗見灰灰~貰

59-26 28-26 g-C RP一括 壷(斐)・1岡部 lOYR3{黒
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摺鉢・体部 11r.O~ß~ 黒褐~
15Y%灰オリーブ

59-34128-34113-F遺構外 国喪)服部 IZ.5YJ1灰白

188 -



- 681 -

図nW-:$ ・ 5喜E上手話~1旬íJ ::jご用 図的車

ヤ陀E iJ¥t 留 E 

羽必必m修一 μ !1!υ!  

空 6 82 川崎 9Z

川jj慣れ轟

lzlzm日 1
μv U川d麟 U

/と oz fI 譲治に Q I円

轍感¥品番 J¥ U 

Q". u
S1

恥~\， ~曜日 u



己2

品( 色(
4 

。 10cm 

第60図 出土鉄製品実iWJ図

¥ ¥士一て」ご:イ
11 E R P .j，r; 8-G柱穴内

。 lOcm 
ll-El? P 寸占

第61図 出土白磁実測図

n
H
U
 



rつ啄:')
'10.' I 1I 一

I)J -~~~-;何

日

、¥

、l
/~~ 

/〆 一一， 

:守二人

第62図 出土砥行実iHlJO

日
叶
d

一、

11lfas-、

L
A
U川

L

010cm  



第41表 出土砥石計 mlJ説明表

番図 版号
大 」三一島喝 ;o¥ 

考出土地区 註記番号 種 5jJj 石質 t穏
長さ (mm) i偏 (mm) 厚さ (mm) 重さは)

62-1 29--8 S 1 005 RQ 一括 砥ま{ 69.0 46.0 40.5 189.7 凝灰岩 砥部数 4

62-2 29-9 S 1 005 RQ 一括 砥石 129.5 57.0 28.0 288.0 j尼岩 砥I立]数 4

62-3 29-10 S 1 11 RQ フクド中 砥石 46.5 39.5 11.5 40.1 凝灰岩 砥函数 4

62-4 29-11 S 1 13 RQ フク土中 砥石 58.5 31.5 33.5 84.1 J註灰岩 砥rni数 4

62-5 29-12 S 1 14 RQ フクゴ二中 砥石 142.0 74.0 43.5 606.5 泥岩 砥間数 4

62-6 29-13 S 1 16 RQ フク土lヤ 砥:{l 164.5 43.5 32.5 359.9 凝灰岩 砥 国数 4

62-7 29-14 S 1 17 RQ 床底面 砥石 141.5 42.5 57.5 576.3 凝灰岩 砥 llii数 4

62-8 29-15 14-E RQ 一括 砥石 132.5 93.5 70.5 897.6 iJit紋岩 砥間数 4

第42表 出土縄文土器片拓影説明表

実番iWJ 号12I 番図 号版 地出 土底 ~t 記番号 部形 位態 文操織成 調内 面整 焼成 日台 士ー 色 吉司

63-1 30-1 17-D 17-D 一括 j口菜顕鉢部 長十殻i尤線腹縁+庄刺痕突文(;J3"J状) なで 良好 キIllif少を含む
7.5YRy{ 
黒褐色

63-2 30-2 16-C 確16-認而C RP一括 深底 部鉢 貝殻腹縁圧痕丈 なで 良好 キ111砂を含む 5YR% 色
日音亦褐

63-3 30-3 15-F 15-F R P一括 腕i楽 部鉢 貝設腹縁庄痕丈 なで 良好 お1I7i'少を含む 7.5Y 、R桂J4'色

63-4 30-4 15-E 15-E R P一括

深深口日品持鉢鉢部部

LR 縄文+無文十沈k~1 みカ、き 良好 キ11 j笠 5YR% 色
明 i}j~褐 1

63-5 30-5 16-D 16-D R P一括 LR 縄文十勝?ì~+ 沈線 みがき 良好 1~~ i韮 lO Y 3R友3誼4 
にぷL 色

63-6 30-6 12-E 12-E R P一括
深底 部鉢 RL縄文 みがき 良好 t山手、を含む 10Y R%  

確認面 寅桂色

63-7 30-7 17-D 17-D R P一括 服深 部鉢 LR 縄文十沈線 みがき」良好細砂を含む 燈7.5Y色RJf， 

第43表 出土石器・剥片計測説明表

実番 i~IJ 号包] 図番 版号
大 き さ

出 土 地 区 註記番号 種 別 石質 1ftil 考
長さ (mm) 11I記(mm) 厚さ (mm) 重さ (g)

64-1 31-1 S 1 12 フク土中 争リ J~ィ 25.0 25.5 5.5 2.3 黒H謀石

64-2 31-2 S 1013 フクド中 参り 片 79.5 63.5 1 ~J. 5 60.6 頁岩

64-3 31-3 S 1016 RQ一括、床面 争目 片 30.5 56.5 7.0 11.6 枯紋岩

64-4 31-4 4DSD RP一括、フクド中 恭り 片 52.5 40.5 7.5 14.4 頁岩

64-5 31-5 S 1013 フクド中 石 十本 218.5 37.5 29.5 320.7 頁岩

64-6 31-6 6-A RQ一括、カクニン国 禁日 Yi" 48.0 51.5 13.0 23.6 頁岩

64-7 31-7 12-1 RQ一括、カクニンi岡 石 jgl、 34.0 11.5 4.0 1.8 硬質頁岩

64-8 31-8 12-1 RQ一括、カクニン間 多リ 片 38.0 57.0 14.5 24.0 頁岩

64-9 31-9 12-1 RQ一括、カクニン面 石斧頭部 58.0 32.0 15.0 57.8 凝灰岩

64-10 31-10 12-1 RQ一括、カクニン而 剥 片ー 56.0 29.0 11.5 14.9 頁岩

64-11 31-11 14-C カクニン面 不定形石器 79.0 49.0 10.0 44.1 頁岩

64-12 31-12 15-C RQ2、カクニン閣 剥 77.0 61.5 17.5 58.2 真岩

64-13 31-13 15-F RP、フクド上 会日 片 53.0 57.5 8.5 24.1 j尼岩

64-14 31-14 16-D RQ一括 多1 56.5 43.5 15.0 21.8 ~岩
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6 .まとめ

本i宣跡で検11¥した -造物について コメントを加えまとめとしたい

かまどを付設する翠宍住居跡について

かまどを
勺

ハマ 8 を ω一τ宮，ιそ3 戸
し山ν } 、 (止とと)中に il-仁I 火111J1(* ，~: を組に

寸見入。 1j東を日:き市iUlJf:;iφにかまどを(.J1;立している と間前~fこi配置

され、所謂k:l角 由ヰ1たj!iくに比ら jしない
11リ司 l:J ..-Jーヴ

ーてど二王ミヲ 1""i 

が多いロなど ブ
ハ
V を11111れすることができるひこ tL J') し

比較
伊，、
ご) .r 

- -、 ;手干in:A:.LLJ広三;立を1'11.(二 -jji 入さ ~L る /:1， 1 あ1)万についてである

が、その素;1京となる j子石質火山灰*，'，:の存在についてはこれを大尚一il.，{I層一十和iニ1:1a降下火山灰

層に対比することについて今のところ異論はないが、!笠穴住hf肋;との主では、 ~m土の iLl 入物

となるには、⑦住居の築前に|卑下j町立し、住居廃棄にf'!"-vリ引受n寺に、居住11寺に15it下して上

屋とその周囲に堆積し、住居廃棄にi半い理没時に、⑨住居廃楽後に降下し堆積し、雨水等によ

り出合する。の 3IJ寺期カミ降下時期として『常識」として考えられるであろう。この 3時期!のい

ずれかを決定するには、大局的な見方も勿論必要で、あるが、微視的、局部的な観察が必要とな

る。(例えはかまどの袖部や煙道部側壁の粘土等構築材の下部にI時々 il:fj'*立が検出される例な

どは、住居の構築前に浮 r石粒がf問責していなければありえない事象であるJこ

も|年下後の所産であることがI:l):j碍な緊穴住居跡のま色村年代は1守 100土lOOv.B.

する〔このことから浮石粒の降下 ["1浪はこれを下ることはないと考えられよう。につv'¥ては、

-7"、、
」

この地域(鹿角地方)で調査されたかまどの付設されている阜大往時跡 144i刊のうち、時期、

地!日、 i宣hl丹、における 占地位置にかかわらず、その 7主Ijまでが;p~j fnlJ t:;[:に付設されている

があり、守i点iliにこの理l十1をJfえれは， )武|旬、広j誌と よりも一南側世に付1712さ4士る強11."'

があづたとも Jザえられる。また本j玄11存の均台、与i:;，t[j'liカiみかけの末、 rJLj、i由、北の方‘

る7棟は南側壁にかまどが付設されているが、 ヰヰ京〈叶(j側!1印則11目IH:守摂{三hにカか瓦まとを{ト、

跡 1け{伺、呼ヰ束iがが‘各方位に偶音剖部iド;を[凶向白句]けてお iり)、出方向(11 i 地の仕 h、住居のlilJき)が呉づていることに

も官立すべきであるハつまり鹿角地;立における住民ーの[ilJき三かまどっt-付設する壁面

ほう主している中で、地形的にも大IIJb'Iな変化も認められないまま rllで、少数棟だけがそ

のじをはずれる(はずれている)ことは、 る」ど L 、うことからの「強し、 H~

を るi里)fJ平方法から、なぜ、 i るj のかその理tHを;jとめる

J ヂす，+十‘ 4、 二、 4、
工、、卓'品 !.J'"J / J_J 司ついては、 :: j]!l佐flI];;主するものであるだけに主

ひとつである υ 総上の床面J.に4本配列する叶史的 し l，feln二、

なり、所詣床面七二配列せず、壁に るように グ〕 中央部と 1;同部に 8
Z可 2

Ll笠

195 



する方法は、掘立柱建物跡の柱穴配置に煩似しており注目されるものである。竪穴住居跡の柱

については、三浦圭介氏が青森県浪岡町源常平遺跡の調査報告の中でタイプ分類されて

おり、本遺跡例は氏の言われる F-1類のパターンであるが、鹿角地域の調査例ではこのパタ

ーン例が顕著である。この柱穴配置のパターンからは、居住空間に柱間仕切り壁が存在せず「外

中に主柱、支柱がある有効空間の広い軒高な上部構造を推定されよう。柱穴配震の変遷に

ついての年代観は明らかにされておらないが、伴出する土器等の相対年代及び絶対年代から少

なからず見通しが立てられよう。④については、平面形状が「煙道部の長いかまど」と認めら

れでも、精査の結果使用痕、構造等から煙道部が短く、焚口から煙出孔にむかつて急上昇する

形態と判明したものが多い。

註 1 北の林 I、北の林立遺跡他数遺跡の14C年代iftiJ定結果による。なお14Cの半減期5730年に

もとづいており Libbyの5568年とは差を生ずる。

註 2 三浦圭介 I 4竪穴住居跡、について(柱穴の配置)J If源常平遺跡発掘調査報告書』

青森県埋蔵文化財調査報告書第39集 1978年

かまどを付設しない竪穴住居跡について

かまどを付設しない竪穴住居跡について観察すると柱穴配置はかまどを付設する竪穴住居跡

と向じであり、床面に焼土が若干堆積しているのが認められるのが炉跡とすれば、かまどのか

わりに炉を付設した竪穴住居跡と考えられる。また S1001、 S1002、S1032のように張り

出し部をもっ竪穴住居跡もあり、これらは妻の神田遺跡の発掘調査を明らかになったように中

世の所産と考えられる。

註 3 昭和56年度県文化課が調査

擁立柱建物跡について

3棟確認された掘立柱建物跡は、 S8001、S8002の 2棟がその柱穴内に黄褐色浮芯質火山

灰粒を多量に混入する黒褐色土を認めることができることから貰褐色浮石質火山灰粒の堆積後

の構築により撹乱再堆積したものと考えられる。

こた器について

本遺跡では、土師器、須恵器を主体とするが 少量ながら縄文土器 陶磁器類も出土してい

る。縄文土器は、早期、中期、後期の 3時期の小破片が出土しており、 3点の貝殻文土器片は

注尽きれよう。陶磁器類は直接遺構と関連する出土例は少ないが、摺鉢片や珠方、H系土器に混っ

て 3片の白磁椀片が出土している。土師器については、坪形、護形の他に鍋形の形態がみられ

る。ろくろで整形、切り離し後に調整を加えないよ手形土師器、ろくろから切り離し後、内部を

n
h
u
 

n
コ



ヘラミ力、三?と黒色処理を加えたよ手形:七日f!j器、ろくろ切り離し後、粘土訂J:~底放に巡らして高台

とした高台付I手形土師器があるが、器形的には口径>底任X2、高さミ底径のf直を示し、 j青山

するプロポーションをもっ。このプロポーションはまたよ手形、 も共通する。

器は小喫を混入する111しミ粘土を IJ会土とし、その成形、整形にろくろを使用しないもの、胎二1--を

し整形にろくろを使用するものの 2種が認められるが 胸部の主要調整技法は、 ~JLいへラ

ケズリであり、口径<底径X2と底筏が大きめの長JJFト IJI引長りなプロポーションをもっている。

底部には られる。底部に木葉痕を るのは奈良時代以来の「伝統」

であるが、砂粒付着は である。木葉痕、 ii'}'i泣 ま 部 に 認 め られるのは、 グ〕

成形時に下に敷いたために痕跡が残った。 置しミたために痕跡が残った。が考えられ

更にそれらが、③積極的に付けられた。⑤偶然に付いた。のいずれかがィ号えられる。砂粒を底

部に付義させている護形土師器は近年米代)11流域から津軽地方に多く出土しており、その出土

(分布) 、共伴遺物の編年的位誼も明らかにされつつある極めて特徴的 ある。

鍋形土器は近年出土例が増加しているが、これは、日常什器としての土器セット内容が何らか

の影響をうけて変化したものであろう。土器のセット関係では、 S1013、S1 014から出土し

た 自され、この時其f:Jの日常生活什器(土器)の内容を示すものであろう。また、よ手形

土師器の中には、「寺I八万I全」 あるものが見られ、仏教と関連する について

(土 を異にするが、小平遺跡第 4 もIH土しており、鹿角地方への仏教流布と

をもあわせて今後更に杭討する必要があろう

註 4 珠班|系土器という名称については極々の解釈(定義)で使用されているが、本遺跡では、

本来的な珠却H焼とは若干ニュアンスを巽にし、地方窯で焼成されたものではないか(例え

ば二ツ井町エヒパチ長恨窯跡)と推定されるものを考慮している。

註 5 桜田 隆 「底部に砂粒を付着させる斐形土自f1i器について J 11日本考古学協会 昭和57

年度総会研究発表要旨JJ 1982年

註 6 鹿角市教育委員会「小平遺跡、発ilH¥ll/I，J1t報告」鹿角 rli文化財調1t資料部10号 1979年
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遺 跡

遺 跡 番 号 NO.34 

所 在 地 鹿角市花輪字案内21の 1番地 他

調 査 期 間 昭和56年 4月20日-8月22日

発掘調査予定面積 2，223 m' 

発掘調査面積 3，600m' 



1 .遺跡の概観

国鉄花輪組花輪駅東)5-2_lkm，標高約200mの台地 kに位置する。 遺跡地経緯度は，

日本道路公団設置の中心杭 STA138+20での計it1JJ1直によれば¥東経140
0

48'45"，北枠40
0

11'25"でい

ある。

遺跡の立地する台地を含む鹿角盆地束iWJの丘陵は，盆地東部山地を源として米代)11に注ぎ込

む幾筋かの小河川によって関析されている。 遺跡の立地する台地は，これら小河川のうち南側

を福士:) 11，北を乳牛)11によって画された台地群の仁!こ1にある。台地全体の形状は，西へ向づてひ

ろく扇形を笠し，福士川がつくる扇状地との比高は30111程ある。 220m院の白地の最頂部は，

の要の部分にはなくやや南側へ寄る傾向にある。したがって台地田部から広がる斜面は北側で

援し南側で急峻で、ある。 遺跡調査区は，南側の斜度9
0

を計る斜面上に設けられた。

本遺跡は‘昭和48年度に行われた東北縦長自動車道関係の分布調去の時点では確認されてい

なかった。昭和55年度に行われた II 遺跡( 際，案内 I遺跡(

号NoJ8) との間に杉を伐採した後のいくらか平坦な筒所を認め，幅 m50cmのトレンチを路線

と直交させて計 7本設定して調査した結果，平安時代と縄文時代の複合遺跡であることが判明

した。そのため，鹿角市区域での東北縦貫自動車道路組内にかかる遺跡としては

ある遺跡番号NO.34を付し，遺跡名を案内III遺跡と!呼称し，昭和何年調査分として追加したもの

である。

本遺跡の周辺守

合遺跡である

II 

番号No.20)，間 IIJ遺跡(

によって調査され，

iと 川に狭まれた台地群には，本遺跡同様平安時代と縄文時代の複

縄文時代後期の竪穴住居跡と袋:11t土墳群を柏出した

) ，縄文時代後晩期の住居跡と を検出したj京ヶ平 I

)があり，やや西方へ行くと昭和55年度鹿角 ぷ九
三二

掘立柱建物跡群を検出した御休堂遺跡がある。また

は，束LLIA，東LLIB，赤坂A，赤坂B等の遺跡があり，縄文時代の土器が採集されている。

2. 調査の方法

日 中心、杭， S T A 138十20とST A 138十40を結V)C:'直線を とし， STA138 

十40を起点として 5mX5mのグリッドを組んだ，各グリッドは，各ラインに東から)11買にアル

7ァベット，南から)11異にアラビア数字を付して，その組合せによる各グリッド東南隅の杭によ

って呼称した。遺構外の遺物の取り上げもこのグリッド呼称にしたがって行った。
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遺跡、は前述のように，前年度に行"ったトレンチ調査によって遺構の分布が概ね知られていた。

すなわち，

であるという

ら端にかけて遺構の確認があり，北側へ行くにしたがし、分布が政

られた。したがって，調査は南側に重点がおかれ，北側では路棋とほ

ぽ直交する形で，傾斜に沿った11届5mのトレンチを設け，遺構を確認した段階で調査区の拡張

をはかる措置をとることとした。

また， 杉林として利用され，ほほ、 2-3111 の間隔で'f~を50cm程の杉の，切り株があり，

をきたすものについてはそれらの抜根を必要とした。しかし，遺構確認以前

を破壊することが予測されたため，抜松は粗 J'章構精査の進み具合にしたがいの抜根は

入力て寸子った。

その検出)11員に通し を付していったが，精査の結果遺構と認められないものも

あり，それらについては欠番としている。 遺構の精査は とも 第III層上面てい

の確認から行い， 十字にベルトを残して覆土の堆積状態の観察に務めた。

3.調査の経過

したように，本遺跡は昭和55年度に行われた II 際にその存在が知られた。

そして昭和56年 4月20日から を開始し， I司年 8月22日に を終了している。 費〔

された全日数は103日間であった。調査経過の大略は以下に記す通り。

H日和55:9三 11月10日-27日

案内 II遺跡南iWJの綬斜面に， 11I日2!l1の東西/j rít]のトレンチ計 7 本を入れる。平安1I 、'r jV~%穴住Jt1} ~~; 2悦t 縄文H寺代!竪穴

iiJ舌腕、 1械を検出。案内田遺跡として56年度本市品交実地を決定する

H召和56年 4月20日-28日

本調査開始。調査区内に残さ jしたi対支の除去，雑木のえIJ-]l，い 3

4月30日~

こり会場として調査区南側め水旧跡地を選定し，これに絵カlるr'f.iHlIJl了Imrの除土からがiめる c(I -M， 

2 -6の各ク IJット、

5 JJ 6 [j 

~'è; 8号住居i郎総iJL ijl:せて南il!lJ~H 而iから組丈時代前!~lの土器を多く H\ :l二させる。

5月13日~

調査区西iHIjの表土除去を開始する。 15日には第 4サ住居跡， 18臼には第 5号-aJ，合同:を検出する。 併せて箭 7号土3jMな

どit間跡問問の土峨も検出。

5月21日~

調:Pt在来iWJの表土i徐去開始。 25日に第16号住関跡，第 6号ftた;跡， 26 日に i!M4号住Jil~-跡、・第 9 号住居[?~;， 6月3日に

は第32号j_:i:目ー断、を検t.-Ho
5月30日

第 1号fj:!古跡検出。 22日には第 8号住居跡を含めて南lUlJ:?:llfliの調査を終える 0

6 }~ 2日

第10号，第11号，出 12-!i]-ーの与住跡を|食出。また 6 月 1 日から 1 週1m調丘区北il!lJ 表土I~;去のため重機を入れる 0

() FJ 11[1 

第 2号住居跡検出。 6月20日までに12ライン灯、j*iの表ニi二除去完了。

7月15臼

12ライン以北の前五区=]11:眼。第15号住居跡検出。

7月28日

節目す住居跡，第19号[主)古跡検出。調査[K北j[!1jトレンチの表土除去完了

8月12日

f会 j立 fjVJ. ;j: ili:~t完了。
8 Jヲ22B 
おIlJ{の?Ji制作業終了。 Wl;Jft終了。
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4. 跡の層{立

遺跡;の基本層位:グ〕把tli~は前述のように， Nラインに叫した層 ためのベ/しトによ 1)

づたつしかし実iHlJ ように所 ~nlJJむL1lliliま 層!干と

はならなしるため， 12ライシに l泣けたトレンイーにようてその 欠を制i-'コた 4 以下にそ

を

1 ，色調10YR五黒褐色を呈する c 枯れやベJあ 1) しまっている， j:p'(q 

II， 色を るlヘギIli性あ 1)、{壬 ~4 1l1Il1(7) ;'?-{1ーを 20~30oò引合む

III，色調7. 色を呈する o frli'l'tあ 1)，ボソノとした感触をうける

N，色黒褐色を る。中r1ittあり内

V， i色 tv~]7. 5Y を呈する o Ni'/"[:が強し孔i誌は少ない J しまづている

これらの基本層位のうち 1層は耕作等の市しの汗しい であるっこの I層のフライマ

リーな状態を示すのが II層と忠われるが， このII層は比較的、iーの綬L、子;地 IJ}Gi二極く部分的

に残っているに過ぎない c またー II)留は i'[.行出入試の fはも多い年j で火山!長ジ)ドキ下はこの II 層 n~

成 m)':にあったと考えられる。平安11寺代の照六十ì:: }fL;.~ìlrmj'. rl1に(土この;子干{がかなりの量jji入して

おり噌プランの確認は黒色土中であ勺ても比較的容弘にfj-われる乙このことから

住居跡の構築fHiを句 この I 層と田!百または II 層と!日間の土えら平 l (!j .ì~ くに

わi.Lる。

III.N層は j手石を殆ど含まず司縄文[J~)~代の造物はおおよそこの 2 層仁Il( 二包含されているごま

ることが可能と思

たこの 2J習はjp地文1I寺代竪穴住)I号制;に埋二LとしてJjhMしており，地山 IIIIとの:IIDi持層である V留を

含めて，これらの層と地111との境界的ii.I[[くが縄文時代の泣

5.検出遺構と遺物

(1) 縄丈時代

遺構

縄文時代の遺構としては司同;61・東，二仁 ιt}i刷、 8N~ を怜 11 1\ しているご

台 j也主主辺 ~IS 及びP~I jH IJ の主+rIriJ..から検出されている、治 8 号 ι宇はに属 L ， f也

の第 3号，第 4号，第 5号

Wtしてtf:i¥1) ;ì~lf.カ;.;~く，

N~は後Jl:JJに属するつこれらの土

プランもに不鮮IIJJな状態である c またWiil!lJの託やかな

るため噌各住居跡とも 表::LドおよーのF奈に尖われている。子ffti}F~ t@， はH!tLd っ JF~
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第 1表 S I 008住岩跡観察表

検出区 4 J， 4 K， 5 K 

f壬 3.99X4.08m 面積 (12. 70m') 

主制l方位 N-l1T E ※ 形態 円形

l 10Y R，%黒褐色粘性やゃあり 孔隙小槌物根混入

2 10Y RJ{ 暗褐色粘性強孔|掠小

f王子"O_ 士;
3.10YR%暗褐色粘性強 1，2の混じり合ったもの

4 10Y RYr黒色粘性強孔l第小植物根混入

5 5YR対赤褐色粘性やや宥ボソボソした感がある(焼土)

6 5YRJ{椅赤褐色粘性強しまうている

民主
北側半分しか検出されなかった

控高は9.0-36. 5cmの範囲にある

J未 凹凸して平らではない斜面方向に比較的傾斜している

Pl 17.5X17X36.8北東

Pz 9X25X14 東

ピット
P3 26X28X35.2 南東

P4 19X30.5X19.2南

P5 28X33.5X21.2南西

P6 14.5X17X18.6西

位:置 東側寄り

炉 10個の河原石よりなる。整った形をしていないのは斜面のため土砂などによって流され

たものと考えられる。

]旦 物 西側の壁面付近より多数土器片が出土した。 15器が 2点出土している。

2
j
 

u
u
R行j
 

'Aぺ5
4

考|かなり急な斜面に作られている。そのため斜面下側に当る南壁は輸出することは出来な
|カミった。

※主軸方位は竪穴住居跡の中心と炉の中心を結ぶ軸線と磁北線とのつくる角度による。
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第 4図 S 1 008住居跡出土遺物

第 2表 S 1008住居跡出土遺物

くこ二〉

ζコ 第 5図 S 1 008住居跡出土遺物(石器)
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S 1004住居跡観察表4表

5 S 4 S， 5 T， ]~ ， 険 11¥区

.3 _ ;"l _ 80 111 f主

11ft，褐色 WiTl孔liトト任 2~ :3 0101 1"，:伎のローム *:':Ü~ 入

間 色fr'i'I''I:大孔li京極めて小出かに炭化物の出入右

II(i'出色村i'{'[孔|芯小炭化物(箆100101~ 300101れ皮)の出入甚しい

とlIi¥間色ブ口、ソク:/}i:にi}tじ1)f;-う

lOY EU IItd;I，~色1'，lí 'l't -fし|涼小ローム1ik炭化物1¥'(~~'t.土中止の出入手f

10Y RH褐色村i'l't大孔1;京阪めて小

10Y R% L!印;j色1'，li'lt大孔lif;iIiU{めてノj、地山とのi'Ii)I干名!日

1U Y R 91 
lOY RX  

lOYR 

N -W 

-

上

川

λ
]

円、け Lt'em色

A
叫

ム

ロ

リ

ハ

h
リ

i;I)-j 

T見

Pi;j 1:芝はほとんど検iJ¥さ jしなかった。 -It!:，';~の- -ryl~ は erí25サ土JJS'; によ 1) 切らjLている 0

liミ而に対するfli[;í~:1 は 8~r ~ 106
0

の(nEIJIIにあるけ

出高は4.0~46.:3cmの範HHであるつ

Lepre 

--t 

2
1
一

i
二

~l ~i'平らである。手一、、
J
J
4
e
 

J
 

十食出さ jしなかった。、ソピ

中央やや西寄り位置

1 i問だけ臨uして L、る lコ灼ipすには焼二仁14個の河原石よりなる。形はほぼ円形をしている。

カfレンズ:1犬に:J-j出去していた。

炉

内jHlJは南西Pf~際よ 1) _開裂が二重になって出土している。外側は[]紋-!JI，日IjJ二部までで，

JJ~jl部下部~底部までであった。
4均]込

でははは正円形

S K (F)025土境観察表第 5表

S K(F)025土壌

を首 4号白:Irl}hl'n;によって切ら jしている

平副プランの

10Y R五 黒 褐 色 ni性別孔1;京大全(4;:にj'jI'j物十日iii入する。

lOY RU  11計j3 色村i'lt~0~J 孔 i認やや有武同色土と H.\間色土の il~ 1)合づたj二。

lOY RX褐 色 *~í'I"i:~~(孔 lí京比較的小均質である。

lOY RU褐 色於褐色::1--とlJi"i褐色ニLのiiiり台った:上。粘性大孔li京少

lOY R%黒褐色 *，"iJF[炭化物含み僅かの焼ニL:_を含む。

10Y R兆褐色中，Iit'l::大 子LI司有 j勾11
lOYR73 黒褐色村ítt羽孔印少炭化~!札泣:怖を多く含む。

lOY R対褐色宇11i'I'{I-:大孔陥比較的 大 EJJt'f

ー
ょ
っ
u
q
δ
4
4
R
U

ハ
む
門
j
j
t
nむ

土花
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第 8函 S 1 004 {:主居跡出土遺物。 10cm 
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第 9図 SK (F) 025土壌出土遺物(1) 

第 8表 S K(F)025土境出土遺物(1)

つ挿番悶号~ 山 地 山 I器形
百五 位

i!i 量

外 コ斜.{<<(置l面か暫にス()ス世付丈荊) 内 調

ll'(形 色 調 i j!; 土

口怪体iモ ~tl圭器高

焼成

S KI刊 025 梓 日会主fis 楠ム lニけ子Ji によい鴇色 (7.SYRSl 砂粒を含む
I良1 

2 I KiFi025 鉢 口 持 $
沈沈棉帽，。縄縄文文 R RLLヨヨコ， スヌ付着 鋸ス〈ぇ世付か着にスス付着

摘み上げ法 に.，.い恒色i7.5YH}fJ 砂粒を古む

3 1 S KI円鉢 日持fit ;:1:棉. 縄文 P.Lヨコ スス文ス付付着着
摘み iげ法 t呈杭白偲-1ft灰色 (7.5)'R~{-2.SY Ji) 砂粒を含む 良

.1 I S K(!'1025 I i事 目ト] 罰， 沈楠，縄士 RLタテ， 援く障かにスス付帯 摘み上げ法 によい揖色 (7.5YRJ{) 砂粒を古む 良

I S K(F) 0:5 各学 古i. ;1:見縄文 RLタテ スス付着 慣み上げ法 によい糧色 ¥I.5YR}{) 砂粒を含む 且

6 s 鉢 日桔 ;:1:線守縄文 LHヨコ，スス付高

|市摘摘工みみ玉上上存げげ否法法

に_;:~ ，t在色 (10)'RJ:iJ 

間民良
S 1\ 0っ O~5 Sド 日時節 ;:1:棉，縄文 LRヨコ ;主賀町t色¥7.5)' R~:í) 砂ねを古じ

8 S KI円025 梓胸部 沈陣，縄文 HLタテ守スス付着 |スヌ付着 li呈員:m色 17.5Y且!}n 砂李主を含む 良

9 S KI刊 025 鉢 目同部 it輔 録〈僅かに又ス付着 開ム上げ法 iこ品川.;(抱色 110 、 RJ~') 砂粒を吉む 主主

10 i KU.1025 
梓 iド俳桝一:一 部

綿 スス付着 摘み七げ法 によい世間色 llOYH巧) 砂手立を含む n 

11 i S K¥ド)02S j~ I m，; íì~ 綿，縄丈 LRヨコ 問み上げ法 lこ引い賞tll色 (10YH]'iJ 良

1 S KI円。25 鉢制 it輔，縄文 しRヨコ 摘み}げ法 にペ:も、前指ー褐灰色I1υ、HI'i-!OYH!ii) 砂粒を含む

良良白
宅1 I S K(Fl ()25 

ー鉢ト
'H fi[， ;:1:棉，縄文 日Lタテ， スス{寸塙 楠み 1'.げ法 によい前栂色 (10)'Hf，.n fTl江を合も

14 1 S Ki刊 025 H柑昂ι ;t輔，縄文 HLタテ， スス付高 摘み上げ法 に...ぃ栂~鵠JJi色 ¥7.5Y!U{-lOY 砂牧を含む

1.' 1 S K(F、り25 ート |恥，J fir， 沈時.縄文 LRヨコ 間み l:lfi! に zいtu-総1長色 (7.5)'H!:i-lO、!{~í I 帥軌を1tむ

サ)り()25
鉢 E阿 部部

it棉，縄文 LRヨコ 1.み tげ法 I眼E貫前掲色 (10)'R;fl /itね士宮む H 

参与 51.1 it棉，縄文 iミしヨコ。 ス1 付帯 1Aみ上Ir法 m色、 R九) 砂粒~.{畳かに肯 t:

民良良18 1 S K (ド)υ 鉢 Ll 持部 縄文 LRヨコ， スス付:苛 摘み 1:1ず法 に i:~斗E色 (7.5)' Rh"l 
l 砂砂粒"をを含古むL 

21908-5-k Kl (刊FJ叩(ロ55 
鉢L1H1is 縄文 LRヨコ 摘み 1:lf法 般色 (5Y RJi-i.5Y RJ.i) 

~f.. 1 I Hiflli 縄文 LRヨコ f資みl:it日 問色 YR.%l 
酔砂粒蛇をを古itむむ出5K /Fl (J25 梓 lIfi百1; 縄文 無節 L 摘み tげ法 紅色 l， Y R.%J H 

5 KIIう025[鉢 口H部 i 縄文 LHヨコ。スス r.r. 1ftみJ-.lf法 iニ.，目、m色 (7.5YR:-n 5:v字立を ;n.: H 

4
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第10図 S K(F)025土壌出土遺物(2)

神間
線 形 部 位

法 世 ( ，m) 」耳 軒 (J也 丈 )
成 時3 色 調 胎 ニi 畦底

番号
出土地自

口俊体筏 1正使器商1 外 IIli 内 liii

1 1 S KI円 025 鉢 口雄部 縄文 iRLヨコー スス付萌 械み上If法 灰白色 110YR見J 酔粒を古む iミ

2 I S KI円 025 鉢 口惜部 縄文 ILRヨコ，スス付草 棉み Iげ法 没前指色 110YH%I 砂粒を極 <r争かに含む 良

3 1 S KIFI 025 鉢 口結部 沈輔.縄文 RLタテ， スス付着 楠ム上げ法 i主貫阻色 110YR釘} 砂粒を含む 良

4 1 S KI刊 025 鉢口惜fif， 縄文 LHヨコ.極〈怖かにスス付靖 楠λ 上げ法 明禍1疋邑 17.5YR見} 砂蛇を含む 良

5 1 5 KI刊 025 鉢 口惜部 縄文 LRヨコ.スス付革 Ti仙川法 に山い慌色 17.5Y(1)11 砂校を含む 良

6 ! S K(F)025 梓 口柚部 縄文
L 1H1tヨヨココ。。 採〈聞かにスス付着

械みiげ法 にふ旬日サ註色 ¥I.5YR3ゴ) |桝立を古む 良

7 1 S KII弓025 梓口抽gf， 縄文 文ス付高 |楠み上げ法 に ト?8 1 S KI円 025 梓 口祉部 縄文 LRヨコ.スス付箭 間み土げ法 明禍灰色 (i.5YHJi) 砂事立を含む

9 I S K IJつ025 鉢 口紬部| 縄文 LR3コ.極<f事カにススIt:!iI 同みJ-_lF法 に川、m色 ii.5YH;.t) 砂伎を吉もI 良

10 ! S K (F) 025 鉢 日雄官む 縄文 l.Rヨコ.7.ス付事 械ム上げ法 に-，川、tU色 (i.5YrU~) 砂君主を古ι 良

11 I S KWJ025 鉢桝部 縄文 LR3コ.スス H者 IV.多LifiJi に中い抱~蝿灰色 (5Y Hh-IOY rC~í) 砂粒を宮L 良

12 I S KIJ斗 025 枠 制 部 縄文 l.Rヨコ 同み lφげ法 に山い~'tm色(lO Y RJ1) 砂粒を宮tJ 良

114 3 
S 5KK {刊 025 鉢 制 部 縄文 LRヨコ 傾み上げ法 4主抗紅色{叩YR%l ~Yl"-を古む iミ

(刊 025 鉢 制 部
持縄丈文 L L fRtヲタテコ1 補自書Jしあり

楠み}げ法 によい紅色 (7.5'1R~n 帥粒を含む 間良

15 I S KIFI 025 鉢制部 外iMスス付消 摘み iニげ法 iHtlU-に山、、前tm(lOYR%-lOY RY5) 砂粒を含む H 

16 ! S KII・'lU25 参事 刷 a， 蝿主 開;"':げr土 に-"、、間色 {7.SYRJ-n 伸介・1こ砂粒士宮L n 

li ! S K (Fl 025 鉢 1阿部

匪
l|11L号泣Rのヨたコ的手叫

摘み上Ifil にぷい前段色 (10YRJ-il 砂粒を fll:カに含む 良

lR I S K 1円 025 鉢 口惜部 摘み上げ法 6足首間色 (IOYH%i 砂粒を含む 良

lり SK'円。25 > j ; 胸 部 摘み l:げ法 に-，.、'v'tm色 (10YHY.i 砂粒を古む H 

20 I S K (ド)025 梓 "持部 Rの燃糸t スス 1.1萌 楠み，.げi! 陥灰色 (7.5YH'O 砂粒を古t.' H. 

1
21 S KiF1 025 鉢~ fili IIの防 (->1札撚糸主 4良J.，二IfiJi にぷい前権色 (IOYiUil "柁を古む lミ

22 I S K 1f-1 025 鉢 日持前 無丈 スス l-t-li 摘み l-.げ法 {こも、尚色 (7.5)'R'ゴ} l骨粒を極く閣かに含む 1< 

LE2リ3 日sKk{mF}0225 5 
s.~ I NI R部L 糊代最 摘み iげ法 IIT-:二_;:~、股色 (2.5YH]-6-， .5、RJ{) |桝止を含む iミ

参与 l'珪 無丈 i開み iげ法 jに_.i;い慣色 (5i' HJ{) 砂粒を含む iミ
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第11図 S K(F)025土壌出土遺物(3)

第10表 S K(F)025土境出土遺物(3)

日告止rhh云j七-正ピt己-正〈〈己;Zf::よ::J1¥¥::¥¥
:1出目l目 出主止三

10cm 
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第12表 S 1005住居跡観察表

仲間 ， 13， 14， 15， 16 

i刀I:J1 5 ， 30， 31， 32 

検出区 S， 6S， 5R， 6H 

f壬 4.68X4.69m r[rI 積 17.18m 

主車111方位 N-13r -E  形態 P111ヲ

1 . 10 Y R.%褐色中!日f孔隙小僅かに炭化物のibi入有

7長 2. 10Y R.%時半島色中tit't:小孔隙大炭化物粒焼土粒のjLi入保かに iid、められる

3. 10Y H;!{ 褐色 *r~i'I{t:小孔隙大賞掲色土及ぴ附褐色二l二の iLi じ 1) f?-ったもの

見そ
北京iWJの壁及び南西iHlJの壁の臼;分欠損していた。 山rfliに付する傾斜は103.50 ~ 128

0
の

i)i包囲にある。 倍高は 1.8~30.6cl1lの範囲にある。

!末 !末Wi中央付近にこi二墳iJi1~t""1された。 qdMは斜両方rilJkやや傾斜している。

Pj 16X17X16.3北H!iJ~走 l祭

P 2 26.5 X 27 X 50 . 2 :Jt[間l在

P 3 34 X 35 X 24 . 0 再lf~ìtl;t~

P 4 32.5 X 33.5 X 16.2南113培際

ピット P 5 28. 5 X 31 X 19 . 6北京iHlJ

P6 24 X 27 X 24. 9 P3~itiHlJ 

P7 24X41X58.9西側

PS 19X23X12.5北西側

Pg 37.5X40x32.5中央やや北西寄り

位置 南東iWJ
炉

41凶の河原石を}一日いている。炉内より数点の土器片が出土した。また焼土も認められた。

d遺 4勾 ，*j~ をQ :t i斧が一点出土している。

1illJ 考 ほぽ円形を呈している住居跡である。
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吐
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合-fZri三-1イIJFτず長J二T日VtI平干叫Jて究内J交会tてtSy390符jMdh 内1 ¥ 川h刊1 Mml。 lOcm 

16 
第13図 S 1 005住居跡出土遺物(1) 18 

第13表 S I 005住麗跡出土遺物(1)

jJWJ | 法 tit (仁川 rV毒 県 u也文}

番号
11¥1:1弘山 ~:;形

日1: {立 ui壬{半径底t壬 総 出i 外 前l 内面i
色 r関 給 j: 焼成

1 1 S 1 1附5 鉢 UIま郎 ;:t札縄文. L Rヨコ 械hJ二If法 に.i:い際色 (7.5YI{Ui {執かに砂粒含む 良

2 1 S 1 (旧5 鉢 胸 部 沈線
十

被み上げ法 禍に灰~;: ~色Z 褐(l色OY イY f革かに砂粒含む 良

:l I S 1 1川 鉾 胸 部 ;:t持'.縄文. L H 3コ 続ム上げ法 (~か lこ /iþ粒含む 良

1 1 S 1υ05 事宇 口技部 RJ1l，糸丈.1;V-(サi{i 附み Llf法 に_，. 武m色 ':Ii筑間色{IIJYR;.j-ll1Y R%} 僅かに砂粒含む 良

5 1 S 1 U05 事七 胸部 撚糸丈. RC 積み i二If法

「l浅疋ニJ1b主t山t総在、色色夜間~{灰1色0武~Y褐「R長だ品EEt鵠{j10色 31R0 pY ;) R 

l民"い 11)''1'巳 nU 良

6 
5:31100005 5 

鉢主鉢主

ij[，]吉E

語緬RR徳撚文丸!司"無丸丸R節L総煤Y!tf子fJ都告生怠付着

恨み 1:げ法 I~/J 町、_Vグ守弘 U 良

i 腕部; IRみ lニIfit 僅かに砂帯主含む

良上主;ぅ S 1 1川5 仁Jl.ま剖i 摘み上げ法 尚氏色(lOYR，n 健かに砂粒含む

片足 1(川
品事 [1械苦1¥ 摘み上1m‘ 1:';'い促色-1こぶい禍色{7.5YRY~-Î.5YR%1 僅かに砂校合む 上i

l 山市 Llfま剖日 縄文. L 日夕子，煤i'l羽 恨み上l"Yil， 褐灰色(10YR;-O 砂粒を含む 良

l1l 2 l 
S 1 0115 事事 cHま S~ 縄文. R L1テ唱 h¥hl:lf法 にぷい悶色 (7.5YRM) 僚かに/iy事立含む 良

S 1 uii5 針‘ LJ!ま m~ 縄文.担節 L 摘み kげ法 にいm色 17.5YRM) 健かに砂粒含む 良

13 1 S 1 U05 幸弘 j縄文. H Lヨコ，船員グH瓦跡 摘みJ:lf法 にぷい信色 (7.5YR~n !ぜかに砂粒含む 良

1145H8 1 100005 5 
事事 ijl'l fff， 縄文. L Rヨコ 煤付着 ?員hJ:lt法 にぷい続s;-掲灰色 17.5YRJ，'-10Y R訂) 慌かに砂主主吉む 良

鉢対鉢
H和ls!i 部日1;

ト一一一一
l縄文相 LR夕子 WI..J".lfi土 褐灰色 110YRだ) 砂半立合む 良

!f; 1 S Iυ():l 縄文. L Rヨコ 干高.J，J:lfiE iこ.，.ぃm色-f!illl縞色 17.5YRM-l0Y R%) 僅かに砂粒含む 良

17 I S I O<l5 恥1fiTI 縄文. L Rヨコ. Wf.I前 Ifth!二If法 に_，.ぃ釘慌色 110Y註Jf) 織かl二砂松宮む 良

IR S 1 1川5 鉢 刷吉E 縄縄党文. L Rヨコ
横愉みみ法，t ににJぷ:いい段前褐色色-1売{1F0(補Y色

[生かlニ砂粒含む 良

1 ~l 日 1005 長七 制部 右足fY1'i 砂粒を含む やや良
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第14図 S 1 005住居跡出土遺物(2)

第14表 S 1005住居跡出土遺物(2)
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第15図 S 1 005住居跡出土遺物(石器)

第15表 S 1005住居跡t出土遺物(石器)

2 

10cm 
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第16函 S 1 005住居跡西側周辺ピット出土遺物

第16表 S I 005住居跡西側周辺ピッ卜出土遺物

であり，規模は径およそ 3~ 5 m ，面積およそ 10~13m'の範囲にある。壁高は計測笛所によっ

て異るが，最も深いものでも 40cmを越えることはない。葎土は黒褐色~暗褐色を皇し，焼土粒，

炭化物等の ~lt入が認められるものの，平安時代竪穴住居跡のようなノ f ミスの混入は認められな

い。台地縁辺及び斜面上にあるため，遺構冊;認面から上のJtk積土が薄く，覆土は植物根等によ

る撹乱をうけていることもあるが，覆土の堆積に際しては自然堆積によったと思わh，人為的

な埋め立ての痕跡などは認められない。柱穴は，第 3号住居跡，第 5

で比較的顕著に検出されている。第36号住居跡では，はは、等間隔に並<;~. 5笛の柱穴を検出し，

うち 1箇の柱穴底面には ている。炉は

さな円礁を用いて円形に組むものと，やや大きめの畷を用しミて方形を

がある。

とられるが，比較的小

して作られるものと



第17表 S I 003住居跡観察表

挿図 17 

図版

村!11¥ [疋 8 T， 9 T 

{壬; 3.8X3.3m !自i 積 8.9m' (柱穴位.1丘からの推定l(Ij積)

主'VIU7j位 形態 PjJIヲ

第10号住居跡の北1[11J，第 層上r(Liで住問跡柱穴と見られるピットを確認。

確認;1犬m， ピット ?r!:の rfl央に河原=ilをl犯した炉跡を検出し，また焼土も確認した。

住居跡の確認が地LLi1面で行われているため壁の検出、覆土の観察はできなかった。

壁 検 IUできず

I~( 
ユF:l:1Iである。
周 1)の地山j(Ijに比i絞してややしまった感触をうける。

P1 27X27X21 

P2 27 X 21 X 20 

P3 30X30X14 

P4 30X21X16 

P5 24 X 22 X 33 

ピ ッ ト P6 27X19X30 

P7 22X20X25 

P8 32X24X15 

Pg 30x28X 17 

他に住民の l百 itìlJに 3 箇のピ、ソトを雌認したが，住Jrl~ 跡、に i直接関係するかどうかは判然と

しない。

位置 ピット{tfのはほ l:f:1ソと

炉
5簡のj可JE{干iカ通らなる。

全て火熱をうけて赤変しているか，破砕されている。

また行組のやや南H!IJから任30cm紅の焼土範凶を時認した。

i立 4均 縄文 II'J: 代後 J~IJ と忠われる土器片
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第18表 S 1034住居跡観察表

挿図 18， 20 

図版 6 ， 32， 33 

検出区 9 M， 10M 

f壬 4.02X4.12m j(Lj桔 11.71m 

ミì~i~ílh H位 N -168
0

-W  形態 IIJIIヲ

日芝
i町~'f，持壁の保存状態は J在日， よく村trHできなかうた ο

位向は0.8-35 .6cmの範!現にある。

!ィJ
はU:"+':らである。

ij;lr(Ii方/IIJに/11Jってゆるやかに少しだけ傾斜している。

P1 21.5X24.5X23.9北iHlJtiうにとjdj、わf.Lる

P 2 21 X 25 X 14 . 7 i，JUHlJ 

ピット
P3 24.5X30X12.1 P2砕けI!IJ

P 4 49 X 57 X 26 . 9 ~~ iHlJ ï，J~寄り

P5 51.5X69X16.8 i初期間寄り虫色切うている

P 6 36 X 48 X 17 . 4北西側河原石 21hhlが認められた

1)]: 己U主H 中央付近

件1
約101n~1の河原石よりなる。

大きさはあまりそろっていないが噌これは引がわれて小さくなったためと忠われる。

7、-gd' 物
炉付近ーより石I阻が出土した。

またそれから南耳〈約 1mの地点より前打カ'llLi二している。
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S 1 003・S1 034生活跡出土遺物

。7 

第四図

S I 034住居跡出土遺物

符f図 法量 (cm) 調 整(j也文)
番号

出土地点 器形 部位
口径体後底径~高 外 極1 ドヨ tlii 

成!日 色 W~ 月古 土 焼成

1 S 1 003 鉢 口縁部 沈線，刺突.織i文 摘み J:lf法
にに.，山;し、寸裁景慌 f僅革かかにに砂fr't主粒主をを含含むむ

良
2 S 1 003 鉢 胸部 R撚三位文

積被みみj上:げげ法法
良

3 S 1 003 鉢 ijf~ 吉日 沈線 灰色 (7.5Yri) 砂粒を含む 良
4 S Q 006 胴音1¥ 条線 悔み Uf法 に.;"，1立 (7.5YRY.) 砂粒を~む 良
5 S 1 035 日阿 部 R倫子臼状撚糸文 wみよげj土 に.~-:1，、y¥f在(lOYRY.) 僅かに砂粒を含む 良
6 S 1 035 目阿 部 i:t線 積み法 lこ."し、1.'(f立 (lOYR}i) 

Ef革Yiかかにに砂砂も粒をを含含むむ
良

7 S Q 006 JJ同音1¥ 縄文， スス付着 積み上Ifi土 FA主t綬(lOY 良
8 S Q 006 1照宮1¥ 縄文 被み上If法 灰ttt極 (lOYRだ) 僅かに砂粒を含む 良
9 S 1 035 1阿吉E 縄文 干高みj二げ法 l二J山、HI(7.5Y RJ{) f!i[かに砂粒を含む 良
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第20図 S 1 034住居跡出土遺物(石器)

第20表 S I 034住居跡出土遺物(五器)

10cm 

2 



第21表 S I 036住居跡観察表

ii手図 21 

[;{] mi 7 

検出[又 6 P， 6 Q 

3一:ζ一ー 3 . 64 x 4 . 17 nJ 1M 積 13.20m 

主'Mけゴ位 N-llT-E 形態 持ILJJf~ 

覆 土
10Y RU褐色粘tl:大孔隙小黄褐色二LとIJ音褐色土がブロック状に jjtじ1){-'ìって~ .る。

i!;J'nで開くしまっている。

ト~J1WJ のりまはほとんど村t出さ j しなかうた。
日半 床 r(Ljに対する1lt[斜は107"-14:3"の組問にある。

壁正吉は1.0-20 .6cmの範囲にある。

H( '1 1 央部分か位:ド~f と比較するとややも I)_Lがづている。

斜Wi方rilJにゆるやかに傾斜している。

P1 35.5X47X59.6 :1ヒ1f!1J主主?に

P2 39X45X43.8 ~[1f!1j tI:iに

ピット P3 42X47X59南東lWJ柱穴

P 4 29.5 X 34 X 67 . 3南西側柱穴

PS 39X42X23.3 T田lWJ柱穴内部にf壬

位置 南京寄り

炉 3 1H'iIの河原石よりなる。

くの字形をしている。
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第22表 S K(F)031， S K(F)023， S K(F)024， S K(F)035土境観察表

挿 回 I22， 25 
S K(F)031土境

図 )坂 34 

検出区 7 S， 8 S 規模・形態 92 X 101crn 不笠円形

j呆 き 35.5crn 世i 積 0.76m' 

時認状況
形は整っていない。底部は東側の方がかなり盛りふ上がっている(西側に傾斜)

底部に対する壁面の傾斜は86
0

-103
0

の範|羽にある。

4市 図 22， 25 
S K(F)023土境

図 Jt反 34 

検出反 4 S 規模・形態 82X85Xcm 円 rr~

j宋 さ 53crn 面 0.53m' 

フラスコ状土域で、ある。

確認状況
底部は担l凸がはげしい。

全体の形は整っている。

底部に対ーする壁面の傾斜は57.50 -650

の範囲にある。

1 10Y R%'暗褐色粘性大孔隙小径 2-10mm程度のローム粒の混入多い

覆 土台
2 10Y R%黄褐色粘性大孔隙極めて小かたくしまっている

3 10Y RU褐 色 梢 粘 質 孔 隙 小 炭化物径10mm程度を含む遺物含まれる

4. 10Y RY3'にぷい寅褐色粘性大孔隙極めて小地山との漸移層

挿 図 22， 25 
S K(F)024土境

図 日反 7， 34 

検出区 4 S， 4 T 規模・形態 108 X 129cll1 情円形

j菜 さ 51crn 面 干責 1.06m' 

フラスコ状土壊である。

確認状況
底部はほぼ平らを程している。

全体的に形は整っている。

底部に対する壁面の傾斜は52.5
0

-70
0

の範閤にある。

S K(F)035土境
J中国 I22 

日
139 X (150) crn 不整円形
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第23表 S K(F)021， S K(F)032， S K(F)022， S K(F)007土壌観察表

5 K(戸)021土壌
川市 図 2ふ 26，30 
一一
什ヨ :反対， 35 

検出区 r4T 規絞・形態 1148x叩 cm 不1州円形

E三i78cm 一一一一一山竺
!フラスコ状土峨である。底部より (llX21cm，24X35cm) の 21[~1の伊íIJ.採石が険 11\された。底部東ii!lJ より 2 俗!のピソトが検

隊認状況 IWされたが何であるかは不明である。 Jf;!土絞っておらずどちらかと言うといびつである。 i諮問の;'jiJ'浅くなうている。底

部に対する壁firiの傾斜は70S-90'の純IIHにある 3

1 . 10 Y R %時掲色干j'f粘質孔|波小炭化物粒僅かに侵入

2. 10Y R %褐 色粘性大孔|涼小焼ニ仁粒炭化物1'，l:i品入

3.10YR.%1前褐色粘性約千T孔ド京大

覆 土 I4. 10Y R%褐色村i性大 JU;)ft/j、壁崩落土

5. 10Y R%  U音補色給料ií't孔I~京大ブロック状の j}it掲色二七の出入有炭化物Ü~ 入;t~火
6. 10Y R;ずH者補色粘世t:大 孔 隊 小

7. 10Y R;!{褐 色料i性大孔隙大ブロソク状の次補色こiニと Ui~褐色ごiニの in じり合ったもの

5 K(F)032土境
挿国 I2:3， 26，30 

図版(8，孔 35

倹 tB区 I8 R， 8 S 規模・形態 i削 5X 117cm 不即日3

深さ|蜘m 田村t1 1.00111 

|北西~南米のトレンチは試掘のためのトレンチである。上ーから見るとほぼ円形をu!しているが，附f((Ijを見る|浪りでは!f;;(土
俗認状iJI， 1 諮っているとは~えない。底部に対する壁聞の傾斜は68S -72聞の範囲にある。北限il!IJではi主'i"いったんくびれているが

PrJ盤i!!lJにそのあとは見られない。

夜 一i二i

f互

1 . 10 Y R.%焚褐色粘性大孔l涜小僅かに炭化物の出入有

2.10YR.% 時褐色粘性精有孔|波大 l の焚褐色土と日前島色土の il~ じり合ったもの
:3. 10Y R.%黒褐色粘性羽孔路大 1it褐色こ仁粒(径 5mm以下)と焼二仁主主の ìl~ 入有
4 . 10 Y R.%黒褐色粘性弱孔際大 3に比して1it褐色土粒のiJ1入'，1日iJ{j'が少い

5. 10Y R%  11者褐色粘性大孔隊小ロームブロックと黒褐色土のi品じり合づたもの

る。口主に比べて底部が北1IlUに寄っている。底部や控llriはややo[l'_[している。底音1¥は東jfllJの}Jがやや

。セクンヨンを取った而における底部に対する懸聞の傾斜は75'であった。

黒褐色干"f粘賀子し|涼小径 2--:3 mm限度のローム粒僅かにHI入

会i潟 色 枯PJ:孔|涼小径 1mm以下のローム粒炭化物粒i1~入
10Y R %褐 色粘性大孔隙村I有壁(立より部)崩孫土であり均質

問 YR%黒 褐 色 粘 質 孔li)ft鮒有炭化物混入手Lしい

10Y R;!{ 11音色中古賀孔i阪大ロームブロソクの混入ITri
10Y R %時褐色粘質孔隙小

10YR%褐 色粘 1'1 孔ド京大ブロック状にロームと 11音褐色土i1~じり合う
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第24表 S K 027， S K 020， S K 029， S K 026， S K 030土境観察表

1長

山

n.~ 

検出区 5Q， 6 l~ 

深さ 49.5cfTI

S K027土境

成古1;に対する w~rnìの ft良

2 m IT1 f\~ J!主のローム*，'，を多く含む

S K026土境

係認状況 底部に対するll，'1'I(!iの傾斜は12()"-133"の範聞にある。底部及び問国は柊うておらず11:;も少しゆがんでいるコ

1.10YR7í虫色付j粘質孔1;京小成化物粒f~'iかに含む
認 ゴニ 2. lOY R7:i黒掲色粘itt1に比して孔隙小径 2-3mIT1松!立のローム杭多く ?fむ

3. lOYR%褐色粘性大孔陥小 H奇fJ;j色土混じる

S K030土境

FfJ 11'; 

なおこの数値は!底部が [1111笠l してお 1) し、ささか~!民主H
最に含んだ際的iである。パミスを誕二仁11:1に7ff;ど合

ろうが，おそらくはより後低の柱を立てるため(何の位二か
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第25図 8 K(F)031.8 K(F) 023-8 K(F) 024土壌出土遺物

第25表 S K(F)031， S K(F)023， S K(F)024土境出土遺物
挿民i 法議 (cm) 調 !if (!也丈)

成庁? 調 胎 土 焼成
日l:U鹿山 総背3 1iIS f立 色番号 口径{本筏底筏器商 外 隆i i勾 lnj

I 1 S K qう031 鉢 日給部 刺突， ;:t線，縄文守 LHヨコ 十デ !Ah-J:げ法 に.，.い武m色 (10YH%)僅かに砂粒を含む 良
2 1 S KII司031 鉢制 告1¥ 沈綜，縄文， L H， スス付着 ナデ 械み上げ法 黒色(10Y毘>(1 僅かに砂殺を含む 良
3 1 S KIド)031 鉢制 部 吋;線守縄文， L Hヨコ ナデ 干高h-_f:lf法 に.;;c，m(7.5Y HY.l 僚かに砂粒を含む 良
4 1 S K (F) 0:11 鉢ijJ.1 音E 沈線( ナテ 摘み上げ法 亦褐色 (5Y HYol 僚かに砂粒を含む 良
5 1 S K (F) 031 鉢制 前五 R格子回状撚糸文 ナデ 積み上げ法 灰貨褐色 (IOYHHl 慌かに砂粒を含む 良
6 1 S K I円 031 鉢制 苦E 無文， ミ7'jキ 十デ 械h-_l:げ法 にJ、ぃ亦渇色 (5Y HY.) 僅かに砂粒を含む 良
7 1 S KI刊 031 鉢 l宜 昔日 4.8 短文 摘み kげ法 信色 (7.5YH%l 僅かに砂粒を含む 良
8 1 S K (刊 023 鉢 口縁部~腕苦E 140.2) 縄文， L Hヨコ 7.7.付;消 被み上げ法 浅j伎十在色 (10YH%! 僅かに砂粒を含む 良
9 1 S KI刊 024 事宇 日縁部 列点文 情み!ニげ法 ぬ色 (7.5YH%l l革かに砂粒を含む 良
10 S KIFJ 021 鉢刷 ff~ 縄文守 LRタテ 積み上げ法 に~.ぃ賞抱色 (]OY RY.1 僅かに砂粒を含む 良
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第26表 S K(F)021， S K(F)032土境出土遺物

伸
121

1 :lU:1也山 Ê~ 恥

件キ
E判 思(地主 l

i 焼成
部 1"

外 治i
l主~; 色 n白

爵号 器高 I~ !flJ 

1 1 S K川 21i 鉢 11柑m; 絡組丈スス I't靖 摘み Urd_: に品 、 慌色{ 7 れ 帥キ ξむ 制n

2 1 S KI刊 021 鉢日時ffr，

沈判社L官拙棉丈.縄縄沈文文躍。IR{縄Lし文タ夕テ子‘H極しタ〈 テ 7，え()高 極スマ時ス〈{1{革十tか品1i にスス 1"端 ~i概隅Eみみ 1.lti J ;け!法法

l庄民i'i三J間叩トι五-信色色110灰10i註 色YヨRγ( I， 5 ~日λ5Y I 間二 I.5'r' HNl 

6'H~ を;rι 制且

3 1 S 1(1ト';021 鉢胸部 必を{革カにたむ

rミI 
.t I S K(刊 021 参与 ofl 部 [もカにヱス{十'l'i 砂粒を:干む

5 I S K(ト')021 鉢!I， flt 輯.縄文 RLタテ。スス付帯 時み 1:lf法 蹄杭を古む w/良

6 1 S KI刊 021 鉢脳部 it綿
l'楠同賛みJみも 上iげIfil

1一間ににL草2開間抗ぷhpt山A局抱色t崎帥色紺邑ー-1色色Vm{{77品防)一げI-R5酬MYY開る5}附YYR} 1，JRkd170m j } 白5河l叫 山 Y11知 的?色合会む 良

I S KI円 021 査 目トj 部 日日L 後丈，ミガキ スス付着 i制を含む 不良

8 I S K I刊 021 鉢底部 i 砂利e':f'争力に立む iミ

9 1 S KIl弓 021 鉢斑部 9.4 開カにスス付着 摘み 1'.11法 i!t .~l) 骨粒を含む 梢1"

10 1 S KIド)021 鉢底部 間み iげIE 砂利を古む 良

!三SkKm(刊 032

鉢底部 開みーl'げ法

町O'm立ZをE1革三かに一巴j!)， 
鉢 口坤部 L精子日北撚糸丈

摘摘みみ 1j1iず法土

13 I S KI円 032 現 口惜部 情位ナテ 出1，):サテ 酔軌をむ f! 

14 I S KI円 032 ll!底 ffr. 組位ケズリ.砂底 f資み 1'.Ift去 浅町恒色 {i.5Y R ~{) 融関を古む H 
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出土遺物

土器

前期jの所産のものと後期のものと i時期的には 2大号Ijできるが，より手!JIかく見た場合には前期

のものを 1時期L後期]のものをおよそ 2時期とそれに伴う 1つのグループに分けることができ，

各々を群としさらに文様等の特徴により類を設けて記述する。

第 I群土器(第 4図，第401羽1) 

飴土に多くの繊維を含み，撚糸文を多用する。器JJヲは円前iF;の深鉢をとる。円筒下層 d式に

比定し得る。

第II群土器

第 1類(第32図 1，第40図 2) 

体部上半に文様帯をもっ。文様帯内の文様は粘土紐の貼付によって降J貯をつくり，その上に

縄文を回転施丈したものである。

第 2類(第32図 2) 

所謂連鎖状|珪線を特徴とする。連鎖状陸線は，波状口紋の波l頁下で円形の貼付文に連結する。

地文としては撚糸文が選択されている。

第3類(第32図 3) 

磨消縄文手法を用い，三角形の構図を横位に連ねる。 波状口減波]1'J下には円形の束IJ突文が施

される。

第4類(第32図 9・10)

胴部の破片のみであるので，土器全体の形態を描き出すことは出来ないが，地文に縄文を用

いたよに先端の円い工具による刺突文が横位に並，...-.)-..0 

第5類(第28図 1~ 9，第32図 4~22，第33図 1 ~21，第40図 3 ，第41図 4 ) 

沈線によって曲線文が描かれることを特徴とする。麿消縄文の手法がとられる場合じ無文

地に沈線がひかれる場合とがある。また地文としては複節の縄文が回転地文されることもある。

細片が多く全体の形態を推測するのがむずかしいが，査形の土器も含まれることから器形は司

他のものよりバラエティーがあるものと思われる。また，i尤械の描く構図にも多くの種類があ



り，それによりさらに細かく ることも可能で、ある。

第III類土器

第 l類(第 9図1~12 ・ 14 ・ 16 ・ 17，第 11図 4 ，第13図 3 ，第 16図 1 ・ 2 ，第33図22 ・ 23，第41 図 5 ) 

平行沈おiiLと踏出縄文子j去の組合せを特徴とする。平行沈線開は S字状の沈線で連絡される場

もある。口紋は平紘，波}ú部のかなり JJ~厚した波状口

種々である。

第 2;.出(第 9図13・15)

さらに大形の突起の付くものまで

沈線とj砦消縄文子j去によって大きな El主総的構図の掛かれるもの。

第 3~H (第25図 9) 

口縁に魚、尾:1犬突起が付され，縦位の短沈線列が何段か重ねられるもの。

第N群土器

第 1類(第13図4-7，第41図 1，第35図 1~20) 

口縁上端から底部まで縦位の撚糸文が施されるもの。原体は Rの撚紺:を用いることが多い。

器形は深鉢形を基本とする。

第 2 類(第10図21，第25図 5 ，第26図 12，第28図10~16，第29図 1~ 3，第34図 1-13，第41図3)

格子白状撚糸文の方自されるもの。原体は Rが多い。日紋に無文帯をもっ場合もある。深鉢形

が恭本形態となる。

/第 9図18-22，第10図 1-18，第11図 6， 8，第13図 8-10，第14図 9，10¥ 
第3類(第25図 8，第27図 5-13，第29図山第36図，第37図，第41図 2": I '6 ，V '7 ~") 
全面縄文の施されるもの。 深鉢形を基調とする。口~~.誌の形状は平縁の他，波状口 t札

し口 fi~私無文帯をも どがある。

第4類(第 8図10-12，第11図 5，第26図 7，第27図17)

無文のもの。器形は深鉢形，鉢形，壷TTJと変化に

第五群~第W群土器は後期初頭から後葉までの土器を含むが，およそ第II群土器は後期j初頭

から中葉まで，第III群土器は中葉から後葉にかけて，第N群土器は II群， m群土器に伴うもの

276 



とはてよい

あ11 {1;Tのうちお 1W 1-_出は以liijUI!lJ Wf C式としてd:立されたこともあるカ

縄文11，):代後l[:JJ の L誌としてはかなり ~(l~ 12である(すなわち， rlrWJから後期への杉子j二

を二!こす与の とするならば，このあ lWL出では依烈として l年記~t丈の子

1) ，その立l味では後Jr.JJ の二l~~ -~{iF としての 11支も大き を欠している η さらにもゥど
※ 

に百えば，士出丈{蓄のI;:t，j:)jl→ ;t保という いIjえはドJi:江 cl 5¥とIJJi'，;j' ε式にはらl.Lる

ように，日正に rjlJPJ後葉に完了していると言えるのである」つまり句 このt，j¥1 J;[(土 ~f;:はー東北l也

h~1じ rj:l~の縄文 11.):代 IIIWJから後期jへの土器科ni 年を J~ IMí~-J己にはた羽子1 ，その系統一1-_の脈絡を J巴えに

くく ，J}LιのJ立112?では付宇1-7fくjえであるとしか弓えない、 11任、 多少の n~iUí! が ri'l・されるなら，京北

地Ji北部の後JI，:JJ，iiI葉の土保とされる卜!地内 I式十日;のrjrにはー i:J/庁泊郎7日叫|じ;の之 1保~J浪}主:，:訂iUむ~: r+ rの 2~本4 の斗千ド行;沈土

iお判紘(:J市叫)J以ji:によ つて:1-1打仏吋1"1打M山i[A占'lifJ 

る地1域或を i呉L耳:にするが'やはり後期初出 ~rìíj主とされる IIIJ ，lij Jえもその文ね:去「むの N~本的手法

は 1;長和~t丈的手法である。このような土器が ， ?K~ 1 hU-_出と 11lJらか

はないかと忠、わltる。

七、1---、し主マ三..; 7-. ITiイ、
三てJ ノ'_之) 1'=1 〆」宅♂ νノ¥

第 2~1[~ 第 4 知土器は，門前式及びその田辺に位置づけられるものであろうコ第 2 1m土器はー

述お'(状l在によって特徴づけられる比較的純粋な!日の/J1J，iIj式どい勺てよい 3 その他波Jl'ifjじから

るH占付文，円形のHr1j付文等もその特徴として数えあげられるこ与¥:3 Nl_:L y，ii:は，原縄文

手法，円}f;の同li付文，その変形左も思える円}f;の刺突等、やはり 111]riIj式の流jしを汲むと思われ

る特13&をしている。第 4，j~y仁i二器は二並 •• d~ 刺突グIj が:持imである

この障の土器は現千五のところ未凡であるが， IJllFiij式の中には， 吋よる区画丈rJすに刺

突を充唱させるものがあり，ここでは一応その Hiの二十-22 とのj:l)~j 係を J7 えておきたい υ

第 5類二i二器は，おおむね卜)]要内 I式とされる土器をあげ、たぺ 1-)]生rJq1式に 11);]してはそのお1]分

の可能性が示u変さ lt，また試行さ jしてもいる。また どの関係の問題もあり，未だその

311式内容には流動的な部分もある。第 5知土器として一ねしてあげ'た二L詐も， )告nHflll丈子j去を

含めて沈秘文的手法による文様という

ら中[115';、される可能性をもっと忠われる。

る をもち併せてはいるが，文様の構図などか

第III群土器は後期中葉~ 時期にあたる。第 l知及び第 2m二L:#ii:は，およそ力[J曽干

82式に併行させることカtできるのであろう。第 3W土器はー後Jl:]J後葉の入品Il丈土器である。

第 Nl百三仁器 1U洋及び'III ;fj:y: j こ守出、二 1半う t/ l. f~~ 二I:#ii:である。 したカiって， 仁I~;まが~}え :1たを呈する

か否かという音[.í分 "I~J なところを lqy し、ては ， 7.jfiどj菜鉢Jf;;という 出!日によって成ると忠わjし

1Ii昨， III群に認められた器 )F~ 卜のノくリエーションは極めて少いっ

第 1)江[，第 2Nl土器は， ともに的条件iを回転地文したものである。箭 1jmが，主i主に平行な撚

※ 11i11 式認5主の問題に関しては研究二日ーによって Nl~J~耐のあるところである

を一心す i'i1 1:~'! として月 J ~、るわ
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第31表遺構外出土遺物(1)
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持il;;l 法 lit 叩) 調 県 (11包 文)

f書サ
!l:U也山 器形 部{す: 成!f; 色 調 !佑 ゴ 焼成

L1i壬体i壬 1在径器商 外 l自l i人l曲l

i 日一 n 鉢 CHまfff; 11占付文 摘み上If法 褐 E.I色 (5Y R}i) 値かに砂粒含む 良

ワー 日-T 鈍よ υ縁部; it線.lfJl日i出付文.干1].'.¥文，m.;紋 関み lニIf法 {こ‘黄信 (10YRJ1j 僅かに砂粒含む 良

3 c; 鉢 11縁部; i't綜，刺突文，縄文. L R 5'干 摘みl::If法 に山い裁褐色 (10YRJ1) 僅かに砂柱含む 良

4 10 事事 fJ禄吉; よりi¥l. fIJIf5II/;f.j文， 縄文. R Lタチ ?員A上げ法 にぷい褐色 (7.5YR~1) 僅かに砂粒含む 良

5 J5 ω S事 Ll 縁部 「仁線 械み lニIf法 にぶい被色 17.5Y託先) 僅かに砂粒含む 良

6 8 - H 事年 II 綾部 沈線守中1]突文 械み i♂げ法 によい補色 (7.5YHY，) 僚かiこ砂粒含む 良

主牛 IJtま百E it線 摘み iげ法 灰褐 色 '7.5YHY，) 伎かに砂絞含む 良

品 - l' 事事 胸部 ;t斜! 的み上If法 同:褐色 (7.5YHだ) 健かに砂粒含む 良

日 li - 0 事事 腕部 ヰiI]突丈 IJJI"J一定せず人総文， R L夕子 械み上げ法 にぶい符色 17.5YR)i{) {革かに砂粒含む H. 

J() 日-N 也、ふ 腕部 *1)突文 I}j1"J--¥とせ寸)，縄文マ HLタテ 恨みl:if法 に ぃPl栂色 ilOYRY，)僅かに砂粒含む 良

Jl 日 日一 rl 鉢 nI'l 古G itw，ヰiI]突文 1.1，→ドの}j1"jJ，縄文. R Lタナ 被 Jみ一七If法 にい黄信色(lOYRY，j僅かに砂続含む 良

le 日 一 H >i‘ Ufま吉日 沈 線 !I!み!こ I Fi~ Iljj#褐色 1.5Y H%) 僅かに砂粒含む 良

1:) Qυ S宇 rJ対日1¥ 沈鰍 摘み[-.げ法 に~;; ~寸在色 17.5Y H].<) !争かlニ砂草色合む 良

J4 ぷ j.j; IJf企部; it線l h'!h 上If法 にJ品、緑色 (7.5YH)i{) 僚かに砂村合む 良

15 11 P も』 Llfま吉1¥ イt線 絡み上If法 灰白色 (10YR~{) 砂也事を含む E1 

16 J7 ← P 事事 Ll 縁部 i't科i 総み上In1~ に.，.い，¥l際色(lOYRJ{) {草かに砂粒含む 良

9 - T 長年 Lltまi¥I¥ it車車 絡みJ:ifi去 lこ.;:1"、1(1在 (JOYR~\I 僅かに砂粒含む 良

18 i Iレ<1'央 主主 Lliま古じ ;t線，縄文。 Hしタァ 的み i二IH.t IlIJi!(褐色(lOYR3il 僅かに砂粒含む 良

J9 111 - T 主ド 11手ま吉1¥ ;t線，縄文. L Rタチ 摘みLif法 に_;:ぃ武将色 llOYRJ{1僅かに砂総合む 良

2() IU 長七 IHまflIi itキザ，縄文，熊町iL縄文 11th]二げ法 にぶい ~tj在色{ lOY H巧}僚かに砂牧含む 良

ぷ - f】 鉢 U はm~ 械 椛h I-.It法 掲灰色 (5Y rt'il 伸一かに砂粒含む 1'1 

')'l 7 ~ p .Ji Ll球郎 4土手以 wみ [:Itと1，段色¥5 Y R%) f生かに砂粒含む H. 
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第34図遺構外出土遺物(3)

第33表選構外出土遺物(3)
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第35図遺構外出土遺物(4)

第34表遺構外出土遺物(4)
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a見

十中間
HU:J也山 ..庁3 81; I立

法抵 (oml

番号 u筏体怪 1正佳器高

8-H 長年 ι1 /40 官E

~ I 15-P 鉢Ll株 5G

3 I ].1-S 鉢口 桔 古 "

4 G fl 鉢日 t岳部

5 {j-P 鉢 U 結部

115-ド1 
鉢 口桔 51;

事与
ιUl結部桔

8 5 R i*， 

9 H ーも 11 ~会部

10 I 7 -P 主主 日桔ii!l

11 I 9 11 鉢 IJ まま m: 

12 
4631 1 

拡 !u 祉部

13 急事 u tま fm 

14 I 5 S 鉢Ll桔 ffsj

15 
575 12 

鉢鉢参sらe 

i1l1 株絃 主部5 
16 

11 り
1 I 1l 4桔ま ZEE C 

l抗 5 R 

13 

第36国遺構外出土遺物(5)

第35表遺構外出土遺物(5)
調 笠 ( j也丈)

成形
タト ffii 内的I

縄文. LRタテ， スス (.t萌 摘み上げ法

縄文. L Rタテ.スス十j'，笥 械hJ:げ法

縄文.毘 Lタァ 械hJ'.If法

縄文. R Lタテ! スス1-1:蔚 械hJ二げ法

縄縄文文タテ
械A上げ法

摘み仁げ法

縄文. L Rタテ.スス fHi 摘みjげ法

縄文，ヲ 摘み上If法

縄縄文文。ヨコ
械みJ.:lf法

繍み iげ法

縄文. L Hヨコ 械hJ:!f法

縄文. L 1，ヨコ 摘み上げ法

|縄文. L Rヨコ 積み上If法

縄1;:. L Rタテ 検み上If法

縄文守 ヲ 摘み上If法

|縄縄巡文t立.，。uL 桔HBヨ，コ1'.(，)より Hしヨコ RL 丘二 I'.~(; ト 干高hJ:げ法

摘みJ:lf法

摘みいず法
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lS 

色 調 胎 土

にd 日、賞m色 (10YR~ゴ) 僅かに砂粒を含む

に~.ぃ権色 (7.5Y Ry'1 僅かに砂粒を含む

iこが川、段 (7.5Y Ry'1 I革かに砂粒を含む

提色 17.5YR.!i'il 微かに砂殺を吉む

黒褐色 !IOYR7i1 僅かに砂粒を古 L

明褐色 (7.5)'R対) 健かに砂粒を含む

にぷい控色 (7.5YRY.I 僅かに砂校を含む

にぷいm色 (7.5YR5n 僚かに砂粒を含む

によい黄僚色!lOYRY.I 僅かに砂粒を含む

にぷい賞抱 (lOYR3-n 僅かlこ砂枝を含む

111}品、褐色 (5Y R%) :fi英を含む砂粒を僅かに含む

によい黄信色 (10YRY.l 僅かに砂粒を含む

に山L、前十R色 (IOYRY.1 憶かlこ砂枝を吉む

にぷL、武俊色 (IOYHY.I俺かに砂牧を含む

によL‘t在色 (5Y HY.1 僅かに砂粒を含む

t長武将色(lOYR%i 僅かに砂粒を含む

民武褐色 (IOYRY，I 慌[かに砂杭を含む

1:.;山、自l褐色 (101'R~f) I革かに砂粒を含む

10cm 

地成

良

iミ

良

良

島良良良

良

食a a良~
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10cm 

lifl[jJ 
法鼠 Icm) 減堅(J也丈)

娩成

番号
11\二I:J色。~Ii 器庁3 音1¥ 位

，ii; 1[， 色 i調
口径体i壬底i圭昔fl:itii 外 ifii i斗Ifri

l 14-0 鉢 1同音E 縄文. L R:9テ ナデ 摘み 1'_If法 i 1KE抗質問色~に .i:¥、品l符色(7.5)i{;{-IOYH3~ì î'i\か l ニ ~yp を吉u 1'< 1 

2 14-S 鉢 腕部 縄文. L Rタァ ナテ 術hJJf法 怖かiこ砂杭を含む 良

3 6-P 鉢 1岡部; 縄文. L R:9テ ナ子 械みI-.If法 に..i:、.m色 {7.5YH.J-{) 砂宅:1を含む

良

宇にに品_，色i;;LL {‘縞武5色慌YRJ対i5Y} Y Rft 14p i} i 

i怖かに砂宇:'を古む
4 7-[' 鉢 n，J 部 縄文. L Rタア ナデ 傾h!:lf法

5 15-P 鉢 II'J 部 縄文. L Rタテ ナテ 1孔みI-.Iff.去 !争力 iニ IM~を含む 良

6 5 S 鉢 ij，] fts 縄文. L R:9テ ナテ llih.Lげ法 怖かに砂粒を含む 良

1 5 P 事事 胸部 縄文. R Lヨコ ナテ 傾み!-_1ft主 にぷいT'lm色 110Y R)~) 僚かに砂粒を含む l'l. 

8 8-T 事卒 腕部 縄文， ヲ ナテ 恨み iニIf法 lこ_，.い lf(!在 11υYR?{J 

備ff母勢力かか・ににlこ砂e妙b粒手事立討ををを 含含:x-むむL 

良

日 12-R 鉢 胸部 縄文. L Rヨコ ナデ ?員hJ:lff_i;
3手I，ij、褐色 (55YY R RF%i) ) 

良

10 7-R 鉢 iI'l 在日 縄文相 RLヨコ ナデ 摘み上1ft} a百.ij;補色(
良良

11 8-R 鉢 I岡部 縄文. L Rタテ ナテ 械み上げ法 日奇ホ褐色 (5Y R%) f晶かに砂宇止を含む

12 7-P 鉢 』師匠's 縄文. LR:9テ ナテ 摘み上げ法 にA 山、武将色 (IOYRy'1 (I(i_かに ~þ草色を古む I'! 

1:l 6-1 主卒 目同 書E 草邑文. ヲ ナデ 摘み!-.ifiE によい!坑栂色 (I()YRX' {事かに砂軌を含む 良

14 14-S 事h 口縁部 無文‘ ミガ3号 ナテ jftみ Ufi主 に.}:l，-'武符色(lOYRXI f量カ‘に砂*ILをifむ 良

15 6-P 鉢 仁，~量 8& 無丈. ミプ7キ ナテ 被みLlf法 にぷい武栂色~担色 (1口YRy'-N7{1 僅かに砂宇11を含む 良

16 主唱 u綾部
…」

無文 ナデ 摘み土 Ifi.士 l主武捻色 llOi'R~，'n 僚かに砂粒を ;rむ 良
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第38図遺構外出土遺物(7)

第37表遺構外出土遺物(7)
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第40図遺構外出土遺物(9)

第39表遺構外出土遺物(9)
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第41図遺構外出土遺物(10)

第40表遺構外出土遺物問

。。



るのに対して，第 21mは格子tJ:[えの撚糸丈が施され，原{本はどちらも Rが多いっ第10

図21，第29図 3が示すように，訴が口付;以下全i古iに施されるのに対して， f走者ーでは口#•• -~~がかえ

状を呈し無文化されてしゐる A こうした例から，第 21mの栴子日;[-}¥f:'!'¥糸文が地された土器は， lji 

に平行なJ生糸丈が施されたこ1:.出よリも， より装飾的な効果をもたせた土器との推察もできるで

あろうつ

後Jl:)Jに 11¥二上ーするこの括の撚糸丈を多用する土器は，後期jにあっても早し、時期に出現するのが

通例である。二の};~j"，からすれば，第 3 ~ま{の全 rnî縄文を施す土器との比較でも，およそ第 l

第 2Jmを第II群土器に伴う粗製土器，第 3持(を第III群のそれと対比できるだろう。

ただし後期iの早しミ時期にも縄文の施文により作られるilL製土器が全くない訳ではなく，第

3 jJ[中折返し日放をもっ深鉢などは第II群に伴った可能性がある。

第 43m土器は，その器形上の変化の多さから本来精製土器の範に入れられるべきものであ

ろうが，後期!の中での時期の特定はしい。

石器

大きく分けて打製の剥片及び争Ij片を 用いた

結果の喋石器の 3~Wーがある。争Ij片を用いた石器は石村に

用いられる。

石S族(第42[Zll，第52図 2・4， 2 ) 

磨製の石器， 白然石架から使用された

をj芸んでいるが，稀には黒H程石も

4 ，1;1，(二している。

ら丹念な調整剥離が施されるが，

石匙(第 5図 1・2) 

る。有茎のもの 2 無茎のもの 2点，両国か

となった第 1次争Ij片の争Ij自fI国を残す場合もある。

2点出土している。 頁岩ハ縦形，横形とも 1点ずつの出土である。素材剥)十の主要争Ij

離fliiには，つまみ部の作出のためを除いて殆ど調整剥離は施されない。表面iはほ にEっ

て刃部作出のための調整辛Ij離がなされる。

掻器(第 8図13，第42図 2~ll，第52図 1 ) 

12点出土している。石質は頁岩及び黒Il翠石である。おおむね 3 つの形態に分~J[できる。 1 つ

は，比較的I1屈の広い肉厚の剥片を素材に用い，ほほ全)司に刃部作山のための調整剥離を施した

もの(第 8図13‘第42図 2・3)，もう 1つは，素材に縦長の剥片を)二日いその側縁に調整剥離を

;][jえたもの(第42図 4~ 7 )さらにもう 1つは，素材の剥片のJIラ:[-えを殆ど変えずに，僅かに刃部

として使用する箇所にのみ部分的な調4足利離を加えたもの(第42図 8~ll，第52図 1 )である。こ

のうち，第 1 の餌は最も形態が整い，ヘラ状ないしはラウンド・スクレイパーと形容し得る 7F~

:[たを呈すが調整剥離による加工は素材表面に|浪らiL，打出主要制服1mはそのまま残る。この点

288 



が両面加工の所謂通常のへラ状石器と異る。また第 2の類では調整3JoJ離が側縁に施されるため，

上下両端または片方の端が鋭く尖るものがある。これらはその使用状態にあっては， t蚤器とい

うよりもむしろ刺突を目的としていた可能性もある。第 3の類は掻器とするよりは，僅かに

整剥離が加えられたリタッチド・ブレイクとした方が妥当かも知れなし可。さらに使用痕の観察

如何によっては，素材の調整部分が刃部とは限らないものも含まれている可能性もある。

剥片(第 81'Bl14，第15図 2，第43図，第44図，第52図 3，第74図 1・2，第80図 7) 

全て頁岩である。大きく見れば縦長の剥片と横長のものに分けられる。そのままで道

として使用したと思われる剥片もあり，それについては剥片の縁辺に刃こほ寸L痕が観察でき

る。

)砦製の石器は，石斧の類である。

磨製石斧(第11図 9，第15図 1，第45図 1 2・3，第73図4・5，第101図)

石材としては凝灰岩，明j岩，紋j尼片岩を用いている。株泥片岩製の石斧では石1寸の節理によ

る亀裂が全面に残る。刃部がかなり緩い車線的な円弧を描くもの(第11図 9，第15図 1，第45

図 2，第101図)ときつい円弧を描くもの(第73図 5)とに分けられる。前者では

で，本体に|凌綿が残る。大きさは全一長が10cm前後である。後者では断面形はかなり丸くなり，

i凌械も明瞭なものは残らない。また大きさも，欠損していて確実なところは解らないが，基部

の残存するもの(第73図4)等からするとかなり大形になると思われる。その他，製作の過程

を知り得る資料として擦り切り法による半製品(第45図 1)がある。

E33石器として取り上げ‘るのは麿石，間石，石 [mである。

磨石(第20図 2，第89図 1・3) 

安山岩製である。円礁を用いるが，部分的に比較的平担な面が認められ，その部分がよく

かれているようである。また一部に鼓打痕を残すものもある。

凹石(第45図4) 

安山岩製。片面に 2

で‘はない。

石皿(第20図 1) 

， f也面に 1箇所蔽打による凹みが認められる。[!:l]みはさ紅深いもの

安山岩製。表裏両面が皿面として用いられ凹んでいる。側面は素材の礁の自然面を残してお

リ，整形された痕跡は認められない。第20図 2の磨石とともに

使用された可能性がある。

しており，両者がセットで
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第44図 遺構外出土遺物(石器)(3) 

。 10cm 

第43表遺構外出土遺物(石器)(3) 

仏

WV7

A
樹立

tf'[笈番号 Hlこi二J也点 昔器t;fi 石'1'1 長さ(縦) ~11i(償) 原さ 111i設 主立 、

1 10-Q ¥¥lJ 片 頁岩 4.2 2.1 l 9.6 裳ft!i下辺に二次!ftlJ開iが認められるり

2 13-R .j¥IJ )'i 頁岩 2.0 2.6 0.8 5.0 打閣は自然、iIfiを践しているロ訴mしたヘヴ状。

3 8-T 争IJ 片 頁岩 2.0 1.5 0.3 0.8 表関手i辺に一次剥離が認められる。

8 -'1 剥)十 頁岩 3.8 1.9 0.7 6.3 

5 12-R 知j 片 )".(岩 2.5 4.5 1.1 11.8 表衡に自然泌を残す G

6 8-T 剥l 片 )"j岩 1.5 1.0 0.4 0.9 表lilIにI当然街を践す。

7 15-Q ，~IJ )'i 頁岩 3.0 1.1 0.4 1.6 表面友辺にニ次剥離がj認めり JLるc

8 14-S 制片 頁岩 12.4 7.5 0.4 ]03.1 左右nhj辺が刃部として用いられたものか。刃こぼれjf(が認められる。

9 12' 13-R 争目 片 :H岩 10.3 5.8 1.6 117.6 表面右下辺と;!J~面右下辺に二次争IJ縦が認められる c 表jm左辺は刃部として IIJ いられたか。
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第45図 遺構外出土遺物(石器)(4) 

第44表遺構外出土遺物(石器)(4) 

つ。

，{ J rfl~ (よ!軒}tカι {i:しくかなり初人今して L、る



(2) 平安時代

遺構

平安時代の遺構としては，住居跡13十日:を1:ijrIIUしている。

これらの平安時代の住居跡は縄文時代の住居跡と呉 1)，白地の縁辺部よりはむしろその内WIJ，

白地の中央に位置している。また南へliiJう斜面上に位置しているため，昨認而での南側の慣が

二!とiWJの位よりもかなり{芯いものになうているのは縄文時代の住居跡と同様である。

プランの確認はIII層黒色土のj二lYriで行い待た。

おり，黒色土の中であづても j手石のjLi入する

つたO 覆土中でで、は二土iヒ二師器)一1J:七一!;i;1

物j遺宣存{体本も多く倹出された O また将しい量の焼土が住居跡

は全体に多量のi'f-Tjが混入して

と白:居外の土の詰切りは比較的容易であ

炭化した1'[1[[

る伊1]， 床面iが焼j二化中に

している例もあった。

住居跡のユ形態はおよそ方IF;であるが，第 1号，第10号，第14号住出ι存のように慨して規

模の大きな住居跡では四隅も明瞭な角をもっ。対して第 6号，第 9号，あ 2号住居跡のように

規模の小さいものでは各壁ともやや湾1111し，杉に近い形態をとる。住居跡規松は最もノj、

さな第12号住居跡で 1辺がおよそ2.3m~2.5 1ll，最も大きな第 1 号住居跡で5.0m ~5.3111 を ìWJ

る。

各住居跡ともカマドを住居内にもつが，その位置は南出が11棟と最も多く，東日りえひ西世に

るものが各 l十束づつある。カマド、は1fl!部に石川寸として河原石を用しミている例が多し そ

の上を*lli土て、覆って本体部分を形作ったと忠、われる。また第 6号住居跡のようにカマド本体r:t

に小形の衰を倒立させて支脚として機能させた例もある。カヤド埋道官Ijは第 6号，第 9号，第

ように壁際からかなり急角度で立上る宝山、ものと，第 1号，第10号、第11号句第

17号，第19号住居跡、のように比較的長いものとがある。

柱穴は，田i4
1与のある住居跡、では悶溝内の四隅及びその中間位置に設けられる。周溝のない比

較的規模のIJ、さな住居跡では明瞭な柱穴を住居跡内に検出することができなかった。また第11

号住Jtf跡のように，住居跡外に柱穴と思われるピットを何個所か設ける例もあり， )布部分を上

もっていた可能性もある。

床面は殆どが例外なく焼土化していることもあり，かなり良好な締ったHiiとして検出されて

いる。住居構築時の底聞がそのまま床面として使用され続けた例はなく，各住居跡とも焼土化

している屈と構築時の底面との間には数CIl1の差がある。この間には炭化物，焼土粒，二i二自!日告片

っており，比較的大きなピいノトがこの躍によって覆われていることもある。

堅はほぼ、垂直に揃リ込まれている。第10号住居跡ではに沿い板材が用いられており司炭

化した叔1寸の埋め込まれた状態がよく観察された。，1':iOO
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S 1001住居跡観察表第45表

S 1006住居跡

法

10.88n1' 寸
川
口

μ

1 . 1υYR7'4ず， 11川l打i(a?f干掲品色 1ギ判粘:祉山t占it性l七;凶 ノ、ミ ス{恒1昔ij~ く f主{主(カか為に lιi比t 人 民{化じ4物勿f主{主fカかaに{汎i比i入

i:. 10Y R%  11; 

3. 10Y RU褐色ギIlitij:大ノぐミス子fiどj凡人しないロームギ".及び炭化物iLi人

4. 10 Y R 7'4 Ilti.褐色 Ni'I't大パミス{やかにiii入ローム多干にiii入

5.10YR;!{褐色村i↑"1:~J~J ノ、ミス多に含むロームj'.'~il~ 人

6. 10 Y R 9/{ lli1褐色料i'l'tt:~9~J ノずミス出入Jij~:1i土も多い

7. 1刊OYR% 11附Ij哨i青5褐色 半粘11占!hi七仰性|七:大 ノぐミス P柏lj斤的守了古f白iと、;iLLii:入しない 民化!物|凶勾削(<'的"1'(1)込にi出}比i人

8. 10Y R%  i'R\色中Ilî 'i"j~ 大ノ J ミス事伝< (cj'!:かにiii入ロームが〈多:ii-にiii入

9. lOY r:ZH [ll':'i褐色 *11i'1"I:大ノ¥ミス耐と出入しないローム杭多:iJ;ーに汎入炭化!j'1ljfl":かに合む

10. 10Y R% 黒褐色村l性 ~J~j ノ、ミス及び炭化物多に ili 人

11. lOY RU 褐色 Wí 'l"HJ~J ローム*:，:多 Yf_(に iLi人

12. 7.5Y RX褐色キIlj性*八ミス及び焼.::1:多泣に出入

E 

?立

N -lU2
0 

主申IIIH位

床 IÍl i に刈して問。~1l9.50 の範 fJJI にある~H~ 

カマ|、を rll'L、に，京H!IJ4分にかなり!よく火山が!ょがっているn" 
その{也のl自iのl(Jzi [J

jはできなかった

H:_ デ.~'iHlIU できなかづた

P160X68X12.0 北m日
P~ 93X 146 X 45.0 1ヘグ〕由[I~ijWJ 土器及び J;J~Ri;: IL[~I ~ ¥-. 

西 I誌の n引;出版く館かど IH1:，'~の同 jt!lJ 半分{こはられるが『i;'J 

十に

lOY R%  [li'i'H':J色 i¥li'I'!J:rl1子LI;r，i111 f1: 1 ~ 2 111111 v) 川ミブ、 20 0心 (ji 入此化物~ ~)~O f/ü~ 人

lOY R%褐色村itl:0tn 孔 I:i~-t 小カマ F Ji5J}LI: ( j-j:l;i 

10Y R%にぶいJ!1!t褐色キIli'I"I:IIJ孔I;)';i)三ノえミス含む炭化物:)q~ó rl~， Ü~ 人力二く些か;ii 入

1UYR31黒褐色 *11it!:111孔1;京大によし寸I'd品色二L100
o f1/: ~~むハミス 3 九 íJt ~;~'--む

7 .5Y R対褐色 Ní 'l"l: 5J~J 孔!法小ノ\ミス 2 九位含む 4 との Jr~に炭化物が z%f\U['(j に~~}ゥて入

っている。

10Y R対褐色村itl:rll孔1;主小 1'111とιl、われる

7.5YR;!{椙色 fl1ll''I:11I :ILI;京小川L土M人

7.5 Y R 間色中11i'l"l:下11 ;J1院小焼 1-_il~ 人

10Y R~'ii 同 色村jtj日;!Íl1Ur，i ノトカてアド JI'~ÍJX: ¥-_ 

N
u
--

~~j 寄り}jU:ぇ

ー
ム
つ
ω
q
M
4バ
ー
に
U

ハh
v

門

i
口

δ
Q
d

}19{; 

ι仁

カ

}ミフ

十111の古1¥分の斗;村としてil1JI区イ{が{む)討されていた。また支払liとしてri，iJさ11cI1Iれの土器が(たせておか

れていた。燃近古1¥の{副主、lは32"にもなっているハト[11の部分はあペJま勺て.]JiI¥1)すきてしまった

j立:↑加土LiニJjI;-j)すの:1じ1111]:'1と分に多く， とくに _lt }j~I;IJj付 ì!J:より j多 l止に!l U: している二

炭化した怖の突か多数出土した ο

文明!として凡Jv、られていた 1'.7Jさ11cID引の-十J:ili悼の主ヵ、光 II~'Jで11¥1今している。
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第47図 S 1 001住居跡カマド
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第48図 S 1 001住居跡出土遺物
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第49図 S 1 001住居跡出土遺物(1) 

第46表 S I 001住居跡出土遺物(1) 

仁司 iJ， Jil「 1 ;三

主:;;:

色 g耳 胎 地 成

開;， 1'デ引に_，.い舟色 (7.5YJ-un 砂 字社 合む i良

楠?，j:lfil，I灰色 (5Y釘桝 を険かニ合L 良

摘み 1-げ 法灰色 (5Y封砂村主合も 良

揖;'_I'.lf法 こ よ Lザ守色 ¥7.5YRJ{) 川付H 苛む 良

1ft;. 1:す法ニ J日、前tm色 (IOYf{J.:i) 川押なを含も 村良

楠 み上げ法 !浅間~ 灰白色( 川間-! OY附)I砂字社合む |正正良ミ

摘み tいiげγ叫法i川将一にに守A中-ド山、

縄丈. Rしヨコ 楠 みiげ法|戊ω批附tけ4宿在色(げ7.5Y附砂附粒を合む i 良

備f位立ナテ 州加ケ川横{町 機伽み i川 γ叫によベ い叫段m色(け7.5Y附附同俺伽カか….叶川ル舛附卒虻占古抗も 良

俄位ナテ I慣l似《ナデ 楠みI-.Itず?法i指色(げ7.5Y H.%百) υ革カか.に品杭合む i良4 

備i位立ナデ 摘位ナデ 閉み1-.1げiげげずずr法j 栂色(げ7.5YR%) 俺iかに砂粒含む 1山

楠位ナヂ，山口叶腕什守挫1立ケズ '1I摘み 1:1叫に よ、問 (7.5Y叫) 備かに 側 約五通

情i立ナデ，縦位ケスリ|横位ナヂ，曜位同)ド山地によい問 (7.5YHJ.n 僅かに刷れ 川
一 一一

様 位 十 デ |横I主ナデ，判位ケズリ|開み上ず法 氏陣色 (7.5YH3i5 僚かこ砂，肯 L 良

債{立ナデ.世{立ハケ目 横位ナデ，組依ハケ日|摘み上ず法il疋抗措色 (IOYH万砂考 古も 良

一国五弓1戸市い !開ι干互 に_;;ぃ間 (10YH.'Y.I 一一一五日i怜汁五一
2犠 i立ナヂ |慣位ナデ |楠;'.1げ法| 山 い位指 { 川附僅 か に削れ 良

横位十デ.科位ケズ')I横位ナデ ド";'1 地ニ-;;~信 5 Y R万伽・に砂粒含む |良

構i立ナデ，雌肘ズ'}I楠{立ナデ縦iaハケ日同み I-It法 制色 7.5YR % 僅かに砂粒含む |良

摘iけデe 科低ケズリ i摘{立ナデ 川hl川西 j皇制在 IOY H":l 'f'革かiニ砂粒含む i良
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f市図

番号
出土地点 器!f5 昔日 jI[ 

口径

1 S 1 001 事主施、 日総日阿部 (17.5) 

2 S 1 001 Z連 口減->>1'1部 (17.0) 

3 S 1 (口1 1提底 音11

4 S 1 001 ま連 Eま 音E

5 S 1 001 E主底 音五

一一
一=喧と;;-主主ア-一 一=:::=-::--:-守-

3 

第50図 S 1 001住居跡出土土器(2)

第47表 S I 001住居跡出土遺物(2)
法 最 (cm) 調 務 (j也文)

f本径 J長径 苦手商 外 意i 内 lni

(19.7) 倹f立ナデ，縦{立ケズリ 機{立十千戸

( 18.3) 
縦1立ノ、ヶ悶， 機{立十デ，

縦位一 縦i立ケズリ

(6.8) 縦{立ケズリ 横{立ケズリ

(8.0) 縦位ケズ')，砂11ま 縦位ヤコぐり

(8.0) 縦{立ケズリ，砂!在 事H立ノ、ヶ臼

2 

。

成形 色 調 胎土

結み上If法
に~~;¥，、褐色

キmii'J1を含む
(7.5Y R%l 

被み Uf法
に.，.ぃ賞授色

砂粒をi3む
(lOYR]1l 

摘み上Ifi.去
に.，.い褐色

ーむ
(7.5Y R!!{) 

干高み tげ法
に.. ~;い裁板色 砂主主

( lOY民対) さすむ

4員み上げ法
に~;-:\，、 1官僚色

(10Y RY，) 

10cm 

良好

良好
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第51図 S 1 001住居跡出土土器(3)

第48表 S I 001住麗跡出土遺物(3)

以/。手ルjrジJ 盟
/iJ，f之写/;!i:〆〆 糧費
i f(lt;/プジノ/~〆/ 瞳
げらイどみと 開

2 

3 

lOcm 

4 

らは，同時代の所産となる遺物として土器類， 砥石等の他，米，

トチノ実等の炭化した植物遺存体も出土している。また極めて僅かではあるが，覆土中か

ら縄文時代土器片の出土している例もある。

土器類は土師器禁及ぴ杯， らなっている。このうち坪は極端に少く完形乃

去は完形に近いものは 1点もない。全て小破片である。また も全て納部の破片であり，

査は図上で復元が可能だった第10号及び第19号住居跡出土の 2点と他に部分的に復元可能なも

の 2点と少い。したがって，本遺跡出土の平安時代土器類は土師器護がその主体をなす。
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第52図 S 1 001住居跡出土遺物(石器)

第49表 S I 001住居跡出土遺物(石器)

J '[J fI 1 ¥ 

_ ViU.¥i-I 一、
1¥¥，¥1''1 I I 
¥ ¥¥'1.(-1 \7'-~j 

…一……  w以iトニヨ、ぜ、唱，、，--_Y

3 

〈ご〉

土師器禁は小形のミニチュアや特殊な形のものを除いて，その大きさは器高が25~30cm，口

径20cm前後，底径10cm前後である。また体部の最大径はその位置が器高の中位点よりやや上に

あり，口径とほぼ同じ程度の大きさをもつようである。

器形は口縁部が緩く外皮し，頚部に僅かな屈曲部をもっ O 頚部の屈F1!]部から体部の最大径部

のJ誌を経て底部に至るまで弓なりのカーブを描いている。また底部底面は全くの平底か，極く

に上げ底気味になるが，意識してそう形作ったという程ではない。稀に底部間続が外側に

張り出すものもある。

器面の調整は，口縁部から頭部にかけてが横位のナデ，体部以下底部にかけてが縦位乃至は

斜位のケズ J)によって行われている。内面もほぼ同様で、あるが，体部以下にノ¥ケ白状の痕跡が

残る場合があり，概して調整は外面よりも丹念に行われている。底部底面はケズリによって調

整される場合と，砂底のものとの 2種がある。

焼成は慨して良好で、色調は黄1登色，指色を呈するものが多い。しかし胎土には故意にか，径
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第50表 S 1002住居跡観察表

S 1002住居跡
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一 jヒ fl$ 

2.62m 
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刊
日
一
床
西

土

レンズ;1たに入っていた

1 . 10Y R見黒褐色粘性弱パミスを多く含む焼土僅かに出入

2. 10Y R %  1I音褐色粘性弱ノぐミスを多く含む焼土多量にjjl入炭化物僅かに含む

3.10YR.%陪褐色粘性問ノfミス多量に出入最も多く混入ローム粒及び炭化物僅かに含む

4.10YR%黒褐色粘性中ノすミス多量にiil入ローム粒僅かに含む

5. 10 Y R)1 11奇褐色粘性強ノぐミスを僅かに含む焼土僅かに含む

6.10YFU-f黒褐色粘性中径 2mm程度のパミス多く含む炭化物僅かに出入

7.10YR)1褐 色粘性強ノfミス多く含む焼こ仁多量に出入炭化物保かに含む

8.7.5YR対褐色粘性強ノずミス殆ど含まない焼土最も多く含む層ローム粒多量に if~ 入
9. 10YR)1 U音褐色粘性強ノすミス多く含む焼土多量に混入

10. 10Y R_%'黒褐色粘性強ノfミス及び焼土産かに含む

11. 10Y R%によい賞褐邑粘性強ノぐミス殆ど含まないロi ーム粒多量に混入

12 .10Y R五黒褐色粘性中ノfミス殆ど含まないローム粒極〈僅かに含む

カマドの保存状態はきわめて惑しネlliの部分はほとんど検出されなかった。また芯村なども検出

されなかった。

この住居跡は第14号土墳を切っている

労 I覆土の中程に焼二仁層がレンズ状に堆積していることより，この住居が廃棄された後に焼失したも

~ I のと考えられる。北東関に焼土が広範囲にわたって検出された。この焼士も床開よりかなり上面

で検出されたものである。
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第51表 5 I 002住居跡出土遺物(1)

~aョ 部 i古
法量 (cm) 点明 存 1I也丈)

色 想主!主

日夜体底往路高 外 rfii 1" 間]

成恥 A潤 市F

I [51 切2 昨 日紬部 構f立ナラン 摘サテ ロク口水投き 処灰色¥IOY H ~'í) 特選 良H

2 [S I 002 if- 口惜部: 備i立ナテ 甑1，1'→号 ロクロホ投5

灰sι』じに隻E」よ品J画抗S定定川A書信紅し島崎色色抗開色択t照胞IEilIOm包色色凶色市1{{{YY 1仰民00MR54RYYY FMfRk附

間選 IHf 

l! 1002 杯底部
楠位ナデ， 事出判}ι立立rケケケズ7ズリ'1 ロクロ [o[転糸υ'JI)

偶隅伎位十ナテデ 慣品傾ケ貧位位位ズそt争lJT rtてzEruリリ咋 7oLu_]伝均仕切 j 

口クロ *1"き 怜選 良H企f

I ! S 1 002 型軽 口吉E 楠{立ナテ，
楠摘みみ ittiifffrよj 

{曜かに砂粒古t;

5 ! S 1山2 殺Ll ffI¥ 憤i立ナデ。 情紘一←テ {噴カに帥粒古L n 

fi [5 I削2 E聖 U 部 横[i):ナテ，縦i立ケス '1 惜i立ナテ

[t手irf主z 
f置かに砂粒古む n 

[ S 1 002 現口部 惜i主ナデ，縦位ケて '1 描(立サデ 判位ケコピリ 持率立を古む 良

R I S 1臥12 !l!口部 際位ナデ，科位ケズリ 陣Ij!:サ子.制{在ケズリ 間カに砂粒含む n 

9 I S 1 002 現口部 情位十デ，地['Lヤズ '1 構i立十デ摘位ケ

描E空灰武前隠色段色({(l1U010Y1Y RH it eFFiii} j ) 

怖僅僚F置かカかか 勧EEE，'，純飢，stn 含苛fFzrむむむむ
1112 1 ミ10151002 議口 fft 備位ナデ，科l古ケズ '1 楠{lL+デ，情i立ケズ"

11 [510附2 議口 備校ナデ。縦依ケズリ 横[，1:ナテ。従ケズ '1 楠み l二げft

12 I S 1 002 喪口 ff~ 備位ナテマ判位ケズリ 憤{立ナデ。縦位ケズリ 摘みJ:Jffl iHt慌色(IOYR%i 

a2段a 九.1 
13 [ 51 002 議 IJ 部 備i立ナテ，ネ!i立ケズ '1 情L1ナテ

|府摘みFiゃげE法

にa仁仁にEJ川品山色健山医げ崎賞拘色間置5砲色E{yM{1郎臥770aY551防0YYR} YVNRRH叫i.!":Ii

陣聞iivかか手立ににを砂砂f守粒粒む古苫Lじ14 [ S I 002 喪口部 (15，11 

何街馳耐ザ地伎ズ十げ円リげデ 縦雌帥位日ケァズズlllpl l 

摘{立十デ.縦i立ケてリ

15 ! S 1 002 議口部 (18，7) 構I立ナテ，挺i立ナテ

16 [ S J 002 襲口部 ¥11.21 
構十楠デグ立ナサテテ 可 制位ナデ

|楠ム lげ法

[f慨f革喧かかかににiニ砂e俳b校H粒含在古むL む 且jJE l 17 ! S I 002 E翌日部 間ム iやげ法

IR [ 5 J加2 愛.~ fl~ 摘んいず法
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第53表 S 1006住居跡観察表

S 1001住居跡
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lllY RJ<i 11i'，初色 1向性'1'ロ ム1;¥:多く iJ;t.人
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lい1)パ1γ，1只ミ?九1〆11(1W!色 i}i'It'IJ lmmf，')交のノ、ミスバz かに ilL入 j)~ fti勾 M~ < (i(iかに Otへ

WY 尚色村i'l'I::)']従 1.- mmf'，:伎のハ:ア、 (il'カに dLへロ ムj: if~ilL人

lOi' IZ 汗!li'l初色村ilt大仇 L.?fr'n:‘にUL人

13. Hο) 、Yl日t夫μ1 r弘約k品;色 h村村J山liI'引'1や|

lO Y H % II)J 色村1"1:大ローム IVI

Y H.;ずに山い，JJ;m色村i十'Uj¥]焼l.I(iI

~). ]UY H.% 1I('f出色村i'l'I，'I' 1.壬1mmf'，'伎のμ ミア、{午かに (JLへ

10 ゅ YI只~刃%可; 1川lり川j川j尚 む 1仙，1山什川川げi下パげ'1'れl'
1l. R% r川9川)，，]よAか;1初!お4色色， 11μ仙li'l"'似i七引ω，) )仇点tιt…1 一!府I百fノ、ぺミ

1

・5
2!
 
[
 

か，'1'，::1こなかった

307 



A 
~ 

。
l弘

。一一一一

⑩ D 

? 

G 

¥ I ¥1 

---， \\~q ， 

I t f ， 

kミぜ ∞ a 田

一一一ーで〉

第57図 S 1 006住居跡

- 308-



宅手
EG-一一

C 
ら一一一回

E G--

一--DF

/ 

/ 

/ 

一一-DF

第58図 S 1 006住居跡カマド

309 

D 
一一一-D



({ ~ (( {{ 
I 6 l--r 

4 7 

10 11 

13 

第59図 S 1 006住居跡出土遺物(1) 



第56表 S 10091:主屠跡観察表

(jl-~64 

S 1009住居跡
13， 14， 48 

検 I'" I)(~ 10 G， 11 G， 10 1-1， 11 H 

ヰミ 民 i年i 市 ~~('~ jヒ 思

院長 3.641T1 .77111 :3.94m 11 .52111 

~l字ュ 詰 9.6~25.0clll 1. 7~49.8cl11 5.9cm 47. .6cm 

同j持IIJM 5~29.0clll lO.O~25.()仁川

ブ{ゴNj，iけ本 5. 9.0 CI11 りア ~10.5(， 111

.48m' 

主 ililliゾ f立 N--9ど 、N ! II:~ 態| !日

l 1OYR%忠 褐 Wí'/"UJ~J ~U京干í 1j{f f壬1~ 5 rnmfnI工のノ fミス多に含む
f
山
〉 lOY H%  IIÎ~褐色村i↑~t ~J~J 子 Ll;~\ 日叶ふに有バミス il~ 入するが 1 f')，に多くはない

3 10Y H%  11古褐色村山1:大.jL隙有ノ f ミス i~[{ く fi(j: かに ;l~ 人

4 lOYH  11前島色キIjî'I"!:~Yj 子 Llí京大ノぐミス始ど il!: じえない

f!~ 
3 10'{ H封黒褐色中川

6 lOY RJi黒 色 iiuカミに宇11iJlf[孔|述少なく比較的しまっている

ア 10Y H 白色村Iギ占質孔I;ril大炭化物jit入量多

8 10Y R対褐色干i1ri¥lií~[ 孔 1;京大

9 lOY R，%同色 frli 賀子し121大 M人物はなく JtJn
10. lOY R光掲色村itl二大孔1;京大出入物なし初期jの型il)1出

W~ 
PIJ怪は斜面jになっているため，はっきりとは検山で なか勺た。

床面にわlする傾斜は95
0

~ 107 .5
0

の範IHIにある。

同 i 1j2z j 京監と f'};Jw~mÎ[二見ら h るが， f也は杉tt]~\ できなかった

ド 83X 3.1:1じ段匹i~tt 1) 

P2118X106 24.1 ~ヒ見守京市:1)

ピ、ノ P347X51 11.1南東山

iコ<1 46.5 70 19.6 P:dEill!lJ 

F¥ 37 11.3 中央付，i!i

{立法 i旦j11，:i' _1ヒ'&r1) 

l 10Y H%  IIfi同色中Ili性別.jU京大 ミス若二|二 ~~l( ?lS 入!笠六 1)~{'<1 ~L とc!J-ê ;ìill

力
つ 7，5 Y R IlfH!ll色 Fl1ittWiイな子LI;h'l1よりち少ない地二l'.れ・炭化物品i入

:3. . 5 Y R .~1 II{~ 尚色料î'l't:Wì右r .jLl泊五;焼土ブ口、ノグが{ii仁1)JJf~ (" 

10Y R対同 色 *I~ttj( .jU京小怪~ 10mmf1~，!支のブロノク :1k: (7) t11l t?:\ 色:t.'i:)\í:ニ1'.か多く ;l~ 人

松
イ21j 泣天井古I~に H1lj られたもlI土 rr;?ìiil 法二1:

ー、フ 5 Y H%  ))M/i~ 色 Nît!:大孔 líJj'i小 JStj'.I\\~;

lOYHK掲 色 l'，litt大孔Fトl、fft褐色…上フ、、ロ tノク :1えに ilL入

i lO'{ H汽!}，¥ 色 Wi'lグ!とYJ:rLli京大炭化物ミミスf'i'1二;itilt入 otH;.¥色 1:い出か 1Li入

8 lOYR対間 色:h'i'J'lt大孔Vhlノトカマド l'lliFiI;に用いられたもljIこ

10 Y R%  111f褐色ギ，1i'lt大孔聞大ボソボ、/している

ト111の部分の'G;A'1として河原石が使用されている。

ま た 玄関lと，官、わiLるかiJ!立正iも1女tl11さhlニ。

]主よ マド右 rlll 北jl1IJ に半完 I\'} の土 illjj{'~Fd\ 十

この遺跡1:11この住居跡のカマドだけカミ西ril]きである c

fiffj 三i吉 せ六内に検出された lí~~ は床 Wíから 5 ~ 10cm f'{!主上位の r<1ト~):11のものである

炭化村は壁lHlJから竪穴1.1:1央に rIIJ て傾斜しており， 3層及び4崩!日jに怜IL¥される
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J品"Giザ11 ，! i." u.1 iJ， (1m) 
rIU:J!包山 務庁ilfll¥ 1立 Ur主 体{圭マI庇径 器科

23h t5UR I1 剛哨附 } 容援聾 口 日 刷t細結全部商品 川1.2方 11.0 I i lO.O 
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第60図 S 1 006住底跡出土遺物(2)

第55表 S i 006住属跡出土遺物(2)

惜品立一ケ一!ズ耐一')一住一 (J也一椴主一)一jケt一f丈一一tj ihl 成 !日 1 ii 色 調

情t占ーナデ. i外11立 摘み 上げ法に』い総 (5YR!if) 

腕 f同日1) 帆備制慣討位位紘十十ケ山デチてズη" の仙糊うケだ1叩ズ) 川川|輸aaJFム"上tHJげf訣法法 版配偶色抑f 
憤{占ナテ守備{立科料{{立立ケ‘縦ズi立jケスり に山い慌

8摘14{1占立ナケテズ。リ 街{立 1亮補色 1 
摘みLli法成前掲色 (IUYR%) 

世恒l一恥械三寸;.竺法法長 山臨{川附縦砂6b!r{正A立 備iウケズ 1) i H'r.J"，J:(ttR! ;主ttim(lUY R%l 

ケズリ i主武t百 号ず)

再現{立ケヌぐり砂庇 幸UIよれ1;)ケズ I} によL亀首将

[l111111き53EHi 恨みLlfi土武版 12.5i'!'i)
摘み上げ法 f町f/(12.5Y jf¥ 

4 

10cm 

肝 焼成

{革かに砂粒含む H 

砂粒[骨かに含む I14 4 

{笹かに砂粒古む

f最かに砂校含む 良

砂軌を僅かに古む 良

儲かに砂粒を含む H 

砂粒を含む 良

極((生かに砂純含む

極 (f革かに砂校合む
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第64図 S 1 009住居跡出土遺物(2)

第58表 S 1009住居跡出土遺物 (2)

P30l→ 

仁三P
'ー
，、、‘

'、，、、、 I、 ，
、，、、

。

3 

5cm 

1 ~ 3 mm程の砂粒が多く浪入されており， 調整の際，殊に器外部体部以下では移しい砂粒移動

の痕跡が認められる。 また， この痕跡によれば体部の調整は上→下または下→上のように一定

せず， 箇所毎にその方向が違っかまたは工具の往復運動によっているようである。成形は器外

面の調整が粗いため比較的よく観察できるが， 幅25~35mm程度の粘土帯を重ね合せた積み上げ

法によっている。

須恵器査は口減部が小さく， 長頭、のものである。体部は球形に近い形となる。第10号， 第11

に1

7， 第14号， 第19号住居跡出土資料とも器高が20~30cm程度，体径20cm未満と J思われ， 比較的

小形のものである。

唯一口i議部から底部まで復元し得た第10号住居跡出土の資料によれば， 口縁部は直立気味に

立ち上り， 頭部との関に屈曲部をもっ。頚部はやや外傾しており，体部との境には細い経帯が

めぐる。体部は殆ど球形であり，体部の中位に最大径をもっ。底部はやや上げ底の形態をとる。

成形・調整はロクロ水挽き法によるが，体部の中程から底部にかけて縦位のケズリ調整が行

われる例もある。 また頚部に線刻の施された例もある。→P323

- 316 



第59表 S 1010住居跡観察表

S 1010住居跡
65守 66，67， 69-75 

15， 16， 17， '18-52 

い
州
刊

r
i
-

J
2
 

2
1
 

』
一 R号

5.59 rn 5.75m 

5cITl 

41.0-77.9clTl 

11.0-32.5cm 

/1予

1 . 10Y RJ~ IILf褐色粘性有しま 1)有 10YR%  !W~品色二lニフロ y ク :1たに iJt 入炭化物焼二1-. {~:~I二 iLi入ノ J

ミス全体に認められる。

2. 10 Y R ;l{褐色 *r~tlこ有しま 1) 有 10Y R対抗悩色土ブロノク状に混入炭化物部分的に・ T';l~ 入ノ￡

ミス全体に認められる。

3. 10Y R%  fI音半島色 *r1i'I"I:1iしまり有ノ fミス3C-40%出入炭化物jii入
4. lOY R){ 11部品色村i性有しまり有パミス多量に il~ 入

R%褐色二仁ii4入

ノぐミス多に出入

褐色二1:40%出入

lij~ 'J];f&~ 色 ):;'é土(*¥，:・塊)成化物等多誌に(ii入
ロイ

同
二位 iすべての {j左前iに検出された。!司構内には堅1'1が炭化した状態で立てられたまま検出されている

Wl I各問に柱穴と忠われるピ υノトが1Wti:lされた。その他の間前内のヒ、ソトは樫1'1を立てたものと忠われるつ

iコ129X32X56.4南西間柱穴

P2 12X31.5X57.3北西間柱穴
トi

P:1 26X35X51.6北京1I尚柱穴

F¥ 28X30X54.5南京間柱穴

1竺I~巴空白
1 . 10Y R%時褐色村i性弱さらさらしている極少の小石及び極ノトの亦掲色焼ゴニ粒がi比へ

10Y R%武褐色土僅かに iLl入炭化物出入

カ 2. 10Y R){ U{Ír品色桁Itl:~J可 5YR汗 H古亦褐色J:YL:I: 5 Y li.% rリJ;JJ;褐色焼土(ともに怪 2mm-30mrnか

たくてもろい)等が多量に出入

3. 10Y R% I出偶色桁1"1:有しま 1)有 炭 化 物 2%ij~人亦褐色焼二十~t\'，:10%出入

4. 10 Y R五県伺色1'r1i'J"ll:羽焼ゴ二粒/えび炭化物を含む

I 5. 10 Y R 7:í黒字母色料í'l空中焼二仁粒/えひ。炭化q~ を五千台「む
詑 ~t. I 

16.2.5YR元明赤褐色中川t~)可非常に柔かい 7.5YR% 時色(粘性羽柔かい )ID%出入 10Y H.% fJtJ褐
色二1:.20%出入全{本にしまり無炭化物出入

7. 5 Y R%明元];、褐色非常にかたいがもろい

8. 5 Y R克明赤褐色非常にかたいがもろい

g. 5 Y R苅赤褐色 'h1itl:1lしま 1)有(粘土が熱を受けることにより変色)

ド 1 1O.5YR;Y{にぶい亦褐色料i性有しま 1)有 能 1mm-3 mmの亦褐色焼二l二粒を微かに含む

11. 5 Y R対赤褐色中r'i'!"[:有しま 1)有熱を受けてキr1i土が変色したもの

られた同じく河原石がそれそれ検出された。

炭化した米が{こt)JI}泌:H~ lIl IJ にとくに南東líIJ~f，LìEi:より多量
たり長村も墜に立てかけてある状態のものや床面iなどより炭

している ο 土rw器片ゃなiJi(llii片なども多数出土している。

fニ。

~-ノ山仁I 問~d- ~Ip 'J I.I.'日ムザJ' ノ\....1，/....0) 0 品/._/./マドの 'h~\.ì主部が第 号住開を切っている。焼失のためと忠

1ii1i :Jj'1われる焼j二や炭化物・炭化村などが床全泊iに見られる。また石も多数認められ，その大部分が熱を交けて

もろくなっている。
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ら，jLなカミった

p， 78X114x4:3.0 _1じ !1~i IllJ Mであるかは不1111て"zhるが，焼土が;:g::1幻こ人づており.ゴ:.{{~f J [J' (ご1..r:iliP.:i.;ì'(_Tι おれも tH~I'_ し

ている。

コーナーのピノト:lkのものではっきりピノ トと認められるものはうかうた。

/:，kfilIから多数JJ:1iり込みが怜tl¥されたが， ピソトであると認められるものは怜出きれなかった c

間百 1)

10Y Ft ，%'前掲色村íl生 ~rtt しまり強天井{郊のギ!1_Îこ仁焼 i二{争かに j].t 人

10Y H対褐色粘性強しまり強ノすミス15%出入

lOYH 黒裕色仙性行しま 1)むハミス1() ~!"，炭化物 1 :弘 ~g入

2.5 Y H対ぶ尚色村'l'UJ百出くてもろい続二1:

lりYH% IIjy渇色抗lit七強しまり有品:尚色焼上 59'b泌人

10Y R.% に，，;~' ~、皮下(:\色村ilt~rtt しまり千「やわらかい

lりYE7fIJ{'ftお色料i'lセイf しまり IJ!íl ノすミス 40%j!J;f~) 色ニ1:.1 %iJ~入

10 Y !-d1 lIiH51色村jtl有しまり 1rtllOY R;:，{， rK¥色二IAO九ノV ミス σiii入

日 Y R;!i '}J、出色村性千Jしま 1)強 lOYR7f 11高尚色ニI:AO%ü~ 人

10， 10Y R万羽 色村í'I'11rtt しまり強亦悩色九U:40%il~入

11， 5 Y R % IJ{¥褐色村itl:.';訟やわらかい i列介〈潟色焼:仁10%ilよ入

1~. Y R%  1り]亦間色 1L'ljなしひじようにi泣くさらさらしているにぶいf&¥色 1:を少む焼jニ

1:1， 7.5Y HM初 色1'ii性強しまり羽やわらかい

l ト，1. 1οRH lIi:;市符潟号色 宇[1i'J'

i日 1刊OYH;'i ç，烈ι鳩めi古H色〔弘~ j:[引村、}仇[1出l;-j'悦性1::右有白釘A ペ'Jわ〉らカか3べL、涜亦f褐色均好焼土 1も料利元千山liニ土i上:主杭(筒手O.5-3，()恥f川m川)を4以(

l凶6. J刊OYH 烈tι1渇色 も粘lit竹性[:有 しま}り)千ゐr11防iザ市:斉f必亦J禍色焼二土i仁:3却OIJ/"炭{化ヒ物 5合{泌j比iへ
17， lOY rC!1同 色村市:偵しまり有明iJ日間色佼一一1:含む

カマドグj納ーのrJLiii¥lJがごキ サ tU~: によゥて切られているカヴトP の )1111えび夫 )J二郎のあli+の伐 (f状汎は良好てμあったっ

カマド東jHl]にある火についてはずH~:í等不 111] 0

仙の部分の'G'材として河原1-1が使間されていた。カマ 1.内及び周辺から 1-.淀川多<IIH土。

マド内及びその問氾より;r(_TJ;r，if)'t・こ仁川総);など多数t'LI=1こしている

す]

ウ
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第66図 S 1 010住居跡炭化物、炭化材出土状態

る。このうちトチノ実は第 6
植物遺存体としてはトチノ実，米，

採取され，茅は第19住居跡，他の米，

されている。いづれも炭化した状態である。

出
入

1

、

z

ホし

おける炭化米， 炭化村の出土状況を示したものである。炭化

米及び立類は住居跡の北東隅に広く分布した状態で検出されているが，このうち炭化米につい

ては，曲物に入った状態，おにぎり状に国結した状態で検出されたものもある。また稲藁によ

ると思われる迩状製品も 1ヶ所から検出されている。

第75[Z]1・2は曲物に入った状態の炭化米である。どちらも同ーの曲物の断片と思われるが，

推定すれば怪30cm程になると思われ，残存高は最大で10.3cmをiWJる。底板は殆ど欠落している



S 1012住居跡観察表第61表

S 1012住居跡

7U 6 U噌T， 6 '1'， 出;出
'
叫
山
八

ι庁
l

お半
一ー

壁 2.36111 

オヒ号芝

円 r0
.:: . ~J.:S 111 

↑
判
廿り主

2.40m 

号ま

:2.37111 

1長

長法

4.0~ 17 .4cm 8.0~20 .1cllI 4 .O~ 10. 7cm 15 . 3 ~ 23 . 1 CIll 

JF~ 方

孔臨小ノfミス多量に含む

孔l話小赤褐色焼土を部分的に僅かに含む
10YRJ{ fI音掲色粘性あり

10Y Rj{褐色粘性あり

ノfミスフー口、ソク

10Y R.%黒褐色粘性あり

10Y RJ{暗褐色粘性あり

ー
ょ
っ
中
円
ベ
U

A

告

に

U

ご仁君主

干しr;京中ノ fミス僅かに出入

孔隙ノトノ fミス多量にjil入

床面に対する傾斜は94~126
0

の範囲にある

1.5YRYs赤褐邑焼土粘性強しま 1]有

2. 10Y R:巧黒褐色村l性有しま 1)有赤褐色焼士桂かに混入

3. 10Y R封黒褐色粘性強しま 1)強赤褐色焼土炭化物出入

4. 10YR.~i 褐色粘性強しま 1) 有亦褐色焼土混入

5. 10Y R .%' A音褐色粘性有しま 1)有 oH'./i&色焼土塊及び炭化物iil入

6.5YRYs赤褐色焼土中古|生有しまり有

7， 10YR.%'掲色粘性有しまり有赤褐色焼土混入

j二覆

カ

-> γ 

袖吉liOJ芯村として河田(石が使用きれている。保存状態はあまり良好とはいえず，制l のr']~うfの粘土ー

などはほとんど認めることはできなかった。

この住居跡は第15号土」肢を切っている c また第10号住肘閥、のカマド七lJ(j立部にょうて北E主を切られ

てし、る。
持{必

]
ポ
巾1
 

S K(f)033土境観察表

S K(f)033土境

績出区 6 T 規模・形態 100 x 72cm .1青ド-JJI会

lOOclll 出i 干Ci 0，67m' 

確認 ;1犬 j兄
第12号住居跡東南関に接して確認された。

開口部は僅かに第12号住居跡によって切られている。

翠 時褐色ニi二のはほ 1層であるの炭化物が比較的多く混入している。

A
せ

第62表
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第69図 S 1 010住患跡出土遺物

第70国 S 1 010住思跡出土遺物(1) 

第63表 S I 010住居跡出土遺物(1)
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第71図 S 010 

第64表 S 1010住居跡出土遺物



第72図 S 1 010住居跡出土遺物(3)

第65表 S I 010住居跡出土遺物(3)
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第73図 S 1 010 {主居跡出土遺物(4)

第66表 S I 010住居跡出土遺物件)
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第74図 S 1 010住居跡出土遺物(石器、鉄器)

第68表 S 1010住居跡出土遺物(石器)
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lOcm 

第75図 S 1 010住嵐跡出土遺物(炭化物)
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第78国 S 1 011住居跡出土遺物(2)
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第72表 S 1011住居跡出土遺物(3)

第73表 S 1011住居跡出土遺物(鉄器)

第79図 S 1 011住居跡出土遺物(3) 
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第80図 SK (F) 033土境出土遺物

第74表 S K(F)033土壊出土遺物
g調 ~t 血

ー
ム
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ド5

の
け
川

μ/;

にぷい 捻色(5 Y R7，~) I制止を含む

第75表 S K(F) 033土壌出土遺物(石器)

円
六
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第76表 S 1014住居跡観察表

J帝国 81-89 
S 1014住居跡

図版 19， 55， 56， 57 

4実 10J， 11 J， 10K， 11K 

東 活再 西 壁 南 日一宇ー jヒ 壁

法 壁長 4.48m 4.51111 5.02111 4.65111 

壁高 35.8-86.2cm 7 .4-5l. 7cm 13.3-27.9cm 63.5-84.7cm 

周溝11届 8.0-17.0cm 9.5-26.0cm 9.5-18.5cm 11.0-17.5cm 

軍Eヨ 周溝;?菜 11 . 3 -28 .Ocm 12.1-26. 9cm 13.3-25.1cl11 16.4-29.7cll1 

面積 21.03m' 

主 jl!由方位 N-6.5
0

-E  

1 10Y RM黒褐色粘性中孔隙小ノぐミス殆ど含まない

2. 10Y R%暗褐色粘性弱孔i環大ノfミスを最も多く含む

3 10Y RX暗褐色粘性弱孔隙大ノfミスを多く含む

4. 10Y RX  u音褐色粘性中孔1)京中ノfミス極く健かに含むロームが混入している

5 . 10Y R.%'掲 色粘性ヰ1 孔隙中ノfミス極く僅かに含むロームが混入している

6. 10Y RYz黒褐色粘性中孔隙小ノぐミス極く僅かに含む

覆 土 7. 10Y R%暗褐色粘性中孔隙小ノfミス極く僅かに含む

8 10Y R.%'褐 色粘性中孔i掠小ノすミス殆ど含まないロームが混入している

9.10YR.%褐色粘性強孔l涜小粘土層

10. 7 .5Y R.%褐色粘性弱孔l環小かたくしまっている焼土

11. 10Y R.%黒褐色粘性中孔隙小ノfミス殆ど含まない

12. 10Y R.%黒褐色粘性中孔隙中細砂粒を含む

13. 10Y R.%黒褐色粘性弱孔i掠大ノfミスの混入が著しい

后一字一 床面に対する傾斜は93-111
0

の範囲にある

床 住居社北東側を中心として火床が広がっている

間 溝 すべての辺より検出された他の住居土JJ:と比較して深くなっている

ピ
柱穴と思われる Pitの検出はできなかった。周構内の白地は壁材を立てかけたあとでは、、j

ないかと思われる。

位;置 南壁西寄り

カ
l 10Y RM黒褐色粘性中孔隙小焼土粒極く僅かに混入径 3-5 mmのパミス混入

1M 
2. 10Y RX  s部品色粘性強孔隙小煙道部においては焼土粒の混入が見られる

3. 7.5Y R.%褐色粘性中孔隙小焼土層

て7 4. 10Y R対褐色粘性強孔|諜小口

袖部の;目、;1"， また天井部の芯材としてそれぞれの向原おが用いられる。支脚として河原

石の上に土師器の装の底部を伏せて乗せて使用していた。煙道は短く約 1m程しかない。

カマド全体としては，焼土及び炭化物の確認は極く僅かにすぎないが，土器が非常に多

く出土している。

]‘三主ド主ー :助 カマドの付近及ぴ内外から多数出土している
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第82図 S 014住居跡カマド
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第83図 S 1 014住居跡出土遺物(1) 
10cm 

第77表 S 1014住農跡出土遺物(1)



第84図 S 1 014住居跡出土遺物(2)

第78表 S ! 014住農跡出土漬物
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第85図 S 1 014住居跡出土遺物(3)

第79表 S I 014住居跡出土遺物(3)
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第86図 S 1 014住居跡出土遺物(4)

第80表 S I 014住居跡出土遺物(4)

!i{iL31 iJ2 主;一 (Cfl11 rlf，~j 地文)

ifr]'~ 
IIJ こU:lÍl点 ~ffll.~ I 1;1; Ijl(: 11'; IE.出i

ul壬 {本径 !な I m;:Ji~:î 外 1M 1 1句 liii

1 S 1 O].l I ! 111 m; ¥ 10.61 
縦i立ケ '1 十 T j立'orHr

i'i，かに目合トVをよ「む n 
水禁痕 h'i:み l二l十iJ二 11υYR.S一31 

ζ') S 1 0}4 底 部 9.li 
仰後1: リ lこ

{革かに時下立を ~-tむ n 
ケズ 1)で品目，I:th w み Llti'i~い7 .5Y RJーjJ 

ο a S 1 014 I 111I"iifli-1な在日 10.:' 
;[.Ii立ケ 7:リ ナプ、リ1 泌氏色

ケア、:'1 み j'.I'ntI .5 Y R ."1 ) 

14 I IIJHHli-底部 (11.2) *!;tiii，ケ 7:'1 ケ7:')
lこ、

人 1'，げ法 5 Y H J/一1) 
{主か{ニ砂粒を! n 

H ヨ~ I 111砧li-成音1; 9.8 ケフ:1/ ケブ:1/ fUみ jげ11ミIにJ代、t.t.b色
17 .5Y H%I 
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第87図 S 1 014住居跡出土遺物(5)。 10cm 

S 1014住居跡出土遺物価)
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第88図 S 1 014住居跡出土遺物(石器)(1) 

第82表 S 1014住居跡出土遺物(お器)
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第89図 S 1 014住居跡出土遺物(石器、鉄器)(2) 

第84表 5 I 014i主麗跡出土遺物(鉄器)
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第85表 S 1015住居跡観察表

検出区 111M，11N， 12M， 12N 

東 壁

法 i壁長 3.71m 

軍高 28.0-45 . 5cm 

量 I1司j背j菜

而積 9伽

1. 1刊OYR7~ 黒褐色粘性弱孔ド陥京d小、根による J悦ず党t乱ノ七ミス i混見入量極〈僅カか斗

2. 10Y RM黒褐色柏市5Jffi[孔!涼ノト径 5-10mm程度のjí~~が出入するノミミス混入量極

く僅か

3. 10Y R73'黒褐色梢粘質孔1;京大ノぐミス多く出入

4. 10Y R%  [1音褐色相粘質孔隙大ノぐミス多く混入住 3mrn以との大きな粒のものが

夜 土! 自立つ

5. 10Y RM 暗褐色梢粘質孔I;j}'l中ノ fミス量最も多い径 1mm以下の*IIIかなものが主

をなす

6. 10Y R73'黒褐色粘性弱孔隙小ノぐミス殆ど混入しない

7 . 10Y R%黒褐色粘性大孔路大炭化物層を含むパミス混入なし

8. 10Y R~~ 褐 色粘性極大孔陥小径10mm位のロームブ口、ソク炭化物粒を含む

12 0 の範間にある

国

ピ るかは不明この内より多数の土前i器片-ーが出土している

カ

し、 fこ

349 
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第百l図 S 1 015住居跡出土遺物

第86表 S I 015住居跡出土遺物

。 10cm 



第87表 51016住居跡観察表

検出区 8 0， 8-N 

東 壁 西 liま

法 壁長 2.87m 3.05111 3.86111 3.G3m 

壁高 40.8-62.2crn 13 . 7 -44 . 7 crn 

-16cm 

6.3cm 

JIラ

開ヲ

干主主

賞褐色ギI~性強パ】ミスを多量に含む部分が)国内に点在している
粘性弱径 1111m程度のパミスを多く含むローム粒多く含む
粘性中ノぐミスほとんど混入しない

南控の一部は溝によって切られているため検出できなかった
床面に対する角度は96.5

0

-106
0

の範囲にある
后:宇
一

床 多数の掘り込みが認められたが何であるかは不明

西壁の南側半分と南壁の西隅にわずかに見られるだけである。 fむのm1には検出すること溝|
が出来なかった。

Pl 19.5X22X41.2南西間柱穴

Pz 17X25.5X25.5西壁中央付近柱穴

P3 24 X 27 X 31.1北西偶柱穴

P4 22 X 31 X 36.3北東間柱穴

I P5 18X18X6.8東壁中央付近柱穴

P6 25X26X34.2南東隅柱穴

一時i壁 間寄り

周

ピット

1 . 10Y RU暗褐色粘性弱焼土粒多量に混入
2. 2.5Y RYs明赤褐色粘性弱在 1-10ml11程度の焼土粒を多く含む焼土層
3. 10Y H%黄褐色粘性弱ノfミス・ローム粒多く混入
4 . 10Y RJ-{褐 色粘性強粘土質ノfミス多少含む

マ I'~ I 5. 10 Y H U 1埼褐色粘性中焼土粒を多く含む

6. 10Y RU n音褐色粘性中焼土粒パミス多量に含む
7 . 10Y RU時褐色粘性強ノfミス含まない

ド I8. 10Y RJ-{褐色粘性中径0.5-1rnm程度のパミス多量に含む

袖の部分の芯村として河原石が用いられている

その他数点出二!こしている

遺物

1im 考!この{主居跡は溝跡、によって切られている。なお，この溝が何であるかは不明である。
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第89表 S 1017住居跡観察表

S 1017住居跡
1~1 J:hi 

検出区 12-0， 13-0， 12-P， 13-P 

~l~ 西 g足 lsH 
ーiじ ~ít 

法 1:主長 3 :3.46111 3.63111 3.59m 

ゴu辛 I~百γ1 67. 1 -74. 9C111 14 .4cm :39 . 1 -49. Ocrn 19. :3 -57. 8crn 

同 il，~IIJu\ 5.0-17.0crn 

6.9-12.3cl11 

市i 13.54m' 

主 n!lh万{立 N-2.5
0 

E 形態| If: 

1 10 Y R Yzよ巳褐色*占性ヰl 子 LI~ht 小大小のノ\、ミスー IÍfî に j11 入

2 10Y R%  11奇掲色 *M空中全体にしまっているパミスを含む僅かに炭化物iLi入

3. 2.5 Y対オ 1)ーブ褐色ノ£ミス塊

4 10Y R7:i黒褐色中llj性強硬くしまっている

5 10YH){ 時褐色判l性強ローム層

'f'Sl_ 6 10Y R){ 11日目色粘性強ノ V ミスizt入少

7 10Y RYz ;~A褐色粘性強硬くしまづているハ3 ミス傾く佐かに出入

8 10Y R 対黒褐色 *l~性強孔路大

9 10YR;Y;褐色粘性強孔1;京小監と jLIl、わiLる

10. lOY R%黒褐色粘性強孔隙小

11. 10Y H3{黒色 *llj性強硬くしまっている

fl訂rlIに村ーする傾斜は105-116。の範IDIにある

!市 、{111211ミ rLL]控側にのみ憤tl:'rすることが出来た

lコ117 >< 24 X 12.7 ;1ヒ空主ヰl央H:il1:ね:穴と R~.I，わ).Lる

ピ、ノ {也の柱穴は検出することが出来なかった

床面中央のピ、ソトは何であるか不明である

{立;宣 南世間宮el)

10Y R){ U古褐色粘性弱孔|却下)1 ノぐミスを含む

2 10YH){ Il音褐色ギl~i性羽孔限 rlJ ノずミスを含む 10Y H%  !1'l1'iß 色 ~U';，:を 10?bf立含む

カ
:3. 7.5 Y R対褐 色 *llj性中孔陥小焼土t~: を多量に含む

4 5YR% 赤褐色I'llj性羽孔i涼小非常に附くしまづている焼二!こ層

b 10Y R%' 11自褐色キllj'l~f~ r:ll孔|涼小パミス甑く陀かに含む 10YR対褐色土の出入が見られる

6 10Y H72 黒褐色1'ti性仁11 :fし|涼小ノ可ミス極く{草かに含む

認ごL 7 10Y R%  [j斉褐色 ní'ltl~ 中子LI涼ノト

】 d、ア 8 lOY R，%黒褐色キ8N:1ド孔i涼小川t土1::r:多量に出入

9 10Y R対褐 色 Wît'-t強孔i涼小がけ二を含む ')31iJ亘ff[j形成 j~ と二考えられる

10. 7.5Y H7:i極日前島色中lli性 111:tL院小焼土粒・ロームを含む開辺部形成土と巧一えられる

11. lOY R;l{褐 色粘性弱孔陥小 lOYH%  =t1t褐色土を40%位含む

12. 10Y H;l{褐色粘性別孔隙大径 1- 2111m(T)パミス多量にiLi入

13. 10Y H%黒褐色粘'1':'1:"11 孔li京小径 2- 3 111mのパミス砕かに含む

相|の部分のLG;村ーとして河原石が世間されている。また支Il~J と忠われる向原石も検出されたわカ7

ド部分全{本の夜二仁をけずりすぎて煙道部をしっかり検出することができなかった 'J~lt 出孔の部分

り土mli昔日が出ー i二している。またカマド付近より炭化物が広 íf(~ltHに杭 11\ された。

自III 二考
北京間より毘恨に使用したと忠われる，カヤか何かの炭化したものが怜It¥されたっ

またその他にも床iliiより炭化1:;jなども認められたっ
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第88表 5 I 016住居跡出土遺物

バ
ハ
リ
ヤ
4

ハパハハリ
M
1
8

パハハ
H
U
γ
7

パパ
N
W
6

。

2 

10cm 
一一一__，

持包i
出土地出 器形 部位

法量 (om) 調 務(地主)
I主!日 色 調 飴 焼成番号

口径 I本径底径器高 外 面i 内 面I
1 51016 主翌 日紘~制部 17.2 償{立ナテ1 縦位，料位ケズリ 情{立ナデ，織{立，約位ナア IAみ iげ法 に~;: 1" 1 t在 (7.5YRJ1) i車力、 iニ砂杭含む lHI 
2 I 51016 畿 日桔~服部 20.0 情{立ナテ，縦f古，約i立ケヌ') 備fji:ナデ，隣1ιケズリ 1高み上げ法 に，.，i:ぃm (7.5Y H_?-{l I争かに仕b粒 :rも 良
3 I 51016 護 口被~制部 2.1.9 25.5 お7 29.3 術{立ナデ.縦{立ケズリ 俄横位位，ナ料テ~立十筒デfil:ケスリ 摘みt-Jf法|に~~;い賞段 110Y ilH) i圭lmmf'Il{.!)砂杭塾、吉む n 
" I 51016 諜口 t量 情{立十テ。糾{立ケフ-:1/ 摘み lニげ法 に.i:~ 、j武恒(lOYH?.，.) 肢かiこ砂1江主む

ト士5 I 51016 5連日 ~. 備i在ナテ 償fD:ナテ 被み i二If法 氏自 (i.5Y H~~) fli(1J'1三砂寄江主む
6 I 51016 斐口 結 術ケズ '1. 憤f，):サーテ

繍険iiL立十Iテげ，法II1f立ケヌ '1 

被み UHt に_，.ぃ武段(lOYR.H) 慌かI二砂粒苫む n 
7 I 51016 1望日 雄 横l立ナテ，縦{立ケズリ 摘み上げ法 にぷい尚色(7.5YRjjl 偽かlこ砂粒含む H 

し日 51016 E聖 縁 l構i主ナヂ、約位ケ :(I) 機{立ナデ，縦(在ケス') 繍J井上げ法 L~ l-'ti"惜(lIJ Y R%l 1聖か lこ6持続含む
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第90表 S I 017住居跡出土遺物

が，僅かに残づている部分の観察によれば厚さ 4mm以上はあるようである。側板は最も厚い箇

所で 7mmをおIJるか，これも残存状態は悪い。ただ 2の側紋には桜皮によると忠われる絞じ穴が

観察されるつ内部に充填している米は糊状のものによって間結されており， lR~板・底板と接し

た部分では，欠落した側板の痕跡がl明瞭に残っている。

3はおにぎり :1たに国結した炭化米である。最大径が65111111程あ 1)，最大厚は30111111をiWJる。中央

部がやや薄くなる。 1~3とも米は糊状のものにより回結しているのであるが，米が熱処理を

受けて飯の状態になったものかとも思える。

図版52中段右は稲葉によって編まれたと忠われる迷状の製品である。横に配した藁を!幅23111111

程の間隔で 2箇所 2 リ合わせている。この定状製品はその出土状態が炭化した板材

の上となっており，そのような板材・の上に敷カ通れたものか，若しくは周囲の炭化米や炭化豆類

の出土状況と合わせて考えて見て，本来i氏のような倒きをした製品であった可能性もある。

パラの状態て、出土した炭化米の総量はおよそ 8s，立類はおよそ 5e程度ある。炭化米の各

粒は殆ど大きさに変りはないが，豆類では大豆程の大きさのものから小豆程のものまで変化が

あり，何種類かj昆じっているように思える o --> P ::l6L! 



第91表 S 1018住居跡観察表

S 

検出区 13R， 13 S 

東 モ二
一

J
口
約 西 ftiI 高 壁 iヒ ~Î 

法 3.38m 
ハ門内

，j. (，1 m 3.78m 

7.0 -26 .0CI11 11 . 5 ~ :3 7 . 5cI11 24 . 0 ~ 63 . 5cIl1 

F守

主主

b. 5~ 12. Ocm 

1.0~ 6.0cl11 

主 iliUl方位 N-8
0

-W  

1.10YRl・%黒色粘性中孔|埠小佳 2~ 3 mmのパミス僅かに;14入
2.10YR%黒褐色粘性弱孔陥小径 4~ 5 mmのパミス 15~20% 含む炭化物も僅かに jil 入

3. 10Y R% 黒褐色粘性強全体にしまっている 20~25%のパミス出入

4. 10Y R%黒褐色粘性弱孔li京大，パミス?Jt入量多い

5. 2.5Y，%"黒褐色粘性弱全体が硬いパミス塊である

覆 土 16.10YR;liにぶい黄褐色 *o'l't強孔|涼小焼土及び炭化物僅かに混入

7. lOY R対赤褐色粘性11]子Lliiii小焼土

8. 10Y R%黒褐色粘性弱孔li京大 2.5Y%寅褐色土を40~45%含む

9. 10Y R3{黒 色粘性強孔路大ノすミス混入量多い

10. 10Y RX  暗褐色粘性中孔隙中住居1止の援のくずれたものと思う

11. 10Y R対褐色粘性羽孔隙大炭化物及び焼土を含む

て7

!J 

ローム粒多量にi1~入

は河原石が使われていた。また天井二部のそ1，支脚などの河原石も検出された。

よって検出できなかったが，芯村としての河原王子は残っていた。

しかない。

?ド周辺に集 rll しているの左袖より北側約80~130cI11の範囲に-jliil体分つぷ

ぶれて出土している。またi時代は なるが，磨製石斧が-11/ilLU土した。
、←'1土
JJJ. 

一一

J"“代{
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第93表 S 1018住居跡出土遺物(石器)

て二コ 。 5cm 

第 101図 S 1 018住居跡出土遺物(石器)

P359→ 

鉄器は，所謂穂摘呉とされている製品，鉄鉱，欽斧，小万等が出土している。その他使用j去

の判然としない鉄製品も何例か出土している。

石器としては砥石があげられる。殆どが角柱状に研磨された砥面をもつが，第14号住居跡出

土例のように楕円形の蔚平な自然燥の表裏面，両側面に僅かに砥面としての使用面を残すもの

がある。角柱状に整った砥石も本来はこのような比較的軟質の石 使用以前の怒形を行

わずに砥石として用いられた結果出来た可能性を示唆する資料である。

その他，平安時代の住居跡内から磨製石斧の出土例もある。どの例も にj!I¥，"' Lコ

しており，簡単に混入したとは言い切れない。欽斧は 1例のみである

ため，鉄斧の代用として磨製石斧を使用した可能性もあながち いように思える。
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fuベ
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3.541ll ::¥ 50111 3.13m 3.83 nl 長
'rphz-

n
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u
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法

1ぷ.3~30. 7crn 10. ~37.1cll1 10.2~ 33.()~39.1c l1l 

() ~ 9 CI1l 5 ~ 7 crn 6 ~ 9 (‘m 5 ~ 9 CI1l 

3.5~9 .4 c ll1 5.9crn 3.8~9.8仁 rn1. 5~ 5.0cl11 
S五1

5土

ノ
ノf
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lOY R ;;1.\，間色村í'lj:小-iU京ノトノ V ミスを僅かに i~'- む
10Y R.3i虫 色粘性ノj、孔1;京I11 往 1ll1nl以!ーのバミスを含む少の炭化物を含む

10Y R 1ワF万ず忠 色 1半粘i江告I占hケ~'I性|
i誌lにニ もむ‘ 

10Y R % ，'~Ii\褐色中iitt小孔陥大任 1 ~ 111111のパミス塊

10 Y R .:Y; 11奇褐色ギ11i'/"'l:大子し同小径 1~ 2 (日lの {lをむロームが多量に含まれている

RK褐 色村1性ノj、-JL隙 111 任 1nll11).J下 の パ ミ ス 多 に 合 む

E 

l 
? 

巴コ

土1豆
4 
r 
J 

見られるが砕J~.î: I面は束隅に極〈僅か，東君主 rflílえび北 1:主面iは約半分ずつぐらいしか

った。

対する傾斜は 91. 5~10.10 の範間にある。

きわめて悪しはっきりとはJitめられなかうた。
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6. まとめ

案内III遺跡は，縄文時代の竪穴住居跡及ぴ土壌，平安時代の竪穴住居跡からなる複合遺跡で

ある。遺跡内での各時期毎の遺構の配置を見ると，縄文時代の住居跡は南側へ向う合地の縁辺

近くに構築され，同時代の土墳はその外i~ij に位置している。このような住居跡と

{系は縄文時代を通じて一般的に見られるが，県内では縄文時代前期の杉沢台遺跡，中期の大知i

台遺跡等に る。これらの遺跡では住居跡群は立地する台地の形状に即応して円形また

は弧状の配置をとり，土墳群はその外側を巡っている。一方本遺跡での平安時代の竪穴住居跡

の配置を見ると，縄文時代の住居跡とは異り方形である為に各々の住居跡に一定の方向性はあ

っても，住居跡群全体としては地形に応じての配置形態をとらずに台地のより内側の平担面を

利用して比較的雑然と構築されている感が強い。平安時代の竪穴住居跡49棟を検出した同じ鹿

角市内の歌内遺跡、でも台地全体の形状に照合して想定できる住居跡群の配置は地形に即応した

ものとはならないようである。本遺跡ではこのように縄文時代の遺構は地形に即応して台地の

より縁辺部に，平安時代の遺構は地形に影響されずに台地内部に構築されるという複合の仕方

をしている。同一台地内で平安時代の住居跡と縄文時代の住居跡が以上のような好対称を見せ

る遺跡としては北ノ林 1，北ノ林II遺跡、をあげることができる。

本遺跡の平安時代竪穴住居跡は焼失家屋と目されるものが多く，殊に第10号住居跡では移し

い炭化した遺材や米・豆等の植物遺存体が検出された。炭化した多くの遺材は向時代の住居の

構造，構築法を知る上で大きな参考資料となるように思える。また，米・豆等の植物遺存体が

かなりの量，一棟の住居跡内から出土したことは，この時代にこれらの植物がかなりの規模で

栽培されていた事を思わせる事実である。また同じく第10号住居跡、からは，鉄斧，鉄鉱，穂摘

具等の鉄製品が出土しており，これなどは生産用具のセットを考える上での貴重な資料である。

その他，植物遺存体自体の分析，鹿角地方の遺跡では常に向題とされる大湯浮石層と竪穴住

居跡の関係については詳細な分析がなされている。これらも本遺跡調査で得られた大きな成果

で、三うり，今後の調査ー研究に役立つものと考える。

参考文献

杉iJ¥台遺跡・竹生i喜一跡発掘調査報告書 秋田県文化財調査報告書第83集 秋田県教育委員会 1981. 3 

大~11I台遺跡発掘調査報告書 臼本鉱業株式会社 1978 

東北縦iT自動車道発掘調査報告書II'歌内遺跡」秋田県文化財調査報告書第88集 秋田県教育委員会 1982.3 

東北縦民自動車道発掘調査報告書IIl'北ノ林 I遺跡」秋田県文化財調査報告書第89集 秋田県教育委員会 1982.3 

東北縦幻自動率道発掘調査報告書wr北ノ林II遺跡」秋田県文化財調査報告書第90集 秋田県教育委員会 1982.3 
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付 1.案内III遺跡平安時代住居跡覆土中の大湯浮石について

花田孝夫

1 .調査方法

各住居跡内の覆土より土層ごとに25cmJづつの土をrsoil sampleJとして鉄製の円筒により採

収する。これを 1mmのフルイを用い水洗いし残った火山灰の量により各々の住居の編年を求め

ようというものである。これは，火山灰降下時期によって住居跡の編年を決定できるような，

浮石層をこの遺跡において認めることが出来なかったためである。

残念ながら，平安時代の竪穴住居跡13棟中 5棟についてしか完全な資料採収が行われず，こ

の 5棟についてのみ行うことにする。

2.大湯浮石層と遺跡

大湯浮石層は十和田火山が噴出源であるため「十和田 aJ とも呼ば、れている火山灰である。

その分布は大館盆地の東側から十和田を中心に南北に分布し，さらに岩手県福岡，軽米，青森
(1) 

県小川原湖の付近まで分布している。

大湯浮お層は，土師器を伴出する竪穴住居跡、とのかかわりが強く，竪穴住居跡を覆うか，埋

土中にブロック状に混入するように入っている。この火山灰の降下時期は，平安時代後半のこ

とと考えられていることにより大湯浮石層より新しいか否かは遺構の構築された時期の特定の

鍵となる。すなわち遺構が大湯浮石層，十和田 a火山灰層を切っているか，それによって覆わ

れているかは他の火山灰降下地域である青森・岩手の例と照らし合わせて，遺構や遺物のより

細かな編年が可能となるとされている。

今回は住居跡覆土各層中に含まれる浮石量によってその編年が決定できるかどうか試みたも

のである。

3.土佐積順位

各住居跡(第 2 第 9 第1 第17号，第18号住居跡)内の覆土を レー小

って，少ない方より 1 から 10まで分類し，それぞ'*~Lスクリントーンで区別した(第 1 図)。これ

を基に， ~ま本堆積順位を求めたのであるが，求めるにあたっては，鍵になる層が必要で、あった。

ところが，全住居跡に共通する層が認められず，第 2号，第16号，第18号住居跡については，

燃 を 基 準lこし，それより上部の層と下部の層に分け納付心にして上下に推理できる

第17号住居跡についても111111111を 同様にし，さらにそれら 2で並べてみた。次に第 9

つを，~誌を して並べ最終的には第 2図のように決定した。



第18号住居跡

第17号住居跡

第9号住居跡

第 2号住居跡

第 1図 浮石の含有量分布
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これによってもある程度までの編年は推理できる。
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4.大湯浮石の粒径

サンプリングした浮石をその直径によって 5 つに分類してみた。また粒径により小粒(l.O~

2.9mm)，中粒(3 . 0 ~ 5 . 9 mm )，大粒(6 . 0 ~ 12 . Omm )とする。

1 .第 9 号住居跡・1・;径1.15~1.75mmの範間にあり均一で、ある。これは混入量が25cm3中僅か

に0.1gと少なかったためと忠われる。

II 第 2号住居跡.• .ミミタタ筏1.4~3.6mmの範囲，大きさはほ均一，中粒以上の混入極く僅か。

第17号住居跡・:・.・..:.:.:-:.:.径1.15~3. 7mmの範囲，大きさはぽ均一，大粒の混入なし。

以上より，径1. 15~3.7mmの範囲にあり大きさほほ均一，中粒の混入僅か，大粒の混入なし。

III. 第 2 径1.4~5.0mmの範囲，小粒が主体で、あるが中粒の割合も多い。

大粒混入なし。

第 9 号住居跡目......1 径1.25~5.1mmの範囲，中粒僅かに混入，大粒混入なし。

第18号住居跡.• .ミミ佳1.25~4. 05mmの範囲，中粒僅かに混入，大粒混入なし。

以上より，径1.25-5.1mmの範囲にあり，小粒が主体である。中粒IIよりも多い。大粒の混入

なし。

百 第 9 号住居跡ミミ三径1.15~7.2mmの範囲，小粒から中粒が主体私大粒僅かに混入。

第 16号住居跡ミミミ径1.5~7.15mmの範風中粒が主体，大粒極く僅かに混入。

第17号住賠跡ミ~~径1.15~5.85mmの範囲，小粒から中粒が主体，大粒僅カかミに j混昆入O

第知問岬号性住居糊跡~::::二

にj混昆入O

以上より，径1.15~7.45mmの範囲にあり，小粒から中粒が主体，大粒僅かに混入。

V 第 2 号住居跡総務径1.4~1l.8mmの範囲，中粒以上が主体，大粒比較的多い。

第 16号住居跡騨径1.35~8 伽lの範囲，中粒以上が主体，大粒も多い。

以上より，径1. 3 5 ~ 11 . 8mmの範囲にあり，中粒以上が主体をなしており大粒の混入量も多い。

次に，粒径と含有量の関係を ると第 4図のようになり，これより言えることは，含有

量が少ないものは径が小さく，多くなるにつれ径も大きくなっていくということである。これ

は，火山灰降下直後の浮在は，量も多く径も大きかったが，それが長い間に雨などにより流さ

れ量が減っていく過積で径が徐々に削られ小さくなっていったのではないかと推理できる。

つまり混入量の少ない時期の浮石は，永い間流されて来る間に粒が削られ小さくなり，さら

に量じたいも流され減ってしまった。逆に混入量の多い時期は，まだ浮右全体が小さく砕かれ



る手呈， またそんなに

ある。

る程火山灰降下後時がたっていなかったのではないかということで
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5.遺構の編年

火山灰の降下時期以前に廃絶し，上屋構造の朽ちた住居跡では残存した凹みに火山灰のレン

ズ、状堆積を認めることができる。しかしこの 5棟については全くあてはまらず，これらの住居

跡は，火山灰の降下する以前のごく近い時期に廃絶されたか，あるいはそれ以後の廃絶という

ことになる。 2点に して各々の住居跡を見てゆくことにする。

ア)第 2

遺跡西側に位置する。 .38m2 壁長3.12X2.77m カマド南壁西寄りにある方形の住居跡

である。この住居跡の床面上に見られる覆土には殆ど浮石混入は見られない(1 cm'中0.008g ) 

これより廃棄直後の火山灰降下は考えられない。この上国の覆土より急に浮石量が増え，さら

に床面に近い場所や中央部などで， 多い層がブロック状に堆積している。これ
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は，後l止の撹百しで入1)込んだものではない。このことから

のものである。 以 i二のことより降下する以前のごく近い時期に

イ)第 9

より古いl時期

された住居跡と考えられる。

遺跡東北隅に る。 48m2 壁長4.52X3. 77 mカマド西竪北寄りにある方形の

跡、である。この住居跡の場合前にものべたょっに浮石のレンズ、;りょの堆-桔は見られなかった。ま

た第 2 号住居跡のようなブロック状のm~入もなく，制年を決定するにあたっての決め手がなか

った。ひとつ言えることは，全覆土中に浮石を含むことより火山灰降下後に魔棄されたという

ことである。なお編年の決定には堆積順位を

ウ)第16号住居跡

遺跡南1~1jに位置する。面積11.17m' 壁長3 .86X 3 .05m カマド南壁西寄りにある方形の住居跡

である。覆土第一層に最も多く浮五を含んだ層(1 cm;r:1::J0.532 g)が，レンズ、状に堆積している。

しかしそれ以下の覆土にも浮百が含まれていることより，第一層以前すでに火山灰時下があ

り，これは二次堆積したものと思われる。また，

るがこれについては不明である。

エ)第17号住居跡

ゆく紅j手石 多くなってい

遺跡北東側に位置する 面積13.54m2壁長3.85X3.63m カマド南壁西寄りにある方形の住居

跡である。この住居跡の床面上の覆土には殆ど浮石混入がなく ( 1 c01;I=1コ0.004-0.052g)， 廃

降下はなかったものと思われる。また，全覆土中に浮石を含むことより降下後に廃棄

されたものと推定される。この住居も第16号同様，上層にゆく程浮石含有量が多くなっている。

オ)第18号住居跡

遺跡北西隅に位置する。面積12.78m' 78X3.48m カマド りにある方形の住居

跡である。覆土上面にゆく くなって来ていることよリ，地表における

少なくなって来た時期 了したのではと推測される。つまり火山灰降下後しばらくして

から廃棄され火山灰カi雨などに流され減ってゆく過程で埋没が完了したのではないかというも

のである。

以上のことと，前項土佐積順位， j手石の粒径より

菊r 日

第18号←第16号←第17号←第 9号←第 2



という編年を推理してみた。

なお，この材11¥年の推理にあたってはあくまでも浮石量を主体に考えてみた。したがうて，住

品J の差，人為的埋没の有無，地理的条件など，その他考えられる

あらゆる は，いっさい:)]・えないものとして行づた。したがって実際の編年と 'ト

l
一rマノ

えられる。

6. まとめ

今回は試験的に行ったもので資料採収や分析が i細分できず，残念ながら期待したような成果

は得られなかった。これは，資料が少なかったのも原因ではあるが，その他考えられる多数の

によるものであろうと考えられる。よってしっかリした大湯浮石層を認めることが出来な

かづた場合，ある程度までは浮石混入量で判断できるものの最終的には出土遺物など， fむの事

物にたよるところが大であり，浮石量のみていの判断は限界がありきわめて困難である。

参考引用文献

(1) 大池昭二 「十和田火山は生きている」 国土と教育26 昭和49年 7月

(2) 平山次郎市JlI賢一 r1000年前のシラス洪水J 地質ニュースNo.l40号 昭和41年

(3)(6) 瀬川可男 「縄文期以降の火山灰と遺跡」 どるめん

(4)(5) 富樫泰時 「大湯浮石層と鹿角盆地の遺跡J どるめん
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